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　　　序　章







　静寂が街を支配していた。

　耳に聞こえるものは、風の音と遠くでさえずる鳥の声だけだった。

　街の外れを抜ける国道のバイパスを走る車の音も、駅前にある商店街に流れる有線放送の音楽も、工場から聞こえるはずの機械の操業音も、踏ふみ切りの警報機の音も無かった。

　休む暇も無いほどにトラックが行き交っていた国道のアスファルト舗装は細かくひび割れ、その隙すき間まから生えた雑草が、家々の間を吹き抜ける初夏の風に揺れている。

　埼さい玉たま県熊くま谷がや市。

　この街は江戸時代から中なか山せん道どうの宿場町として栄え、都心部と群馬県、新にい潟がた県を結ぶ一級国道である国道十七号、そして上じよう越えつ新幹線、高たか崎さき線、そして秩父ちちぶ市と羽は生にゆう市に延びる秩父鉄道の駅を持つ、人口二十万を数える埼玉県北部の中心都市だった。

　都内から一時間以内という通勤距きよ離りにあるこの街は、都心に通うサラリーマンにとって格好のベッドタウンであり、駅と、旧中山道を中心として広がる古い市街地をぐるりと取り巻くように新興住宅地が広がっている。

　しかし、今、その住宅街にはあちこちに歯が抜けたように黒く焼け落ちた家が目立ち、路地を歩く人の姿は無かった。

　人が管理していない住宅街の家々には、荒廃が目立ち始めていた。

　綺き麗れいに手入れされていた庭先の芝しば生ふには雑草が生い茂り、生いけ垣がきは人の痕こん跡せきを覆おおい隠すかのように野放図に枝を伸ばしている。

　五年前の秋。世界中の国々を原因不明の疫えき病びようが襲おそった。

　それは、発病すると急激に発熱し、七十二時間で心肺機能の停止によって急死する、という致死率の高さと、空気感染による高い罹り患かん率りつを併せ持つ最悪の疫病だった。

　この病気の流行が始まったとき、病人を搬はん送そうする救急隊員、死者を検分する警察官、という社会を支える治安機関に従事する人々が真っ先に感染し死んだ。そして、次に死んだのが病気を診察する医師だった。

　警察と消防という治安機関が無力となり、社会の秩ちつ序じよが失われていく中で、疫病の恐怖に怯おびえた人々は感染者に関かかわるものをすべて火で焼くことで疫病の恐怖から逃れようとした。

　人々はとりつかれたように、医い療りよう機関として機能しなくなった病院を、そして患者が収容されている体育館や避ひ難なん所じよや、病人が出た家にガソリンを撒まいて火を放った。

　その火は消す者もいないまま燃え広がり、さらなる混乱を引き起こした。

　疫病と死と恐怖と混乱と炎がすべての人々を巻き込み、世界は総人口の八割以上を失った。無人の家々に白骨だけが転がる、この崩ほう壊かいした世界に生き残ったのは、十八歳に満たない子供たちだけだった。

　理由はわからない。

　子供だけに存在する胸きよう腺せんと呼ばれるリンパ腺が関係しているのか、それとも成長ホルモンが作用したのか。正確なことは誰だれもわからないが、この病気を発病せずに生き延びたのは、すべて十八歳未満の子供たちだけだった。

　その、荒れ放題になっている一軒の家の庭先に積まれた本の束に、一羽のカラスが止まっていた。

　かつて、この街に人がいた頃ころは、人の捨てる生ゴミを主食にし、人に依存する形で繁はん殖しよくし大勢力を誇ったカラスたちだったが、人の姿が消えた今は、自然の中に生きる、ごく普通の野鳥としての数に落ち着いていた。

　日に焼けて黄色くなっている一番上のページ以外は湿気で膨ふくれ上がり、薄うす汚よごれた灰色のパルプの塊かたまりに変わりつつある、その本の束の上に止まって、なにか食えるものは無いか？　という顔つきで庭先を見回していたカラスの頭が、ひょい、と上がった。

　カラスは警戒するような目つきで、表通りの方角を見つめていた。

　風に乗って、ビィーという軽いエンジンの排気音が聞こえてきたのはそのときだった。

　数台の原付バイクが一いつ緒しよに走っているのだろう。いくつか違う音が混じったエンジンの排気音が少しずつ近づいて来る。

　建ち並ぶ家々の壁に反はん響きようし、急に大きく聞こえ出したのは、住宅街に入ったからだろう。

　本の束の上に止まったカラスは、警戒するように、じっと音のする方向を見つめていた。

　やがて、カラスの見ている路地の先に、音の主が姿を見せた。

　それはリヤカーを車体の後部に取り付け、人や物を運べるように改造した原付バイクの列だった。

　先頭の原付バイクを運転しているのは、黒い革ジャンパーを着て目にゴーグルを着け、首に青いバンダナを巻いた長髪の十七歳くらいの少年だった。

　少年の背中には緑色の樹脂製の銃じゆう床しようがついた自衛隊の八九式自動小銃があった。

　原付バイクの列は真まっ直すぐに突き進んでくると、カラスがいる家の前で停とまった。

　先頭の原付バイクを運転していた少年が、牽けん引いんしていたリヤカーに乗っていた同じくらいの年齢の少女に振り返って聞いた。

「このあたりでいいんですか？　矢や上がみさん！」

　矢上と呼ばれた少女は顔につけていたゴーグルを外すと、肩にかけていたバッグの中から地図を取り出して指でたどった後で、顔を上げてうなずいた。

「そうね、地図によるとこのあたりにあるみたいなんだけど……小さい歯医者さんって、普通の家と変わんないから、看板だけが頼たよりなのよね。そのへんに看板出ていない？」
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　少年は原付バイクを降りると、矢や上がみの後ろに停とまっている仲間たちに声をかけた。

「歯医者の看板を探してくれ！　この辺にあるらしい！」

　仲間たちはわかったという風に片手を上げて合図をすると、バイクを降りて住宅街の中を探して歩き始めた。

　ものの一分もしないうちに、声が聞こえた。

「あったぞ、突き当りの家だ！」

　──え？

　矢上はあわてて目の前の家を見直した。

　普通の民家のようなその家の前には、枝を伸ばして葉を茂らせた植木が二本立っており、よく見ると、その植木の枝の向こうに緑色の看板らしいものが見えていた。

「ああ、なんだ、あそこだったんだ。植木の葉っぱが邪じや魔まで歯医者の看板が見えなかったんだ」

　リヤカーから飛び降りた矢上が、その家に近づくと、ばさばさっ！　という音と共に黒い影が飛び出した。

「きゃ！」

　小さく悲鳴を上げて立ちすくんだ矢上は、目の前から飛びたった黒い塊かたまりがカラスだったことに気がついて、ほっとしたような顔になった。

「なんだ、カラスか。まったく驚おどろかさないで欲しいわ！」

　矢上の脇わきに立った少年は、その歯科医院の建物を見回して、つぶやくように言った。

「……窓ガラスが割られていませんね。戸と締じまりもしっかりしているみたいだ……ここなら、五年前のまま、手付かずかもしれませんね」

「……だといいんだけどね。とにかく中に入って調べてみましょう」

　その歯科医院は住宅と診しん療りよう室しつが併設されている小さな医院だった。

　少年たちの一人が、バイクのリヤカーに積んであった充電式の電気ドリルで、玄関の鍵かぎを破は壊かいした。

　矢上たちはマスクを顔につけると、玄関のドアを開けて中に入った。

　家の中に足を踏ふみ入れたとたん、マスク越しにカビと埃ほこりの匂においが入り混じった空気が押し寄せてきた。

　それは、長い間締め切られ、人が出入りしたことがない家特有の澱よどんだ空気の匂いだった。玄関の脇には、黒いソファが置かれた小さな待合室があり、その奥に通じるドアに小さく「診療室」と書かれた札がぶら下がっている。

　窓にはすべてブラインドが下ろされており、部屋の中は薄うす暗ぐらかった。

　矢上は確信するように小さくうなずくと、後ろにいた少年たちに向かって言った。

「大だい丈じよう夫ぶよ。この建物はまだ荒らされていないわ。ここなら見つかるかもしれない！　手分けして探して！」

　過去に何度もこういった空き家に入り込んで食料や燃料を探し出してきた経験から、矢や上がみには空気の匂においでその家がどれくらい長い間人の出入りが無かったか判断できるようになっていた。

　診しん療りよう室しつにはフルリクライニングする大きな椅い子すが四つ並んでいた。

　顔を照らす照明用のライトと、そして脇わきに口をゆすぐ小さな洗面台がついているその椅子を見て、このグループのリーダーらしい長髪の少年が小さく肩をすくめてつぶやいた。

「子供の頃ころ、あの椅子に座るのが怖かったなあ。きゅいーんという歯を削る音を聞くと、お尻しりのあたりがむずむずしたっけ……」

「へえ、泣く子も黙だまる熊くま谷がや防衛隊の田た宮みやくんでも、怖いものがあったんだ」

　田宮と呼ばれた長髪の少年は、苦笑いしながら肩をすくめた。

「歯医者の治療が怖くない、僕、大好き！　って子供がいたら会ってみたいもんですよ」

「……まあそういわれてみればそうよね。私も歯医者は嫌いやだったもんね……」

　矢上はそう言うと、もういちど薄うす暗ぐらい診療室の中を見回した。

　歯科診療用の椅子と治療用の器具を置くステンレスの台の上には真っ白な埃ほこりが積もり、椅子の表面に張られたレザーの上には黒いカビの斑はん点てんが広がっていた。

　壁に掛けられたカレンダーは五年前の十一月のものだった。

　矢上は窓に近づくとブラインドを開けた。

　五年ぶりに部屋の中に差し込んだ日光の帯の中に無数に舞う白い埃が見えた。

　──うへ！　マスク越しに空気を吸っていても、鼻の奥がむず痒がゆくなりそう……さっさと仕事して帰ろう！

　矢上が思わず首をすくめたとき、田宮が部屋の中にいる少年たちに向かってよく通る声で言った。

「さあ、見てないで、お前らも探せ！　この医院は荒らされていないから、きっと薬が残っているはずだ！」

　少年たちははじかれるように顔を上げると、あわてて歯科医院の中に散った。

　その様子を見ていた矢上が感心するように言った。

「……ちゃんと言うこと聞くんだね」

「ええ、普ふ段だんからびしっと訓練してますから！　なあ、長は谷せ川がわ？」

　一番近くにいた長谷川と呼ばれた少年は、あわててうなずいた。

「ええ、田宮さんはおっかないっす！」

「こら、おっかないんじゃなくて、厳しいと言え厳しいと！」

「うひゃ！」

　首をすくめて逃げて行った長谷川を見送って、田宮はつぶやくように言った。

「本当なら、熊くま谷がやコミュニティの戦せん闘とう員いん全員を前まえ橋ばしに連れて行って、あそこで栗くり野のさんの訓練を受けさせるべきなんだろうけど……時間も人手もないですからね。訓練を受けた俺おれが、あいつらに自分が受けたのと同じ訓練をさせて、鍛きたえ上げるしかないんですよ」

「それでいいんじゃないの？　知識ってのはそうやって人から人に伝えていくものよ……」

　矢や上がみが笑いながらうなずいたとき、診しん療りよう室しつの奥の部屋から声が上がった。

「見つけました！　錠じよう剤ざいと……これは注射液かな？　箱に入ってます！」

　矢上と田た宮みやは互いの顔を見合わせた後で、あわてて声の聞こえた部屋に向かった。

　それは鎮ちん痛つう剤ざいと局所麻ま酔すい薬やくだった。

　薬の種類を矢上から聞いた田宮は、納得したようにつぶやいた。

「そうか、歯医者さんは歯を抜くもんな。麻酔薬と痛み止めは必需品なんだ」

　手に持ったノートに、薬の名前と分量を書き込みながら矢上は答えた。

「うん、歯医者さんは他ほかにも化か膿のう止めの抗生物質や、抗菌剤も使うからね。探せば見つかるはずだって、結ゆう城き先生が言っていたわ」

「大きな病院は、五年前の疫えき病びよう騒さわぎのときにパニックになった人たちに焼きうちにあって、みんな燃えちゃったし、薬局や薬店も略奪されて、薬なんかもうどこにも無いって思ってたけど……そうか、歯医者さんは盲点だったなあ。結城先生ってホントに何でも知ってるなあ。さすがはお医者さんだけのことはある」

　矢上は笑いながらうなずいた。

「うん、結城先生がいてくれなかったら、きっと今いま頃ごろ大変だったと思うな……でも、すごいよね。大人の人が全部三日熱で死んじゃって、お医者さんも看護師さんもいなくなったときに、僕が医者になろう！　なんて思えるなんて……」

　田宮は真剣な目でうなずいた。

「そうだよなあ……考えてみれば、今、前橋でリーダーやっている玉たま城しろさんも、相談役の瀬せ見みさんも、防衛隊の指揮官の栗野さんも、五年前はオレと同じくらいの歳としだったんだよな……大人がいなくなったこの世界で大人の代わりになって、なんとかしようと思うってこと自体がすごいよなあ……」

「なんとかしてくれ！　と言って座り込んでいるよりも、なんとかしよう、なんとかしなくちゃ！　って、前向きに生きた方がカッコいい……ってのはホントだよね……さあ、私たちも探そう！」

「了解！」

　田宮はそう答えると、診療室の壁かべ際ぎわにあるロッカーのような戸棚を次々に開けて中を確かめている少年の群れに加わった。

　奥の方にあった戸棚を開けていた一人の少年が声を上げたのはそのときだった。

「薬がありました……なんか色のついたビンが並んでます！」

　矢や上がみはあわててその声のする方向に走った。

　長は谷せ川がわの指差したそこには、白い粉末の入った茶色いビンや、錠じよう剤ざいのようなものが入った白い半透明のプラスチックの広口ビンなどが、ずらりと並んでいた。

「なんか、貴重な薬っぽいっすけど……何の薬なのかな？」

　田た宮みやが茶色いビンを一個取り上げてラベルを読んだ。

「えーと、なんかよくわかんないアルファベットが書いてあって……名前はシ……シプロ……キサン？」

「シプロキサン!?　ちょっと待って！」

　矢上はそう言うと、肩からかけていたバッグの中に手を突っ込んでノートを取り出し、ぱらぱらとめくった。

「シ……シ……あった！　シプロキサン！　二重丸が付いてるわ！　抗菌薬だって！　傷の化か膿のう止めとかに使うやつよ！」

　見つけ出した少年は目を丸くした。

「ビンゴ！　ってことですか？」

「そうよ、ダンジョンに入って目に付いた宝箱を開けたら、いきなり中から有名な『ナントカの剣』が出てきたようなものよ！」

　矢上の言葉を聞いた少年は嬉うれしそうにガッツポーズをしてみせた。

「やったぁ！」

　周りの連中が手を止めてうらやましそうに見ているのに気がついた田宮は、ぱん！　と手を叩たたいて言った。

「さあ、手を止めるな。まだまだ薬はあるはずだ。俺おれたちは勇者だからな、戸棚を開けて薬草を探すのが仕事だぞ！」

　少年たちは笑いながら作業に戻った。

　矢上が抗生物質の入ったビンを、大事そうにトートバッグの中に入れているのを見ていた田宮が笑いながら言った。

「良かったっすね、矢上さん。これで、あの松まつ本もとから来た園その山やまって人も助かりますよ」

「うん、本当に良かった……これで、あいつだけじゃない……大おお宮みやで戦って怪け我がをした人たちも、みんな助かるはずよ。抗生物質で感染症を抑え込めば、敗血症にならないって結ゆう城き先生も言っていたわ！」

　嬉しそうに微笑ほほえんだ矢上を見て、田宮は少し眉まゆをひそめた。

「でも……大宮から避ひ難なんして来た連中の中には、あの園山さんのことを疫やく病びよう神がみだっていう人もいますよ。あいつが大宮に来なければ、協和国の攻こう撃げきは無かったはずだ、あいつが協和国を引き寄せたんだ、あいつは協和国のまわし者じゃないのか？　って……」

「うん、知ってる……私も色々言われてるから……」

　矢や上がみは悲しそうな顔で小さくうなずいた後で、田た宮みやの顔をじっと見つめて聞いた。

「あんたはどう思ってるの？　あいつのこと……」

　そんなことを聞かれるとは思っていなかったのだろう。田宮は驚おどろいたように目を見開いた後で、言葉を捜すような口調で答えた。

「え？　俺おれですか？　えーと、大おお宮みやコミュニティの責任者だった筑ちく摩まさんから、あの人がどこから何のために来たのかを聞いています……松まつ本もとに大人の人たちが生き残っているって話も。

　そういったウワサは何度も聞いたことがありましたけど、信じていませんでした。そんな都合のいい話があるわけない。本当に大人たちが生き残っていたなら、とっくに俺たちを助けに来てくれているはずじゃないか。そんな風に思ってました……」

「今はどうなの？　その話、信じる？」

　食い入るような目で聞く矢上を見て、田宮は困ったような表情を浮かべた。

「信じて……ますね。この目で見たわけじゃないから百パーセント信じているわけじゃないけど、八十パーセントくらいは……」

「そっか……そうだよね。いきなり見ず知らずのよそ者がやってきて、松本には大人が生き残っている、俺はそこからやってきたと言っても、それだけで信じてもらえるわけないよね……」

　小さく肩を落としてため息をついた矢上を見て、田宮は興味深そうに聞いた。

「矢上さんはなぜあの人の言うことを信じるんですか？　だって、あの人、証拠になるものを何も持ってないって話じゃないですか」

「あの機転と知識が証拠よ！　あいつはホームセンターの中で見つけた品物でガソリン作って、軽トラック動かして、私とサナエを連れて、協和国の本拠地の立たち川かわから大宮まで逃げ切ったんだよ？　あいつがウソをついているって言ってる連中は、一度、協和国の連中が乗る大型スクーター部隊に立川から大宮まで追いかけられてみればいいのよ！」

　田宮は苦笑した。

「追いかけられるわけにはいきませんけど……そういった知識ってのは、誰だれかに教わらなければ身につきません。そう考えれば、あの人の言っていることにも説得力はありますね。

　あの人は、きっと前まえ橋ばしのコミュニティみたいに、しっかりとした場所で教育と訓練を受けてきたんでしょうね」

　矢上はうなずいた。

「私も前橋には二回くらいしか行ったことがないけど、あそこはすごいよね。酪らく農のうや米作りといった農業から、ディーゼル機関車を直したり、大きなバッテリーで動く自動車とか、いろんなものを自分たちで作ってるものね」

「ええ、あれは前橋コミュニティの世話役の瀬せ見みさんがすごいんですよ。たとえ物がなくなっても、知識があれば物は作り出せる。たとえ世界が滅びても、人が生き残って知識があれば、世界は再生できる。なんとかしようと思えば道は開ける！　って、あの人は信じてますから」

「すごいね、前向きだなあ」

　矢や上がみが感心したようにつぶやいたとき、奥の部屋から少年の声がした。

「矢上さん！　こっちにも薬がありました！」

「あ、はい、今行きます！」

　その声で我に返った矢上はノートをつかんで、声が聞こえた方向に向かって小走りに駆け出した。













　　　第一章「責任と無責任」







　リビングにある電話が鳴っていた。

　二回ほど鳴った後で、サイドボードに置かれたコードレスの子機が同じように鳴り始めた。子機に手を伸ばしたとき。慎しん吾ごの脳内の奥底で、誰だれかの声がした。

　──ソノ電話ヲ取ルナ。

　──ソレハ、ヨクナイ知ラセダ。

　慎吾はその声を遠くで聞きながら受話器を取った。

　電話の向こうから、女の人の声が聞こえた。その人は母の勤め先の会社の名前を告げた後で、こう言った。

『……園その山やまさんが、職場で倒れました。熱があります。三日熱のおそれがあるということで、緊きん急きゆう隔かく離りセンターに搬はん送そうされました』

　慎吾の視界の中にある見慣れたリビングルームの光景が、すうっと色彩を失っていった。

　──そうだ。あの瞬しゆん間かんから、俺おれの見る世界はすべてモノクロームになった。

　あの日、俺おれは弟の慎しん二じと一いつ緒しよにリビングルームにあるテレビで、友人から借りてきたテレビゲームをやっていた。

　学校は半月前から休校になっていたし、テレビ番組もニュース番組ばかりで、それも一日の半分くらいしか放送していなかった。

　ニュースの内容は冷静に動くように呼びかける政府の広報と、あちこちの街で三日熱の感染者が増え続けていることと、感染者を収容した病院や施設を焼き討ちする暴徒に対して治安部隊に発砲許可が出たという内容を繰くり返して告げるだけで、これといって目新しいものは無かった。

　学校が休みになった最初の日。慎しん吾ごは母に黙だまって友人と街に遊びに出かけたが、街の中を歩く人数は少なく、映画館やゲームセンターが入っている大きなショッピングモールは閉へい鎖さされていた。

　家に帰ってそのことを母親に言った慎吾は、こっぴどく怒られた。人の集まる場所は感染する恐れがあるために、すべて営業中止になっていたことを慎吾たちは知らなかったのだ。

「家の外の空気には三日熱の病原菌が渦巻いているんだよ！　家の外に出るのは、私みたいに働かなくちゃならない人間だけでいいの！　あんたたちを立派な大人に育てるのが、私の責任なんだからね！」

　母は真剣な目でそう言って、慎吾を叱しかった。

　三年前に、父が交通事故に巻き込まれて事故死してから、母は必死に働いて一人で慎吾と慎二の二人の兄弟を育ててきた。

　母の気持ちを考えた慎吾は、もう二度と家から出ないと心に誓った。

　それから二週間、慎吾は学校の友だちからの遊びの誘さそいもなにもかも断って、三つ年下の弟と家に閉じこもって、テレビゲームをやったり本を読んだりして時間を潰つぶしてきた。

　電話の受話器の向こう側から聞こえて来る、会社の事務員らしい若い女の人の声を聞きながら、慎吾はぼんやりと考えていた。

　……三日熱は発病して、熱が出て三日で死ぬ。だから三日熱という名前がついた。

　ということは、母はあと三日で死ぬんだ。

　信じたくなかった。信じられなかった。どんなに病気が流行していても、東京で何万人という人が死んでいるというニュースを聞いても、焼かれている病院の映像をテレビで見ても、それは全部自分とは関係のない世界の出来事としか思っていなかった。自分とは無縁の世界の話のように思い込んでいた。

　電話の向こうの女の人は、慎吾の母親のことをよく知っている人らしかった。

『……いい、よく聞いて。慎吾くん。お母さんが収容された大学病院の周辺は自衛隊と警察が封鎖しているわ。収容された病人とは一切面会ができないの。あなたはもう、お母さんに会うことはできないの……わかった？』

　わかった、とは言いたくなかった。そんな馬ば鹿かなことがあるか！　母が何をしたって言うんですか！　と言いたかった。だが、慎しん吾ごはじっとこらえてうなずいた。

「……わかりました」

　電話の向こうにいる女の人は、少しほっとしたようだった。

『……園その山やまさんの言うとおりだね。慎吾くんはお兄さんだからしっかりしている。慎吾くんなら冷静に話を聞いてくれるって言ってたけど、その通りだね。

　いい？　慎吾くん。あなたはもうお母さんに会えない。だから私があなたのお母さんから託された言葉をあなたに言うわ。よく聞いて……』

　慎吾は震ふるえる手と足に力を入れてうなずいた。

「はい……」

『お母さんが帰れなかったら、本家の岡おか田だの伯お父じさんの家に連絡を入れなさい。でも、伯父さんのところも、東京から逃げてきた親しん戚せきで一杯だから、きっと頼たよれません。だから。お父さんやお母さんがいなくなった子供たちが集まる施設があります。そこに行きなさい。押し入れにあるリュックに、非常持ち出し袋が入ってます。そこに通帳と印いん鑑かんが入っています。お兄さんとして、慎しん二じを守って、ケンカしないで仲良く助け合って生きていきなさい……園山さんは、そう言っていたわ……聞いている？』

「はい……聞いています……」

　電話の向こうにいる女の人は励ますように言った。

『親戚が市内にいるのね？　だったらその人を頼りなさい』

「あの……」

『なに？』

「……この家で僕と弟だけで暮らすことはできないんですか？　僕は中学二年生です。僕は保護者代わりにはならないんでしょうか？」

　電話の向こうの女の人は一いつ瞬しゆん言葉に詰まった後で、半分涙声で答えた。

『……慎吾くんはしっかりしているね。園山さんがいつも自じ慢まんしていた通りの息子さんだわ……慎吾くんの気持ちはよくわかるわ。でもね、大人がいないと、食べ物の配給とかそういうものが貰もらえないのよ。もう開いている店もなくなってきているのよ。だからその家にある食べ物を食べつくしたら、もうどこに買いに行っても手に入らないのよ』

　慎吾は驚おどろいた。

「店が開いていないって……まさか、店の人もみんな死んじゃったんですか！」

『違うの、物が無いのよ。松まつ本もとは東京と違って、まだ感染者はそんなに多くないわ。店だって開けることはできるわ。だけど、品物を積んだトラックが来ないの！　感染の拡大を抑えるために、自衛隊と警察が高速道路を封ふう鎖さしたでしょ？　一般道路もあちこちで事故や火災で通れなくなっているんだって。それで品物が不足しているの。もうすぐ食べ物は配給制になるわ。そうしたら、もうその家にいても暮らしていけないの。施設に行けば、子供たちで助け合って暮らしていけるのよ』

　一いつ瞬しゆんためらった後で、慎しん吾ごはうなずいた。

「……わかりました。とりあえず伯お父じさんの家に行きます。それが母の言いつけですから……それに従います」

『そうね。園その山やまさんもそう言っていたわよね。要保護者家庭ということで市役所にも連絡しておくからね』

「わかりました……わざわざありがとうございました」

　慎吾は思わず電話に向かって頭を下げた。

「ねえ、兄ちゃん、今の電話、なに？」

　気がつくとすぐ横に弟の慎しん二じが来て心配そうに見上げていた。

　慎吾は何と答えていいのかわからなかった。

　母が死ぬ……なんて言えるわけが無い。聞けば絶対に泣く。でも、明日、伯父さんの家に行くなら、荷造りをするということを説明しなくちゃいけない。

　慎吾は心配そうに見上げる弟の顔を見て言った。

「今の電話は、お母さんの仕事場の人からだ。お母さんは当分仕事が忙しくて帰れなくなったんだそうだ。だから、岡おか田だの伯父さんのところに電話して、泊めてもらえるかどうか聞いてみろって……そして、もし伯父さんのところがダメだったら、施設に行きなさいって……」

　慎吾の言葉を聞いた弟は目を見開いた。

「施設って……あそこは、親が病気で死んじゃった子供が行くところだよ！　だって、僕たちにはお母さんがいるじゃないか！　お母さんは生きてるんでしょ？　なのになぜ施設に行かなくちゃいけないの？」

　慎吾は言葉に詰まった。

「……それはだな……えーと……」

　慎吾の表情を見ていた慎二の目から涙がぽろぽろとこぼれた。

「ねえ、お母さん、死んじゃうの？　帰ってこないって……そういうことなの？　だから僕たち施設に行くの？　ねえ！　お兄ちゃん！　違うよね！　お母さん帰ってくるよね！　死なないよね！」

　慎吾は弟の頭に手を載せて、髪の毛をくしゃくしゃとかき回した。

「大だい丈じよう夫ぶだ！　ちゃんと帰ってくる！　心配するな！」

「でも……帰ってきたときに、僕たちが家にいないと、きっとお母さん心配するよ。だから家にいようよ。僕、施設なんか行きたくないよ！」

　それは、慎吾も同じだった。

　父と母の思い出が残っているこの家を離はなれたくなかった。たとえどんなことになっても、この家で暮らしたかった。

　この家で暮らしていれば、母が帰ってくるような気がした。

　さっきの電話は何かの間違いで、母は元気に帰ってくるかもしれない。

『ただいまー！　あー疲れた。晩御飯すぐに作るからね』

　そう言って、いつものように母が帰ってくるような気がした。

　心の底で、そんなことはありえない。それはただの夢だ。現実を直視しろと、もう一人の自分が告げているのが聞こえた。

　でも、慎しん吾ごはその声に耳を塞ふさぎたかった。

　──いつものように、母が帰ってくる。

　──いつものように、迎えてあげることができる。

　それが慎吾の本音だった。だから、電話で施設に行けと言われたときに、慎吾は断ろうとしたのだ。

　慎吾は崩れそうになる自分の心を必死にかき集めて、弟に言った。

「いや、ダメだ。お母さんは俺おれたちがここにいないということを知っている……伯お父じさんの家か、施設のどちらかに行ったと知っている。ここにいたら行き違いになっちゃうんだ。荷物を作るから、自分の着替えを用意するんだ」

　弟は泣きながらうなずいた。

　慎吾はリビングを見回した。

　さっきまで。そう、ついさっきまで、そこは見慣れたいつもの場所だった。

　テレビがあって、ゲーム機があって、コタツがあってマンガが散らばっていて……。

　それは、いつまでもずっと変わらないものだと信じていた。

　昨日と同じ今日、今日と同じ明日。それが続くと俺は信じていた。

　明日の途中で明日が終わることがある、なんて、俺は知らなかった。

　──俺たちは、どうなるんだろう。

　俺と慎しん二じだけになって……どうやって生きていけばいいんだろう？

　伯父さんの家に厄やつ介かいになれるんだろうか？　もしダメなら施設に行かなくちゃならない。でも施設ってどんなところなんだろう、そこでどんな暮らしが待っているんだろう……。

　立ち尽くす慎吾の脳内で、誰だれかが答えた。

　──母ハ帰ッテ来ナイ。ソシテ大人タチハ、ドンドン死ンデイク……伯父サンタチモ一週間後ニ発病シテ死ヌ。

　オ前ハ、弟ト従い姉と妹こヲ連レテ施設ニ行クコトニナル……。

　慎吾は自分の耳を押さえて叫んだ。

「おい！　待て！　お前、誰だ！　なんでお前にそんなことがわかるんだ！」

　脳内の声は答えた。

　──ワカルサ。ナゼナラ、コレハ全部過ギテシマッタコトダカラサ……モウ、ドウシヨウモナイ過去ノ出来事ダカラサ……。




　気がつくと……。

　慎しん吾ごは透明なビニールの張られた白い天てん井じようを見上げていた。

　糊のりの効いた白いシーツの感触と、消毒薬の匂においが慎吾の身体からだを包んでいた。

　──夢か。

　慎吾は大きくため息をつくと、目をつぶった。

　にじんでいた涙が、すっと頰ほおを伝って流れ落ちた。

　そう……いつも、こんな風に目が覚める。

　日常が俺おれの前から消えた日のことを、何度も何度も夢に見る。

　あの日の朝、いつものように母は家を出て……そして二度と帰って来なかった。俺の日常はあの日で終わった。

　もう、どうしようもないのに……もう、変えることはできないのに……何度も何度も夢に見る。

　慎吾はゆっくりと目を見開いた。

　ビニールハウスで使われる厚手の透明なビニールが張られた部屋の中に、空気清浄機とエアコンのモーター音が響ひびいていた。

　──なんとなく、ぼんやりしているのは、鎮ちん痛つう剤ざいが効いているからだな。

　俺は……大おお宮みや駅のロータリーで西東京協和国の連中に撃うたれた。

　その後の記き憶おくははっきりしない。気がついたら、このビニール張りの部屋のベッドに寝て、天井を見ていた。

　列車に乗って、矢や上がみと会話したような記憶もうっすらと残っているけど、なんとなくもう何ヶ月も昔のような気がする。

　結ゆう城きと名乗った、あの若い先生は見よう見まねで医者をやっているんだと言ったけど。知識もあるし手術の腕も確かだ。

　ここは熊くま谷がやコミュニティにある病院らしい。ビニールで部屋を密閉して、エアコンと空気清浄機を動かして、外部から埃ほこりや雑菌が入らないようにしている。こんな設備がファウンデーションの医い療りようセンター以外にあるなんて思ってもいなかった。

　慎吾の意識は部屋の中に響くエアコンと空気清浄機のモーター音に飛んだ。

　──そうか、ここには電力があるんだな。

　大宮のコミュニティも川に水力発電所ユニットを置いて電力を確保していたけど、前まえ橋ばしコミュニティの影えい響きよう力りよくが及んでいるコミュニティは、どこもまず最初に電力の確保を考えている。

　暮らしは全部電力が支えていたんだよな。洗せん濯たく機きも炊飯ジャーも、生鮮食料品を保存する冷蔵庫も、全部電力の上に成り立っていたんだ。

　エンジンは燃料が無ければ動かない。でも、電気は風力や水力や太陽光で供給することができる。

　この世界では、もう海外から石油を輸入することはできないし、もし石油があってもそれをガソリンや軽油に精製するプラントを動かせる人は誰だれもいない。

　──文明の再生は先まず電力を確保するところから始まる……。

　伊い那なのファウンデーションで教わったのと同じことを考えている人が、前まえ橋ばしのコミュニティにいたんだな。

　早いところ傷を治して、前橋コミュニティの責任者の人たちに会いに行かなきゃな。

　そのとき、部屋に誰かが入って来たような気配がした。

　部屋の入り口を見ようとして、身体からだをひねった慎しん吾ごの右の背中から脇わき腹ばらにかけて激しい痛みが走った。

　──痛てててて。

　いけね。背筋の一部に損傷があるから、身体をひねるなって言われてたんだっけ……。

　慎吾は痛みが治まるまで、半分身体をひねった形のまま固まるしかなかった。

　そのとき、病室の仕切りとして張られている、透明なビニールシートが動く音がした。

　視界の隅っこに白衣を着た人間が何人か入ってくるのが見えたが、痛みが治まっていないために、顔を動かすことすらできなかった。

　慎吾のベッドの近くまで来たその人物のうちの一人が、はっと小さく息を吞のむ音がした。

　──あ、矢や上がみかな？

　声ではなく、ただ、息を吞む音と雰ふん囲い気きだけで、慎吾にはその人物が矢上だということがわかった。

　思ったとおり背中の方で、心配そうな矢上の声が聞こえた。

「……結ゆう城き先生、この人、大だい丈じよう夫ぶですか？　変な格好で寝てますけど、本当に怪け我がだけなんですか？　なんか妙な病気に感染しているってこと……無いですよね？」

　結城が笑いを含んだ声で答えるのが聞こえた。

「大丈夫だよ。背筋の傷が痛むので、こういう姿勢になっただけだと思うよ」

　慎吾は小声で答えた。

「……実は、その通りです」

　矢上はびっくりしたように言った。

「なによ！　寝てたんじゃないの？」

「いや、起きていた……」

「人がせっかくお見舞いに来たってのに、なによその態度！　そっぽ向いて話すこと無いじゃない！」

　慎しん吾ごの姿勢を見ていた結ゆう城きが、苦笑いしながら助け舟を出した。

「おいおい、それは酷こくだな。彼は寝返りも打てない状態なんだ。顔を見て話をしたければ、君がベッドの向こう側に回んなくっちゃ」

「あ、そうか、そうだよね、ごめんごめん！」

　矢や上がみはそう言うと、ベッドを回り込んで慎吾の顔を覗のぞきこんだ。

「やあ……」

　慎吾は半分無理をして微笑ほほえんでみせると、矢上はほっとしたように大きなため息をついた。

「……良かった。大おお宮みやの駅で撃うたれた後、応急手当したんだけど、出血が止まらなくてどうしようかと思ったんだよ。熊くま谷がやにある病院まで間に合わないんじゃないかって……」

　慎吾の顔を見ていた矢上の目に涙が浮かんだ。

　矢上は自分の目に浮いた涙に戸惑ったような声を上げた。

「あれ？　嫌いやだ、うそ！　なんで涙が出るのよ！　泣くつもりなんか無かったのに……あんたの首っ玉つかんで、傷なんかすぐ治せ！　ジェット機だって二十四時間あれば直る！　って言おうと思ったのに……」

「おいおい、無む茶ちやを言わないでくれ。そんなに簡単に治るわけが無い。彼の傷は右の脇わき腹ばらを五・五六ミリのフルメタルジャケット弾で撃たれた貫通銃じゆう創そうなんだぞ」

　あきれたように答えた結城を見て、矢上は真剣な目で聞いた。

「じゃあ、どれくらいで治るんですか？　立って歩けるようになるにはどれくらいかかるんですか？　協和国は大宮を攻め落としただけじゃ満足しないだろうって筑ちく摩まさんが言っていました！　きっと、この熊谷にも攻めて来るって！　だから、それまでには治さないと……」

　結城は小さくため息をついた。

「運良く内臓も動脈も外れていたからね、感染症を併発しなければ……そうだな、一週間以内には立って歩けるくらいには回復するだろうけど。戦せん闘とうはもうちょっと回復しないと無理だな」

「感染症を起こさなければ一週間で歩けるようになるんですね！　良かった！　あれですよね、感染症を防ぐのが抗生物質ってやつですよね！」

　目を輝かがやかせた矢上を見て、結城はうなずいた。

「そうだ。抗生物質に薬効が残っていれば。感染症は怖くない。保存状態が悪いと薬の成分が変質して薬効が落ちている場合があるんだが……悪いが、これは実際に使ってみなけりゃわからないんだ」

　矢上は不安そうな顔になった。

「結城先生でも、薬の効き目はわからないんですね……」

「僕は本職の医者じゃない。行き当たりばったりで本を読んで、経験を積んで来ただけの、医者の真ま似ね事ごとをしているだけの男だからね」

　自じ嘲ちようするような微笑みを浮かべて肩をすくめて見せた結城を見て、矢上は微笑んでみせた。

「先生……生まれつきの医者なんていませんよ。誰だれでも知識と経験を積んで本職になるんです。あなたは立派な医者ですよ……」

「君にそう言ってもらえると嬉うれしいな……なんだか自信が湧わいてきたよ」

　嬉しそうに笑った結ゆう城きを見て、矢や上がみはうなずいてみせた後で、ベッドの脇わきに座り込んで慎しん吾ごと視線を合わせた。

　目に真剣な色があった。

「……元気になったら、あんたに話したいことが一杯あるんだ。こんな五分の面会時間じゃ話しきれないことが一杯！　だからさ、早く歩けるようになろうよ！」

「わかった…」

　慎吾がそう言ってうなずいたとき、ビニールをめくる音がして看護師さんの声がした。

「面会時間終了です……」

「え？　もうそんな時間ですか？　うわ、五分って短いなあ……もっといろんなことを話せると思ったのに……」

　矢上はそう言いながら立ち上がると、結城の方を向いた。

「また、明日も来ていいですか？」

「ああ、いいよ。容態も落ち着いているようだしね。あんまり騒さわがなけりゃ問題はないよ」

「……話ができるとは思わなかったので、ちょっと舞い上がっちゃいました。すみません！」

　矢上は赤い顔になってぺこりと頭を下げた後で、ベッドに寝ている慎吾をにらんだ。

「あんたが悪いんだよ……ずっと意識が戻らないから、心配してたんだからね！　意識が戻ったなら根性入れて早く治しなさい！　サナエちゃんもメンマもあんたと会えることを楽しみにしているんだからね！」

　慎吾はやれやれという表情でうなずいた。

「ああ、わかった。根性で治す」

「約束だぞ！」

　矢上は寝ている慎吾の顔に人差し指をピシッと突きつけてそう言った後で、にこっと微笑ほほえんで病室を出て行った。

「本当に前向きで元気な子だなあ、あの子は……」

　半分あきれるような表情で見送った結城を見て、慎吾は小さく頭を下げた。

「騒がしくて、すみません」

「いや、別に気にしていないよ。元気で前向きな女の子ってのは、見ていて気持ちがいいものさ……」

　結城の口調には、何かを懐なつかしむような響ひびきがあった。

　怪け訝げんな顔になった慎吾を見て、結城は照れたようにつぶやいた。

「実を言うとね、昔、僕たちが東京都の東ひがし飛白かすり市にいた頃ころ。僕も彼女みたいな元気で前向きな、猪ちよ突とつ猛もう進しんタイプの女の子に出会ってね……僕が医者の道に進む覚悟を決めることができたのは、その子のおかげなんだよ」

　結ゆう城きはそう言うと黙だまりこみ、窓の外を眺めた。




　──一週間後。

　慎しん吾ごは堤防の上で、呼吸を整えるように深呼吸していた。

　病院から、この荒あら川かわの河か川せん敷しきまで、ほんの数百メートル歩いただけなのに、千五百メートル走を走った後のように、動どう悸きが速くなっているのがわかる。

　ほてった顔を五月の風が撫なでて行く。

　荒川の河川敷に生えているススキのやわらかな緑色の葉の間を吹き抜けて来たその風には、緑の匂においが混じっているような気がした。

　足元にぱたぱたとメンマの尻尾しつぽが当たっていた。

　慎吾は初夏の日差しを見上げた。

　メンマと一いつ緒しよに小こ仏ぼとけトンネルを出たときに見上げたのと同じ五月の太陽が輝かがやいている。

　まぶしさに目を閉じると、まぶたの裏にぼうっと赤く日の光を感じることができた。

　大おお宮みやで撃うたれた背中の傷の痛みが、昨日よりずいぶん薄うすくなっているのがわかる。

　だが、痛みの代わりに慎吾の身体からだを支配していたのは、疲労感だった。

　病院として使われている小学校から、荒川の河川敷まで歩いてきただけなのに、ふくらはぎが、一日中歩き回った後のような疲労感を訴えている。

　──うわあ、体がなまっているなあ、たった一週間寝ていただけなのに……。

　呼吸を整えている慎吾を見て、横に付き添っていた矢や上がみが、心配そうに聞いた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　昨日立って歩けるようになったからって、いきなり外を散歩するなんて無む茶ちやじゃない？」

「二十四時間あれば、ジェット機だって直る。根性で治せ！　って言ったのは君だろ？　結城先生も言っていたじゃないか、体が動かせるようになったら動いた方がいい、そっちの方が回復が早いって」

「それはそうだけど……」

「結城先生から聞いたよ。俺おれがこんなに早く回復できたのは、君が熊くま谷がやの街の中を走り回って探してくれた抗生物質のおかげだって……ありがとう」

　そう言って微笑ほほえんだ慎吾を見て、矢上は一いつ瞬しゆん目を見開き、少し赤い顔になって横を向いた。

「大宮の戦いで怪け我がしたのは、あんただけじゃないし、この先の戦いでもきっと必要になると思ったから探しに行っただけよ」

「でも、そのおかげで俺はこうやって元気になれたんだから、君にありがとうって言うのは別に間違いじゃないだろう？」

「それはそうだけど……なんでだろ？　あんたにそんな風にさらっと言われると、腹が立つのよね……」

「……困ったな、じゃあ、どんな顔をすればいいんだ？」

「困った顔をしていればいいのよ」

「そんなのあるかよ」

　慎しん吾ごはむっとしたような顔になって、対岸を見つめた。

　荒あら川かわを挟んだ対岸には、四トン積みの小型のダンプカーが停とまっており、一台のパワーショベルがその荷台に砂と小石を積んでいた。

　パワーショベルのディーゼルエンジンの重々しい響ひびきが、静かな河か川せん敷しきにごうごうと響き渡って、五月の青い空の中に消えてゆく。

　黙だまり込んだ慎吾の顔を矢や上がみがそっと覗のぞき込んだ。

「……怒ってるの？」

「え？　あ、いや、そうじゃない。ああいった工事用の車両が動いている光景は珍めずらしいな、と考えていただけさ」

　慎吾がそう答えたとき、足元にいたメンマがびくんと顔を上げた。

　そして、くるりと振り向いたメンマは、慎吾の背後をじっと見つめた。背中に緊きん張ちようが走っているのがわかる。

　──あれ？　誰だれか来たのかな？

　慎吾が振り向くと、そこには緑色の自衛隊の作業服を着た、二十代前半のがっちりとした筋肉質の体格の男が立っていた。

「栗くり野のさん！」

　矢上が呼んだ名前に聞き覚えがあった。

　──そうか、この人が前まえ橋ばしコミュニティの防衛部隊の総指揮官の栗野って人なんだ。

　結ゆう城き先生が言っていたとおり、本当に頼たよりになりそうな人だな。

　栗野は近づいて来ると、慎吾たちが見ていた対岸のパワーショベルを見て、聞いた。

「貴重なディーゼル燃料を使って、いったい何をしているのかと思っているのかな？　君に話を聞きたいと思って病院に行ったら、結城から散歩に出ていると聞いたのでね……」

　栗野はそう言うと、慎吾に向かって笑顔を見せた。

「初めまして、前橋コミュニティの防衛責任者をやっている栗野武たけ士しという者だ。君のことについては、大おお宮みやコミュニティの筑ちく摩まとか谷たに塚づかから色々話を聞いている……そこにいる矢上くんからも、君が立たち川かわから大宮までどうやって脱出して来たかという武勇伝を聞かせてもらったよ」

「武勇伝ですか？」

「ああ、身振り手振りを加えて熱演してくれたよ。おかげで実によくわかった」

「栗野さん！　ここでそんな話しないでもいいじゃないですか！」

　真っ赤になって自分をにらみつけた矢や上がみを見て、栗くり野のは面おも白しろそうに答えた。

「別に恥ずかしがることはないだろう？　君の話のおかげで、園その山やまくんがどんな人間なのか、どこから来たのか、という話も納得できたんだからね」

　そして、栗野は対岸で砂を掘っているパワーショベルを指差して慎しん吾ごに聞いた。

「我々がああやって貴重なディーゼル燃料を消費して、砂や小石を採取している理由はなんだと思うかね？」

「あそこで採取している砂と小石はコンクリートを作るためのものだと思います。廃車に流し込んでバリケードにするんじゃないかと思うんですけど……」

「よくわかったな！」

　少し驚おどろいたように目を見開いた栗野を見て、慎吾は照れたように首を振った。

「熊くま谷がやでは侵攻してくる協和国を迎え撃うつ準備をしているはずです。そのためには防壁を作ったり、車両を足止めするバリケードを作らなくちゃなりません。砂や小石をパワーショベルで採取しなくちゃならない理由は……って考えたら、それが大おお宮みやで見たコンクリートを流し込んだバスのバリケードに結びついたんです」

「ああ、そうか、君は大宮であれを見たことがあるんだよな……それにしても、河原の砂を採取している光景を見ただけで、それを即座にコンクリートに結びつけるのはたいしたものだな。君の言うとおり、あれはバリケード用のコンクリートを作るための砂だ。

　熊谷には秩父ちちぶの石灰岩を利用した大きなセメント工場があってね、セメントはいくらでも手に入るんだ。

　バリケードはまずワンボックスカーやマイクロバスを持って行って、そこでタイヤを外し据えつける。そして、屋根に穴を開けてコンクリートミキサー車から生コンクリートを流し込むんだ」

　慎吾はうなずいた。

「ええ、大宮で作り方を聞いて感心したんです。大きなコンクリートブロックをどこかで作ってから運ぶのは、クレーン車とかが必要ですけど。そのやり方なら、配置したい場所に車を持っていって、その場で作れますからね。廃車のワンボックスカーならいくらでもありますし」

　慎吾の言葉を聞いた栗野は、改めて納得したという表情になった。

「君の観察能力はたいしたものだな、感心するよ」

「ええ、たいしたものでしょ？」

　慎吾の代わりに右みぎ隣どなりに立っていた矢上が自じ慢まんげに答えた。

「なんで君が答えるんだよ！」

「いいじゃない、あんたは本当にたいしたもんなんだから！」

　矢上はそう言うと、左手を腰に当てて右手の人差し指を慎吾に突きつけて言葉を続けた。「普通の人はね、ああいった砂を積んでいるダンプとかを見ても、ああ、ダンプが砂積んでるなあとしか思わないの。なんで砂を取っているんだろう？　とか、あの砂は何に使うんだろう？　とか考えないの、そこで終わりなの。自分には関係ないって思って気にしないの。

　疑問を感じたり、自分の頭の中にある知識とかと結びつけて、その疑問の答えを推理する。なんてことはやらないの……って言うか、できないの。

　それができるだけ、あんたはたいしたものなの！　わかった？」

「わかった？　とか言われてもなあ……」

　苦笑を浮かべた慎しん吾ごを見て、栗くり野のが笑いながら言った。

「いや、実際、矢や上がみくんの言うとおりかもしれない。普通の人は、直接、自分の利害や損得に関係のあるものにしか関心を持たない。なぜなら、普通の人は、そんなことに関心を持つ必要が無い。あるとしたら、推理とか分析とか、そういったことを考える必要がある人間だけだ……」

　そこで栗野は言葉を切ると、慎吾の顔を正面から見つめた。

　微笑ほほえみは変わらなかった。しかし目から笑いが消えていた。

「……つまり、そういったことに関心を持つ必要がある人間とは、探偵とか、警察官とか、スパイとか、関心を持つように訓練されてきた人間だということだ」

　慎吾は素直にうなずいた。

「はい、俺おれはそうやって訓練されてきました。見たもの聞いたものから、その先のことを考えるように訓練されました。常に考えろ。連想し、推察し、先を読んで行動しろ。科学的、数学的に考え、証拠に基づいた結論を導き出し、一般に信じられていることと、証拠に基づいた結論とを明確に区別できる能力を身につけろ。それが、生き延びるための手段だ……そう教わったんです……」

「思考せよ、常に思考せよ……というわけか。君にそうやって教えた先生は、もしかしたらメンターと名乗らなかったか？」

「いえ、塡まき島しまという自衛隊の人と、教育の専門家の人ですけど……メンターって、なんですか？」

「あ、いや、指導者とか、信しん頼らいできる助言者とか、そういった人のことさ。もともとは古代ギリシアの叙事詩オデッセィアに出てくる、老賢人の名前から来た言葉なんだが……俺の言ったメンターってのは、別の意味もある……まあ、気にしないでいい」

「別の意味？」

　栗野は苦笑いを浮かべて言った。

「その、疑問を疑問のままにしない君の姿勢は、やっぱりたいしたものだ……俺の言う別の意味が知りたければ、病院として使っている小学校の隣となりにある市立図書館で、レンズマンというＳＦを読めばわかるよ」

「ＳＦですか……」

　驚おどろく慎吾を見て、栗野は笑った。

「意外そうな顔をするな。俺おれはＳＦも読むし時代小説だって読む。今の俺たちに残されている情報のコンテンツは、図書館にある本だけだからな。俺がこの五年間で読んだ本の数は、数え切れない……前まえ橋ばしコミュニティでは、今、焼け残った書店とか、図書館とか、個人の家から、本を回収してきて、保存する活動をやっているんだぜ」

「へえ、本を回収して保存ですか……」

「ああ、俺と一いつ緒しよに東京の東ひがし飛白かすりのコミュニティにいた瀬せ見みさんという人が主体になって活動している。本を保存して知識を後に続く世代に伝えるのが、俺たちの義務だと言ってね。実際、前橋コミュニティが、電力を使えたり、鉄道を復活させることができたのは、瀬見さんのおかげだと思う。

　五年前、この世界は滅びた。電気も水道もガスも物流も、この世界を動かしている何もかもが停止した。でも、それは動かす人間、つまり大人たちがいなくなったから、停とまってしまっただけだ。設備も道具も何もかも残されている。

　だから、動かす人間さえいれば、動かす知識を持った人間がいれば、世界は再び動き出す……瀬見さんはそう言い続けてきた」

　栗くり野のは、もう一度川の向こうで動いているショベルカーを指差して言葉を続けた。

「その言葉どおり、俺たちはああやって、パワーショベルを動かし、砂を採取して、コンクリートを作っている。

　俺たちはやり直せる。五年前に戻ることはできなくとも、もう一度、文明と社会を取り戻すことができる……俺たちはみんな、それを信じている……それは君も同じだ。違うかい？」

　慎しん吾ごは笑顔を見せた。

「はい、そのとおりです。俺は、今、栗野さんが言ったことと同じことを、ファウンデーションの人たちに言われました……世界は滅びたんじゃない。大人たちが死んでいなくなっただけだ。大人たちの代わりにこの世界を動かすのは君たちだ。私たち生き残った大人たちは、そのための知識を君たちに与えるために生き残ったのだ……と」

「会ってみたいものだな……会って、話を聞きたい、教えてもらいたいと、心から思うよ……」

　栗野の言葉には羨せん望ぼうの響ひびきがあった。

「五年前、俺は高校生だった。クラスに一人二人はいる、俗に言うミリオタというやつでね。エアガンとか、サバイバルとかに憧あこがれて、実銃のマニュアルや分隊レベルの戦い方の戦術教本なんかを舐なめるように読んでいた。

　だから、東京の東飛白市のコミュニティを警備していた自衛隊員の助手のようなことができたんだ。でも、三日熱の感染はどんどん広がって、ついに俺たちを守っていた自衛隊員の人たちもみんな倒れた……分隊長さんは、俺に銃を託して……お前が女の子と子供を守れ、それはお前にしかできない……と言い残して死んでいった。

　俺に何か特別な能力があったわけじゃない。銃のメンテナンスやそういったものを含めて、銃を扱える人間が俺おれしかいなかったからだと思う。

　本しか読んだことのない、ただのドシロウトの高校生のミリオタが、仲間を守る責任を背負うことになったんだ。

　その日から俺はプロになった。プロにならざるを得なかった。銃を扱い、コミュニティの仲間を無法者から守るのが俺の仕事になった。

　俺はそのときまで、戦うことなんか簡単だと思っていた。本で読んだカッコイイことをやるだけさ。そんなことくらい俺にも鼻歌交じりでできる。そう思っていた。

　でも……できやしなかった。そりゃそうだ。戦せん闘とう機きの戦闘記録が書いてある本を読めば、戦闘機を操縦して、ドッグファイトができるようになるわけじゃない……」

　慎しん吾ごは真ま面じ目めな表情で答える。

「そうですよね。本に書いてあることは、要約して単純化した一番最後の部分だけなんです。実際にそれができるようになるまでの、それこそ山のようにある色々なことは、本には書いてないんですよね」

「でも、君は恵まれている。なぜなら、君は本で得た単純化された知識と、現実にそれをやるときに必要な手順との間を、試し行こう錯さく誤ごで埋める必要がなかったからだ。君にはお手本を示してくれる、経験豊かなプロの大人がそばにいたはずだ。俺たちにそんな人はいなかった。

　俺たちは失敗を重ねて、試行錯誤しながら、本で読んだ知識と現実の間にあるギャップを埋めていくしかなかったんだ。

　本当に失敗続きだった。俺が生き延びることができたのは、俺が責任を果たすことができたのは、単に運が良かったからだ……それ以外のなにものでもない」

　栗くり野のは真剣な目で慎吾を見て言った。

「そのサンクチュアリの大人たちを、ここに呼んで来ることはできないのか？　あ、いや、この熊くま谷がやじゃなくて、前まえ橋ばしに来て欲しいんだ。前橋は市内に水力発電所があって、電力に余裕がある。その電力を使ってＦＭラジオ局を復活させているんだ。そのラジオ局に来てもらって、世界は滅びたんじゃない。もう一度復活させることができるんだ、と呼びかけてもらいたいんだ。大人の言葉が流れれば、近きん隣りんのコミュニティの態度は変わるだろう。俺たちと一いつ緒しよに西東京協和国と戦ってくれるに違いない……」

　慎吾は驚おどろいたように目を見開いた。

「熊谷の近くのコミュニティは西東京協和国と戦うつもりがないんですか？　あいつらに攻こう撃げきされたら、子供は皆殺しにされて、男も女も労働力として立たち川かわに連れて行かれるってことを知らないんですか？」

「知っているさ。協和国の連中の恐ろしさも実力も何もかも。そして、知っているがゆえに、係かかわり合いになりたくないんだ。彼らは協和国の敵は前橋コミュニティだけだと思っている。というか、そう思い込みたがっている。知らん顔すれば、自分のところには何もしないだろう、とね」

　慎しん吾ごは考え込んだ。

「前まえ橋ばしのコミュニティに味方して、もし、負ければ、一いち蓮れん托たく生しようで自分たちも滅亡してしまう。そんなリスクを負う覚悟のあるコミュニティのリーダーはいないということなんですね……」

　栗くり野のはうなずいた。

「そのとおりだ。ましてや……この前橋コミュニティは、大おお宮みやで一回負けている。

　あれは敗退というよりも、無む駄だに死人を出さないで兵力を温存したまま後方に下がる、戦略的撤てつ退たいというやつだ。でも、そんなことは傍はたから見ているだけではわからん。

　前橋コミニュティは抵抗もできぬまま西東京協和国に敗北し、熊くま谷がやに逃げ込んだというようにしか見えないだろう……」

「弱い相手、負けそうな相手に、味方するやつはいない……つまりはそういうことですか」

　今まで黙だまって慎吾と栗野のやり取りをじっと聞いていた矢や上がみが口を開いた。

「……つまり、どういうこと？」

「聞いていただろう？」

「聞いていたけどわかんないから、聞いているんじゃない！」

　慎吾は仕方ないな……という顔で答えた。

「この先、協和国との戦いは、前橋コミュニティの力だけでやらなくちゃならない。そして、この熊谷でやつらを迎え撃うつ戦いは、何が何でも負けるわけにはいかない。大宮のときのように撤退するわけにはいかないということさ」

「そうか……厳しい戦いになるってことなのね……」

「そう、そして、この熊谷での戦いに援軍を呼び込むためには、サンクチュアリの大人たちの存在を証明しなくちゃならない……そういうことですね、栗野さん」

　栗野は深刻な表情になる。

「そのとおりだ。だが、問題がある。松まつ本もとはあまりに遠いということだ。我々が復活させた鉄道は、上じよう越えつ線が新にい潟がた県の長なが岡おかまで、そして両りよう毛もう線の小お山やままでと八はち高こう線の寄より居いまでだ。信しん越えつ線の横よこ川かわと軽かる井い沢ざわを結ぶ碓うす氷い峠とうげは、廃線になってしまっている。新幹線の保線車両が動かせればいいんだが、まだそこまで手が回らない状態だ。

　碓氷峠を走る国道十八号は、あちこちで路盤が崩ほう壊かいしているので、自動車は通行できないし治安状態もよくわからない……まさに八方塞ふさがりだよ」

「俺おれが怪け我がをしていなければ、すぐにでも松本に向かって出発できたんですけど……申し訳ありません」

　申し訳なさそうに頭を下げた慎吾を見て、栗野はあわてて顔の前で片手を振った。

「いや、君が責任を感じることは無い。これはすべて俺の責任だ。まだ、怪我も治りきってないし、身体からだも本調子に戻っていないところをすまんが、本部で開く会議に出席してくれないか？

　前まえ橋ばしコミュニティと熊くま谷がやコミュニティのリーダーの人たちを集めて、合同会議を開くつもりだ。そのときに、君の偵察要員としての知識や経験からアドバイスがもらえれば嬉うれしい。なんだかんだ言ったところで、俺おれたちは自己流のアマチュアで、君はプロにレクチュアを受けている人間なんだからな」

　慎しん吾ごはうなずいた。

「わかりました……俺の言葉に説得力があるかどうかわかりませんけど……精一杯のことはやらせていただきます」

「頼たのんだぞ……」

　そう言うと、栗くり野のは右手を差し出した。

　慎吾はその手を握った。

　右手に栗野の太い骨と温かな手のひらの感触を感じたとき、慎吾の脳裏に松まつ本もとから出発する際の自衛隊の教官との握手の記き憶おくがよみがえった。

　──これは大人の手だ。俺にサバイバルの知識を教えてくれた塡まき島しま三佐も、こんな手をしていた。

　この人はまだ二十代前半だろう。でも、この五年間を生き延びてきた経験と、そしてコミュニティの人たちを守らなくちゃいけないという覚悟が、背負う責任の重さが、この人を大人にしたんだ。

　去っていく栗野の背中を見送った慎吾は半分憧あこがれるような表情でつぶやいた。

「俺もあの人みたいになりたいな……」

「どっかのアニメの主人公みたいなセリフ言わないでよ……」

　矢や上がみに突っ込まれた慎吾は、え？　という顔をした後で思い当たったのだろう。顔を赤くして、あわてて首を振った。

「違うよ、そんなつもりじゃなくて、俺は純粋にだな、あの栗野って人のことを……」

　必死に言い訳する慎吾を見て、矢上は笑った。

「そんなにムキにならなくてもいいわよ……でも、あんたも見てたんだ、あのアニメ」

「うん、電力が使えるようになった後でね。テレビは映るけど、どこも放送をしてないし、インターネットも使えない。見るものといえば、街のレンタルビデオ屋から見つけてきたアニメのＤＶＤだけだった。何回見たかわかんないよ」

　慎吾はそこで言葉を切ると、西の地平線に霞かすんで見える浅あさ間ま山やまを見て、つぶやくように言った。

「あのアニメの世界は、地球にコロニーが落ちて、地球の総人口が半分になっているって設定だったけど、それでも大人たちが生き残っていたから社会は残っていたんだな。今になってわかるよ。社会を動かすには大人が必要なんだ。責任を背負う覚悟のある大人が……そして、大人がいなくなったのなら、誰だれかが大人の代わりを務めなくちゃならない……あの栗野さんのように……」

「安心しなよ。あんただって、充分大人だよ。ちゃんと私とサナエちゃんを連れて大おお宮みやまでたどりつくって、責任を果たしたじゃないの」

　慎しん吾ごは首を振りながら矢や上がみを見た。

「いや、まだまださ。とても大人なんかじゃないよ」

「どこ見て言ってるのよ……」

　矢上が自分をにらみつけたのを見て、慎吾は無意識のうちに自分が矢上の胸を見ていたことに気がついた。

　慎吾はあわてて弁解を始めた。

「あ、いや、別にどこを見たわけでもないよ！　ただ、こう、漠然と君を見ていたら、たまたま視線が、そこに行っただけで、別に君の胸がまだまだ大人じゃないとか、そういう意味じゃなくて……ああ、くそ、何を言っているんだ俺おれは！　そうじゃなくて……」

　あわてた慎吾の言い訳が、どんどんドツボにはまっていくのを見た矢上は思わず吹きだした。

「わかったわよ。わざとじゃないって信じてあげる……ちょっと悔しいけど」

「ごめん……」

　素直に頭を下げる慎吾を見て、矢上は思った。

──この人は悪い人じゃないし、機転も利きくし、いろんなことも知っているし頭もいい。だけど、なんて言うのかなあ……積極さが無いのよね。

　この人は、自分が他人より劣っていると思いこんでいるのよね。これだけいろんなことができて、いろんなことを知っていたら、もう鼻持ちならないくらいの自信家になっても誰だれも文句言わないと思うんだけどなあ……。

　そのとき、矢上の腕時計が小さくピピピ！　というアラーム音を奏かなでた。

「あ、もう三十分過ぎたんだ」

　矢上は、そう言って腕時計のアラームを解除した。

「外出時間終了ってわけか……」

「うん、だけど、結ゆう城き先生から、体の調子が良くて負担にならないようなら、もう十五分くらい延長してもいいって言われてるんだ。傷口が塞ふさがってしまえば、感染症の心配はないし。あとはリハビリみたいなものだからって……どこか行きたいところはある？　と言ってもそんなに遠くには行けないけど……」

「どこか行きたいところと言われてもなあ……なんせ俺おれは気を失ったまま、この熊くま谷がやに連れて来られて、気がついたらベッドの上だったからな。知り合いもいないし……」

　そう言って、足元に座り込んでいるメンマに視線を落としたとき、慎吾の脳裏に一人の少女の顔が浮かんだ。

　それは、慎吾が西東京協和国の本拠地である立たち川かわから救い出したサナエの顔だった。

「……そういえば、サナエちゃんは元気かい？」

「元気よ。今は、この熊くま谷がやのコミュニティにある学校で暮らしているわ。同じように保護者がいない子供たちが集まって一いつ緒しよに暮らしているの……学校というより合宿所みたいな感じかな……行ってみる？　病院に使っている小学校の別棟の体育館よ」

「そうか……行ってみたいな。前まえ橋ばしコミュニティが学校作って、子供たちに教育しているって話は、大おお宮みやで聞いて興味があったんだ……」

「よし！　じゃあ行こう！」

　矢や上がみはにっこり笑うと、くるりと振り返って歩き出した。

　矢上の後ろについて慎しん吾ごが堤防を降りたとき、そこに慎吾より少し年上の小太りの陰険そうな表情の男が立っていた。

　男の顔をちらっと見たとき、慎吾の脳裏に嫌いやな感触が走り抜けた。

　その男の目には敵意があった。それも開放的な怒りのような敵意ではなく、まとわり付くような粘着質な敵意だった。

　その男は慎吾を見て、嘲あざけるように言った。

「貴重な薬品を使ってもらって、元気になったら女とデートか……いい身分だな」

　慎吾が何かを言い返す前に矢上が食ってかかった。

「何よその言い草！　この人は撃うたれて怪け我がしたんだよ？　手当てをするのは当たり前じゃない！」

「当たり前？　ふざけんな！　そいつが来なければ、今いま頃ごろ、大宮はまだ俺おれたちの街だったはずだ！　俺たちの街が焼かれたのは、そいつのせいだ！　そいつと……矢上！　お前のせいだぞ！」

「え？　私？」

　男は目を見開いた矢上を指差して決め付けた。

「ああ、そうだ！　お前が先走って、自分勝手に一人で立たち川かわになんて行かなけりゃ、そもそもこんなことにはならなかったはずだ！　お前も責任を取れ！」

「責任？　何のことよ！　文句があるなら、大宮の街を焼いた連中に言いなさいよ！　なんで、この人の責任とか、私の責任にするわけ？　文句があるなら大宮まで行って、あそこにのさばっている協和国の連中に、面と向かって文句を言えばいいじゃない！

　私もこの人も、大宮から逃げる人の時間稼かせぎのために戦ったわ！　責任は果たしたわ！　……確かに、協和国相手に勝てなかったけど、戦わずに逃げたわけじゃないわ！

　じゃあ、聞くけど。青あお島しま！　あんたは、私とこの人が大宮駅で戦っていたとき、どこにいたの？　荷物を抱えて一番最初に列車に逃げ込んで、そこから一歩も出なかったのは誰だれ？」

　痛いところを突かれたのだろう、男は矢上から目をそらした。

　矢上は舌ぜつ鋒ぽうを緩ゆるめなかった。

「青あお島しま……あんたはいつもそうね。他人が少しでもミスを犯せば『責任問題だ、責任を取れ』そのくせ自分じゃ何もしない。

　何かをしようとすると『できっこない、そんなの無理だ』って言う。そのくせ代案を出すわけじゃない。口を開けば、他人を否定する言葉だけしか出てこない……」

　矢や上がみはそこで言葉を切ると、青島と呼んだ男の顔にぴしりと人差し指を突きつけて、言葉を続けた。

「いい？　あんた馬ば鹿かで、わかってないみたいだから教えてあげる。

　他人から尊敬されたければ、他人から高い評価を受けたいのなら、プラスになることをやらなきゃダメなの！　他人の成果にケチをつけて、いくらけなしてマイナス付けたって、自分がその分プラスの評価を受けるわけじゃないの！

　他人を、あんなやつたいしたこと無い、と否定すれば、自分がたいしたやつになれるわけじゃないの！　そんなことやっても満足するのは自分だけで、かえって他人から馬鹿にされるだけなんだよ？　あんたの言うことを誰だれも聞かないし、あんたを誰も尊敬しないのは、そういうわけ、わかった？」

「……うるせえ！　てめえみたいな、男だか女だかわかんねえ貧乳女に、そんなこと言われる筋合いはねえ！　覚えてろよ！　お前らを恨んでるのは、俺おれだけじゃねえんだ！　てめえらを、このコミュニティから追い出してやるからな！」

　青島は、矢上と慎しん吾ごをにらみつけると、くるりと背を向けて小走りに去って行った。

　その背中に向かって矢上が追い討ちをかけた。

「言っておくけど、みんなもそう思っている……って責任転てん嫁かするのも、あんたが尊敬されない理由だからね！」

　青島は振り返りもせずに、そのまま市立体育館の建物の方に消えて行った。

「……やっぱり俺は大おお宮みやの人にとっては疫やく病びよう神がみだったのかもしれないな……」

　そう言ってため息をついた慎吾を見て、矢上がぶんぶんと音が聞こえそうなほどに強く首を振った。

「違うよ！　そんなことない！　そりゃあ中には、あの青島みたいなやつもいるけど、誰もあんたのことを憎んだり、嫌きらったりしてない！　一いつ生しよう懸けん命めい戦って、逃げ遅れた女の子を助けようとしてたってことは、みんな知っているんだ！　だから……あんなやつの言うことなんか、気にしなくていいんだ！」

　そして、矢上は青島が立ち去った方角を見て、忌いま々いましげに言葉を続けた。

「あいつ、コミュニティができた頃ころ、いつもリーダーとかの批判してたんだ。みんなで集まって暮らしているんだから、それぞれいろんな不満を抱えてた。そして、あいつは会議のたびに、みんなの不満の代弁者みたいな形で『責任を取れ！』ってリーダーを責めて、人気を集めてた。

　そして、そのリーダーがみんなから責められて辞めた後、あいつが次のリーダーになったんだ。でも、あいつ、何もできなかったんだ。

　何もしないんだ。何一つ自分で決めようとはしないんだ。責任を取りたくないから、決定は全部他人に任せようとする。

　じゃあ、どうすればいいの？　って聞くと黙だまっちゃうんだ。あいつは、リーダーにケチをつけることと否定することはできても、リーダーの仕事はできなかったんだ。

　どうしようもなくなって、みんな気がついたんだ。あいつ、他人には責任を取れって批判するけど、代案を出したり提案したり、そういった自分に責任が来るようなことは何一つしなかったってことに……。

　あいつの正体をみんな知っている……だから、あんたは気にしなくていいんだ！」

　慎しん吾ごは黙って矢や上がみの顔を見つめていたが、やがてふっと笑って言った。

「ありがとう」

　その笑顔を見た矢上は顔を赤くして、どぎまぎしたように言った。

「な、なんだよ、なんでそこで私にお礼なんか言うんだよ！」

「いやね……俺おれのことに気を使ってくれてるんだな、と思ってさ」

　矢上ははっとしたように目を見開いた後で、つんと横を向いた。

「あんたに気を使ったわけじゃないわ。あいつが大おお宮みやが襲おそわれたのは私のせいでもある、みたいなことを言ったから怒っただけよ！」

「でも、俺の弁護も兼ねていたわけだろう？　俺のことを気遣ってくれたことに対して、ありがとうって言うのは当然じゃないか」

「それはそうだけど……」

　矢上が唇を尖とがらせてそう答えたとき、腕時計のアラームが再びピピピ！　と鳴った。

「あちゃー。結ゆう城き先生との約束の時間になっちゃった……今日の散歩はここまでだ。サナエちゃんに会いに行けなかったね……」

　腕時計を見て残念そうに首を振る矢上を見て、慎吾は肩をすくめた。

「仕方ないよ。学校に行くのは、また後にしよう。結城先生の言いつけは守らないとね……後が怖い」

「あら、結城先生はそんなにおっかない人じゃないわよ。あの人くらい優しい人はいないと思うわ」

「だから怖いんだ。優しい人、穏おだやかな人が怒ったときが、一番怖いのさ……」

　慎吾は笑いながら付け足した。

「……君みたいに、いつも怒ってるように見える人は、実は怖くない」

「何よそれ！　私のどこがいつも怒ってるって言うのよ！」

「ほら、今みたいに……」

「え？」

　矢や上がみは目を見開いた後で、慎しん吾ごをにらみつけた。

「あのねえ、私は怒ってるんじゃないの。あんたを見てると、なぜかイライラするだけなの！　私だって本気で怒れば怖いんだからね！」

「今は本気？」

「え？　今？　今は本気で怒ってるわけじゃないけど……」

「じゃあ、怖くなくてもいいじゃないか」

「それはそうだけど……」

　そう答えた後で、矢上は両手を握り締しめて首を振った。

「あーもう！　イライラする！　なんで、あんたはいつも落ち着いて、こう、何でもかんでも他ひ人と事ごと、みたいな涼しい顔してんのよ！　私が馬ば鹿かみたいじゃない！　さっさと病院に帰ろう！」

　矢上はそう言うと先に立って歩き出した。だが、慎吾はその場に立ちどまって、黙だまったままじっと考え込んでいた。

　二、三歩歩いたところで、慎吾が付いてこないことに気がついた矢上はあわてて戻ってきて、慎吾の顔を覗のぞき込んだ。

「ねえ、どうしたの？　怒ってる？」

　慎吾は首を振った。

「いや、違うよ、怒ってない……今の君の言葉が、ちょっと心にぐさっと来ただけさ」

「私の言葉？」

「うん……確かに俺おれは今まで全部、他人事みたいな目で見ていたのかもしれない。協和国のことも、大おお宮みやのことも、君のことも……」

　その慎吾の真剣な目つきを見て、矢上はとりなすような口調で答えた。

「で、でもさ、そういう風に冷静に物事を見て、考えることができるのが、あんたの取り得えというか、あんたの才能なんだから、気にしなくていいと思うよ。私みたいにさ、何にも考えないで、その場のノリとか、感情でわーっと行っちゃう人間ばかりじゃ困るんだからさ！」

「それはそうだけど……」

　慎吾がそう言うと、矢上は笑った。

「その、『それはそうだけど……』って言葉、ずっと私があんたに言っていたセリフだよ。知ってた？」

「え？　あ、そういえばそうか……」

　矢上は笑いながら、ゆっくりと言葉を捜すように言った。

「言ってることはもっともだ。正しい。それは理解できる。でも、どっか納得いかない……そういうときに出るセリフだよね、それって……私の気持ちがわかった？」

「うん、なんと言うのかな、理性では理解しているんだけど、感情が納得してないんだな。理屈じゃないんだ！　って心のどこかが叫んでるような気がする……」

「そうよ、人を納得させるには、正しいだけじゃダメなのよ。正しいこと、正論だけで納得できるほど人間って合理的な生き物じゃないの……特に女の子はね！　さあ、急いで病院に戻ろう。結ゆう城き先生を怒らせると怖いんでしょ？」

　矢や上がみは笑いながらそう言うと、慎しん吾ごの前に立って歩き始めた。

　その細い背中を見ながら慎吾は思った。

　──俺おれは感情で動くことは悪いことだ。常に理性的であることが正しい。そう、自分に言い聞かせてきた。でも、それは違う。

　──俺は自分は特別だと思い込みたかっただけなんだ。

　俺は特別だ、俺は感情を超越した選ばれた人間だ。お前らのように感情で動く動物どもとは違うんだ……と他人を蔑さげすみの目で見たかっただけなんだ。

　ずっと、俺は自分を観察者だと思いこんでいた。それが俺の任務で、それが俺の仕事だと自分に言い聞かせていた。でも、それは係かかわり合いになりたくない、当事者になってめんどくさいことに首を突っ込みたくないと思っていただけなんだ。

　──確かに、偵察要員は自衛戦せん闘とう以外の戦闘を起こしてはならない。観察して生きて帰るのが仕事だ。観察者は当事者になっちゃいけない。観察者は空気のような存在であるべきだ。

　それがサンクチュアリに対する責任だ。でも、俺の責任はサンクチュアリにだけあるんじゃない。この前まえ橋ばしコミュニティに対しても責任があるんだ。

　慎吾の視界の中で、矢上の後ろ姿が松まつ本もとのキャンプにいた少女の後ろ姿と重なった。

　──俺は逃げていただけだ。

　自分を観察者に置くことで、自分を当事者じゃないと思い込むことで、俺は自分の過去から逃げたかっただけなんだ。

　俺は第三者なんかじゃない。俺は空気なんかじゃない。俺は今、ここで生きている。生きて血が通っている、一人の人間なんだ。

　人間には責任がある……責任のない人間なんて、この世にいないんだ。慎吾は自分に言い聞かせるようにすると一歩を踏ふみ出した。

　慎吾と矢上が病院に戻ってくると、玄関先に結城が立って出迎えていた。

「やあ、どうだね？　様子は。傷が痛むとか、めまいがするとか、どこかに痺しびれが生じるとか、そういうことは無いかい？」

「大だい丈じよう夫ぶです！　ちょっと疲れましたけど……」

　慎吾の答えを聞いた結城は、嬉うれしそうにうなずいた。

「そうか、出血がひどかったから、貧血から来る内臓の機能障害を起こしている可能性を心配してたんだが、それも無さそうだな」

　矢上が眼を輝かがやかせて聞いた。

「じゃあ、退院ですか？」

「とりあえず日常生活には支障が無い程度には回復したと判断する。でも、あと四十八時間くらいは様子を見たいな。四十八時間後に検査をして、異常が無ければ退院ということにしよう」

「じゃあ、明後日の朝には退院ですね！」

　結ゆう城きはちょっと困ったような顔で微笑ほほえんだ。

「うーん、厳密に言うと、明後日の朝だと四十八時間にはならないんだが……まあいいだろう。でも激しい運動は無理だ。日常生活の中で少しずつ身体からだを本調子にしていくことだよ」

「わかりました、ありがとうございます！」

　そう言って結城に頭を下げた慎しん吾ごの頭が元に戻る前に、矢や上がみが慎吾の腕を引っ張った。

「そうと決まれば、あんたはさっさとベッドに戻るのよ！」

「おい、結城先生にお礼ぐらい言わせろよ！」

「お礼は、明後日の朝に退院するときに、今までの分まとめてするからいいの！　明後日の検査で異常が出たら退院できないんだからね！」

　慎吾を引きずるようにして病室に戻ってきた矢上の足が、病室手前の廊下でぴたっと止まった。

「どうしたの？」

　廊下の窓から慎吾の病室を見ていた矢上が、不安そうにつぶやいた。

「……慎吾の部屋の中に誰だれかいるのよ……誰だろう、あの子」

「え？　看護師さんじゃないの？」

「違うよ、看護師さんなら白衣を着ているもの……」

　矢上と慎吾は忍び足で病室に近づくと、ドアについている窓から中を覗のぞき込んだ。

　病室の中には、一人の女の子がいた。年齢は矢上と同じくらいだろうか。長い髪を後ろでまとめた色白の、おとなしそうな子だった。

　その子が持ってきたのだろう。ベッド脇わきのサイドテーブルの上には花束が置かれ、その中から抜き取った花を、窓まど際ぎわに置いてある花か瓶びんに一本ずつ挿さして少し離はなれて位置を確かめ、また近づいて一本花を挿す。という動作を繰くり返している。

　その仕草はおっとりしているようにも見えるが、花を切るときの手つきは実に素早く的確だった。

　やがて、すべての花を挿し終えると、その子は少し離れて胸の前で腕を組み考え込むように小さく首をかしげて花を見た。

　組んだ腕の上で豊かな胸が盛り上がるのが、遠くから見てもわかった。

　慎吾の視線を追った矢上が慎吾の腕をぐい！　と引っ張った。

「うわ、なんだよ！」

　慎吾の声を聞いて、花を生けていた女の子は驚おどろいたように振り返った。そして、病室の入り口に慎しん吾ごがいるのを見て目を輝かがやかせた。

「園その山やまさん！」

　矢や上がみは慎吾をちらっとにらむと、病室のドアを開けて言った。

「えーと、どちら様かしら？　面会謝絶ってわけじゃないけど、この人は重要人物ってことになってるので、勝手に部屋に入って来られると困るんだけど……」

　花を生けていた女の子は目を見開いて胸の前で両手を握り締しめると、あわてて頭を上げた。

「あ、も、申しわけありません！　一応看護師さんに断ってから、部屋に入ったんですけど……私、藤ふじ見み……藤見翔しよう子こと申します！　園山さんに命を助けてもらった者です！」

「え？　命を？」

　矢上は怪け訝げんな顔で目の前にいる女の子をじっと見つめた後で、目を見開いた。

「あ！　大おお宮みや駅で！」

「はい！　大宮から逃げるときに逃げ遅れ、駅で襲おそわれたところを園山さんに助けられた者です！」

　慎吾は藤見と名乗った女の子を見て、済まなさそうに頭を下げた。

「ああ、そうなんだ……いやあ、あのときは夢中だったから、悪いけど顔を覚えていなかったんだ。撃うたれて意識を失って、気がついたらここに来ていたからね」

「ええ、あの後、なんどもお礼とお見舞いに来ようと思ったんですけど、ずっと面会謝絶と関係者以外立ち入り禁止でしたので……遅くなって申し訳ありませんでした！」
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　翔しよう子こはそう言うと、もう一度頭を下げた。

　慎しん吾ごは照れたように頭の後ろを搔かきながら笑った。

「あ、いや、俺おれは、そんな風に頭を下げられるようなことは何もしていないよ。だって、結局助けられずに撃うたれちゃったわけだし……」

「いえ、そんなことありません！　あのとき、園その山やまさんが私のところに来てくれなかったら、私は今いま頃ごろどうなっていたかわかりません！　本当に、本当にありがとうございました！」

　頰ほおを染めて、翔子は何度も頭を下げる。困ったように部屋の中を見回した慎吾の目に、翔子が生けた生け花の鮮やかさが飛び込んできた。

「えーと、あの花を持ってきてくれたんだね、どうもありがとう」

　翔子は恥ずかしそうに、頰を染めて下を向いた。

「母が生け花の教室をやっていたので……見よう見まねの自己流で、恥ずかしいんですけど……」

「いやあ、そんなことないよ、殺風景だった病室が急に明るくなったみたいだな」

　今まで口をへの字に曲げたまま、黙だまって二人のやり取りを聞いていた矢や上がみが肩をすくめて言った。

「でも、残念ね。せっかくの花なのに、明後日には退院しちゃうものね」

　翔子は目を輝かがやかせた。

「退院なさるんですか！　良かった！　それを聞いたらサナエちゃんも喜びます！」

「サナエちゃんを知っているの？」

　驚おどろく慎吾を見て、翔子は笑いながらうなずいた。

「私、ここで子供たちの面倒見ているんです。大おお宮みやにいたときも、教育係をやっていましたので……」

　翔子はそこで言葉を切ると、憧あこがれるような目で矢上を見た。

「私、どうにも気が弱くて……兄から、もっと強くなれ！　って言われて兄の趣しゆ味みに付き合わされて、男の子がやるようなことを色々やらされていたんですけど、やっぱり強くなれなくて……矢上さんみたいな、しっかりした意志の強い女の人に、私、憧れていたんです！」

　いきなり、そんなことを言われるとは予想していなかったのだろう。矢上はあわてたように顔の前で手を振った。

「そんなことないよ！　私みたいな、ガサツで、乱暴者で、色気もなにもない女の子に憧れなくていいよ！　私、女の子失格だよ？　だって、病室に花を飾ることすら思いつかなかったんだから……」

「でも、矢上は花の代わりに食い物持って来てくれたじゃないか。血が足りないときは、食べなきゃダメだ！　って言って……」

　矢や上がみは慎しん吾ごをにらんだ。

「どうせ私は花は食べられないからムダだって考えるような女よ！　花と団だん子ごなら、団子の方を取るような女で悪かったわね！」

「誰だれもそんなこと言ってないじゃないか！」

「口で言っていなくても、目がそう言っているわ！」

「勝手に想像するな！」

　そのとき、病室の入り口に、看護師の白衣を着た二十代の女性が現れた。

「あらあら、ずいぶん元気になったわね。でも、ここは病院だからもうちょっと静かにしてくれると嬉うれしいな」

　その優しい口調と笑顔には、有無を言わせない力があった。

　矢上と慎吾はお互いの顔を見合わせると、あわててその看護師に頭を下げた。

「ごめんなさい！　水みず樫かしさん！」

「申し訳ありません！」

「そうね、散歩した後だから、少し安静にした方がいいわね。シャワールームの使用許可も出ているから、一休みしてから浴びるといいと思うわ……」

「わかりました！　このバカ、さっさとベッドに押し込んで、帰りますから！」

　矢上に腕を引っ張られて、むっとしたような顔をする慎吾を見て、水樫と呼ばれた看護師は微笑ほほえんだ。

「園その山やまくん、そんな顔しちゃダメよ。なんだかんだ言ったって、矢上さんはあなたの世話をするのが楽しいんだから。そういうときは言われたとおりにしていればいいの」

「別に楽しいわけじゃありません！　ただ、なんというか、こう、見てられないだけです！」

　言い返した矢上に、水樫は大人の余裕を見せて笑った。

「見てられないってところが楽しい証拠よ。さあ、あとは私に任せなさい。患者さんがベッドに入ったら、そこから先は私たちの仕事よ」

「はい、わかりました」

　頭を下げた矢上を見た翔しよう子こもあわてて真ま似ねをする。

「あ、はい、私も帰ります……どうもご迷惑をおかけしました！」

　ベッドに座った慎吾はあわてて首を振った。

「あ、いや、迷惑だなんてとんでもない、お花、ありがとう！」

「いいえ……喜んでもらえて本当に良かったです！」

　翔子はそう言うと、もう一度慎吾と矢上、そして水樫に頭を下げて、部屋を出て行った。

　その姿を見送った水樫は窓まど際ぎわにある花を見て微笑ほほえんだ。

「なんか、この花があるだけで、部屋が明るくなったって感じがするわね」

「そうですね」

　笑ってうなずく慎しん吾ごを見て、矢や上がみは不満げに言った。

「なによ！　デレデレしちゃって！　そんなに花が見たかったら言えばよかったじゃない！　いくらでも持ってきてあげるわよ！　それも、こんなすぐに枯れちゃう切花と違って、枯れない鉢植えの花とか……」

「ひでえなあ、皮肉か？」

　矢上は怪け訝げんな顔になった。

「皮肉って……どういう意味？」

　慎吾に代わって、水みず樫かしが笑いながら答えた。

「お見舞いの花は切花って決まってるのよ。鉢植えの花って根っこがついているでしょう？　病が根付く、つまり長い間床につくという意味に繫つながるので、お見舞いに持って行っちゃいけないの。あとはね、お葬式に使うような白い菊の花とか、下を向いた花は首が落ちるようなイメージがあるので嫌きらわれるわね」

「うひゃあ、知らなかった。やっぱり、私は馬ば鹿かだなあ……」

　そう言ってあきらめたように肩をすくめた矢上を見て、水樫は諭さとすように言った。

「物知らずは馬鹿ってことじゃないのよ。物を知らないってことが恥ずかしいと思えるなら、その人は普通よ。恥知らずな人が本当の馬鹿なの。

　どんなに物知らずな人でも、素直な人、けなげな人は人に愛されるわ。そしてどんなに物知りでも、へそ曲がりな人や自分勝手な人は嫌きらわれるの。どうせなら愛される方がいいわ、そうは思わない？」

　しばらく矢上は考えていたが、やがて目を輝かがやかせてうなずいた。

「わかりました！　私、けなげな馬鹿になります！　そういうの、得意です！」













　　　第二章「米と蕎そ麦ば」







　埼さい玉たま県、さいたま市大おお宮みや区。

　その中心部にあるＪＲ大宮駅の西口に建つ高層ビルは、かつてソニックシティと呼ばれ、ビジネスの中心部だった。

　その中に置かれていた大宮コミュニティの本部は、今、西東京協和国の前線司令部に姿を変えていた。

　協和国の兵士の証あかしである黒いバンダナを巻いた男たちが忙しげに出入りを繰くり返しているソニックシティのビルの一室で、奇妙な食事会が開かれようとしていた。

　会議室らしい部屋のテーブルの上には、大きな一いつ升しよう炊だきの炊飯ジャーと、白飯が山盛りになった茶ちや碗わんだけが置かれている。

　主食の白飯以外に、これと言っておかずらしいものは無い。あるのは塩や醬しよう油ゆという調味料のたぐいだけである。

　しかし、テーブルの前に座っている男たちは、自分の前に置かれた茶碗の中の白飯を食い入るような目で見つめていた。

「これが大宮のコミュニティの連中の倉庫にあった米だな？」

　テーブルの脇わきの方に座っていた、瘦やせてメガネをかけた一見インテリ風の男が聞くと、給仕をしていた白いエプロンの男が頭を下げて答えた。

「はい、占領した倉庫の中にあった米です……おそらく昨年の秋に収穫された米ではないかと……」

「新米か……」

　インテリ風の男は、つぶやくように答えると、目の前の茶碗に盛られた白飯をじっと見つめた。

　──炊きたての白飯のことを、銀シャリというのがよくわかるな。

　それにしても、この輝かがやきはどうだ。半透明に見えるほど、一つ一つの米の粒の表面が光っているじゃないか。

　それに、この匂におい。炊きたての飯がこんな匂いがするものだというのを、俺おれは忘れていたような気がする。

　テーブルの中央には見るからに体育会系の体つきの男が座って、じっと白飯を見ていた。目の前に置かれた白飯から立ち昇る芳香の混じった白い湯気を鼻から吸い込んで、男は満足げにうなずいた。

「これだよ、米の飯ってのはこういった匂においがするもんだ……俺おれはすっかり忘れていたぜ」

　広い肩幅と太い首筋を持つ、どこかのプロレスラーを思い起こさせるその男の名は大だい道どう寺じ。立たち川かわを本拠地にして、東京都の西半分と埼さい玉たま県南西部から中央部を勢力範囲とする、自称独立国の西東京協和国、初代大統領である。

　大道寺は自分の横にいる、瘦やせた一見インテリ風の男に向いて言葉を続けた。

「多た目め、話は後だ。今はとりあえず、この飯を食おう。目の前に出されて話をしたって、頭に入りゃしねえぞ」

　多目と呼ばれたインテリ風の男は薄うすく笑ってうなずいた。

「わかった、大道寺さんの言うとおりだな。飯を食った後で話をしよう。とりあえずみんな、食っていいぞ！」

　居並ぶ西東京協和国の幹部連中がほっとしたように微笑ほほえむ中で、一人の幹部が聞いた。

「あの……多目さん、白飯だけなんすか？　何か、おかずとか……無いんですか？」

「ああ、無い。お前らの前に、塩と醬しよう油ゆがあるだろう？　それを掛けて食うんだ」

「マジっすかぁ？」

「塩メシかよ！」

　幹部連中から、半分抗議めいた声が上がったが、多目の表情は変わらなかった。

「文句を言う前にまず食ってくれ。俺たちが忘れていた味がこの米にはあるんだ」

　多目の言葉を受けるように、大道寺が笑いながら言った。

「とりあえず、四の五の言う前に食おう！　俺はもう我が慢まんできん！」

　大道寺の言葉を受けて、会議室の幹部連中は苦笑いを浮かべると、それぞれに目の前に置かれた茶ちや碗わんと箸はしを手に取って、おもむろに白飯を口に運んだ。

　そのとたん、会議室に「おう」とも「うむ」ともつかない、ため息にも似た声が響ひびいた。

「う、うめえ！」

「これが米の飯の味かよ！」

「忘れてたぜ！　そうだよ！　こういう味がしたんだよ！　米の飯ってよ！」

「コンビニ弁当も、持ち帰りのほかほか弁当も、みんなこういう味だったんだ！」

「あの頃ころは、これが当たり前だと思っていたから、白い飯にありがたみも何も感じなかったよなあ」

「米のメシってのは、米が美う味まければ、塩味さえあればそれだけで食える！　それを忘れていたぜ！」

　目を輝かがやかせて塩や醬油だけをかけた白飯を頰ほお張ばる幹部たちを見て、多目は思った。

　──実際、美味い。

　米の一粒一粒が口の中で弾力を持っているのがわかる。しかし、硬いわけじゃない。数回嚙かむだけで、米が甘みと共に口の中で溶けていく。喉のどを滑すべり降りていくときに鼻の奥に抜ける匂いは、芳香と呼んでもいいだろう。

　一振りの塩は、その甘みと米の味を一層引き立てる。

　──これが米の味だ。米の力だ。

　米は栽培面積あたりの収穫量も多いし、保存も利きく。麦や蕎そ麦ばと違って粉にする必要が無い。粒のまま食えるし、たんぱく質を含んでいるので、味み噌そや漬物のような味の濃いものがあれば、それだけで栄養素を摂取できる主食になる。

　ジャガイモやサツマイモはカロリーを補うことはできても、たんぱく質を摂取することはできない。

　豚肉や牛肉を食わなかった江戸時代の日本人が栄養不良にならなかったのは、米のおかげだと何かの本で読んだことがある。

　多た目めがそんなことを考えていたとき、大だい道どう寺じがしみじみと言った。

「やはり、米だな。日本人は米を食わなくちゃダメだ。集団農場を作って、芋いも畑ばたけをいくら作っても、米の飯には勝てねえ……それにしても多目よ。どうして俺おれたちが立たち川かわで食っている米は、あんなに不ま味ずいんだ？　べっちょりしてドス黒いような色しているし、なんてったって匂においが違いすぎる。立川で食っていた米は、汗臭くさいような匂いがしていたぞ」

　多目は苦笑するように笑った。

「そりゃあ仕方ありませんよ。大道寺さんが立川で食っていた米は、食糧庁の備蓄倉庫にあった米ですから。大だい災さい厄やくの前に収穫されて備蓄していた米なので、少なく見積もっても五年以上が経過していることになります。

　あの汗臭いような匂いは、米ぬかの中に含まれている脂質が酸化している匂いでして、精米してぬかを落としても匂いは消えないのです」

　多目の言葉を聞いた幹部たちは、顔をしかめた。

「なんだよ、俺たちが立川で食っていた米は、五年越しの古い米だったのかよ……」

「仕方ないだろう。たとえ古い米でも、食えるだけマシなんだぞ。今、このあたりのコミュニティで、主食に米を食っているところなんか無い。

　主食は、ジャガイモやサツマイモ、カボチャ、そういったシロウトが作った畑でもなんとか収穫できるものばかりだ。

　なぜかと言うと、米作りは難しいんだ。俺も昭和記念公園の中にある古い農村や水田を再現した区画で米を作っているんだが、毎年、病気や害虫にやられて満足な収穫が得られたためしが無い」

　大道寺は怪け訝げんな顔で聞いた。

「じゃあ、どうして大おお宮みやの連中は、こんな新しい美う味まい米を食えるんだ？　これは、この大宮で見つけた米だろう？」

「簡単な理由ですよ。この大宮のコミュニティは、前まえ橋ばしの連中と繫つながっていた。そして前橋の連中は、新にい潟がたまで鉄道を復活させている。新潟は米どころですからね。農業高校とかで、米を作るノウハウを教わった人間が生き残っていてもおかしくはない。そう言った人間から農業指導を受けて米を作れるようになったんだと思われます」

「そうか……」

　大だい道どう寺じはしばらく黙だまって考え込んでいたが、やがて、顔を上げて多た目めに聞いた。

「おい、多目。この、美う味まい米は、あとどれくらい残っている？」

「え？　あ、ああ、正確な数字はわかりませんが、全部で五トン近くあります……当分食いつなげますね」

　大道寺は首を振った。

「いや、食いつなぐんじゃない。この米を兵士どもに食わせてやろうと思うんだが……」

　会議室にいた協和国の幹部たちは、驚おどろいたように顔を上げた。

「こんな美味い米を食わせるんですか？」

「兵士に食わせたら、あっと言う間に終わっちまいますよ！」

　だが、大道寺の言葉を聞いた多目は、その意味を理解した。

　──そういうことか。つまり、この米を馬の鼻先にぶら下げたニンジン代わりにすると言うことだな。

　だが、多目は胸の中の答えを表情に出さず、逆に驚いてみせた。

「それはいささか、寛大に過ぎます。それほどまでに兵士の身を案じなくてもいいのでは？」

　大道寺は多目の顔をちらりと見ると、首を振った。

「俺は兵士の身を案じているわけでも、気を使っているわけでもない。これから始まる戦争に勝てば何が手に入るのか、それを兵士に教えてやろうと言っているんだ。

　この戦争に勝つということは、こういった米がいつでも食えるようになるということだ。熊くま谷がやを攻め落とし、そして前まえ橋ばしの連中を降伏に追い込めば、米作りのノウハウと新潟との交易ルートが全部俺おれたちの手に転がり込む。

　それを脳のう味み噌そじゃなくて、胃袋に教えてやろうと言っているんだ。食い物のためなら、命いのち懸がけになる人間の方が多いと思うぜ」

　会議室の幹部たちは互いの顔を見合わせた後で笑った。

「確かにそうだな」

「俺たちだって、この米が食えるようになるから戦えと言われれば、その気になります！　普ふ段だん、芋いもしか食ってない下っ端ぱどもは、死に物狂いになりますよ！」

　お互いの顔を見合わせてうなずく幹部たちの顔を見ながら、多目は苦笑を浮かべた。

「今回の大おお宮みや攻略作戦で手に入った米や蕎そ麦ば粉こなどの食料、そしてディーゼルエンジン用の燃料油は、そのまま熊谷の次の、前まえ橋ばし攻略作戦に回すために温存しておくつもりだったのですが……」

「いや、この先に前まえ橋ばし攻略がひかえているからこそ、米を食わせてやれと言っているんだ。ケンカの勝ち負けは気合だ。戦利品を振る舞えば、次の戦いに向けての気合が違う。戦意を鼓舞するのは大事なことだぞ。ここでケチな真ま似ねをして、戦いに負けたのでは意味が無い。

　それに……熊くま谷がやを攻め落とせば、ここと同じように食料や燃料が手に入るじゃないか。そいつを前橋攻略に回せばいい。心配することは無い」

　多た目めは考え込んだ。

　──確かに、熊谷を攻め落とせば、熊谷に備蓄してある食料や燃料は手に入るし、熊谷の手前にある街……北きた本もとや鴻こうの巣すなどの街でも、探せば物資は手に入るだろう。

　しかし、それは手に入るだろう、という希望的観測だ。もし、手に入らなければ計画は破は綻たんする。

　そのとき、出席していた幹部の一人が口を開いた。

「そういえば、多目さん。燃料で思い出しましたが、今度俺おれたちと手を組むことになった千葉方面を仕切っている湾岸ギャングの連中が、木き更さら津づの方に大きな石油タンクを見つけたそうです。ガソリンも軽油も使い放題だぜと自じ慢まんしていました」

「ほう？　木更津に？」

　多目は、脳内にある製油所の場所を記載した地図の記き憶おくを検索した。

　──確か、木更津の手前……五ご井いの街の海岸沿いに石油の製油所があったはずだ。きっとそのことを言っているのだろう。五年前の災さい厄やくで火災を起こしていなければ、おそらく貯蔵タンクにかなりの量の精製済みのガソリンや軽油が残っているはずだ。

　湾岸ギャングの連中とは、友好関係を結んでいるが、軍事的に見れば我々の方が上だ。つまりは、その燃料は我々のものに等しいというわけだ。

　──そうか、俺は協和国以外の連中が持っている物資の量を計算に入れていなかった。協和国の武力をもってすれば、近きん隣りんのコミュニティの持っている食料や燃料をいくらでも手に入れることができる。

　多目は自分の目の前にある白飯に目を落とした。

　──そうか……年ねん貢ぐだ。

　この大おお宮みやを攻め落としたことで、協和国の領土は広大に広がった。この広い領土を治めるには、今までのようにコミュニティを襲おそって、労働力を立たち川かわに狩り集めるようなやり方では無い、もっと別のやり方が必要だとずっと考えていた。そのヒントがこんなところにあったとはな。

　近隣のコミュニティを焼き払う必要は無い。労働者を狩り集める必要も無い。我々の武力を見せつけ、そして支配すればいいのだ。小さな街のコミュニティのやつらを殺さず狩らず、そのまま生かしておいてやる代わりに、働かせて収穫させる。そして、その収穫の半分を我々の取り分にすればいい。

　それに……そうやって支配したコミュニティからは兵士も動員できる。熊谷と前橋を攻めるときは、その動員兵に竹たけ槍やりや金属バットを持たせ、最前線に立たせて送り込めばいい。

　前まえ橋ばしの連中の使っている銃は、おそらく俺おれたちと同じ自衛隊の銃だろう。ということは、弾丸の補給は無い。持っている弾丸を使い尽くせば、それで終わりだ。防衛側は動員兵どもを撃うち殺すだけで弾丸を使い尽くしてしまうだろう。

　この方法を使えば、協和国の兵士に犠ぎ牲せいを出さずに、熊くま谷がやを、そして前橋を攻め落とせるに違いない。

　多た目めはにやっと笑うと、立ち上がって大だい道どう寺じに向かって話しかけた。

「大統領閣下、名案がございます……」

「おう、また何か考えついたようだな。おい、みんな、とりあえず箸はしを置いて、多目の言葉を聞け。協和国の知ち恵え袋ぶくろが、また何かを思いついたようだぞ」

　大道寺の言葉を聞いた協和国の幹部たちが、箸を置いて多目の方を見た。

　多目はゆっくりと話し始めた。

「協和国は、ついにこの埼さい玉たま県までその手中に収めました。これだけの広大な領土を運営していくには、今までのような立たち川かわに狩り集めた労働者を送り込むようなやり方では通用しません。

　協和国は次の段階に移るときが来たのです。それは領地経営です。直接労働者を狩り集めるのではなく、小さな町ごとにある中小のコミュニティを武力を示して支配下に置き、そのコミュニティから税金として収穫物を差し出させるのです。

　実際には金ではなく食料を差し出させますので、税金というよりも年ねん貢ぐと言った方がわかりやすいかもしれません……」

　その言葉を聞いた大道寺は面おも白しろそうに笑った。

「ははは、年貢か、それはいい。となると、俺おれは戦国大名みたいなものか？」

　多目は慇いん懃ぎんに頭を下げた。

「その通りです。武力をもって国を維持し、武力によって農民たちを盗賊から守る。日本の歴史の中で武士が生まれたのと同じ道を我々は歩んでいます。我々は新たなる武士であり、新たなるサムライなのです！」

　居並ぶ協和国の幹部たちが目を輝かがやかせた。

「すげえ、カッコイイじゃないすか！」

「俺たち、サムライっすか！」

「剣の代わりに銃を使うサムライってわけっすね！」

「昔、ゲームとかで、サムライのキャラやったことあるけど、自分が本当にサムライになれるとは思ってなかったぜ！」

「大道寺さんに付いてきて、ホント、マジによかったと思います！」

　興こう奮ふんする幹部たちを見た大道寺は満足げにうなずいた。

「お前らの働きに期待しているぞ、サムライとして恥ずかしくない戦いを見せてくれ！」

　盛り上がる幹部たちを眺めながら、多た目めは考えていた。

　──戦国時代か。

　確かに、情報通信や物流のインフラを失った今の世の中は、戦国時代と同じ、いや、もっと古い弥生やよい時代のようなものかもしれない。

　人が集まってムラを作り、そのムラが集まってクニを作る。クニは王によって治められ、兵士によって守られる。

　力の強いクニが弱いクニを滅ぼし、そのクニにあったムラを自分たちの支配下にする。

　戦争のための道具や支配するための道具こそ進歩しているが、人間ってのは結局あの時代から一歩も進化していないのかもしれない。

　強いものが弱いものを支配する。

　考えてみれば、大人がいた頃ころだって世の中は同じだったんだ。常に強いものが弱いものを支配してきた。それは当然のことだった。

　うわべを誤ご魔ま化かしてとりつくろっていた法律や規則や大人がいなくなって、その事実がはっきりと見えるようになっただけなんだ。

　俺おれたちのやり方を責めることなんか誰だれにもできやしない。弱肉強食は自然界の摂理だ。俺たちが悪なら、この世にいる肉にく食しよく獣じゆうはすべて悪だ。ライオンやクマもみんな悪ということになる。悪か正義かなんてのは、人間が自分に都合よく考えるために思いついた後付けの理屈に過ぎない。

　目の前で豪傑ぶった笑い方をしている大だい道どう寺じを見て、多目は思った。

　──実際、大道寺は押しが利きくから、戦国武将のようなド派手な衣装を着たり、金ぴかの鎧よろい兜かぶとを身につけたら似合うかもしれないな。

　戦国武将があんな派手な鎧や衣装を身にまとっていたのは宣伝の意味もあった、という話をどっかで読んだ覚えがある。

　携帯もネットもマスコミも無かった時代は、クチコミだけが頼たよりだ。人々に実力を示すのと同時に名を売るというのも大切なことだったんだな。

　──そうか、今が、その時代じゃないか。

　もはやネットもマスコミも無い。クチコミで伝わるウワサが、主な情報源だ。

　だとしたら、俺たちはもっと名を売らなくちゃいけない。名を売って、西東京協和国の存在を人々に広く知らせなければ。

　俺たちの強さを知らせれば、戦う前から相手はびびる。

　行使するだけが武力じゃない。誇示し威い嚇かくし畏い怖ふさせることで、他人に言うことを聞かせるという方法もまた、武力の使い方なんだ。

　鉄道を復活させた前まえ橋ばしコミュニティの名前は知れ渡っている。しかし、やつらの名前を恐怖とともに語るものはいない。

　人を支配するには、暴力と欲望と恐怖。この三つが必要だ。協調と抑制と優しさなどというものでは、人は動かない。そんな甘っちょろい滅び去った旧世界の価値観では、この世界を支配することはできない。

　その甘さが前まえ橋ばしコミュニティの弱点だ。

　俺おれたち西東京協和国の名前は、恐怖とともに語られなくてはならない。

　多た目めはにやっと笑うと、おもむろにしゃべり始めた。

「俺たち協和国軍の目印は黒いバンダナと黒い旗ですが、もっと目立つ旗印を考えた方がいいかもしれませんね」

「そうか？　俺は気に入っているがな。それにいきなり旗印を変えると、混乱するんじゃないのか？」

「変えなくても構いませんが、その場合は見せ方を変えた方がいいと思うのです。バンダナや旗だけでなく、着ている服やヘルメット、靴に到るまで、黒一色で統一する。そういう威圧感を与える見せ方をすべきだと思うのです。

　戦国時代に、徳とく川がわの家臣に井い伊い直なお政まさという者がおりまして、この男は配下の武士に真っ赤な鎧よろい兜かぶとを着せた精強な部隊を指揮しておりました。俗に『井伊の赤備え』と呼ばれ、戦場で大いに恐れられたという話が伝わっております」

　大だい道どう寺じは興味深そうにうなずいた。

「チーマーが揃そろいのジャンパーを着たり、揃いの帽子をかぶるのと同じだな。上から下まで真っ黒な一団か……確かに、そいつは迫力がありそうだ」

　多目はわが意を得たりという顔で両手を広げた。

「西東京協和国は強い！　これをウワサにして広めるのです。黒の軍団の行くところ、つねに敵なし！　黒の軍団は最強である！　というウワサを……。

　我々は何よりも恐れられ、畏い怖ふされ、嫌きらわれる存在でなくてはなりません。

　我々は狼おおかみの群れなのです。そして、この世界に生き残ったコミュニティの連中は羊どもです。狼は羊から恐れられ、畏怖され、嫌われます。それが当然なのです！

　羊に愛され親しまれ好かれる狼など、狼ではないのです！

　人々が恐怖と嫌けん悪おの表情とともに我々の名前を呼ぶ。それこそが我らが目指すべき姿です！　我々がそうなれば、戦わずして中小のコミュニティは降伏し、労せずに領土と配下が手に入るのです。さすれば関東制せい覇はは目前でありましょう！」

　大道寺は豪快に笑った。

「わははは、そうか、相変わらず酔わせてくれるぜ！　だがな、多目よ、お前は言葉で酔わせるだけじゃない。それを本当にしちまう力があるな！」

　そして、大道寺は顔を上げると、居並ぶ協和国の幹部たちに向かって怒鳴るように言った。

「いいか。よく聞け！　今までにも何回も言ったが、あらためてここで念を押しておく！

　西東京協和国を作ったのは、俺おれと……そしてこの多た目めだ！　多目の言葉は俺の言葉だ！　兵士の中には、この多目のことを一度も戦いの現場に出てこないという理由で、軽く見たり、口先ばかりだと陰で文句を言うやつもいるようだ。だが、そういう馬ば鹿かには人間には分相応という言葉があるんだということを、お前らからきちんと言っておけ！　いいな！」

　大道寺の言葉を聞いた後で、多目は素早く、出席している幹部たちの顔色をうかがった。

　──賛同七割、無関心二割、反感一割というところか。

　今、一いつ瞬しゆんむっとした顔をした人間の名前を覚えておかないとな……組織が大きくなると、必ず分派活動を起こすやつが出てくる。そういうやつをしっかり見分けてマークしておくのが、組織を磐ばん石じやくに保つセオリーだからな。

　多目は大だい道どう寺じに深々と一礼した後で、幹部たちに向き直った。

「……というわけで、これより我々はこの大おお宮みやを拠点にして、近きん隣りんの街にあるコミュニティを攻略する！

　だが、いいか、皆殺しにしてはならない！　抵抗してくれば反はん撃げきするのは当然だが、楽しみのために殺すのは禁止する！　子供でもだ！　コミュニティは、これから先も食料を差し出させるために、現状維持させねばならない！　生かさず殺さず、搾しぼり取れるだけ搾り取るのが我我の役目だ！

　我々のような選ばれた人間は額に汗する必要は無い。収穫のみを受け取ればいいのだ。それが真に支配するものの姿なのだ！」

　多目の言葉を聞いた大道寺は機き嫌げん良さそうに笑った。

「ははは、そうか、真に支配するものは収穫のみを受け取る……か。そうだな、そのとおりだ！」

　多目は目の前でふんぞりかえって笑っている大道寺の顔を見て思った。

　──あんたにはまだまだ看板を背負ってもらわないとな……。あんたが名を取り、俺が実を取る。その構図は当分続けてもらうぞ。

　俺の欲しい実は、まだまだこんなもんじゃないんだからな。

　大宮を占領した協和国軍の会議に出席した多目が、胸の中でほくそえんでいたその頃ころ。




　そこから北西に約四十キロ離はなれた熊くま谷がや市でも、熊谷コミュニティのリーダーたちが集まって防衛会議が開かれていた。

　市街地の中心部より少し南東側に外れた場所にあるＪＲ熊谷駅。そして駅の南側にある熊谷市立体育館と熊谷市立図書館。そしてその隣となりにある小学校が、熊谷コミュニティの拠点だった。

　最初に熊谷市内に作られたコミュニティは市内の北部にあったのだが、そこは駅から遠かった。また自家発電用の小型水力発電機を据えつける川が近くにないことから、前まえ橋ばしとの間に鉄道が復活したのを機会に、駅と荒あら川かわに最も近いここが新しい拠点として選ばれた。

　熊谷市立体育館の前には、自衛隊のトラックや装輪装甲車が何台も停とまっており、その周囲を肩と袖そでに青い目印の布を縫ぬい付けた、自衛隊の迷彩服を着た少年たちが足早に歩き回っていた。

　コミュニティの本部が置かれている市立体育館の中は、五年前の三日熱の大流行の際に、親を失った子供たちを収容する施設として使われていた設備が、そのまま残っていた。

　広い室内はベニヤ板のような仕切りでいくつかに分けられ、二段ベッドの並んだ寝室や柔道場の畳たたみが敷しき詰められた居間などの区画が作られている。

　その中にある会議室用の区画には細長い会議用の折り畳み机が並べられ、市内の各地から集まってきたリーダーたちが居並んでいた。皆一様に不安そうな面おも持もちで、熊くま谷がやコミュニティの防衛責任者の栗くり野のが来るのを待っているのだった。

　やがて、栗野が会議室に入って来ると、ほっとしたような空気が会議室に流れた。しかし、その後に慎しん吾ごと矢や上がみが続いているのを見て、会議室の中の空気は一転してざわついた。

　慎吾は自分に注がれている視線が驚おどろきから戸惑いに、そして敵意を含んだ冷たいものに変わっていくのを感じていた。

　その敵意はよそ者を排はい斥せきしようとする警戒心から来るものだけではなかった。明らかに慎吾個人を敵視する意思を含んだものだった。

　慎吾は、一昨日、荒あら川かわの河原で出会った青あお島しまという男の視線を思い出していた。

　──俺おれは憎まれている。お前が大おお宮みやに来なければこんなことにはならなかった、お前は疫やく病びよう神がみだ。口には出さないが、そう思っている人がこの中にいるんだ。

　その敵意は栗野にもわかったのだろう。栗野は慎吾を自分の横に来るように招いた。そして自分の横に慎吾を立たせると、会議室にいる熊谷コミュニティのリーダーたちを見回してゆっくりと話し始めた。

「彼の名前や、彼がどこから来たのかということは、もう諸君らも御存じのことと思う。彼は松まつ本もとに生き残っている大人たちの下で訓練を受け、偵察のために送り出された人間だ。いわばプロの下で指導を受けてきた人物であり、今回の防衛会議にオブザーバーとして参加してもらうことにした。よろしく頼たのむ……」

「園その山やま慎吾です。よろしくお願いします……」

　慎吾がそう言って頭を下げたとき、出席者の中から声が飛んだ。

「そいつの言うこと、信じられるんですか？」

「何の証拠も持ってないって話じゃないですか。何を根拠に栗野さんはそいつを信じるんですか？　聞かせてくださいよ！」

　慎吾はその声に聞き覚えがあった。荒川の堤防で慎吾と矢上に因いん縁ねんをつけてきた、あの青島という男の声だった。

　そういった言葉が浴びせられるのを、予想していたのだろう。栗野はさして驚きの色も見せずに答えた。

[image: ]

「確かに、彼は証拠となる物を持っているわけではない。彼の言葉を裏付けるものは何一つ無い。そういうときに判断の基準となるのは言葉の内容ではなく、言った人間が信用できるかどうかだ。そして信用できるかどうかは、その人間が何をしてきたのか、その行いを見ればわかる。

　彼は立たち川かわから小さな女の子を助け出した。そして、大おお宮みやから撤てつ収しゆうするときにも、逃げ遅れた女の子を助けようとして撃うたれ、生死の境をさまようほどの傷を負った。

　そのどちらも、見捨てても誰だれも文句を言わないような状況だった。だが、彼は見捨てなかった。立川のときも大宮のときも、そのどちらもだ。

　彼は自分の能力のすべてを使って、他人を助けようとした……自分の命を懸かけて。

　そういう人間、それができる人間の言葉だから俺おれは信じた。それだけのことだ……」

　栗くり野のはそこで言葉を切ると、会議室を見回した。

「この件について、何か質問はあるか？」

　会議室の中は無言だった。青あお島しまは不服そうな顔のまま何も言わなかった。

「質問が無いようなので、会議を始めるとしよう。園その山やまくんは適当にその辺に座ってくれ。何か気になることがあったら、随ずい時じ発言して構わない。この会議はブレインストーミングみたいなものでね。思いつきでも何でも思うことがあったらいつでも発言して構わないんだ」

「はい、わかりました」

　慎しん吾ごはそう答えると、隅っこに座っていた矢や上がみの隣となりに座った。

　矢上は慎吾の袖そでを引っ張って小声で言った。

「……青あお島しまの馬ば鹿かがリーダーに選ばれているのは知らなかったわね……大おお宮みやにいた人たちはあいつの正体を知ってるけど、熊くま谷がやの人は知らなかったんだろうな。もし、あの馬鹿が何か言ってきたら、私が言い返してやるからね！」

「……栗くり野のさんが仕切ってくれているから大だい丈じよう夫ぶだよ、きっと」

　慎吾が小声で答えると、矢上は力強くうなずいた。

　栗野が会議室の隅に向かって合図すると、二十歳くらいの女の人が壁かべ際ぎわに置いてあったキャスター付きのホワイトボードを押して、栗野の脇わきに持ってきた。

　ホワイトボードの左側には大きな埼さい玉たま県の地図が貼はられており、熊谷市の上に青いマグネット鋲びようが、そして大宮の上に赤いマグネット鋲が張り付いている。

　その地図の前に立った栗野は会議室の中をもう一度見回した後で、話し始めた。

「まず、現在の状況について説明する。現在、我々の防衛陣地の最前線は鴻こうの巣すにある。西東京協和国の主力は大宮を攻め落とした後、上あげ尾お市、桶おけ川がわ市をその勢力範囲に収め、桶川市の中心部に最前線基地を置いている。我々とは北きた本もと市を挟んでにらみ合っている状況だ」

　栗野は地図上の大宮の上に貼りつけた赤いマグネット鋲を指差して言葉を続けた。

「いずれにせよ、協和国は我々を明確に敵として認識し、攻こう撃げきしてきた。なぜ、今になって急に攻撃してきたのか　それも勢力圏を広げるなら、もっと近くの所ところ沢ざわとか川かわ越ごえとかを攻めるはずなのに、その二つの街を越えていきなり大宮を攻めた理由は何なのか。それはつまり、我々前まえ橋ばしコミュニティの力が無視できなくなったからだ。

　この関東地方で、鉄道や電力や社会秩ちつ序じよを回復させ、弾丸の試作まで始めているのは俺おれたちだけだ。協和国の考え方は他者から奪い消費することだけだ。今あるものを使い尽くせば、もはや後はない。だが、俺たちには物を創つくり出す能力がある。この差は時間が経たてば経つほど広がっていく。今ならまだ叩たたけるという思惑があることは間違いない……そして、もう一つ理由がある。そこにいる園その山やまくんだ」

　いきなり名指しされた慎吾は目を見ひらいた。

　驚おどろく慎吾に笑いかけながら、栗野は言葉を続けた。

「そうだ。だが、勘違いしないでくれ。俺は、彼が回し者で協和国を手引きした、なんて馬鹿なウワサを信じているわけじゃない。その正反対だ！

　彼の言っていた、松まつ本もとに大人たちが生き残っているという話を俺は信じた。そして、協和国の連中も、それを信じたからこそ大宮コミュニティを襲おそったんだ」

　会議室の中がざわついた。

「それって、どういう意味ですか？」

「説明してください！」

　怪け訝げんな顔をするリーダーたちを見回してから、栗くり野のはゆっくりと答えた。

「大人たちが生き残っているということは、滅びたはずの日本という国がまだ残っているということだ。たった三百人しかいなくても、この国の社会を動かしてきた人たちなんだ。

　その大人たちが動き始めたら……前まえ橋ばしにあるＦＭの放送局を使って、関東一円に呼びかけ始めたら。きっと誰だれもが喜んでその言葉に従うだろう。大人たちの言葉にはそれだけの力がある！　その言葉を聞いた人間は、五年前に炎の中に消えてしまった過去の日本。平和でコンビニに品物が満ち溢あふれ、テレビやインターネットがごく当たり前に存在した時代……それと同じ生活が取り戻せるかもしれないという希望を抱くだろう。

　立たち川かわに作り上げた西東京協和国なんてニセモノ国家の連中の言葉など誰も聞きはしない。それどころか、逆に犯罪者集団として徹てつ底てい的てきに糾きゆう弾だんされるだろう。それだけのことをあいつらはやってきた。あいつらにとって、過去の日本の法と秩ちつ序じよが回復することは悪夢以外のなにものでもない。

　俺おれたち前橋コミュニティが目指す道は、過去の日本の法と秩序に従った社会を再生する道だ。俺たちと松まつ本もとに生き残っている大人たちが合流すれば、社会再生の速度は加速する。それは協和国にとって何が何でも阻止すべきことなんだ」

　栗野の言葉を聞いていた熊谷コミュニティのリーダーたちはお互いの顔を見合わせて黙だまり込んだ。

　栗野は真剣な目で会議に出席しているメンバーを見回して、言葉を続けた。

「いいか、俺たちが相手にしているのは、食い物目当ての盗賊でも無法者でもない！　国家なんだ！　そして、こいつはケンカじゃない。戦争なんだ。西東京協和国という国家と、前橋コミュニティという国家の戦争なんだ！

　あいつらは、なぜ国家を名乗っているのか。その理由を考えろ。あいつらは過去の日本と決別したんだ。過去の日本の法律やルールには従わない、俺たちは俺たちのルールで生きていくと宣言したんだ。あいつらのルールに従いたくなければ戦うしかないんだ！」

「日本の中で小さな国どうしの戦争ですか……まるで戦国時代ですね……」

　青あお島しまが馬ば鹿かにしたような口調で栗野の言葉を笑った。しかし、栗野は笑わなかった。

「……まるで、じゃない。まさに戦国時代なんだ……君には認識を改めて欲しいものだな」

　青島は気まずそうな顔で下を向いた。

　会議室の空気が少しだけ変わりつつあるのを慎しん吾ごは感じていた。今まで漂っていた楽観的な空気は影を潜ひそめ、どこか切迫した空気が漂い始めていた。

　栗野は手に持っていたメモ用紙に目を落として読み上げはじめた。

「では、我々が直面している問題についてこれから述べる。

　西東京協和国の戦力は推定で約二千五百人。そのほとんどが米軍と自衛隊の自動小銃を装備しており、指揮命令系統のしっかりした戦せん闘とう経験の豊富な兵士で構成されている。

　大おお宮みや攻略の際に、運転席を溶接した鋼鉄板で囲った装甲トラックを多数使用しており、推定だが五十台以上は所有していると思われる。

　協和国軍の主力火器は、この装甲トラックに搭載したＭ２十二・七ミリ重機関銃と対戦車用のロケット兵器であるパンツァファウストと思われる。この二つは大宮を攻略する際に使用したことから確認できたわけだが、それ以外にも強力な火器を装備している可能性も捨てきれない」

　ホワイトボードを持ってきた女の人が、地図の貼はってない部分に栗くり野のの言葉に出てきた協和国軍の戦力を書いていく。

『兵員・二千五百』『訓練度・高』『戦せん闘とう力りよく・高』『全員が銃で武装』

『車両・装甲トラック五十台以上』

『主力火器・Ｍ２重機関銃・パンツァファウスト』

　栗野は手元にあるメモ用紙を読み上げた。

「では、これに対して、我が前まえ橋ばしコミュニティの戦力がどれくらいなのか比較してみよう。前橋コミュニティの傘さん下かにあった熊くま谷がやコミュニティと鴻こうの巣すコミュニティ、そして大宮コミュニティに所属している人数の総合計は八千八百人を数える。しかし、これは非戦闘員である女性や子供を含めた数字だ。この中で兵士として訓練を受けたことがあるのは約二千人。だが、この数字は訓練を受けたことがある、つまり銃の扱い方を知っているというだけの人間も含む数字だ。自衛のために戦うことを任務とする、いわばプロの兵士として常時銃を持ち、訓練を積んでいるのは、警戒警備員の五百人だけだ」

　ホワイトボードに文字が並ぶ。

『兵員・二千』『訓練度・低』『戦闘力・低』『訓練度高いのは五百のみ』

「車両については、前橋コミュニティの虎とらの子の87式偵察警戒車が二台ある。これは協和国には無い装備だな。主力武装の二十五ミリ機関砲の威力は説明するまでも無い。

　主力火器はミニミ軽機関銃とＭ２重機関銃があるが、どっちも数はそう多くない。群馬県の吉よし井い町まちにある弾薬支処で、この二つの口径の弾薬は手に入れたので、なんとか戦えるがな……」

『車両・87式偵察警戒車二台』

『主力火器・ミニミ軽機関銃・Ｍ２重機関銃　弾薬は確保』

　栗野はその文字を指差して、ゆっくりと言った。

「こうやって比較してみると、我々が協和国に負けている部分がよくわかると思う。我々には兵力が足りない。それも決定的に足りないんだ。

　協和国は、近きん隣りんのコミュニティを襲おそって人間を拉ら致ちし、農場で強制労働をさせて自給体制を整えている。兵士は銃以外のものを持つ必要は無い。必然的に訓練度は上がるし、近隣のコミュニティを襲うことで実戦慣れしている。

　それに比べると、我々が動員できる兵士の多くは、毎日農作業や工場での機械工作に従事している。その片手間に銃の扱い方を教わっているにすぎない。我々は兵員の量と質、その両方で負けていることが、これでよくわかったと思う」

　ホワイトボードに貼はられた地図の青いマグネット鋲びようのある熊くま谷がや市のさらに北、利と根ね川がわを渡ったところにある、群馬県太おお田た市や埼さい玉たま県の北東部にある加か須ぞ市や羽は生にゆう市などを指差して、栗くり野のは言った。

「前まえ橋ばしコミュニティに所属している人間だけで、この熊谷を守ることは難しい。そう考えた我我は、周辺の都市で暮らしているコミュニティの力を借りようと考えた。

　こういった近きん隣りんの町にあるコミュニティにも特使を派遣して協力を打診している。だが、反応は芳かんばしくない。我々は酪らく農のうや稲作に関する知識や、植物油からディーゼル燃料を作り出す技術、バッテリーの再生と生産に関する技術を提供すると申し入れており、彼らもこういった技術の重要性は理解してくれている。だが、相手が協和国だというので二の足を踏ふんでいるんだ。俺おれたちは俺たちだけの力で、協和国と戦わなくてはならない……」

　栗野がそこで言葉を切ると、会議室の中に沈ちん黙もくが満ちた。

　一人の男が手を上げて聞いた。

「他ほかのコミュニティの連中は、なぜ俺たちに協力しないんですか？　協和国がどんな連中なのか知らないんでしょうか？　協和国は問答無用で子供は皆殺し、それ以外は全部強制労働者にする連中だ。そのことを教えて、そんな目にあうくらいなら俺たちと一いつ緒しよに戦おうと言えば、我々に手を貸してくれるんじゃないかと思うんですが……」

　栗野が答える前に、栗野と同じくらいの年齢の男が立ち上がった。

　それは熊谷コミュニティの総責任者の出雲いずもという男だった。

「それについては、実際に太田市のコミュニティに交渉に行った私が答えよう。

　周りのコミュニティのリーダーたちは、協和国のやり方を知らないわけじゃない。協和国の名前と、その恐ろしさは関東一円に広まっている。そして、その恐ろしさが我々の要請を断ってきた理由なんだ。近隣のコミュニティのリーダーたちは、中立の立場でいれば協和国は自分たちを攻めないと信じている……いや、そう信じたがっているんだ。

　協和国がそんな甘い連中じゃないということは、彼らもわかっている。わかっているが、それでも明確な敵に回るよりはマシだと考えているのだろう。

　なぜ、彼らが我々の側につかないのか。共に戦おうとしないのか。その理由は簡単だ。彼らは我々前橋コミュニティが弱いと思っている。我々は大おお宮みやで負けている……負けたわけじゃないと言ったって、実質的に大宮は協和国の手に落ちている。前橋コミュニティは弱い、協和国は強い、そう思われるのは無理もない。誰だれだって負ける側に付きたくは無いということだ」

　栗野が後悔するように首を振りながら言った。

「その件に関しては俺の作戦ミスだ。俺は、協和国と戦うときは、当然他ほかのコミュニティからも応援が来ると決めてかかっていた。協和国の恐ろしさを知っているからこそ、それと戦うのが当然だと判断するものと思っていた。

　だから、大おお宮みやコミュニティの総責任者の筑ちく摩まに、俺おれは大宮を捨てて撤てつ収しゆうするように命じたんだ。大宮コミュニティの戦力は、盗賊とか無法者の集団に対抗できる程度のもので、協和国の主力に攻められたら、とても守りきれるものではない。

　人的被害を最小限にとどめて撤収し、熊くま谷がやにある抵抗拠点で前まえ橋ばしの本隊、そして近きん隣りんのコミュニティと力を合わせて迎げい撃げきに当たり、状況に応じて反撃に出る。それが俺の計画だった。

　俺たちは大宮で負けたわけじゃない。大宮を撤収したのはいわば戦略的撤退で、最初から織り込み済みだったんだ。だが、傍はたで見ている連中にそれはわからない。周りのコミュニティの連中は、俺たちが負けたと考えた。

　周りのコミュニティの連中が俺たちの撤退を見てどう考えるか、ということを考えていなかった。我々が窮きゆう地ちに追い込まれているのは俺の責任だ、すまん！」

　栗くり野のがそう言って頭を下げたとき、会議室の中から青あお島しまの声が飛んだ。

「すまん、じゃ済まないでしょう！　あんたの見込み違いのせいで、我々は窮地に陥おちいっているんだぞ！」

　すかさず、青島の取り巻きたちが声を合わせて叫んだ。

「我々の生活が脅おびやかされているんだ！　何とかするのがあんたの役目じゃないのか？」

「そうだ！　何とかしろ！　警備責任者としての義務を果たせ！」

　熊谷コミュニティの総責任者である出雲いずもがなだめるように言った。

「何とかしろと言っても、栗野一人で何とかなるような問題じゃないだろう？　我々は直面している危機にどう対応するのか、ということを話し合うために、ここに集まっているんだ。責任追及をするために集まったわけじゃないんだ」

　青島は出雲の言葉にも嚙かみ付いた。

「あんたはいつもそうやってうやむやにするんだな！　あんたにも責任があるんだぞ！　俺たちが戦わなくちゃならなくなったそもそもの原因は、そこにいる園その山やまってやつのせいじゃないのか？　あいつが大宮に来なければ、協和国は大宮に攻め込んだりしなかったんだ！　今でも立たち川かわや調ちよう布ふあたりで独立国家ごっこをやっていたはずだ！　治ち療りようしてやって、お客さま扱いをするなんてのはとんでもない！　とっとと追い出せばいいんだ！」

　会議室のあちこちから賛同するような声が上がった。

「あいつのせいで、大宮はひどい目にあったんだ！」

「怪け我が人にんも死人も出ている。家も何もかも捨てて逃げてこなくちゃならなかった人が何百人もいるんだぞ！」

「あいつは疫やく病びよう神がみだ！」

　栗野は目を閉じて黙だまって言葉を聞いていたが、やがて目を開けるとゆっくりと言った。

「彼を疫病神呼ばわりして、ここから叩たたき出すことは簡単だ。俺が責任を取って、防衛責任者の役を辞するのも簡単だ。だが、それで何が解決するんだ？　今、彼を責めた人に聞きたい。彼を追い出して俺おれを責めれば、確かに君たちはいい気味だ、ざまあみろ、せいせいしたと思えるだろう。不満のはけ口ができたわけだからな。でも、それだけだ。

　問題は変わらない。いまそこにある危機はそのままだ。何一つ解決しない！　いつ協和国軍の攻こう撃げきが始まるかわからないこのときに、何が重要なのか考えて欲しい！」

　栗くり野のの言葉を聞いた出席者の中から賛同のつぶやきが漏もれた。

「……そうだよな」

「責任追及とか言ってるけど、ただのウサ晴らしと変わんないよな」

「協和国とどう戦うかの方が大事だな……」

　会議室の雰ふん囲い気きが自分たちの思い通りにならなくなったのを感じたのだろう。栗野を責めていた青あお島しまの攻撃の矛先は慎しん吾ごだけに向かい始めた。

「栗野さんは協和国と戦うために必要な人間だということはわかっている。今が責任だの何だの言っている場合じゃないってことも。だが、あの園その山やまってやつは関係ないだろう！

　あいつをお客さま扱いする理由なんかないはずだ！」

　栗野は首を振ってみせた。

「いや、彼は重要人物なんだ。彼は立たち川かわに潜せん入にゆうし、協和国の戦力や実態をその目で見てきた人間だ。敵の内情について詳しく知っている人間が他ほかにいない以上、彼のもたらしてくれる情報は実に貴重なんだ。そろそろ、君たちも個人的な感情を優先するのをやめてくれないか？　曲がりなりにもこの熊くま谷がやコミュニティのリーダーとして人の上に立っているのなら、個人的な利益ではなくコミュニティ全体の利益を優先して考えてもらいたい」

　いさめるような言い方が気に食わなかったのだろう。栗野の苦言を聞いた青島は立ち上がった。

「俺は個人的な利益で言っているんじゃないんだ！　俺はみんなの気持ちを代弁しているんだ！　俺は、なんでそいつだけがいい思いをしているんだ、不公平じゃないか！　と言いたいだけだ！」

　青島は憎ぞう悪おのこもった目で慎吾をにらみつけて言葉を続けた。

「俺たちが家族と死に別れ、生きるか死ぬかという瀬せ戸と際ぎわを必死に生き抜いてきたこの五年間。そいつは大人たちの庇ひ護ごの下で何不自由なく、命の危険も飢き餓がの苦しみも味わうことなく、のほほんと生きて来たんだぞ！　大人たちだってそうだ！　ファウンデーションだかなんだか知らないが、そんな連中の言うことなんか信用できるもんか！　俺たちはみんな、家族と死に別れ、家を焼かれ、掠りやく奪だつするギャングどもの影に脅おびえながら必死に生きてきた！　なのに大人たちは、自分たちだけ安全な場所で、五年前の平和で豊かな生活を楽しんでいやがったんだぞ！　俺たちは被害者だ！　被害者として、こいつに復ふく讐しゆうする権利がある！」

「何を勝手なことを言ってるのよ！　何が権利よ！」

　青あお島しまの言葉を聞いた矢や上がみが立ち上がって叫んだ。

　だが、慎しん吾ごは矢上の手を引いた。

「君は黙だまっていて……俺おれが説明するから」

「だって……」

　慎吾は静かに言った。

「説明するのは俺の仕事だ……いいね？」

　静かだが有無を言わせぬ空気に矢上は気け圧おされ、慎吾が怒っているのに気がついた。

　──この人は、今、本気で怒っている。

　私なんかとは比べ物にならないくらい心の深いところで怒っているんだ。

　感情に任せてわめき散らすようなのは怒りじゃない。そんなのは、ただの感情の爆発だ。人間がこんなにも冷静に怒ることができるなんて想像したことも無かった。

　矢上がすとんと席に座るのと入れ違いに、慎吾が立ち上がった。

「今の青島さんのおっしゃっている内容には、事実とは違う部分がありますので、そのことについてご説明させていただきたいと思います……よろしいでしょうか？」

　そのニュース原稿を読むアナウンサーのような冷静な慎吾の言葉を聞いて、栗くり野のはちょっと意外そうな顔になった後で、小さくうなずいた。

「栗野さんの承しよう諾だくを得ましたので、ご説明します。

　初めに……私のいた松まつ本もとのキャンプは、五年前、大人たちが死に絶えたとき、三百人以上の子供たちがいました。私は当時中学一年生で、キャンプの食料調達班として、焼け残ったスーパーとかをあさって、食料を集めてくるのが仕事でした。

　しかし、最初の年の冬が過ぎたとき、私たちのキャンプには二百人しか生き残っていませんでした。長野の冬の寒さに、栄養失調がひどい子供たちは耐えられなかったのです。三人に一人が、この年に死にました。私の弟も、このとき死んでいます。

　そして、なんとか生き延びた私たちを、同じように食料を求めてギャングたちが襲おそってきました。ギャングたちは抵抗する人間を殺し、女の子を襲おそい、それでも抵抗する女の子を殺してみせしめのために吊つるしました……その子は……私の従い姉と妹こで……小さな頃ころから一いつ緒しよに遊んでいた子でした。

　私はギャングに立ち向かい、めった刺しにされたんです。そして、出血多量で死ぬ寸前に、ファウンデーションの大人たちに助けられたのです……」

　慎吾はそこで言葉を切ると、会議室を見回した。

　会議室の中は無言だった。淡々と話す慎吾の言葉に噓うそが無いことは、誰だれの目にも明らかだった。

「……確かに、私は大人たちの庇ひ護ごを受け、教育されました。それは認めます。しかし、私がぬくぬくと何の苦労も無く生きてきたなどと言うのはやめていただきたい！　私の家は母子家庭でした。父が交通事故でこの世を去った後、母は私と弟を一いつ生しよう懸けん命めい育ててくれました。そして、母が三日熱に倒れたとき、母は私に言い残しました。兄として、弟をしっかり守ってくれ……と。

　でも、私はその母との約束を果たせませんでした……栄養失調で瘦やせ細った弟が、私の腕の中で死んでいくのを、私は見ていることしかできなかったのです……。

　ここにいる方々の中にも、五年前の三日熱で両親を喪うしない、その後の大混乱の中で家族や兄弟を喪った方が数多くいると思います。

　私も同じ思いをしてきました！　私だけが楽をしたとか、私だけが恵まれていたわけではないのです！」

　慎しん吾ごの話を聞いていた何人かが、そっと涙を拭ぬぐった。

　誰だれもが同じ思いだった。同じように両親と死に別れ、そして友人を兄弟を喪ってきたのだ。

　慎吾の言葉を聞いていた青あお島しまがわめくように言った。

「確かに、お前は俺おれたちと同じような境遇で、つらい思いを経験してきたかもしれない。でも、ファウンデーションとやらの大人たちは、そんな思いをしてないはずだ！　そいつらは楽をしてきた連中じゃないか！　ぬくぬくと、五年前そのまんまの贅ぜい沢たくな生活をしてきたはずだ！　違うか？」

　慎吾は静かに答えた。

「確かに、ファウンデーションには電気も水道もあります。自給自足ができるように畑も家畜も飼っています……エネルギーと食料の不足は無かったでしょう……でも、ファウンデーションにいる三百人の大人の人たちだって、面おも白しろおかしく生きてきたわけじゃありません！

　その大人たちにだって家族がいたんです！　ある人は家に奥さんと子供を残し、ある人は旦だん那なさんや恋人を残し、家族と別れて日本中からファウンデーションにやってきたんです！

　三日熱に感染しなかった子供たちは生きているかもしれない……三日熱の流行が過ぎ去って自由に動けるようになったら、真っ先に家族に会いに行きたい……それが人情です。

　でも、あの人たちはファウンデーションに残っています。それが仕事だからです！　大人たちの技術を生き残った子供たちに伝える。技術を伝え、文明の明かりを灯ともし続ける。そのために、三百人の大人たちは残っているんです！　それの方が自分の家族よりも大事だからです！」

　慎吾はゆっくりと会議室の中を見回した。

「自分だけがひどい目にあった。自分だけがつらい思いをしている。そんな風に考えるのは間違っています！　被害者は同情してもらえます。特別扱いしてもらえます。でも、だからといって、自分だけが被害者だと主張するのは、特別扱いして欲しいと駄だ々だをこねる子供と同じです。

　私たちはみんな被害者なんです！　私もあなたがたも生き残った大人たちも、五年前の三日熱の大流行で、誰もが等しく傷を負い、誰もが等しく地獄を見てきたんです！

　私たちがするべきことは、不幸自じ慢まんじゃありません。同じ傷を負った人間同士力をあわせ、いたわりあいながら生きていくことだと思うんです、それが、きっと正しい道だと思うんです……私が言いたいことは以上です」

　慎しん吾ごが席に座ると、会議室の中にほっとしたような空気が流れた。

　栗くり野のは会議室にいるメンバーの顔を見回して、つぶやくように言った。

「この問題の答えは出たようだな……青あお島しまくん、何か言いたいことはあるかね？」

　青島は無言のままそっぽを向いた。

　その態度を見て、栗野は笑いを含んだ声で言った。

「まあ、言いたいことはあるようだが、まず重要な案件について片付けたいと思う……いいかね？」

「いちいち人に聞かなくてもいいでしょう！　なんですか！　あてつけみたいに！」

「勝手に話を進めた責任を取れとか言わないかな？　言わないなら、会議を進めるぞ」

「どうそご勝手に！」

　感情的に言い返した青島を見て、栗野はやれやれという風に肩をすくめてみせた。

「さて、まあ、ちょいと回り道したが、本題に戻る。

　やつらのやり方から見て、交渉や降伏はありえない。我々に残された道は戦うことだけだ。

　西東京協和国の主力は大おお宮みやを攻め落とした後、そのまま大宮に居座って動いていない。

　協和国がなぜ動かないのか、その理由はわからない。もしかしたら、やつらは大宮を占領しただけで満足してしまったのかもしれない。

　それと、これは加か須ぞのコミュニティに応援を頼たのみに行った者が仕入れてきた情報で、人伝えに聞いたウワサだが、協和国は大宮の周辺にある春かす日か部べや岩いわ槻つきのコミュニティを攻めて占領しているらしい。

　襲おそわれた春日部のコミュニティが子供だけを逃がしたらしく、周辺の久く喜きや幸さつ手てのコミュニティに子供が何人も逃げてきたそうだ。

　俺おれたちを攻めるために必要な食料や燃料を調達しているのかもしれないが、実を言うとこれと同じようなウワサを東ひがし松まつ山やま方面でも聞いているんだ。

　協和国が何を企たくらんでいるのか。理由は様々に思いつくが、どれが正しいのか本当のところはわからない。なんとか情報を得たいとは思っているんだが……」

　考えこんだ栗野を見て、リーダーの一人が言った。

「無線の傍受はどうでしょう？　やつらはアマチュア無線で相互に連絡を取っています。その通信を傍受すれば、やつらの動きがわかるんじゃないかと思うんですが」

「確かに、君の言うとおりだ。実はすでに協和国の偵察部隊と本隊との間でやり取りしているアマチュア無線の通信を傍受している。協和国が大型スクーターを使った偵察部隊を国道沿いに何組も走らせて警戒しているというのは間違いないし、いくつかの部隊を岩槻や越こし谷がや、川かわ越ごえなどに向けていることもわかっている。だが、暗号ほど複雑じゃないものの、いわゆる符ふ丁ちようを使った通信なので、詳細な内容はわからないんだ。もっと明確な情報が欲しい」

　別のリーダーが手を上げて発言した。

「偵察員を送り込まないんですか？」

「偵察員は何度か出しているが……今のところせいぜい上あげ尾お市内くらいしか入り込めない。協和国の警戒が厳重でね。

　敵地の奥深くまで……つまり大おお宮みや市内まで行って情報を収集することができればいいんだが……。鴻こうの巣すの防衛ラインの警戒員から人員を割さくわけにはいかないし、偵察や情報収集というのはマニュアルに無い仕事をしなくちゃならない。命令されたことだけをやればいいと考えているような、いわば下っ端ぱ根性の人間には無理だ。指揮官の視線で敵を見ることができる人間じゃないと情報は取れない……」

　栗くり野のの話を聞いていた慎しん吾ごは小さくうなずいた。

　──偵察は確かに通常の戦せん闘とうとは違う。偵察員の能力は敵を倒すためにあるんじゃない。逃げるため、生還するためにあるんだ。

　身を隠し神経を研とぎ澄すまして、音無きを聞き姿無きを見る。目で見たもの、耳で聞いたものの先に起こることを予測し、それに従って行動しなくちゃならない。

　そこまで考えたときに、慎吾は、はっと気がついた。

　──何を他ひ人と事ごとみたいなことを考えているんだ、俺おれは。

　これは、他人事じゃない。これは俺のことなんだ！　俺は決めたじゃないか。責任を果たすって。俺には責任があるんだ。大宮コミュニティが協和国に襲おそわれた理由の一部分は確かに俺にある。

　俺が矢や上がみとサナエを助けようと決めたとき。あのとき、俺はファウンデーションに対する責任と一いつ緒しよに、矢上とサナエを守るという責任も負ったんだ。

　そしてそれは、この前まえ橋ばしコミュニティと熊くま谷がやコミュニティを守るという責任でもあるんだ。

　栗野の言葉は続いていた。

「……今のところ、そういった偵察がやれそうな人間は、俺の子飼いの部下の杉すぎ井いと望もち月づきくらいなんだが、この二人は最前線の鴻巣防衛ラインの責任者だ。だから、この二人を出してしまうと、代わりの指揮官がいなくなってしまう。

　さっきも言ったとおり、この任務はいわゆる使われている人間、指示待ち人間には無理だ。自分で考え判断し決断できる人間じゃないと、この任務は達成できない……つまり、君たちのようなリーダーを経験している人間こそが、この任務に向いているんだが……誰だれか志願する人間はいないかな？」

　慎吾がそっと周りを見ると、皆、沈ちん黙もくしている。先ほどまで威勢が良かった青あお島しまも目立たないように、下を向いていた。

　──確かに生きて帰れる保証はどこにもない、というより生きて帰れる確率が低い任務だ。

　慎しん吾ごは小さくうなずくと、すっと手を上げた。

「俺おれがやります」

　会議室の中に驚きよう愕がくの空気が流れた。

　一呼吸ほどの時間の後で、目を丸くしてぽかんと口を開けたまま絶句していた栗くり野のが、やっと我に返ったように答えた。

「あ……いや、君が責任を感じることはない。君ならどれだけ危険な任務かわかっているだろう？」

「そうよ！　あんた病やみ上がりじゃない！　昨日まで入院していた人間のくせに、何を言い出すのよ！」

　矢や上がみが叫んだ。

「いや、だって、俺はそのための訓練を受けているし……それにリーダーの人たちと違って、俺には仕事がないだろう？　いなくなっても誰だれにも迷惑がかからないじゃないか……」

「そりゃあそうだけど、どう考えたって体力的に無理よ！」

　栗野は苦笑を浮かべてうなずいた。

「確かに君は適任かもしれないが、矢上くんの言うとおり、まだ怪け我がが治りきっていない。体力的に無理だろう……」

「ええ、でも、偵察行動の基本は隠おん密みつ行動です。走り回ったり、戦ったりすることはめったにありません。物陰に隠れてじっとしていることの方が多いくらいですから、無理ではないと思います」

　栗野は首を振った。

「いや、だめだ。君には、松まつ本もとに行って応援を呼んでくるという重要な任務がある。俺としてはそっちを君にやって欲しい」

　慎吾は引き下がらなかった。

「確かに松本に行って応援を呼んでくるという任務も重要だと思います。でも、松本は遠すぎます。栗野さんが言ったじゃないですか。碓うす氷い峠とうげの道路は寸断されているし、鉄道も使えない。軽かる井い沢ざわから先の治安状態もわからないって。

　実際に、松本までどれくらい時間がかかるのか見当も付かないなら、そっちは後回しにして、今、そこにある危機に対処すべきだと思うんです。

　敵を知り己を知れば百戦危うからずという言葉がありますよね。大おお宮みやを占領した協和国軍が、今、何をやっているのか、いつ動くのか、どこを狙ねらってくるのか。それがわかれば、そこに防衛側は戦力を集中できます。少ない人数でも効果的に迎え撃うつことができます。

　攻めて来る敵の戦力とどこを狙っているのかがわからなければ、ただでさえ少ない戦力を薄うすく均等に配置するか、もしくは後方に待機させておいて、敵の動きを見てからそこに送り込まなくてはなりません。いずれにしろ、それでは後手に回ります。

　防衛側にとって敵情偵察は必要不可欠なんです……確かに敵地に潜せん入にゆうし、情報を収集することは危険で困難な任務です。それができる人はそう多くありません……そして、俺おれにはそれができます。それが理由です！」

　矢や上がみは立ち上がると叫んだ。

「あんた、馬ば鹿かなの？　なんで、あんたがそんなことしなくちゃなんないのよ！　ここにいる人は、みんなあんたのことを疫やく病びよう神がみだって思ってるのよ？

　大おお宮みやが協和国に襲おそわれた理由は、長野に大人たちが生き残っているという情報をあんたが伝えたからだ。あんたが来なければ大宮は襲われずにすんだ！　みんなあんたのせいだ！　って、そう思ってる。

　たしかに、そのとおりなのかもしれない。でも、それは、たまたまあんたが最初にその情報を持ってきた人間だというだけのことなんだよ？　もし別の人間がその情報を伝えれば、その人が恨まれたんだ。あんたには罪は無いし責任も無い！　あんたは悪くないんだ！　もし、悪い部分があったとしたら、それはただタイミングが悪かっただけなんだ！　なのに、なぜ、そんな病やみ上がりの体で志願なんかするのよ！」

　周りにいるリーダーたちは気まずそうな表情で、矢上の言葉を黙だまって聞いている。だが、慎しん吾ごはつとめて静かな口調で答えた。

「確かに、君の言うとおりかもしれない。俺が悪いんじゃなくて、ただタイミングが悪かっただけなのかもしれない。でも、それとこれとは別なんだ。

　栗くり野のさんが言っただろう？　今は、あいつのせいだ、こいつのせいだ、いや俺のせいじゃない……なんて犯人探しをやっている場合じゃないって。

　俺が偵察要員に志願した理由は、自分にできる限りのことをしようと思ったからなんだ。

　まず、今、何をすべきか、そう考えて出した結論なんだ。

　みんなが、それぞれにできる限り力を出し合い知ち恵えを出し合わなけりゃ、協和国には勝てない。だから、俺は俺にできることをやろうと思った……それだけのことだよ」

「そう……立派ね。二言目には他人に向かって『責任を取れ！』しか言わない、どっかの誰だれかさんとは大違いだわ」

　矢上がそう言ってあたりを見回すと、皆が目を伏せた。矢上はため息まじりに言葉を続けた。

「でもね、あんたみたいな立派なことを言って、それをやっても馬鹿を見るだけなんだよ？　あんたがその病み上がりの身体からだで無理したって、誰も誉ほめたりしないよ？　誰も感謝しないよ？　あいつは俺たちに迷惑をかけたんだから、それくらい当たり前だ！　って言われるのがオチなんだよ？」

「馬鹿を見てもいいじゃないか。誰かが馬鹿を見て誰かが貧乏くじを引かないと世の中は上う手まくいかないって、俺はファウンデーションの大人たちから教わったんだ。

　でも、自分の私利私欲のためじゃない、誰だれかの幸せのために見る馬ば鹿かと、引いた貧乏くじは、恥ずかしいことでもなんでもない……ってね」

　矢や上がみはじっと慎しん吾ごの顔を見つめた。

　朴ぼく訥とつなどこにでもいるような、サエない風ふう貌ぼうの男がそこにいた。

　だが、その目は優しく、そして決意に満ちていた。

　──こいつ、大人だ。

　私なんかよりずっと高いところに立って、遠くを見てる。

　私、こいつについていきたいって思ってた。こいつと同じものが見たいって思ってた。

　──だとしたら、きっと今がそのときなんだ。

　私……決めたじゃないか。あのとき、けなげな馬鹿になるって……。

　矢上は、大きく深呼吸すると、栗くり野のの方に向き直って手を上げた。

「私も志願します！」

「なんだと？」

「おい！」

　驚おどろく栗野と慎吾を見て、矢上は胸を張った。

「私がついていれば、案内役になるわ！　大おお宮みや生まれの大宮育ちだから、土地カンはバリバリよ！　アンテナ三本立つくらい！」

「それはそうかもしれんが、君は女の子だし……」

　矢上は栗野をにらみつけた。

「男も女も関係ないと思います！　こういう任務は能力や経験で選ぶべきじゃないんですか？　私は大宮で警戒要員でした！　戦せん闘とう経験もあります！　ボウガンの腕前なら誰にも負けません！　潜せん入にゆう工作も得意です！　協和国の本拠地の立たち川かわにも潜入したことがあります！　そんな経験ある人、他ほかにいますか？」

「……あの潜入の仕方は多分に運が良かっただけだと思うけどなあ……」

　ぼそっと慎吾がつぶやいたのを聞きつけた矢上は、慎吾に矛先を向けた。

「何よその言い方！　私は、病やみ上がりでまだ傷も完治してないあんたのことが心配だから、こうして名乗りを上げてるのに！」

「心配してくれるのはありがたいけど、任務をこなすとなると、ちょっと心配だよ。君は正式な訓練を何も受けていないだろう？　偵察の知識だって無いし……」

　矢上は自信満々という顔で胸を張った。

「大だい丈じよう夫ぶ、まかせて。こう見えても私、中学の頃ころはボーイスカウトの隊員だったんだ！　ボーイスカウトのスカウトって、偵察って意味なんだよ」

「ボーイスカウト？」

　驚く慎吾を見て、矢上はやれやれという顔で言った。

「あのねえ、ボーイスカウトって男の子だけじゃないの！　女の子の隊員もいるの！　私は女子隊員だったの！」

「ああ、そうなんだ、知らなかった。俺おれはてっきり立たち川かわにもぐりこんだときみたいに、男の子に化けていたのかな？　とか……。

　だってほら、今でもなんとかなるくらいだから、中学生くらいなら充分誤ご魔ま化かせそうだし……」

「どこ見て言ってるのよ！」

「胸を突き出しているから、そこを見ろってことかと……」

「私は、任せなさい、と胸を張ったの！　胸を見ろって意味じゃないわよ！」

　慎しん吾ごと矢や上がみのやり取りを聞いていた栗くり野のが、笑いながら言った。

「まあまあ、二人ともそれくらいにしろ。誰を偵察に出すかは今決める必要は無い。いろいろな条件を考えて、この会議が終わってから決めるつもりだ。それでいいな？」

「あ、はい。構いません、栗野さんに一任します」

「私もです！」

　慎吾と矢上はお互いの顔を見合わせた後で、あわててうなずいた。













　　　第三章「蕎そ麦ばとおやき」







　熊くま谷がやコミュニティにおける防衛会議は、子供などの非ひ戦せん闘とう員いんと図書館にある本を前まえ橋ばしに疎そ開かいさせ、コンクリートブロックなどの防衛設備の構築を昼夜を問わず交代制で行うことを決定して、閉会となった。

　これによって、熊谷コミュニティの農業や機械製造などの生産部門は、必要最小限の人間を残し、女性を含む構成員のほとんどが、銃を持ち防衛戦闘のために動員されることとなった。

　協和国の攻こう撃げきが確実となった今、生産性よりも生存性が優先されることになったわけである。

　会議が終わり、リーダーたちが帰った後の会議室では、軍事部門の責任者である栗野と、民生部門の総責任者である出雲いずもが、難しい顔で慎吾と矢上を見ていた。

「大おお宮みやまで潜せん入にゆうするということが、どんなに大変なことなのか、改めて説明するまでも無いと思うが。念のために言っておく。確かに園その山やまくんも矢上くんも、協和国の本拠地である立川まで潜入した経験がある。それは認めよう。

　だが、君たちが潜入したのは、今と違って平和なときの協和国だ。市場が普通に開かれ、品物を持ってくれば誰だれでも自由に国内に入ることができたし、協和国の兵士の監視の目は緩ゆるやかで、自由に歩き回ることができた。

　今の大おお宮みやはまったく違う。なぜなら大宮は戦場なんだ。協和国にとって、占領したとはいえ大宮は敵地に変わりは無い。いつ我々が奪回にくるのかと常に警戒しているだろう。

　最前線の上あげ尾おや桶おけ川がわに配置されている兵士は、動くものを見れば即座に発砲するだろう。敵に撃うたれる前に撃つのは常識だからな。

　平和なときの協和国なら、疑われないことだけを考えていれば良かっただろう。だが、今の大宮は見つからないことを考えなくてはならない。発見されればその時点でアウトだ。

　つまり、君たちは絶対に見つからないかくれんぼを何日もかけて続けなくちゃならない、というわけだ。まさに精神力の勝負になるだろう……」

　慎しん吾ごは小さくうなずいた。

「ええ、その点は理解しています。俺おれはストーキングの訓練をやったことがあります。防衛側が警戒している施設に三日三晩かけて潜せん入にゆうし、施設の写真を撮ってくるというミッションでした。成功した理由は……最初の二日間動かずにいたからでした」

「なんで、二日間動かないことで成功したの？」

　怪け訝げんな顔をする矢や上がみを見て、慎吾は笑いながら説明した。

「人間の緊きん張ちよう感かんってのは、そんなに長続きしないんだ……三日間もね。俺は丸二日間まったく動かないで警戒員の動きだけを見ていたんだ。最初の日と次の日の夕方までは、警戒員たちは緊張して、些さ細さいな動きや物音にも反応していたけど、三日目の朝になったら気が緩ゆるんだらしくてあくびをするようになった。それを見て俺は動いたんだ。三日目には慣れちゃって、警戒心が薄うすれていたんだ。草が揺れても物音を立てても、またかみたいな感じで動かなかった。だから成功したのさ」

「へえ、すごいのね、ストーカーの訓練って」

「ストーカーじゃない、ストーキングだ！　……まあ、意味は似たようなものだけどな」

　矢上のボケにお約束のツッコミを入れた慎吾の顔を見て、栗くり山やまが感心したように言った。

「……こうやって、色々な要素を勘案するとだ。やはり園その山やまくんこそが、偵察任務に最適だという結論に達するな……」

　栗野の言葉を聞いた出雲いずもがうなずいた。

「まったくですね。問題は、園山くんが男で、矢上くんが女だということだな。

　あ、いや、別に変な意味じゃなくてまあ一いつ緒しよに行動するとなると、色々不都合なことが多いからな」

　矢上は即座に答えた。

「あ、その点は大だい丈じよう夫ぶです。この人は紳士ですから」

　栗野は笑いながら、慎吾を見た。

「どうする？　どうやら君は紳士に見られているようだぞ？」

　慎しん吾ごは苦笑いを浮かべた。

「紳士とかそんなんじゃなくて、男だ女だなんて余計なことを考えているヒマが無いだけだと思うんですけどね。確かにその点を除けば、案内役と護衛役ができて、そしてなにより行動パターンが読めるという点で、見ず知らずの人と組むより彼女の方が適しているでしょう……。でも彼女には大きな問題があります……」

「大きな問題って何よ！　何にも問題なんかないでしょう？」

　言葉が終わらないうちに嚙かみ付いてきた矢や上がみを見て、慎吾は肩をすくめた。

「この気の短さですね。さっきも言いましたけど、偵察行動は時として一日一歩も動かないで、じっとしていることが要求されます。それに耐えられるかどうか……」

「耐えるわ！　大だい丈じよう夫ぶ！　一人なら無理かもしれないけど、あんたと二人なら大丈夫よ！」

　矢上は言ってしまってから自分の言葉に気がついて、頰ほおを赤くしてあわてたように付け足した。

「あ、いや、その、あんたと二人ってのに深い意味は無くて、気がまぎれるというか飽きないって意味よ！　誤解しないで！」

　慎吾はやれやれという笑顔で矢上を見た後で、栗くり野のに向き直った。

「……だ、そうです」

　栗野は同じような微笑ほほえみを浮かべた後で、真剣な目でうなずいた。

「わかった、君たちに頼たのもう。でも、いいか、無理はするな。協和国の連中が何をしているのか、それを遠くから観察するだけでいい。車両の数や種類がわかるだけでも、そこから戦力を類推することはできるんだからな」

「わかりました。がんばります！」

　慎吾は栗野が差し出した右手を握り返した。

　矢上はちょっと興こう奮ふんしたように頰ほおを染めて、栗野の手を握った。

「さて、これで偵察要員は決まったわけだ。さて、ここから大おお宮みやまで向かう手段だが……実は前まえ橋ばしコミュニティでは、こういうときのために偵察用の車両を保有している。君たちに見せよう」

「偵察用車両ですか？」

「うわ、なんかカッコ良さそうな言葉の響ひびきですね！　もしかしてハイテク機能満載の車ですか？」

　目を輝かがやかせる矢上を見た栗野は、曖あい昧まいな微笑を浮かべて答えた。

「ハイテクと言えばハイテクかもしれんがな……まあ、見てもらえればわかるよ」

　一分後、体育館の中庭に響いた矢上の声は、失望の響きが混じっていた。

「これですかぁ？」

　眉み間けんに縦たて皺じわを作って、首をひねる矢や上がみの前にあったのは、何の変哲も無いシルバーグレイの四ドアの乗用車だった。

「これって……ハイブリッドカーってやつですよね。エンジンと電気の両方で走る……」

「そうだ、トヨタのプリウスという車だ。燃費がいいのと、低速走行するときは電気で走るのでエンジン音を立てない。そっと近づくのに実に都合がいいんだ」

「あのー、特殊装備は無いんですか？　こう、赤外線センサーがついていて夜でも走れるとか、レーザービームが撃うてるとか、どっかに特殊合金のドリルがついていて、コンクリートの壁でもぶち抜いて行けるとか……」

「そんなものあるわけないだろう」

　あきれたように答えた慎しん吾ごを見て、矢上は不満そうに言った。

「だって、ハイテク装備があるって栗くり野のさんが言ったから、てっきり、すごい装備がついているものだとばかり……」

「電気とガソリンの両方で走れるってのはハイテクじゃないか。さっき、栗野さんが言ったとおり、音を立てないというのは、実に偵察に向いている要素なんだ。あとは外見だな。風景に溶け込めるものでないとね。どこにでもあるありふれたものでなくちゃいけない。そう考えれば、この車はまさしく偵察車両に最適だと思うな……ただ、ちょっと問題があるかな？」

　慎吾の言葉を聞いた栗野は興味を抱いたようだった。

「ほう、どこが問題かな？　偵察のプロのダメ出しを聞かせてくれないか？」

「偵察のプロってわけじゃありませんけど……この車は綺き麗れいすぎると思いませんか？　街の中に放置されている車はどれも五年間動いていません。みんな埃ほこりをかぶったままです」

　栗野は腕組みをして、首をひねった。

「うーん、君の言うとおりだが、車の上の埃は走ると落ちてしまうからなあ、塗料を吹き付けて埃のように見せかけるという方法もあるが、それをやると雨の日に実に不自然に見えてしまうんだ。水を吸った埃の色とは明らかに違うからな……」

「それもそうですね……」

　慎吾は考え込んだ。

　──この車で大おお宮みやに潜せん入にゆうするとしたら、一番目立たない方法はどんなものがあるだろう？　確かに、路上や家の前や駐車場には、放置された車があふれている。その中に紛まぎれ込めば目立たないかもしれない。

　でも、埃をかぶっている車が並んでいる中に、一台だけ埃の量が明らかに違う車が混じっていれば、逆に目立ってしまうだろう。

　塗装とかで目立たせない方法は無いだろうか。

　記き憶おくの中にある大宮の風景を思い浮かべていた慎吾の脳裏にあることがひらめいた。

　──そうだ！　焼け跡だ！

　五年前の大だい災さい厄やくのときに、暴徒化した自警団の連中が三日熱の患者が出た家を焼いた。消防も警察も機能を失った中での放火騒さわぎは、誰だれも消すことができぬまま燃え広がった。

　山やま梨なし県の甲こう府ふ市は市街地のほぼ全域が焼けてしまっていた。

　大おお宮みやの街も市内のあちこちに大規模な焼け跡が広がっているし、それほど広くなくても、一、二軒の家が焼けた跡はそれこそどこにでもある。

　慎しん吾ごは顔を上げると、栗くり野のに聞いた。

「黒の……つや消しのスプレーはありませんか？　それと、赤あか錆さびに良く似た塗料は」

「黒のつや消しスプレー？」

　そこまで言ってから、栗野は目を見開いた。

「そうか！　焼け跡に転がっている廃車に見せかけるのか！」

「ええ、そうです、屋根やドアとかも凹へこませて、ついでに窓ガラスにも半分くらい黒いスプレーを吹き付けておけば、目隠しになります。黒くろ焦こげの乗用車は焼け跡にいくらでも転がっていますから、まず目立ちません」

「確かに、君の言うとおりだ！　すぐに塗装し直そう！」

「どれくらいかかりますか？」

　慎吾の言葉を聞いた栗野は、驚おどろいたように答えた。

「どれくらいって……まさか君は今日、これから偵察に行くつもりだったのか？」

「ええ……とは言っても、日が傾いてから出発して、夕ゆう闇やみにまぎれて大宮市内に潜せん入にゆうしようと思っています。月齢は満月じゃありませんけど、たとえ真っ暗な道でも電気駆動を使った低速走行で行けば、それほど危険は無いと思います……暗視ゴーグルがあればいうことはありませんけど……ありますか？」

「あ、ああ、夜間監視用に用意してある自衛隊の装備がいくつかある。用意させよう……後、他ほかに用意させるものはあるか？」

「ええと、そうですね、黒い厚手の布があれば……大きさは、畳たたみ二畳じようくらいあれば言うことありませんね」

「黒い布？　何に使うんだ？」

「隠れ蓑みのですよ。黒い布の上に、プラスチックや紙で作った焦げたガラクタに見せかけたものを接着剤で貼はり付けておくんです。車内を覗のぞき込まれそうになったら座席に伏せて、そのガラクタをくっつけた布をかぶるんです。黒い塗料を吹き付けたガラス越しになら、人間のシルエットさえ隠せば、まず見破られないと思います」

　栗野は感心したようにつぶやいた。

「確かに、黒焦げになった自動車の車内を覗き込んでも、そこに人の姿が無くて黒焦げのガラクタが見えれば、それで納得してしまうだろう。わざわざドアを開けたりガラスを割って中を確かめようとは思わない……見た人間が、そこにあるだろうと想像するもの、つまりは相手が見たがっているものを見せてやるというわけか……まさしく心理学だな。わかった、さっそく用意させよう！」

「すべての用意ができるのはどれくらいでしょう？」

　栗くり野のは腕時計を見て考え込んだ。

「うーん、そうだな。今、ちょうど十一時半か……今日は天気がいいし空気も乾燥しているから、塗料の乾きも早いだろう。四時間もあれば塗装はなんとかなる。暗視ゴーグルも君が言っていた隠れ蓑みのの黒い布も用意できるだろう。ブレーキランプやルームランプの回線を切断して、点灯しなくなるように改造するのも時間はかからない」

　慎しん吾ごは空を仰いだ。

「今は五月の月末に近いですから、日の入りが遅いし、朝も四時過ぎには明るくなってきます。でも、薄はく暮ぼと呼ばれるその薄うす明あかりの時間帯が偵察行動には一番適しているんです」

「そうか、では午後五時に出発。ということで、指示を出しておこう」

「よろしくお願いします」

　慎吾は頭を下げると、目の前にあるプリウスのドアを開けて、車内を覗のぞき込んでいた矢や上がみに声をかけた。

「というわけで、五時に出発だからな。それまでに必要なものを用意しておこう」

「え？　五時？　いつ決まったの？　聞いてないわよ！」

「さっき決まったんだ、話を聞いてない方が悪い。とにかく、必要なものを揃そろえないとな。時間が無いぞ」

「えーと、必要なものというと、まずは水と食料ね！」

「いきなりそれかよ……」

「何言ってるのよ！　一番大切なものよ！　腹が減っては戦いくさはできないのよ？　何にする？　大きなおにぎりとか？」

　慎吾は考え込んだ。

「うーん、どうかなあ。おにぎりは保存が利きかないからなあ」

「あ、そうか、くさったおにぎり食べると体力が落ちるんだっけ？」

「それはゲームの話だ！　……とはいえ実際に腐ったおにぎりを食べれば食中毒でひどい目にあうだろうけどな」

「じゃあ、何がいいんだろう？　パンかな？　でも……くさったパンも同じ効果だったような気がするわね」

「いいかげん、ゲームから離はなれろよな……というか、君もあんな古いゲームよく知ってるよな」

　慎吾があきれたように言うと、矢上は肩をすくめて笑った。

「アニメのＤＶＤと同じよ。電気が使えるようになったとき冷蔵庫や洗せん濯たく機きはそのまま使えたけど、テレビはゲーム機と繫つなぐか、ＤＶＤのデッキと繫ぐしかなかったんだもの。何回やったかわかんないわ、あのゲーム」

「まあ、とにかく、おにぎりもパンも日持ちがしないからなあ。もし、持っていくとしたら、薄うすく延ばした小麦粉を焼いた、ナンみたいなものがいいかもしれないな……小麦粉があればいいんだけど……」

「小麦粉ならあるわよ、このあたりじゃ地粉って呼んでるけどね。前まえ橋ばしコミュニティではお米も作ってるけど、小麦も作っているのよ。赤あか城ぎの方では蕎そ麦ばも作ってるって言ってたわ」

「蕎麦だって？　じゃあ、蕎麦粉があるのかい？」

　目を輝かがやかせた慎しん吾ごを見て、矢や上がみは驚おどろいたように言った。

「いきなり大声出さないでよ！　びっくりするじゃない！　あるわよ蕎麦粉は……でも、何をそんなに興こう奮ふんしているの？」

「蕎麦粉があればクレープも作れるし、蕎麦も打てる！　蕎麦粉を使ったおやきは、しっかり火を通せば常温で日持ちする携帯食になるんだぞ！　信州では昔から山で作業するときなんかに、おにぎりの代わりにおやきを持って行くこともあったんだ！」

「知ってる！　おやきってあれでしょ？　肉まんの肉の代わりに野菜が入ったやつ」

「ちょっと違うな。肉まんとかは周りの饅まん頭じゆうの皮がふわふわしているだろう？　おやきってのは基本的に皮は発はつ酵こうさせない。だから硬いんだ。ベーキングパウダーとか重じゆう曹そうとかを入れることはあるけど、コンビニで売っていた肉まんみたいに、こう、ふわっとした皮じゃないんだ……口で言うより作った方が早いな。蕎麦粉とか小麦粉とかはどこにあるんだ？」

　慎吾の言葉を聞いた矢上は目を丸くした。

「どこにあるって……あんた、作れるの？」

　慎吾は胸を張った。

「ああ、本家の祖ば母あさんは岡おか田だ地区で一番の蕎麦打ちの名手だったんだ。俺おれは小さい頃ころから蕎麦が大好きで、祖母さんに打ち方を教わったのさ。小学校六年の秋の彼ひ岸がんのときには、俺が打ったそばを親しん戚せき一同に振る舞ったんだぞ！」

「へえ、人は見かけによらないわね」

　慎吾はにやっと笑って答えた。

「長野の小学生をナメるなよ」




　──十五分後。

　小学校の体育館の中に、子供たちの歓声と慎吾の声が響ひびいていた。

「ほら、そこで、手早く練り込むんだ！　生地を二つに折って、その合わせ目とは直角に、もう一度折る。そうやって回しながら蕎麦粉がまとまるように、折り込むように練るんだ。生地の中に残った合わせ目が、菊の花のように見えるから、これを菊練りって言う人もいる。さあ、菊の花のようになるまで練り込もう！」

「言う方はいいけど、やる方は大変なのよ！　蕎そ麦ば打うちなんて、やったことがないんだから！」

　大きなステンレス製の業務用の調理台の前で、蕎麦粉まみれになった矢や上がみが泣き言を言いながら蕎麦粉と格かく闘とうしていた。

　そこは、慎しん吾ごが入院していた病院から、少し離はなれたところにある小学校の体育館だった。

　熊くま谷がやコミュニティはこの体育館に子供たちが暮らす宿舎を作り、学校の教室を使って簡単な授業を行っていた。

　五年前、三日熱によって大人たちが死に絶えたとき、五歳未満だった子供たちは親が死んだことでそのまま家に放置され、餓が死しする者が多かった。

　生き残った高校生や中学生たちが親を失った子供たちを集めて来て世話をしたコミュニティもあったが、ほとんどのコミュニティでは自分たちが生き延びるのに精一杯であり、小さな子供を保護し世話をする余裕は無かった。

　しかし、この熊谷コミュニティでは、大人が死に絶えるその直前に、親を失った子供たちを集めて生活させる施設が作られていたために、その運営はそのまま高校生たちに引き継がれ、多くの子供たちが生き延びていた。

　体育館の中には、その当時に作られた二段ベッドなどを並べた宿泊施設や、自衛隊の浄水器や、灯油バーナーを使って煮炊きできるフィールドキッチンを移設した大きな台所があり、子供たちはそこに集められて、共同生活を営みながら読み書きや算数という基礎的な教育を受けていた。

　矢上に連れられてこの学校に来た慎吾は、調理係の女の子たちに蕎麦粉を使った料理の仕方を教えることになった。

　しかし、病やみ上がりで体力が無いために、慎吾の指図を受けて矢上が蕎麦打ちをするハメになったのである。

　矢上がこねている蕎麦粉の塊かたまりを見て、調理係の女の子が感心したように言った。

「でも、綺き麗れいにまとまってますね。私が以前、同じように蕎麦を打ったときは、こんなに上う手まくまとまらなかったんですよ。ちゃんと本で読んだとおりに作ったのに……」

「もしかして、水で練ったのかな？」

「ええ、本にそう書いてありましたから……」

　慎吾は苦笑いを浮かべて答えた。

「水で練るというのは、江戸風の蕎麦の打ち方だね。あれは素人しろうとには難しいんだ。粉に水を含ませる水回しと言われる工程が特にね。新蕎麦じゃない古い蕎麦や、挽ひいて時間がたった蕎麦粉ならなおさらだ。だから、信州の田舎いなかの方では、蕎麦をこねるときは水じゃなくて熱湯を少量使うんだ。農家のおばあさんとかお母さんでも、お湯を使えば簡単に練ることができる。お湯を使うと蕎麦の風味は落ちるけど、農家の蕎麦は嗜し好こう品ひんじゃなくて主食だからね。簡単に作れることが大事なんだ」

　蕎そ麦ばを練っていた矢や上がみが慎しん吾ごをにらんだ。

「ちょっと、そんなところで涼しい顔してウンチク語ってないでよ！　練り終わったらどうすればいいの？」

「その状態で少し寝かせるんだ。その間につゆを作ろう。蕎麦の塊かたまりにはラップをかけて乾燥しないようにしておいてくれ」

「わかったわ。で？　つゆはどうやって作るの？　鰹かつおだしの素もとと醬しよう油ゆ？」

「もりそばで食べるなら、それでもいい。食事として食べるなら、鶏とり肉にくとか野菜とかを醬油で煮て、具ぐ沢だく山さんの濃い目のつゆを作って、茹ゆでたそばに掛けて食べる、いわゆる煮掛けそばにするのもいいな。松まつ本もとのあたりだと、雉きじの肉を使って作った雉蕎麦というのがいわゆるご馳ち走そうでね。雉蕎麦食ってコタツで寝るというのが、松本あたりの農家の冬の贅ぜい沢たくだったって、祖母から聞いたことがあるよ」

　慎吾の話を聞いていた、調理係の女の子が答えた。

「あ、そういえば鰹節ならありますよ！」

「削り節？」

「いいえ、削ってない、丸ごとのやつです」

「ああ、それなら大だい丈じよう夫ぶだ。鰹節は削ってない状態なら、五年くらいは軽く持つからね。じゃあそれと醬油とみりん……は無いだろうから、砂糖でつゆを作ろう」

　やがて、体育館の中に鰹節と醬油の混ざった匂においが漂い始めた。

　広い体育館の中は、間仕切りをしていくつもの区画に分けられているが、天てん井じようは無い。

　台所の鍋なべから立ち昇る鰹節と醬油の入り混じった匂いは、あっというまに体育館の中に充満した。

　ましてや、時間帯は昼食直前である。体育館の中にいた子供たちにとって、この匂いはすべての勉強を放り出すための理由となった。

　ステンレスの調理台の上に打ち粉を振って、慎吾が伸のし棒を持って蕎麦を延ばし始めると、台所の入り口から子供の声が聞こえてきた。

「わあ、すごい！　おうどん作ってる！」

「うどんじゃねえよ、あれ、そばだよ！」

「あの人、おそば屋さんなの？」

　見ると、台所の入り口のドアが開いており、その隙すき間まに小さな顔が縦に一列になって台所の中を覗のぞいていた。

　慎吾が手を止めて、そっちを見るのと同時に、縦一列の顔の一番下に新しい顔が突き出された。

　新しく増えた顔は慎吾を見るのと同時に叫んだ。

「あーっ！　しんご兄ちゃんだ！　やがみお姉ちゃんもいる！」

　明るい声で叫んだのはサナエだった。

　協和国の本拠地である立たち川かわから慎しん吾ごが救い出したときは、サナエは無口でほとんど話そうとしない子だった。だが、この熊くま谷がやで自分と同じくらいの年齢の子供たちと生活するようになって、本来の子供らしさを取り戻していた。

　熊谷コミュニティの子供たちが明るく子供らしい生き方ができるその理由は、何といっても食生活にあった。

　贅ぜい沢たくはできないもののきちんとした三度の食事と、前まえ橋ばしコミュニティの生産する乳製品などは、今の日本ではまず手に入らないものだった。

　調理室に顔を出したサナエの言葉を聞いて、ガキ大将っぽい少し年上の男の子が驚おどろいたように言った。

「なんだよ、サナエの知り合いなのか？　あいつ！」

「うん！　メンマの飼い主だよ！」

「へえ！　メンマの飼い主なのか！　すげえな！」

「すげえ、メンマのご主人なんだって、あの兄ちゃん！」

　慎吾は苦笑いしながら、矢や上がみに言った。

「俺おれはどうやら、メンマの飼い主として尊敬されているみたいだな」

「うん、メンマは子供たちに大人気だからね。人に慣れて人の言うことを聞く犬って、もうめったに見ないでしょ。人を襲おそう野犬はいるけど……」

　矢上がそう答えたとき、聞き覚えのある声がした。

「ほらほら、調理係のお姉さんたちの邪じや魔ましちゃダメでしょ？　みんなのお昼ご飯を一いつ生しよう懸けん命めい作ってくれているんだから……」

「ちがうよ、翔しよう子こ先生！　お姉さんじゃないよ、お兄さんがお昼ご飯つくってるんだよ」

「うん、おそばを作ってるんだって！」

「え？　お兄さん？」

　ドアの隙すき間まから顔を覗のぞかせたのは、慎吾を見舞いに来た藤ふじ見み翔子だった。

「園その山やまさんと……矢上さん！　何やってるんですか？　こんなところで！」

　矢上が苦笑するように言った。

「見ての通りよ、蕎そ麦ばを打ってるの。この人、蕎麦粉を見たら目の色変えちゃって、俺が蕎麦を打つから手伝え！　って……」

「うるさいな、いいじゃないか。蕎麦は信州人の誇りなんだから！　最近は長野県の人でも家で蕎麦を打つ人はほとんどいないし、喜んで食べる人も少なくなっていたけどね。でも、蕎麦は山間の荒地でも栽培できるから、長い間長野の人たちを養ってきた食べ物なんだ。今みたいな時代こそ、蕎麦を見直すべきなんだぞ！」

　翔しよう子こは両手を合わせ、目を輝かがやかせて慎しん吾ごを見た。

「園その山やまさんってすごいんですね。男の人なのにお蕎そ麦ばも作れちゃうなんて。なんでもできちゃうんだ」

　矢や上がみは一いつ瞬しゆん、面おも白しろくなさそうな表情をした後、ぷいと横を向き言った。

「はいはい。蕎麦粉をあたりに振りまきながらウンチク話すのはもういいから、早く作ってよ。子供たちがみんな待ちきれないって顔しているわよ」

「わかったよ。延ばして畳たたみ終わったから、これから切るところさ。蕎麦切り包丁の代わりに菜切り包丁で切るから、ちょっと不ぞろいになるかもしれないけどな。大おお鍋なべにお湯を沸かしておいてくれ！」

「そっちはもう準備できます！」

「野菜の天ぷらも揚がってます！」

「薬味のネギも切りました！」

「よーしわかった、もうすぐできるからな、待ってろよ！」

　慎吾の声を聞いた子供たちは、一斉に歓声を上げた。

　やがて、蕎麦が茹ゆで上がった。

　慎吾は、調理室にあった直径八十センチはあろうかという大きなザルの上に、茹でて冷水で洗った蕎麦を山盛りにした。

「うわあ、すげえ！　もりそばだ！」

「ざるに入っているからざるそばじゃん！」

「ちがうよ。ざるそばって、上に海の苔りが乗ってるんだよ！」

　目を輝かせる子供たちを見て思わず微笑ほほえんだ慎吾に、翔子が少し困ったような顔で小声で言った。

「本当は一人ずつ分けてあげるといいんですよね。こんな風に一つに盛っちゃうと、大きな子だけが先に食べちゃって、小さな子や食べるのが遅い子が食べられないことがあるんです。熊くま谷がやコミュニティに食料があるとはいえ、いつもおなか一杯食べられるわけじゃないってことは子供たちも身に染しみてわかっていますから」

　慎吾ははっとした。

「そうか……そういうことまで考えていなかった。どうしよう？」

　翔子の言葉を聞いていた矢上が笑いながら答えた。

「そういうときは、きっちり仕切ってやればいいのよ。小さい子にもちゃんと食べさせてやれ！　自分ばっかり食うのは恥ずかしいんだぞ！　ってね」

「ええ、そう言えばいいんでしょうけど、男の子とかは聞いてくれなくて……」

「あんたは、ナメられちゃってるんだよ。いつでも優しいってのは良し悪あしだからね。ガキんちょなんてのは子犬と同じさ。言葉の通じる子犬だよ。純真と言えば聞こえはいいけど、ようは欲望に忠実なだけなんだ。だから、道理とルールをきっちり教え込まないとね！」

　自信にあふれた矢や上がみの言葉を聞いて、翔しよう子こは目を丸くした。

「……矢上さんって、歳としの離はなれた弟さんとか妹さんとかがいるんですか？」

「え？　いないよ。私、ボーイスカウトやってたから。ビーバースカウトとかカブスカウトとか、ちびっこどもの扱いは慣れてるのよ」

　矢上はそう言うと、テーブルの周りに集まっている子供たちの前で手をぱんぱん！　と叩たたいて自分に注意を向けさせた。

「はい、注目！　よく聞いて！　いい？　お蕎そ麦ばはここにあるだけです。おかわりはありません。つまり、これはみんなで食べる分ってわけ。それがどういうことかわかる？」

　一人、見るからにガキ大将っぽい十二歳くらいの男の子が声を上げた。

「早い者勝ちだ！」

　矢上はにやっと笑って、その男の子を指差した。

「はい、そこの君、失格！　お箸はしを置きなさい。あなたは見ているだけです。食べてはいけません」

「えーっ！　なんでだよ！」

「早い者勝ちとか、強い者だけが一杯食べられるなんて考えるのは、人間じゃありません。それはサル山のサルです。お蕎麦は人間の食べるものです。君のようなサルは食べてはいけません」

「うるせえな！　関係ねえだろう！」

　矢上はその男の子を正面から見つめて静かに言った。

「……君、今、自分がすごくカッコ悪いことしているって、わかってる？」

　カッコ悪いという言葉を聞いたその男の子は、ぎくっとしたように目を見開いた。

「早い者勝ちで強い者が一人占めだ！　小さな子や弱い子の分なんか知ったことか、そいつの分まで俺おれが食ってやる。それが当たり前だ！　君はそう言ってるんだよ？　それってカッコイイかな？　それって正義の味方？　それとも悪いやつ？　どっちのセリフっぽい？」

　今まで、そんなことを考えたことも無かったのだろう。男の子は顔にショックの色を浮かべて黙だまり込んだ。

　その様子を見た矢上は微笑ほほえんだ。

「どうせならさ、正義の味方になろうよ。ケンカが強いだけじゃ、正義の味方になれないんだよ。正義の味方と同じことをしなくちゃ正義の味方になれないんだ……わかった？」

　男の子は複雑な顔でうなずいた。

「よーし、じゃあ、君もお蕎麦を食べていい。君はもうサル山のサルじゃなくなりました。れっきとした人間です。さあ、みんなもお箸を持って！　一いつ緒しよに言おう！　いっただっきまーす！」

「いっただっきまーす！」

　子供たちは声を合わせて唱和すると、一斉に山盛りの蕎そ麦ばに箸はしを伸ばした。

「おいしーい！」

「おそばだあ！」

「むかし、食べたおそばの味がする！」

　目を輝かがやかせて蕎麦に箸を伸ばす子供たちの中で、さっき矢や上がみにとっちめられた男の子が遠えん慮りよがちに蕎麦に箸を伸ばしていた。

「さすがですね……あの乱暴者の新しん城じようくんが、あんなにおとなしくなるなんて……」

　感心したように首を振る翔しよう子こを見て、矢上は笑った。

「十二、三歳の男の子に、モラルだルールだ言ったって聞きやしないわ。そのくらいの年齢の子には、カッコイイかカッコ悪いかで話した方が通じるのよ。

　馬ば鹿かなこと、悪いこと、他人に迷惑をかけることはカッコ悪いんだ。スマートなこと、いいこと、他人のためになることはカッコイイんだ。だからカッコイイ生き方をしようよってね」

　その会話を聞いていた女の子が矢上を見上げて言った。

「おねえちゃんも、カッコイイよ！」

「うん、強くてカッコイイ！」

「へへへ、そうかな？」

　嬉うれしそうに笑った矢上を見て、サナエが自じ慢まんげに言った。

「やがみお姉ちゃんは強いんだぞ！　敵をボウガンでやっつけたし、ピストルでうたれても死なないんだから！」

　子供たちの間から、抗議の声が上がった。

「うっそだー」

「ピストルでうたれても死なない人間なんかいるもんか！」

「サナエのうそつき！」

　サナエはむきになって反論した。

「ウソじゃないもん！　この……しんご兄ちゃんがピストルでうったけど、やがみお姉ちゃん、死ななかったもん！」

　食堂にいる全員の視線が慎しん吾ごに集中した。

「え？　俺おれ？」

　びっくりしたように目を見開いた慎吾にサナエが念を押した。

「やがみお姉ちゃんをうったんだよね！　ピストルでぱーん！　って」

「あ、いや、あれはその、他ほかに方法が無くて……どうしようもなくて、それで……」

「うったんだよね！」

　サナエの迫力に負けるように、慎吾はうなずいた。

「……うん、撃うった」

　一いつ瞬しゆん静まり返った後で、食堂に一気に驚おどろきの声が広がった。

「なにそれ！　すげー！」

「ピストルで撃っても死なないのかよ！」

「超つえー！」

「改造人間だ！」

　矢や上がみは面おも白しろそうに胸を張ってみせた。

「そうよ、私は強いの！　強いけど乱暴者じゃないの。人を泣かせたり、弱い者をいじめたりしないのよ……」

　そして矢上はさっき文句を言っていたガキ大将の男の子に向かって声をかけた。

「君も強く、そしてカッコよくなろう！　できるよね？」

　男の子は尊敬のまなざしで矢上を見ると、力いっぱいうなずいた。

「うん！」

「よしよし……」

　矢上は満足げにうなずいた。

　子供たちが喜んで蕎そ麦ばを食べている姿を見ていた慎しん吾ごが立ち上がった。

「どこに行くの？」

「保存食用の、おやきの焼け具合を見て来ようと思ってね……」

「あ、そうか。そっちが本来の目的だっけ……忘れてた！　何か手伝うことある？」

　慎吾は笑いながら首を振った。

「いや、焼き上げるだけだから、体力は使わないんで大だい丈じよう夫ぶさ……そういえば聞き忘れたけど、君は切きり干ぼし大根は食べられる？」

　矢上はきょとんとした顔で聞いた。

「切干大根って……あれでしょ。大根を細く切って干したやつを水で戻して甘あま辛からく煮たやつ……別に、普通に食べられるけど、それがどうかしたの？」

「いやね、おやきの具がそれしかないんだ。もしかすると三日三晩それを食べ続けなきゃならないかもしれない」

「そう……それはヘルシーね。ちょっとキツイけど、なんとかなるんじゃない？」

「そう言ってもらえて安心したよ。そんなの食べられないとか言われたらどうしようかと思った」

「私は食べ物でゼイタク言わないわ。食べられるものがあるだけで感謝しなくっちゃ」

　矢上の答えを聞いた翔しよう子こが感心したようにうなずいた。

「ほんと、矢上さんって潔いさぎよいっていうか、こう、さっぱりしていますね。憧あこがれちゃいます」

「本当だよな、実にこう、男らしいというかなんというか……」

「……それ、誉ほめてない」

「え？　あ、いや、誉めたつもりだったんだけど……あ、いけね、おやきが焦こげちまう！」

　慎しん吾ごはあわてて調理室に逃げ込んだ。













　　　第四章「夜と朝」







　西の地平に近づいた太陽は濃いオレンジ色に輝かがやき、遠い秩父ちちぶ連山を赤紫色のシルエットに変えていた。

　五月の末ともなると日は長く、午後七時近くにならなければ没しようとはしない。

　鴻こうの巣す市の中心部を通る国道十七号の天神交差点の近くにある高校の建物と、それに隣りん接せつして建てられている消防署の建物が、熊くま谷がやコミュニティの鴻巣前線基地の本部だった。

　この高校の周囲には中学校と小学校が隣接して立てられており、五年前の三日熱の大流行の際は、この三つの学校が避ひ難なん民みんの収容施設として使われていた。

　そして、この施設に収容されていた子供たちが母体となって鴻巣市のコミュニティが作られ、一年前に前まえ橋ばしのコミュニティがＪＲ高たか崎さき線を復活させたときに、前橋コミュニティの傘さん下かに入った。

　その後、前橋コミュニティから技術援助を受けて荒あら川かわに水力発電装置を設置し、市内まで電力を引いて来ることに成功していた。

　エネルギー供給が可能になったことで、鴻こうの巣すコミュニティは活気を取り戻していた。しかし、大おお宮みやが協和国軍の攻こう撃げきを受けたために、鴻巣コミュニティの人々はすべて熊くま谷がやに避ひ難なんしていた。

　今、この鴻巣にいるのは、協和国軍の攻撃に備えて配置されている熊谷コミュニティ防衛隊の隊員だけだった。

　消防署の前に集まった熊谷コミュニティ防衛隊の隊員たちは、国道十七号の路上に停とまっている黒くろ焦こげの車を取り囲んで、興味深そうに話していた。

「いやあ、すごいな。よく見なけりゃ本当に黒焦げの廃車にしか見えませんよ」

「こいつが国道を走ってきたのを見たとき、俺おれ、マジでびびりましたよ。車の幽ゆう霊れいが出たんじゃないかって！」

「お前は怖がりだからなあ。夜の警戒勤務のときにいつも一人でトイレに行けなくて、誰だれかを誘さそうもんな」

「だって、マジにおっかないじゃないですか！　夜の街って。真っ暗で灯あかりが何も無くて……それに街の中にはまだ、何千何万って白骨が転がっているんですよ？」

「骨も怖いけど、俺は協和国軍の方がもっと怖いな。骨は銃を撃うってこないだろ？」

　隊員の会話を聞いていた、二十歳くらいの指揮官らしい男が笑いながら言った。

「そうか、じゃあ一番怖いのは銃を撃ってくる骨かな？　焼け跡の中からガチャガチャという音を立てて骨が立ち上がって、銃を構えて、こう、一歩ずつ近づいて来るんだ……」

　隊員たちは悲鳴じみた声を上げた。

「うわぁ！　やめてくださいよ、杉すぎ井いさん！」

「想像しちゃったじゃないですか！」

「俺、今夜の立りつ哨しよう警戒誰かに代わってもらおうかなあ……」

　杉井と呼ばれた指揮官の男は、車の横に立っていた慎しん吾ごを見て笑いながら言った。

「……と、まあ、俺たち防衛隊の人間でも、夜の街を嫌いやがるやつは多い。おそらく協和国の連中も、同じように夜に街の中を歩き回りたがるやつはいないだろう。夜の闇やみにまぎれて移動するというのは正しいと思うな。ただ、夜の暗闇を怖がるというのは多分に個人差がある。中には夜中でも平気で巡回できるやつもいる。細心の注意を払うに越したことはない……」

　杉井はそこで言葉を切ると、真ま面じ目めな顔になって頭を下げた。

「本来なら、俺か望もち月づきがこの任務につくはずだったんだが……すまん。その代わりと言ってはなんだが、我々にできることなら何でもしよう。何か必要なものがあれば何でも言ってくれ」

　杉井の言葉を聞いたとたん、慎吾の横に立って少し緊きん張ちようしたような微笑を浮かべていた矢や上がみが、ぱっと目を輝かがやかせた。

「あの……何か、こう手軽に食べられそうなものがありませんか？　できればパンにつけて食べられそうなものがいいんですけど……」

「ああ、あるよ。アプリコットジャムでよければ未開封のやつが、確か何本かあるはずだ……持っていくかい？」

「アプリコットジャム？　すごい！　御ご馳ち走そうじゃないですか！　やったね！　これで切きり干ぼし大根地獄から抜けられそうだわ！」

「最前線に張り付いている連中の楽しみといえば食べることぐらいだ。せめていいものを食わせてやれ……と栗くり野のさんが言ってくれてね。おかげで士気は高い。満足にメシも食えないんじゃ、てきめんにやる気が無くなるからな。腹が減っては戦いくさはできぬというのは真実だよ」

　杉すぎ井いはそう言った後で、ちょっと真剣な顔になって心配そうに言った。

「……確かに、彼女は大おお宮みやコミュニティの警備隊でも男勝りで有名だったが、まさか女の子がこんな危険な任務につくとは思わなかったな」

「大だい丈じよう夫ぶです。彼女とは立たち川かわから大宮まで一いつ緒しよに逃げた仲ですし、男だ女だって意識はあんまりありませんから」

　慎しん吾ごの答えを聞いた矢や上がみは、むっとしたような顔で言った。

「男か女かわかんないような人間で悪かったわね！」

「能力に男も女も無い、女だからって特別扱いするなって言ったのは君じゃないか！」

「それはそうだけど、あんたにそう言われるとなぜかムカつくのよ！」

　二人の会話を聞いていた杉井は、白い歯を見せて笑った。

「まあ、なんだかんだ言っても気が合いそうだな君たちは……さて、そろそろ太陽が沈む頃ころだ。夏至に近くなって夜が短いからな。朝方の四時半には日が昇る。夜の闇やみを利用するなら、そろそろ動き出した方がいいな」

「わかりました。首尾よくいけば、明後日には帰って来れると思いますので……」

「わかった、メシとシャワーの用意をして待っていよう。気をつけて！」

　プリウスのドアを開けて乗り込んだ慎吾と矢上は、運転席と助手席の窓を開けて見送りの警備隊の隊員たちに手を振った。

「じゃあ、行って来ます！」

「気をつけろよ！」

「ちゃんと情報取って来いよ！」

「協和国に捕まるなよ！」

　見送りの警備員たちが口々に声を掛ける中で慎吾がアクセルをゆっくり踏ふみ込むと、プリウスはエンジン音の代わりに低いルルルルルというモーター音を立てて、するすると走り出した。

　音も無く、すべるように走り去っていくプリウスをじっと見送っていた警備員の一人に、もう一人が笑いながら言った。

「なんだよ、ずいぶんと執着心があるみたいだな。女の子と二人で夜のドライブってのがそんなにうらやましいのか？」

　話しかけられた隊員はあわてて首を振った。

「とんでもないっすよ！　夜中に走るのだって怖いのに、協和国軍の勢力圏の中に突っ込んで行くんすよ？　たとえ女の子と二人きりになれたとしたって、願い下げっすよ！　俺おれにはとてもそんな勇気も肝きもっ玉もありません！　俺はただ、あいつら、すげえなあ……と思ってただけです！」

　その言葉を聞いていた杉すぎ井いが首を振った。

「いや、違うな。あの園その山やまってやつは勇気があるわけでも、他人より肝っ玉が太いわけでもない。逆だ。あいつは臆おく病びようなほどに慎重なんだ。

　臆病な者は危険の無いところに危険を見て、無む謀ぼうな者は危険のあるところに危険を見ない。隠おん密みつ行動の敵情視察をやるときは、臆病者に徹てつするくらいでちょうどいいんだ」

　そして、杉井は心の中で思った。

　──あいつは栗くり野のさんと同じ匂においがする。

　あきらめない、できる限りのことをする。口先だけでは人は動かない。自分の力で何かをやって実績を作る。その実績があれば人は動かせる。

　人が動けば組織が動く。熊くま谷がやコミュニティのような大きな組織でも、一人の力で動かせる。

　──あいつはそれを知っているんだ。

　夕ゆう闇やみの中に消えて行った車を見送って、杉井は小さく口の中でつぶやいた。

「無事に帰って来いよ……お前のような人間が一番必要なんだ。今の俺たちには……」




　慎しん吾ごは国道十七号を三百メートルほど進み、道路の中央に置かれたコンクリートが流し込まれたバスの廃車体の脇わきを抜けていった。そして、北きた本もと市内に入ったところで交差点を左折して、伊い奈な町の方に方向を変えた。

　──メインの国道や県道は協和国の大型スクーター部隊の警戒ルートになっているという話だった。敵地に入ったばかりでいきなり出くわしたくは無いからな。

　市街地を外れて迂う回かいして大おお宮みや市内に入るという方法もあるが、市街地を外れると見通しの良い畑の中の道を通らなくてはならない。見通しの良い道路は発見される可能性が高い。面倒でも、こういった細い道を使って近づいた方が発見される可能性は低いだろう。

　慎吾は小さくうなずくとハンドルを切った。

　車は国道から外れた道をさらに外れ、住宅街に入り込んだ。

　太陽が山の向こうに沈んで十五分ほど過ぎると、あたりの闇が一気に深くなった。

　部屋の灯あかりや街灯が一つとして点ともらない住宅地の家々は、日が沈んだ後の空の明るさを受けた西の壁だけを陰影の中に赤紫色に浮かび上がらせている。

　その住宅街の中の細い道を慎吾の運転する車は、静かにすべるように走っていく。

　遠く、巣に帰るカラスの声が聞こえてくる以外は、物音一つしなかった。

　慎吾は矢や上がみが黙だまったままなのに気づいていた。

　──敵地に入ったから緊きん張ちようしているんだろうか？　うるさいのも気になるけど、黙だまったままってのも気になるな。こいつは何を考えているんだろう？

　一方、矢や上がみも同じように、慎しん吾ごが黙ったままだというのに気がついていた。

　──敵地に入ったからとはいえ、黙ったままってのも気になるわね。この人何を考えているんだろう？

　そう言えば、私、こんな風に男の人と二人きりになったの……初めてだ。

　矢上はちらっと慎吾の横顔を盗み見た。

　──相変わらず、ぼんやりした顔しちゃって……ホント、イケメンとはほど遠い、垢あか抜ぬけない顔。

　でも、この人はいろんなことを知っていて、頭の回転もいい。性格だって、誠実で紳士的だし大人だ。

　でも、紳士で大人すぎて、そこんとこがムカつくときもあるんだけど。

　昔、なんかの本で読んだけど、紳士とヘタレは紙一重って言葉は、この人のためにあるのかもしれない。

　かといって、いきなり押し倒されても嫌いやよね。うん、やっぱり、こう、優しくして欲しいよね。女の子は大切にして欲しいんだから……。

　そこまで考えてから、矢上ははっと我に返った。

　──うわ、私、なに考えてるんだろ！　この人だって、そんなこと望んでるわけないわ！　男だ女だって関係ない！　ってずっと言ってたじゃない！

　矢上は赤くなった顔をごまかすように言った。

「なんか……暑いね。窓開けていい？」

「あ、ああそうだ、窓を開けないと……外の物音を聞かなくちゃいけないんだった。忘れてた」

　慎吾はそう言うと、運転席と助手席の窓ガラスを五センチほど下げた。

　夜の空気が流れ込んできて、車内で渦を巻いた。

　その風がふっと矢上の匂においを運んできた。

　それは、どこか心安らぐ匂いだった。

　花の香りを模した芳香剤のような、いわゆる人工的ないい匂いではない。もっと自然な、そして慎吾の心の中をくすぐるような匂いだった。

　やがて、矢上がぽつんとつぶやくように言った。

「みんな……喜んでたね……お蕎そ麦ば」

　話すきっかけができたので、慎吾はほっとしたように答えた。

「ああ、古い蕎麦粉だったけど、乾かん麵めんの蕎麦よりは美う味まいし……それにいくら保存が利きくと言っても乾麵は五年は持たないからな」

　そして、慎吾は思い出すように笑った。

「今度からは、メンマの飼い主のお兄さんじゃなくて、蕎そ麦ばのお兄さんって呼ばれそうだな」

　会話が繫つながったことを喜ぶように矢や上がみは明るい声で答えた。

「きっと人気者だよ。美お味いしいものを食べさせてくれる人を嫌きらう子供なんかいないもの……まあ、大人も同じなんだけどさ」

　矢上は考え込むように顎あごの下に手をあててから、ゆっくりと言葉を続けた。

「子供たちがきゃいきゃい言いながらお蕎麦を食べている姿を、あんたは本当に嬉うれしそうに見ていたわよね。その顔見て、私、思ったんだ。どうして協和国の連中は子供を嫌っているんだろうって……子供は働けないからだって多た目めとかは言っているけど、そんな理屈じゃ済まない何かがあるような気がしてきたんだ。子供を憎む理由があるんじゃないかって……。

　そしてね、今日のあんたの顔見てわかった。協和国の連中って……子供なんだ」

「子供？　どういう意味だ？」

「子供って……何もしなくていいんだよ。保護されて当たり前で、責任を何も持たなくても許されるんだ。

　私たちもそうだったよね。五年前まで私たちも子供だった。でも、大人たちががいなくなった後、私たちは子供じゃいられなくなった。生きていくために自分でなにかをしなくちゃならなくなったし、誰だれも保護してくれないし、責任を負わなくちゃいけなくなった。

　だけど……私たちより小さな本当の子供たちは、子供のままなんだ。協和国の連中にはそれが許せないんだ。自分たちも子供のままでいたいのに子供ではいられない。あいつらは、それを認めるのが嫌いやなんだ。だから、憎しみは子供に向かうんだ。

　あいつらは、自分たちが親になるなんて思ってない。親になれば子供を育てなくちゃならない、それは自分が子供じゃないってことを認めなくちゃならない。親としての責任を背負い、義務を背負わなくちゃならない。

　子供がいなければ、ずっとその責任を負わないで済む。ずっと子供でいられる。ずっと大人にならないで済む。あいつらの国は子供の王国なんだ……」

　矢上は大きくため息をついた後で、笑いながら言った。

「前まえ橋ばしコミュニティとは正反対だね……前橋コミュニティの相談役の瀬せ見みさんはね、子供を大切にしようってみんなに呼びかけているんだ。未来は子供の形をしている。子供たちに正しい知識を伝えようって言ってね。

　瀬見さん自身もちゃんと父親になっているし、前橋コミュニティでは子供が何人も生まれているんだよ。託児所はすごいにぎやかなんだって……」

　慎しん吾ごは考え込むようにつぶやいた。

「そのとおりかもしれない。協和国の連中には未来は無い。あいつらには、何かを生みだすことはできない、奪うことしか頭に無い。奪って消費することしか考えていない。あいつらは子供なんだ。他者の痛みを考えない子供なんだ。

　だから、ひどいことができる。どんな残ざん酷こくなこともできる。あいつらにとって、自分と仲間以外は人間じゃない。道みち端ばたのカエルや人形と同じなんだ。殺しても手足をバラバラにしても心が痛むことなんかないんだ……」

　そして、慎しん吾ごは小さく付け足した。

「……俺おれたちはそういう相手と戦わなくちゃならない。心が痛まない人間とね……」

　やがて、慎吾の運転する車は新興住宅地に入り込んだ。

　家々の間を抜ける入り組んだ細い路地を、あみだくじをたどるようにくねくねと曲がりながら、大おお宮みや方向に走り続ける。十五分ほど走ったところで慎吾はアクセルを戻し、歩くほどの速度まで車の速度を落としてから左右を見回した。

「さて、そろそろ上あげ尾お市内に入った頃ころだと思うんだけど、現在地はどこなんだろう？」

　矢や上がみも同じようにあたりを見回した。

「右手に黒々と盛り上がった木々が見えるわ。あれは神社か公園の緑地かもしれないわね。住宅の向こうに大きな建物がいくつか見えるのは工場か倉庫だと思うわ」

　慎吾はゆっくりと車を走らせながら左右の電柱を見た。

「こういった電柱に、住所が書いてある板とかが貼はり付けてあるはずなんだけど……」

　やがて、視界の中に一枚の細長い看板が飛び込んできた。そこにはこう書かれていた。

『上尾市上尾村』

「……どっちなんだろう？」

「上あげ尾お村むらってのは上尾市の地名よ。村があるわけじゃないわ」

　矢上はそう答えると、もういちど周りを見回した。

「ここが上尾市上尾村だとしたら、あの木が茂っているところは、きっと上かみ平ひら公園に違いないわ。思ったより東側に来ているわ。この先で第二産業道路とぶつかると思うわ」

　──広い通りに出るときは、見通しのいいところを横断しないようにしないとな……。

　そんなことを考え、焼け跡を探しながら車を走らせていた慎吾は、はっと気がつくと広い県道のような道路と交差する交差点の中に進入していたことに気がついた。

　──やばい！　考えていたことと正反対のことをやっちまった！　肉眼では見えなくても、スターライトスコープのようなもので監視されていたら、車サイズの物が動けばすぐにわかっちまう！

　慎吾はブレーキを踏ふむかアクセルを踏むか一いつ瞬しゆんためらった後で、即座にアクセルを踏み込んでエンジンが起動する寸前で止めた。

　モーターが唸うなりを上げて、車ががくんと加速する。

「どうしたの？」

「もしかしたら見つかったかもしれない」

「うそ！　見張りがいたの？」

「見張りを確認したわけじゃない。いるかもしれない場所を通過したってことだ！　この先に焼け跡を見つけて、そこに車を突っ込んで様子を見るぞ！」

　慎しん吾ごはそう言うと、住宅街の中に車を突っ込んだ。

　だが、いくら走っても左右に並ぶ住宅はほとんど焼けておらず、そのままの家ばかりだった。

「くそ！　こういうときに焼けてない家ばかりかよ！」

　そのとき、矢や上がみが右前方を指差した。

「あそこ！　看板が焦こげてる！　きっと焼けたんだ！」

「よし！」

　慎吾は右にハンドルを切ると、その看板の脇わきにある大きな建物の駐車場に車を突っ込んだ。

　そこは、どうやらパチンコ店らしかった。手前からは見えなかったが、建物の向こう半分が焼け落ちているのが見えた。

　その焼け落ちた外壁のすぐ脇に車を停とめて、エンジンキーを切ると、あたりに静寂が訪れた。

　闇やみの中に聞こえるのは、虫の声だけだった。

　明かりを失った都市の建物や家々は自然物のように闇に溶け、その濃密な黒い闇の上に無数の星が浮かび上がる。

　二呼吸ほどの沈ちん黙もくの後で、矢上がつぶやくように言った。

「誰だれも追いかけてこないね……」

「静かに！」

　慎吾は矢上を制すると、じっと耳を澄すませた。

　遠くでエンジン音が響ひびいたような気がしたが、その音はすぐに消えた。

　そっと後部座席から、慎吾は隠れ蓑みのに使うための黒い布を引っ張り出した。

　それは、少し厚手の真っ黒な生地の表面に、同じように真っ黒な紙で作られた筒や箱が接着剤で貼はり付けられた大きな一枚の布だった。

「もしかしたらこいつを使うことになるかもしれない……」

「なんで、こんなものがくっつけてあるの？」

「こういった直線のものを表面にくっつけておけば、シルエットが鋭角になるだろう？　人間というのはパターンで認識するから、直線とか角がある物体を見ると、それだけで、ああ、これは物だ、人間じゃないと判断してしまうんだ」

「そんなに都合よく思ってもらえるかしら？」

「まあ、気休めかもしれないけど、無いよりはあった方がいいだろう？」

「それはそうだけど……」

　矢上が言ったそのとき。

　百メートルほど先にある建物の角から闇を切り裂いて、一筋の光が走った。

　──ライトだ！

　慎しん吾ごは何も言わずに即座にシートを倒した。しかし、矢や上がみはとっさにどうしていいのかわからずに、硬直したままライトの光源を見つめていた。

　慎吾は矢上に飛びかかるように身体からだを乗せると、右手を伸ばして矢上の座っていたシートのレバーを引いた。

　慎吾に押し倒されるように、がくん！　と矢上の体が仰あお向むけに倒れた。

「……[image: !!!]」

　悲鳴を上げそうになった矢上の口を右手で塞ふさいだ慎吾は左手で布を引っ張って、自分と矢上の上にかぶせた。

　二人の身体が布の下に隠れるのと同時に、車をライトが照らし出した。

　間近にある目を見開いたままの矢上の目が、布の隙すき間まから差し込む光を見て少し落ち着きを取り戻す。それを確認した慎吾は小声でささやいた。

「口を押さえている手を外すよ、声を上げないでくれ、いい？」

　矢上がこくこくとうなずいたのを見て慎吾は、口を塞いでいた右手をそっと外した。

　矢上は大きく深呼吸すると真剣な目で慎吾を見た。

　慎吾はその真剣な目に向かって小さくうなずくと、じっと息を殺して車の外をうかがった。車を照らしているライトは、一つではなかった。手持ちライト特有のゆらゆらという光の動きが何度も慎吾たちの上を通り過ぎた。
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　やがて、話し声と足音が聞こえ始めた。

「……んとうに……れは車だったんすか？」

「ああ、間違いなく車だった。ヘッドライトも何も点つけてなかったがな」

「国道側には出ていない！　このあたりに隠れているはずだ！」

「このあたりの車を全部調べろ！　ボンネットに触って温かいかどうか確かめるんだ！」

　足音と話し声が、どんどん近づいて来るのがわかる。

　慎しん吾ごは呼吸を浅くして、自分の気配を消した。

　駐車場のアスファルトに浮いた砂を踏ふむ、ざり、ざり、という足音が近づいてきて、車のドアの脇わきで止まった。

　ライトが車の中を照らし出す。

　布の中から見上げている矢や上がみの視界に、布の向こうに貼はり付けてある箱や筒のシルエットが、ぼうっと布越しに浮かび上がった。

　ライトは車内をぐるっと回って、もう一度ぴたりと止まった。

　矢上は目をつぶって身体からだを硬くした。自分の指先が震ふるえているのがわかる。

　──ダメだ、身体を動かしちゃダメ！

　矢上は自分に言い聞かせた。しかし、細かい震えは止まらなかった。

　自分の身体の下で矢上の身体が小さく震えているのを感じ取っていた慎吾は、目をつぶって念じた。

　──行け！　行っちまえ！　この車の中にはガラクタしかない！　ここにはお前の望むものは無い！　早くあきらめろ！

　慎吾はテレパシーを送るかのように目をつぶって何度も強く念じた。

　どれくらいの時間が過ぎたのだろう。

　実際には一分足らずの時間だったに違いない。しかし、慎吾と矢上にとっては数時間にも思える時間が過ぎた。

　車内を照らしていたライトの光は、関心を失ったかのように、ふっと動いた。

　そして、車体を舐なめるように動いた後で、そのまま車の後ろの焼け落ちた建物を照らし、足音と共にゆっくりと遠ざかって行った。

　慎吾と矢上は同時に大きく息を吐はいた。

　矢上の顔に生気が戻るのと当時に、困惑と羞しゆう恥ちの入り混じった表情が浮かんだ。

　何かを言いかけた矢上の口を、慎吾は素早く右手で塞ふさぎ小さく首を振ってみせた。

　矢上がその手をつかんで振り解ほどこうとしたそのとき、かすかな足音が近づいてきた。

　その足音はライトをつけずにゆっくりと、あたりを確かめるかのように忍び足で近づいてくる。

　足音に気がついたのだろう、矢上がおとなしくなった。

　……ざり……ざり。

　足音は車のすぐ脇わきで止まった。

　──くそ！　二段構えの捜索だ！

　最初にライトを持った大人数で捜索して、その後をライトを持たない少人数が時間差をつけて捜索する。

　第一陣が通り過ぎたのを見て、安心して姿を見せたやつの首根っこを捕まえるという作戦だ。

　自分の口を塞ふさいでいた慎しん吾ごの手をつかんだ矢や上がみの指先に、ぎゅっと力が入った。

　慎吾の頭は矢上の胸の上にあった。

　矢上の浅い呼吸に合わせて、頭がゆっくり動く。

　慎吾は右手を矢上の口から外すと、自分の手をつかんでいる矢上の指を、大だい丈じよう夫ぶ！　というように、力を入れて握り返した。

　戸惑ったような感触の後で、矢上はもう一度指先を握り返して来た。その握り方は最初のときのような恐怖心が感じられなかった。

　矢上の呼吸が落ち着いたのがわかった。

　足音は車の脇で立ち止まった後で、再び動き始めた。

　……ざり……ざり。

　ゆっくりと遠ざかっていく足音を聞きながら。慎吾は再び目を閉じて念じた。

　──行け！　行っちまえ！　ここには何もない！　そうだ、行くんだ！

　やがて、足音は闇やみの中に消えて行った。

　慎吾の耳に聞こえるのは、自分の動どう悸きと呼吸の音と、そして矢上の呼吸の音だけになった。

　慎吾は、そっと頭をずらすと、布の隙すき間まから外の様子をうかがった。

　あたりに人の気配は無かった。

　リヤウィンドウの向こう、三百メートルほど離はなれたところにある大きな倉庫の壁面に、ライトがちらちらと当たっているのが見えた。

『大丈夫？』と言いたそうな目で慎吾を見る矢上に、慎吾は小さくうなずいてみせた。

「かなり離れたところにいる……でも、まだ動かない方がいい」

　矢上はほっとしたように大きくため息をついた後で慎吾を見上げると、戸惑ったような口調で聞いた。

「……ずっと、このままの体勢でいるの？」

　慎吾は自分が矢上を押し倒したままの体勢だったことに気がついて、あわてて身体からだをずらした。

「あ、ご、ごめん！」

「布はこのままなの？」

「ああ、もう少しこのままでいてくれ、悪いけど……」

「身体からだの向きを変えるのはいいんでしょ？」

「ああ、布の下なら大だい丈じよう夫ぶ。でも、起き上がるのはもう少し様子を見てからにしよう……」

　矢や上がみは倒したシートの上でごそごそと身体を動かして、慎しん吾ごの方を向いた。

　布の下の空気が大きく動くと、ふわっと矢上の髪が匂におった。

　思わず微笑ほほえんだのが見えたのだろう。矢上はちょっと拗すねたような目で慎吾をにらんだ。「何がおかしいのよ」

「あ、いや、君はいい匂いがするんだなと思ってね……」

　慎吾の言葉は、矢上の想像したものの中に無かったのだろう。矢上は目を見開くと、頰ほおを染めて視線をそらした。

「何をバカなこと言っているのよ！」

「バカなことじゃないよ……女の子って、こんないい匂いがするって知らなかったからさ……」

　矢上は慎吾をにらんでつぶやくように言った。

「何もしなかったくせに……どうせ私は、あの藤ふじ見みって女の子みたいに、出るとこ出てませんからね！」

「誰だれもそんなこと言ってないじゃないか！　俺おれが何もしなかったことで怒られるのなら、もし、俺が何かしてたら君は怒らないのか？」

「そりゃ当然怒るわよ！　だって、そんなの卑ひ怯きようじゃない！　声も出せない動けない状態でそんなことするなんて！　最低だわ！」

「……じゃあ、どうすればいいんだよ！」

　矢上はじっと慎吾をにらんでいたが、やがて唇を突き出してそっぽを向いた。

「どうしたらいいのかなんて、私もわかんないわよ！」

　慎吾はため息をついて黙だまり込んだ。

　車の後方で光っていたライトのちらちらする動きはどんどん遠ざかって行って、やがて消えた。

　慎吾はライトが消えても、じっと動かなかった。そっと頭を上げて周囲をうかがったのはそれから十分ほど過ぎてからだった。

　まったく動きが無いことを確認してから、小声で言った。

「もう大丈夫みたいだな、布を取るぞ」

　ゆっくりと布をめくり上げてシートを起こすと、助手席の矢上もゆっくりとシートを起こした。

　慎吾と矢上は大きく深呼吸するとお互いの顔を見合わせたが、すぐに気まずくなって二人とも前を向いた。

　最初に口を開いたのは矢上だった。

「え、ええと、これからどうすればいいのかしら？　この車で動くのは危険じゃないかしら？」

　そのぎこちない口調に、同じようにぎこちない口調で慎しん吾ごは答えた。

「あ、ああ、車で動けるのはこのあたりまでかもしれない。きっとやつらは警戒を強めているだろうしね……」

　慎吾はドアを開くレバーに指をかけて、ゆっくりと引いた。

　カクン！　という小さい音と共にドアが開いたのを知った矢や上がみは、不安そうに聞いた。

「どこに行くの？」

「ちょっと付近の様子を見てくる。君はここにいてくれ」

　矢上は首を振った。

「嫌いやよ！　置いていかないで！　私も一いつ緒しよに行くわ！」

「ちょっと見てくるだけだよ、すぐに戻って来るって！」

「だって、一人になると……」

　不安そうな声でそこまで言ってから、矢上は何かを思いついたように付け足した。

「あ、ほら、だって、私、護衛要員だから！　あんたに何かあったら大変だもの。ついていくのは私の仕事よ！」

　小さくため息をついて矢上の顔を見た慎吾は、はっと小さく息を吞のんだ。

　気の強い、男勝りの、ぽんぽん言い返してくる、いつもの矢上とは別の女の子がそこにいた。

　それは、暗くら闇やみの中で慎吾の想像が与えた印象だったのかもしれない。しかし、慎吾は夜の闇の中にぼんやり浮かび上がる矢上の顔に、心細さと不安を見たような気がした。

　──強気で、いつでも前向きで、元気一杯な女の子……でも、それは矢上の一面でしかないんだ。こいつは、本当は、心の中ではいつもこんな顔をしていたのかもしれない。

　人間は一人じゃ生きられない。たった一人で生きていけるほど強い生き物じゃない。

　こいつは泣きたくなるような不安と心細さを必死に覆おおい隠し、精一杯の虚勢をかき集めて自分の鎧よろいにして来たのかもしれない。

　……俺おれが自分を観察者に仕立て上げ、すべてのことを他ひ人と事ごとのように見ることで生きてきたように。

　慎吾は目をつぶって微笑ほほえむと、小さくうなずいた。

「わかったよ。矢上、一緒に行こう。君は俺の護衛で、俺のパートナーだものな」

「うん！」

　矢上は笑顔でうなずいた。

　慎吾は車から双眼鏡と水や食料などを入れたリュックサックを下ろし、それを背負った。同じようにリュックとボウガンの弓と矢を背負った矢上が聞いた。

「どうやって大おお宮みや市内に入るつもり？」

「車は使えないし、歩きで入るしかないな……市街地を迂う回かいしてもいいけど、畑とかが広がっている場所を通り抜けるのは危険だから、家伝いに行くしかないな」

　矢や上がみは東の夜空を指差して答えた。

「だったら、いい方法があるわ。この先に新幹線の高架に沿って新交通システムの軌道が走っているの。その軌道の中を歩いて行けば、そのまま大おお宮みや市内に入れると思うわ。

　新交通システムって、確かレールじゃなくてコンクリートの上をタイヤで走る電車だったと思うの。砂じや利り道みちの線路より、きっと歩きやすいわ」

「新幹線の高架か……確かにそれは盲点かもしれないな……ただ見張られていたら逃げ道が無いから、一か八かの賭かけだけどね」

「嫌いやなこと言わないでよ。人間はいつ、どんなときでもプラス思考でいなくちゃダメなんだからね！」

　慎しん吾ごがくすっと笑ったのを見て、矢上は不ふ機き嫌げんそうに言った。

「何よ！　何がおかしいのよ！」

「いやね……いつもの矢上が戻って来たなあと思ってね」

　矢上は赤い顔で慎吾をにらんだ。

「うるさいわね！　バカなこと言ってないで、さっさと動きましょう！　夜が明けてきちゃうわよ！」

　慎吾たちは車を置いて、夜の街を歩き始めた。

　上あげ尾お市の東側に広がる住宅街を抜けると、小さな用水を隔へだててその向こうは畑や水田が広がっていた。

　人が耕さなくなった畑は荒地に変わり、ぼうぼうと生い茂る雑草の向こうに白いコンクリート作りの高架線がぼんやりと闇やみの中に見えた。

　慎吾たちは自動車教習所の脇わきを抜けて用水を渡り、県立がんセンターの建物の裏を通り、新幹線の高架下にある側道にたどりついた。

　灰色のコンクリート作りの橋脚を見上げて慎吾が言った。

「この上を歩いていけるのなら、確かに楽かもしれないな。駅はどこにあるんだ？」

　矢上は大宮の方角を指差した。

「丸まる山やまという駅がこの先にあるはずよ。そこから高架線に上りましょう」

　新幹線の側道を二百メートルほど歩いたところに、丸山駅はあった。

　荒れ果てた駅の中を抜けて階段を登ると、そこには小さな島式のホームがあった。

　新交通システムにはレールは無い。コンクリート製の道路のような軌道の上をゴムタイヤをつけた小さな車両が走るもので、東京のお台場を走っているゆりかもめなどと同じシステムである。

　丸山駅のホームに立った矢上は、向かいにある車両基地に並んで埃ほこりをかぶっている小さな電車のような車両を見て、つぶやくように言った。

「なつかしいな……まだ、あれが動いていた頃ころ、何度も乗ったことがあるのよね……普通の電車に比べるとすごく小さくて、なんか遊園地の乗り物みたいな気がしたわ」

　慎しん吾ごはホームから軌道の上に飛び降りると、矢や上がみに右手を差し出した。

　矢上はその手につかまって、そっと軌道に降り立った。

　そして、降り立ってから自分の右手を見て、はっとしたように顔を上げた。

「なんだよ、俺おれの顔に何かついてるのか？」

「あ、そうじゃなくて、手……」

「手助けするぐらいはいいだろう？　それとも邪じや魔まだった？」

　矢上はあわてて首を振った。

「違うの、ちょっと嬉うれしかったのよ。それだけ……」

「そうか、俺はてっきり女だからってバカにしないで！　とか言われるかと思った」

「そんなこと言うわけ無いじゃない！」

　矢上はそう言うと、慎吾をにらんで言葉を続けた。

「優しくされれば嬉しいに決まってるじゃない！　そりゃあ、嫌いやなやつに優しくされたら、虫むし唾ずが走るし、女だからって甘える気はさらさらないけどさ……」

　矢上はそう言うと、自分の手をつかんでいる慎吾の手をぎゅっと握り返してから、手を離はなした。

「さあ、急ごう！　東の空が明るくなってきたよ！」

　矢上の言葉の通りだった。真っ暗だった空にうっすらと青色が混じり始めていた。

　慎吾と矢上はリュックサックを背負い直すと、コンクリートの軌道を大おお宮みやに向かって歩き始めた。

　夜が明けるのはあっという間だった。

　慎吾たちが丸まる山やま駅の三つ先にある吉よし野の原はら駅についた頃ころには空はすっかり青くなり、太陽こそ昇っていないものの、あたりの様子がはっきりとわかるほどに明るくなっていた。

「夜の闇やみの加護はこれで終わりというわけか……」

「どうするの？」

「しばらく様子を見よう。明るくなってからはむやみに動かない方がいい」

　慎吾はそう言うと顔をしかめた。

　実を言うと、足が鉛のように重かった。ほんの二キロぐらいしか歩いていないのだが、二週間の入院生活は慎吾の筋力をすっかり衰えさせていた。

　慎吾たちは吉野原駅の階段の陰に身を潜ひそめた。

「ここで一休みだな、交代で休憩を取ろう」

　慎吾の顔色を見た矢上が心配そうに聞いた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　少し寝る？」

「ああ、寝かせてもらえるならありがたい……実を言うと足が言うことを聞かないんだ。まだ本調子になってないんだな……」

「ちょっと待ってね。今、マット敷しくから」

　矢や上がみはそう言うと、リュックから低反発クッションのロールを取り出して階段の上に広げた。

「この上に寝て。身体からだが冷えないから」

「用意がいいなあ……」

　驚おどろく慎しん吾ごを見て矢上は自じ慢まんげに笑った。

「看護師の水みず樫かしさんから、色々持っていくといいって教わったの。さあ寝て！　私、見張りしているから！」

「悪いがお言葉に甘えさせてもらう……」

　慎吾はそう言うと、矢上の敷いた低反発マットの上に座り込んで、リュックを枕まくらにしてそのまま仰あお向むけに寝転がった。

「うわ、背中の骨がぽきぽき言うなあ、背筋が弱っているんだな」

「つい昨日まで入院していたんだもの、無理ないわよ。休み休み動きましょう」

「ああ、ここから先は派手に歩き回るわけにはいかないからな。ゆっくり、じっくり、確実に動こう……何かあったら起こしてくれ」

　慎吾はそう言うと目を閉じた。

　──今のうちに身体を休めておかないとな。疲労は注意力を下げる。不注意は命取りだ。

　脳裏に様々なことが浮かんでは消えていく。

　──熊くま谷がやで迎え撃うつとしたら、やはり国道十七号のバイパスと旧道の二箇所に防壁を築いて迎え撃つことになる。南側は荒あら川かわが流れているから川を渡る橋を塞ふさいでおけば南側から攻められることはないだろう。

　──しかし、敵は迂う回かいしようと思えばいくらでも迂回できる。熊谷市街を城じよう砦さいのように防衛することは無理だ。防衛する兵員を固定配置することなく、道路沿いに拠点をいくつも作って、敵を迎げい撃げきしながら部隊を後退させる縦深防御で迎撃するしかない……どっちにしろ兵員が足りないのは事実だ。

　──兵員か。

　結局はそこにたどり着くんだな。

　近きん隣りんのコミュニティから援軍が来れば、なんとかなるんだけど、援軍は望み薄うすだと栗くり野のさんは言っていた。前まえ橋ばしコミュニティは弱いというイメージが染しみ付いていると……。

　確かに、西東京協和国の暴力的なイメージに比べれば、前橋コミュニティのイメージは平和主義で弱く見える。前橋コミュニティの技術力の高さは誰だれもが認めているんだけど、技術力がそのまま強さには結びつかないんだろうな。これでハイテク兵器が一つでもあれば、イメージはずいぶん違うんだろうけど。

　──ハイテク兵器か……そういえば、矢上があのプリウスを見たときの顔はおかしかったな。本当にがっかりしたような顔をしてたっけ。

　あいつ、どんな車を想像していたんだろう？

　変形合体して、二足歩行メカになる車とか想像していたんじゃないのかな？

　──二足歩行メカか。もし、そんなハイテク兵器があれば、きっとみんな俺おれたちに味方してくれるだろうな。協和国軍の連中には無い、やつらには手が届かない兵器があれば、それが決定的なアドバンテージになるのに……。

　慎しん吾ごの意識はそのまま、すうっと夢のなかに落ちていった。




　どれくらい寝ていたのだろう、慎吾はふっと目を開けた。

　──あれ？　ここは？　ああ、そうだ、俺は今、新交通システムの吉よし野の原はらの駅にいるんだ。そこで仮眠を取っていたんだっけ。

　首を振って、脳内に残る、二足歩行メカに変形するプリウスに乗って協和国軍を迎え撃うつ夢の残ざん滓しを振り落とした慎吾は、改めて周りを見回した。

　誰だれもいなかった。慎吾はたった一人で、駅の階段に寝ていた。

　慎吾はばね仕掛けのように身を起こした。

　──矢や上がみは？　矢上はどこに行ったんだ？

　慎吾の胸の動どう悸きが早はや鐘がねを打ち始めた。

　──まさか、あいつ一人でふらふらどっかに行ってしまったんじゃないだろうな？　立たち川かわに行ったときと違って、今は戦争状態なんだ。ましてやここは最前線で警戒の厳しさはあのときの比じゃない！

　慎吾をわけのわからない不安感が襲おそった。それはパニックにも似た不安感だった。

　──もしかして……いや、まさか、そんな。

　慎吾は起き上がると、階段を駆け上がった。

　慎吾の胸の中に、何か大きなもの、大事なもの、かけがえの無いものを喪うしなったときの喪そう失しつ感かんがよみがえった。

　それは、松まつ本もとのキャンプで従い姉と妹この善よし美みが殺されたときの記き憶おくだった。あのときと同じ喪失感が慎吾を駆り立てた。

　──嫌いやだ。俺はもう誰も喪いたくない！　喪いたくないんだ！

　階段を駆け上がった慎吾は、必死にあたりを見回した。

　──ホームの上は……いない。

　──軌道の上は……いない。

　そして、上あげ尾おの方を見たとき、軌道の横に見覚えのある茶色い髪がなびくのを見つけた。

　──いた！

　慎吾はその場にへたり込んだ。

「良かった……」

　大きく息を吐はいてつぶやいた後で、慎しん吾ごは独り言を付け足した。

「あいつ……あんなところに座り込んで何やってるんだろう？」

　慎吾が立ち上がったとき、矢や上がみが振り向いた。

　ちょっとびっくりしたような顔をした後で、矢上は真剣な顔で慎吾を手招きした。

「一体なんだっていうんだ。人に心配させておいて……」

　不満そうな声でそうつぶやくと、慎吾は矢上の元に向かった。

　ホームの上あげ尾お側の先せん端たんまで行ったとき、慎吾はその音に気がついた。

　それは、トラックのディーゼルエンジン音……それも一台や二台という数ではない。何台ものトラックが連なって走る音だった。

　どこか懐なつかしい感触を覚えるその音は、矢上のいる場所の下から聞こえて来る。

　慎吾は、脳裏に地図を思い浮かべた。

　──そうか、確かこの吉よし野の原はら駅は国道十六号の上にあったんだ。あの音は国道十六号を走っているトラックの音だったんだ。

　近くまで行くと、矢上は自分の前にある塀へいの隙すき間まを指差して言った。

「ここから見るとちょうど真上よ。春かす日か部べの方からトラックが何台も走ってくるの。運転席を鉄板で囲った、協和国軍の使う装甲トラックってやつよ。中には人を一杯乗せているトラックもあるわ」

　矢上の言葉の通りだった。国道十六号を春日部方面から、何台ものトラックが走ってくるのだ。そのどれもが大型トラックではなく、二トンから四トン積みの中型トラックだった。

　何の改造も加えていないトラックもあるが、三台に一台くらいの割合で、運転席の周囲に鉄板を溶接して箱型に囲った装甲トラックが混じっている。

　慎吾が隙間から下を覗のぞいたとき、ちょうど真下を通り過ぎたトラックの荷台には、十人ほどの人間が乗っていた。年齢は慎吾と同じくらいだろうか。男ばかり、そしてみんな黄色い布を頭や腕に巻いていた。

　その男たちを見て、慎吾は違和感を覚えた。

　──おかしいな。あいつらは、どう見ても協和国軍の連中じゃない。協和国軍は目印として頭や腕に黒いバンダナや布を巻いているはずだ。

　黄色い布を巻いた連中は初めてだ。

　それに……協和国軍の兵士にしては覇は気きも精気もない、なんというかこう半分投げやりのようにも見える。

　慎吾は顔を上げて、矢上に言った。

「悪い！　リュックサックからデジカメと双眼鏡を持ってきてくれ！」

「うん、わかった！」

　やがて矢や上がみがリュックを手に提さげて走って戻ってきた。

「持ってきたわよ、デジカメと双眼鏡の入ったリュック！　めんどくさいからリュックごと持ってきちゃった！」

「ありがとう！」

　慎しん吾ごはそう言うとリュックの中からデジカメを取り出し、自分の真下を通り過ぎていくトラックの列に向かってシャッターを押した。













　　　第五章「羊と猿」







　国道十六号を十台以上のトラックが大おお宮みや方向に向かって走っていた。

　そのトラックの荷台に座っていた一人の男が、ぼんやりとした表情で目の前を通り過ぎていく大宮の街並みを眺めていた。

　──五年前、高校生だった俺おれの目に、この大宮の街は東京の街と変わらないくらい賑にぎやかで華やかに見えた。

　映画館もショッピングセンターも有名なデパートもある、すごい大都会。

　それが、俺の中にある大宮という街のイメージだった。

　岩いわ槻つきで生まれ育った俺にとって、大宮という街は憧あこがれと反感の相反する二つの感情をくすぐる街だった。

　──もしかすると、俺は大宮という街にコンプレックスを持っていたのかもしれないな。

　そんなことを考えている男に、メガネをかけた同じくらいの年齢の男が近づいてきて声をかけた。

「おい、有あり井い、何をぼんやりしてるんだ。もうすぐ協和国の駐ちゆう屯とん地ちに着くぞ」

　有井と呼ばれた男は、顔を上げて話しかけて来た男を見上げた。

「ああ、なんだ大おお滝たきか……」

「しっかりしろよ！　岩いわ槻つきコミュニティの女の子や子供が無事に暮らせるかどうかは、俺おれたちの働きにかかっているんだからな！」

　有井は自じ嘲ちようするような微笑を浮かべた。

「岩槻コミュニティを守るために戦うつもりだった俺が、協和国軍のために戦うハメになるとはな……敗軍の将ってのは、こういうことを言うんだろうな……」

　大滝は首を振った。

「仕方ないよ。やつらは訓練された本物の軍隊で……それに比べて俺たちの防衛隊は自警団としか言いようが無いレベルだったんだ……戦えるわけがない。

　俺たちに選択の余地は無かった。兵士は全員自動小銃を持っていたし、トラックは装甲されて機関銃が搭載されていた。俺たちコミュニティ防衛隊の持っていた警察官のピストルや猟りよう銃じゆう、そしてボウガンじゃあ何の抵抗もできっこない……」

　有井は目の前に広がる大おお宮みやの街を指差して、大滝に聞いた。

「なあ、大滝。お前、世の中がこんな風になる前の大宮の街を知ってるだろ？　お前にとって大宮の街ってどんな風に見えた？」

　いきなり、大宮の街の話を振られた大滝は、目を丸くした後で考え込んだ。

「え？　大宮の街の印象？　うーん、一言で言うと、岩槻に比べてはるかに大都会って感じかな。

　俺が小さかった頃ころは、一家揃そろって大宮の街に買い物に行くってのが、イベントだったのを覚えているし、俺の祖じ父いさんとか祖ば母あさんは、東京で買ったものより大宮の[image: たか]たか島しま屋やで買ったものの方が高級品だってイメージがあったみたいだな……こう言っちゃ悪いけど、俺たちが住んでいた岩槻には何にもないからなあ。城下町で武士の町だったから気位だけは高くて、大宮なんてあんな街、氷ひ川かわ神社の門前町がでかくなっただけだ、みたいな負け惜しみを言うやつが多かったよな」

　有井は笑いながらうなずいた。

「岩槻の街に住んでいるやつって……特に先祖代々住んでいるやつは、大宮という街に憧あこがれと反感の、その両方を持っているやつが多かったよな。

　二年前、大宮を牛ぎゆう耳じっていたギャングどもが前まえ橋ばしのグループに一掃されて新しいコミュニティが作られたとき、岩槻のコミュニティも参加してくれないか？　という依い頼らいがあったよな。でも、岩槻で生き残った連中が集まって作った俺たちのコミュニティはそんな反発心があって、その提案を断っちまったんだと思う……」

「ああ、あのときの話か。そうだよな。新しい大宮のコミュニティが群馬の前橋の連中の支配下にあるというのも、反感の原因だったよな。なんで埼さい玉たま県の俺おれたちが、群馬の連中の言うこと聞かなくちゃならないんだ！　みたいな意見も結構あったよな……その後、前まえ橋ばしのグループが復活させた鉄道で清水しみずトンネルを通り、新にい潟がたとの交易ルートを作ったという話を聞いたとき、あいつらと一いつ緒しよになればもっと生活が良くなるに違いないと思ったのは俺だけじゃないはずだ。だけど、それを言い出せる雰ふん囲い気きが無かったよな……岩いわ槻つきは自分たちで自分たちの街を運営するんだ！　他ほかからの協力は必要ない！　みたいな威勢のいい意見ばっかりで……」

　有あり井いは自じ嘲ちようするように笑った。

「そうやって独自路線を貫いたはずの岩槻のコミュニティは、あっと言う間に西東京協和国に占領されちまった。せっかく作った食料や、なけなしの燃料油を全部持って行かれて、ついでに俺たちのように戦える男も義勇軍兵士とやらに仕立て上げられて、みんな連れて来られちまった……岩槻のコミュニティのリーダーたちが唱えていた独自路線なんてのは、隣りん人じんがみんな善人だったから言えたたわ言だったと気がついたときには、もう手遅れだったというわけさ」

　そして、有井は自分のトラックの後を走ってくる協和国軍の装甲トラックの群れに目を落とした。

「あんなトラックで攻めて来られたら、俺たちにはどうしようもない。両手を上げて殺さないでくれと命乞いするしか無いよな……」

「岩槻コミュニティの防衛責任者だったお前が、自分を責める気持ちはよくわかる。でもな有井よ、生きていればこそお前はそうやって自分を責めることができるんだ。お前が生きているからこそ、岩槻コミュニティのみんなも生き延びることができる。俺たちが義勇軍になったからこそ岩槻のみんなは殺されずに済んでいるんだ。そう思えよ、その方が気が楽だぞ」

　大おお滝たきが慰なぐさめるように言ったとき、運転席の後ろにいた男が声をかけてきた。

「有井さん！　大滝さん！　協和国の監察隊が、もうすぐ到着するから準備しろって言ってます！」

　有井と大滝は顔を見合わせると、あわてて答えた。

「わかった、すぐに準備する！」




　大おお宮みやの植うえ竹たけ町の近くにある大きなショッピングセンターの建物が、あちこちのコミュニティから徴兵されてきた、通称、協和国義勇軍の宿舎として使われていた。

　トラックに載せられて、この建物に連れて来られた有井たち岩槻コミュニティのメンバーは、同じように連れて来られた他のコミュニティのメンバーたちと共に一階に集められた。

　自分と同じように、どこか投げやりな表情の各コミュニティのメンバーたちの顔つきを眺めながら有井は思った。

　──協和国の連中は俺たちのことを義勇軍と呼んでいる。だが、その正体は協和国軍に占領された岩槻や春かす日か部べ、越こし谷がやといった埼玉県南東部の都市のコミュニティから強制的に連れて来られた、よせあつめの軍隊だ。

　俺おれたちは別に、協和国に賛同したわけでも、やっていることに納得しているわけでもない。単に殺されるよりはマシだから、言うことを聞いているだけだ。俺たちを義勇軍と名づけたやつの顔が見てみたいもんだぜ……。

　そのとき、集められた代表者の前に置かれた黄色い収穫用のプラスチックのコンテナの上に一人の男が立った。

　瘦やせてメガネをかけた、見るからにインテリっぽい外見のその男は、自分のことを西東京協和国最高会議の書記をやっている多た目めだと名乗った。

　多目は居並ぶ代表と、その部下たちを見回して言った。

「義勇兵の諸君！　君たちの中には、自分たちのことを義勇兵と呼ぶことに抵抗を感じる者も多いだろう。だが、違う。君たちはれっきとした義勇兵なのだ！

　諸君らも知ってのとおり、この世界は五年前に滅びた。だが、それは我々が滅びたわけではない。前例踏とう襲しゆうだけで世の中を動かしてきた、因習にまみれた大人たちの価値観で動かされていた旧ふるい世界が滅びたのだ！

　五年前の出来事は、確かに惨さん劇げきだったかもしれない。諸君らの中には、あの五年前の世界を懐なつかしみ、再びあの世界が来ることを望む者がいるかもしれない。しかし、それは虚むなしい行為に過ぎない！　我々に求められているのは、新しい世界を創造することなのだ！

　見るがいい！　この世界を！　旧い常識も法律も、すべてが消えたこの世界を！　我々は今、真の自由を手に入れたのだ！　今、この世界では、我々が常識であり我々が法律なのだ！」

　多目はそこで言葉を切ると、目の前にいる義勇兵たちに指を突きつけた。

「諸君らの中には、生き延びるために物を盗み、人を傷つけ、中には殺して来た者もいるだろう。それはいかなる理由があろうとも犯罪だ！

　だが、それを気に病むことは無い！　なぜなら、その一切の行為は我々西東京協和国の打ち立てる新しい秩ちつ序じよの名の下に許される！　それらの行為を犯罪と断じているのは、滅び去った大人たちの旧い秩序だけなのだ！」

　多目は目の前にいる義勇兵たちに向かって両手を広げ、声を張り上げた。

「その大人たちの旧い秩序を振りかざす連中がいる！　そう、我々がこの大おお宮みやから放ほう逐ちくした前まえ橋ばしの一派だ！　諸君らの中には、長野県の松まつ本もとに大人たちが生き残っているというウワサを耳にした者も多いだろう。前橋の一派はその旧世界の生き残りと結託し、再びこの世界を自分たちに都合のいい世界に作り直そうとしているのだ！

　我々はその反動的な策さく謀ぼうを断じて許さない！　我々が手にした真の自由を守るために我々は戦う！

　我々がなぜ諸君らを迎え入れたのか。答えは簡単だ。諸君らは我々と志を同じくする者たちだからだ！

　諸君らはそれぞれのコミュニティで武器を持ち、戦ってきた戦士たちだ！

　諸君らは他者に守ってもらって当然だと考え、文句だけを言って自分では動こうとはしない事なかれ主義の惰だ弱じやくな連中とは違う！　諸君らは自分たちの手で、何かを為なす人間なのだ。

　西東京協和国では、人間はその能力によって正しく評価される！　戦う者こそが選ばれた人間として尊敬され、そして、その地位にふさわしい扱いを受けねばならない。それが西東京協和国の法律なのだ！」

　多た目めは自分の足元に詰まれた白い袋を指差した。

「これは、この大おお宮みやのコミュニティで我々が押収した米だ。古い備蓄米ではない。昨年の秋に収穫された新米である！

　前まえ橋ばしの連中と大宮の連中は、自分たちだけでこの米を独占していたのだ！　この大宮にいた連中が、いかに自分たちのことしか考えていなかったか、この米を見ればわかる！

　これは、諸君らに与える褒ほう賞しようである！　我々は寛大だ！　何事かを為した、その結果で褒賞を与えるのではなく、これから為すであろう者にも褒賞を与えるのだ！

　諸君らは次の戦いから参戦することとなる！　我々の次の目標は熊くま谷がやだ！　熊谷にもこれと同じ米が山のようにあるだろう。熊谷を攻め落とせば、その米はすべて我々のものとなる！

　明日から二週間、諸君らを部隊として運営できるように訓練を行う！　今日はこの米を食って、明日からの訓練と、そして二週間後に待つ戦いに備え、英気を養って欲しい！

　……以上だ！」

　多目が小さくうなずくように一礼して箱の上から降りると、義勇軍を監督している監察隊の指揮官が入れ替わりにコンテナの上に立った。

「各部隊の指揮官はそれぞれに米を受け取るように！　米はすでに精米済みだ。飯はん盒ごう、鍋なべなどを使って各自で調理して食え！　なお、電力供給に限界があるので、電気の使用は禁ずる！

　薪まき、もしくはガスコンロを使用しろ。カセットボンベは各部隊十本を配布する！　なお、この後、ガスの支給は無い。雨天の場合を考え、ガスは節約するように！　さあ一列に並べ！」

　その場にいた義勇軍のリーダーたちが一気にざわついて動き出した。

　リーダーは冷静な表情をしている者が多かったが、部下の中には、多目の演説を聞いて影えい響きようを受けたらしく、興こう奮ふんしたように目を輝かがやかせて声高に話している者も多かった。

　有あり井いは小声で大おお滝たきに言った。

「……俺たちのことを義勇軍と名づけたやつの顔が見て見たいものだと思っていたが……きっと、あの多目というやつに間違いないな。あいつは、言葉で他人のイメージを煽あおるのが上う手まい。聞いた人間をその気にさせる才能があるな。

　生き伸びるために、焼け残った店や家の中に忍び込んで食い物をかっぱらったことのないやつはいない。誰だれもがどこかに後ろめたい気持ちを持っている。

　その後ろめたさを利用して、前橋の連中と、松まつ本もとにあるという生き残った大人たちが手を組めば、お前らは犯罪者にされてしまう。それが嫌いやなら一いつ緒しよに戦えと話を持っていく……」

　大おお滝たきは小さくうなずいた。

「誰だれも持ち主がいない物と、持ち主がいるのでは大違いなんだがな。持ち主のいないものを持っていくのも、持ち主がいるのに脅おどしたり殺したりして持っていくのも、同じだと言っているようにしか聞こえなかったよ。

　あいつの言っている、新しい秩ちつ序じよとか真の自由とか聞こえはいいけど、ようはギャングの価値観だな。あいつらにとって物は奪うものであって、作るものじゃないんだな……」

「問題は、あいつの言うことを真に受ける連中が多そうだってところか……何人かうなずいているやつがいたな。先のことを考えない、考えられない馬ば鹿かってのはどこにでもいるもんだが……」

　有あり井いがそう言って顔をしかめたとき、米を配布していた監察隊の兵士が声を掛けてきた。

「おい！　岩いわ槻つき隊！　いらないのか？　早く取りに来ないと、他ほかの隊が持って行っちまうぞ！」

「あ、はい、今、行きます！」

　有井はあわててそう答えた後で、大滝に向かってにやっと笑ってみせた。

「まあ、それはそれ、これはこれ、貰もらえるものは、貰っておくとしようぜ」

　有井と一緒に米の配給の列に並んだ大滝は、前に立っている有井の背中を見て思った。

　──有井のことをずるい人間だとか、裏で何を考えているかわからないみたいなことをいろいろ言うやつもいる。でも、それって、こいつは頭の回転が速くて、現実をちゃんと見据えて動ける人間だってことだよな。

　本当にずるい人間なら誰もリーダーになんかしない。こいつのずるさは自分一人の利益のためにあるんじゃない。

　この人の言うとおりにしていれば間違いはない。そう思わせてくれるやつこそが本当のリーダーなんだ。

　──と、いうことは、あの多目という男の言うことを信じる人間にとっては、あの多目も、大だい道どう寺じも、リーダーに見えるんだろう。

　たとえ、その先に未来も何も無くたって、今がよけりゃいいと思う人間にとってみれば、あいつらはれっきとしたリーダーなんだ。




　大滝が多目のことを考えていたその頃ころ。多目は前後を武装した大型スクーターに護衛させた黒塗りのレンジローバーの後部座席に座って、協和国軍の大おお宮みや前進本部のあるソニックシティに向かっていた。

　運転席に座ってハンドルを握っていた、黒いジャンパーを着て黒いベレー帽をかぶった幹部らしい男が、ルームミラーを見ながら多目に言った。

「あいつら、使い物になりますかね。なんというか、こう、今ひとつやる気も無いような連中ですけど……」

「使い物にするのだよ、訓練によってな。……だが、あいつらを戦力にしようなどと考えてはいないし期待もしていない。あいつらは攻こう撃げきの際に我々の前面に追い立てて先まず先陣を切らせ、敵の弾を消費するために使う生いけ贄にえの羊どもだ。あいつらに施ほどこす訓練はホンモノの訓練でなくていい。ようは我々の命令に従って動かねば後ろから撃うたれて死ぬのだ、死にたくなければ前に進むしかないということを教え込めばいい……。二週間もあれば充分だろう」

　多た目めの言葉を聞いた幹部は嬉うれしそうに笑った。

「わかりました。あいつらは羊、俺おれたちは狼おおかみということなんですね」

「そうだ、狩り集めた羊をどう使うか。それは狼の勝手だということだ」

　助手席に座っていたもう一人の幹部がつぶやくように言った。

「やつらの中にも、俺たちの考え方に共鳴し、一いつ生しよう懸けん命めいに戦うやつもいるかもしれません。そいつらも一いつ緒しよくたにして敵の正面に追い込むんですか？」

　多目は少し考えた後でうなずいた。

「ふむ、お前の言うことももっともだな。人は評価されることでやる気を出すというのも事実だ。各部隊に配置してある監察隊に採点の権限を与え、やる気のあるものを准じゆん士官として取り立て、義勇軍への命令はそいつらを通して下すようにした方がいいな」

　幹部は意外そうな顔をした。

「義勇軍を直接指揮しないのですか？」

「いや指揮権は当然我々にある。やつらの中から選んだ准士官は単なる命令の伝達役だ。しかし、敵の正面に突っ込んで行って、敵の弾を消耗させるために死ねという命令は、我々ではなくその准士官の口から義勇軍の連中に伝えられる。義勇軍の連中の恨うらみと憎にくしみは、我々ではなく准士官が背負ってくれる……生贄の羊の中のさらなる生贄の羊だ」

「すげえ……よくそんなことが思いつきますね」

　感心する幹部を見た多目は、薄うす笑わらいを唇の端はしに浮かべた。

　──無知な猿どもめ。これは、かつてイギリスが植民地を支配するときに使ったのと同じ方法だ。そんな基本的な知識も持っていないのか。

　五年前、世界が滅びなければ、お前らのような猿程度の頭の連中は社会の底辺でうごめくだけで一生を終えただろう。

　世界が滅びたことを感謝するがいい。この猿山のような世界なら、暴力の才能さえあればいくらでもでかい顔ができる。

　──もっとも……お前らが猿で、大だい道どう寺じがボス猿並みの知識しか持っていないから、俺が自由に操れるのだがな。

　多目を乗せたレンジローバーは旧中なか山せん道どうに出ると、そこを左折して大おお宮みや駅方向に向かって走り去った。

　新交通システムの加か茂もの宮みや駅の近くに建っている高層マンションの外階段の陰から、慎しん吾ごはその光景を双眼鏡で見ていた。

「あの車にはかなりの重要人物が乗っていたみたいだな。前と後ろに大型スクーターが護衛についている」

「大だい道どう寺じかな？」

「いや、大道寺はこういった前線に出てこないと思う。もしかしたら立たち川かわに残っているかもしれない」

「じゃあ、この大おお宮みやの協和国軍を指揮しているのは誰だれなんだろう？」

「ナンバーツーの多た目めか、例の大型スクーター部隊を率いていた棚たな倉くらって男か……でも、立川で聞いた話じゃ棚倉って男はケンカが強いだけの男みたいだから、きっと多目じゃないかと思う」

　慎吾は双眼鏡を下ろすと、リュックの中から黄色い布を取り出した。

　その布を見た矢や上がみが心配そうに言った。

「そんな布を頭に巻いただけで、本当にごまかせるの？」

「ああ、君も巻いた方がいいぞ。さっき、吉よし野の原はらの駅で見たトラックに乗っていた連中は、みんな頭に黄色い布を巻いていた。きっと、この布は他ほかから集めてきた人間の目印なんだ。布を巻いていないと、逆に疑われる」

　慎吾から黄色い布を受け取った矢上は、それを頭に巻きながらつぶやいた。

「このマンションの中に、黄色いカーテン使っている家があって良かったね……」

「ああ、半分日焼けして白くなっていたけど、畳たたんである部分は黄色いままだったから助かった」

「この後どうするの？　あのショッピングセンターに忍び込むの？」

「ああ、機会があればね。そのための黄色い鉢巻さ。夕方になるまでここで時間を潰つぶして、日が傾いた頃ころに偵察に出る。夜になったら、また新交通システムの軌道を歩いて、車を置いた所まで戻ろう」

　矢上は太陽を見上げた。

「日が傾くまでだいぶ時間があるよね……」

「言っただろう？　潜せん入にゆう偵察は根気比べだって」

　そして、慎吾はマンションの外階段の日陰を指差して言葉を続けた。

「日が傾くまで、そこで仮眠を取った方がいい。今度は俺おれが見張りをするよ」

「わかったわ。実を言うと、ちょっと眠くなってたのよ」

　そう言ってコンクリートの床に座り込もうとした矢上を見て、慎吾は首を振った。

「俺が寝たときのマットがあるだろう？　あれを使った方がいい。身体からだが楽だし……服が汚れない」

「なにそれ、服の汚れなんか気にしていたら、偵察なんかできないんじゃないの？」

　思わず笑った矢や上がみに、慎しん吾ごは真剣な目で答えた。

「人間ってね、服の汚れを気にしなくなったり、身だしなみに気を使わなくなると、とたんに注意力が落ちるんだ。それは他人の目を気にしなくなるってことだからね。だから、敵地に潜せん入にゆうして偵察行動をするときは服はできる限り汚さない、身だしなみに気を配るってのは重要なことなんだよ」

「……そうなんだ。言われて見ればそのとおりね……わかったわ」

　矢上は素直にうなずくと、リュックの中から低反発クッションのロールを引っ張り出して、階段の踊り場に敷しいた。

「じゃあ……少し寝かせてもらうわ……」

「ああ、ゆっくり寝てくれ」

　リュックを枕まくらにして横になった矢上は、ものの数分もしないうちに小さな寝息を立て始めた。

　その寝顔を見て慎吾は思った。

　──こいつと出会わなければ、きっと俺おれは自分の愚かさに気がつかなかったに違いない。

　俺は自分を超越者のように思い込み、高いところから見下したような目で、世の中を、人々を見ていただろう。

　それが、自分の無力感の裏返しだと気がつかぬまま、神様ごっこをやっていたに違いない。

　慎吾は矢上の寝顔から視線を外すと、双眼鏡を目に当ててショッピングセンターの駐車場に並ぶ装甲トラックを眺めた。

　──夕方になったら、場所を変えてトラックの台数を数えに行こう。

　あのトラックに乗っていたのは、きっと協和国がかき集めてきた兵隊だ。国道十六号を春かす日か部べ方面から来たということは、おそらく岩いわ槻つきか春日部か、あのあたりの街にあるコミュニティから徴ちよう兵へいして来たに違いない。つまり、協和国軍の兵力は明らかに増加しているということだ。

　慎吾は双眼鏡を下ろして考え込んだ。

　──協和国軍も前まえ橋ばしコミュニティも、持っている装備にそれほど違いは無い。となれば戦いを左右するのは戦力、つまり戦える兵士の数だ。

　協和国の連中はそれに気がついたんだ。だから配下のコミュニティから、ああやって兵士を徴兵しているんだ。

　慎吾は双眼鏡を西の地平線に向けた。

　五月の空の下、遠く白くかすんだ浅あさ間ま山やまが見えた。

　──あそこにいる大人の人を呼んでくることができれば、おそらく近きん隣りんのコミュニティの人たちは応援してくれるだろう、という栗くり野のさんの言葉は正しい。飛べるヘリコプターがあれば、あっというまに飛んで来れる。でも、松まつ本もと駐ちゆう屯とん地ちに残っていたヘリコプターは、部品が故障して使えない状態だった。駐屯地の倉庫は荒らされて、部品がどこにあるのかもわからない状態で、結局飛行不能のまま格納庫に置いたままになっている。

　塡まき島しま三佐はなんとしてでも部品を見つけ出すぞ！　って張り切っていたけど、きっと無理だろう。

　──ヘリコプターか……そうだよな。もし、前まえ橋ばしコミュニティにヘリコプターがあれば、それは圧倒的なアドバンテージになる。空からの攻こう撃げきは逃げ道が無い。

　でも、いくら技術の進んだ前橋コミュニティでも、ヘリコプターを飛ばせる人はいないだろう。五年前、生き残ったのは十八歳未満の人だけだ。車の運転なら独学でなんとかなるけど、ヘリコプターの操縦はそうはいかない。

　──兵士を集めた協和国軍の戦力が増加しているというこの情報を、なんとしてでも栗くり野のさんたちに届けなくちゃいけない。

　無理は禁物だ。あせることは無い。夜が来るまで根こん競くらべだ。

　慎しん吾ごは小さくうなずくと、双眼鏡を下ろして、寝息を立てている矢や上がみの脇わきに座り込んだ。




　夕焼け空の中に、煙の筋が立ち昇っていた。

　その煙は一本ではなかった。何十本という煙が夕ゆう闇やみの迫る空に向かって伸びている。

　煙は大おお宮みやの市街地の北部に建てられた、大きなショッピングモールの南側にある公園から立ち昇っていた。そこには協和国軍の義勇軍兵士たちが集められていた。

　煙の出ないガスや電気で炊事をするならば室内でもできるが、直接薪まきを燃やして煮炊きをするとなれば、屋外で行わざるを得ない。

　ショッピングモールの南側にある公園には、石油缶や円筒形のペール缶と呼ばれる缶に通気孔をあけて作った簡易かまどが何十個と並び、そこで黄色い布を頭に巻いた義勇軍の兵士たちが、薪を燃やして炊事を始めていた。

　協和国軍から支給された薪の束から一本を取り出した大おお滝たきは、その薪にたんすの引き出しの取っ手がついているのに気がついた。

「この薪はたんすやベッドなどの家具を叩たたき割ったやつだな。これを作った職人さんも、叩き割られて薪にされるとは思っていなかっただろうな。三日熱で死んじゃっただろうけど……生きてたら嘆くだろうなあ」

　大滝の言葉を聞いていた有あり井いは肩をすくめてみせた。

「まあ、家具職人さんは嘆くかもしれないが、このショッピングモールの中に家具屋が入ってくれていたおかげで、俺おれたちは薪に困らないんだ。とりあえず感謝しておこうぜ。火持ちのするオーク材で家具を作ってくれてありがとう、あなたのおかげで米が炊けますってな……。それにしてもひでえ煙だな。霧きりがかかったようだ」

「まあな、千人以上の人間が集められて、分隊ごとに薪を燃やしているんだ。煙の量もハンパじゃない。三国志ってマンガに、かまどの数で敵の人数を測るって話があったな。この光景を見ていると、あれは史実だったんだなってのが実感できる」

　大おお滝たきはあたりを見回してから言葉を継いだ。

「それにしても、隣となりでメシ作ってる連中の名前もわかんないような、この寄せ集めが戦力になると本気で思ってんのかな。あの協和国のやつは……」

「戦力にするんだろ。寄せ集めでも同じ場所で毎日一いつ緒しよに生活していれば、そのうち顔見知りになって連帯感が出てくる。同じ釜かまの飯を食った仲、というわけさ。新入生集めて合宿やらせるようなものだよ。協和国にもハートマン軍曹みたいなやつがいるのかもしれないぞ」

「うへ、ああいうのは勘弁して欲しいな」

　大滝がそう言って顔をしかめた頃ころ。薪まきの燃える煙の漂う中を、両手でダンボール箱を抱え込んだ慎しん吾ごと矢や上がみが歩いていた。

　頭に黄色い布を巻いて荷物を持ったその姿は、あたりの光景に溶け込んでいてまったく違和感が無い。

　慎吾の持っていたフェイスペイントで顔を浅黒く塗りなおした矢上は、体型の助けもあって一見すると小柄な少年のように見えた。

　抱えているダンボール箱の中には、これといってたいしたものは入っていない。焚たきつけに使えそうな古新聞や、古い軍手などが入っているだけである。

　矢上が前を歩いている慎吾に小声で聞いた。

「なんで、わざわざこんな箱を抱え込んでいるの？　いざというときに両手が使えないじゃない」

「このダンボール箱は、潜せん入にゆう用のカモフラージュさ」

「潜入用のカモフラージュにするなら、もっと大きなダンボール箱じゃないとダメじゃないの？」

「でっかい箱？」

「だって……かぶるんでしょ？」

　慎吾は苦笑した。

「それはゲームだ！　そんなでっかいダンボール箱がうろうろ動き回っていたら、一発で見つかるに決まってるじゃないか。こうやって、手に持っているサイズだから警戒されないんだ」

「それって……どういうこと？」

　怪け訝げんな顔をする矢上に、慎吾は小声で答えた。

「もし、ここで手ぶらでうろついていれば、見た人間は、あいつは何をやっているんだろう？　という疑問を抱くかもしれない。けど、こうやって手に荷物を持っていれば、見た人間は無意識に脳内で理由をつけるってことさ。ああ、きっと何か荷物を運んでいるんだな……ってね。

　人間ってのは合理的に説明できるものに疑問を持たない。自分の考えを疑うことができるのは、そういった訓練や経験を積んでいる人間だけなんだ」

「……そんなに上う手まくいくかしら」

「きょろきょろしなけりゃ大だい丈じよう夫ぶさ……それと、君の声だけはごまかせないから、なるべく声は出さないで、身振りで意思表示した方がいいな」

「わかったわ……」

「ほら、返事をしない。そういうときは黙だまってうなずく！」

　矢や上がみはあわててうなずいた。

「よしよし、じゃあ行くぞ！」

　慎しん吾ごはそう言うと歩き始めた。

　ショッピングセンターの外周で警戒に当たっていた協和国の監察隊の兵士は、慎吾たちが頭に巻いた黄色い布と手に持ったダンボール箱をちらりと見ただけで、声もかけなかった。

　兵士の横を通り過ぎてしばらく歩いたところで、矢上がはずんだ声で言った。

「やったね！」

「黙って歩く！　態度を変えれば不自然だ」

　ショッピングセンターの敷しき地ち内に侵入した慎吾と矢上は、目の前で炊事をしている人の数と煙を上げているかまどの数に圧倒された。

「すごい数だな……かまどだけでも百近い数だ」

「なんか、ボーイスカウトの日本ジャンボリーのときを思い出しちゃった。あっちは一万人以上だったけど……」
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「かまどの数から、ここにいる人間の総数が推定できる。君は適当に歩き回って、数を数えてくれ。俺おれは駐車場に停とまっているトラックの台数を確認してくる」

「わかったわ……なるべく早く戻ってきてね」

　不安そうな顔で慎しん吾ごを見た矢や上がみに向かって、慎吾は力強くうなずいてみせた。

　トラックは建物の西側の駐車場に並んでいた。

　ほとんどがごく普通の二トンから四トンの中型トラックだった。十トン以上の大型トラックを使わない理由は取り回しなどの運転の容易さもあるが、やはり大型トラックでは路上に放置された車両の間をすり抜けることができないからだろう。

　慎吾は駐車場の手前に置かれている自動販売機の陰に身を寄せて、トラックが置かれているあたりを見回した。

　通常のトラックの群れから少し離はなれたところに、協和国の正面装備となっている装甲トラックの群れが見えた。

　分厚い鉄板を溶接して運転席を囲い全体を黒く塗った、そのあたまでっかちのシルエットは、遠くから見ると四角いオタマジャクシのようにも見える。

　──あの装甲トラックの装甲板の厚さとか材質とかを知ることができればいいんだが。あそこまで近づけるだろうか？

　装甲トラックの周りを、銃を持った警備兵が二名一組になって巡回しているのが見えた。

　ローテーションが組んであるのだろう。一組がトラックの向こうに行くと、もう一組が、手前から出てくる。

　──ダメだ。不用意に近づいたら、一発で見つかる。なんとか近づける方法はないだろうか？

　周囲をもっとよく見ようと思った慎吾が自動販売機に身体からだを寄せると、自動販売機がぐらっと動いた。

「うわ！」

　慎吾は思わず身体を離して、自動販売機を見た。

　自動販売機の正面のパネルは、商品などの補給をするためにドアのように開くようになっている。それに慎吾が身体を預けたために、パネルが開いたのだ。

　──誰だれかが中身を取り出すために鍵かぎを壊こわしたんだな……。コーラの一本ぐらい残ってないかな？　賞味期限はとっくに切れているけど、缶詰みたいなものだから、飲んで飲めないことはないだろうし……。

　でも、そんなのは後回しだ。何とかしてあのトラックに近づく方法を考えなくては。

　慎吾は自分の心の中に湧わいたコーラの誘ゆう惑わくに小さく首を振ると、自動販売機から離れて駐車場の外周を歩き始めた。

　駐車している装甲トラックの群れを正面から見ることができるところまで来たとき、トラックの一台が装甲板をつけた運転席を持ち上げてエンジンを整備しているのが見えた。

　キャブオーバータイプのトラックは運転席の下にエンジンがある。そのため、エンジンを整備するときは、運転席のあるキャビンを丸ごと前の方に倒すチルトキャブと呼ばれる機構がついているのだ。

　本来のキャビンを一回り大きな装甲板で覆おおったトラックの構造がよくわかる。

　あたりが薄うす暗ぐらくなる中で、手にライトを持ってトラックのエンジンを覗のぞき込んでいる男たちの中に、頭に黄色い布を巻いた男が二人混じっているのに気がついた。

　──あの二人は協和国の兵士じゃない。このショッピングセンターに連れてこられている人間だ。きっと、エンジン関係の専門家か何かなので、整備を手伝わされているんだろう。

　もしかすると、協和国の整備担当者の手が足りないのかもしれない。

　──待てよ。協和国の兵士じゃないあの二人があそこにいるってことは、適当に理由をつけてごまかせば、俺おれもあそこに行けるかもしれないってことだ。

　何か理由になることは……トラックの部品などがあれば、それを持ってきたとかなんとか言えるんだが。そんな部品なんかどこにもないし……何か無いかな？　あそこに行く理由になるようなものは……

　慎しん吾ごはあたりを見回した。

　視界に飛び込んできたのは、さっき寄りかかってパネルが開いた自動販売機だった。

　──そうだ！　あれだ！　とっくに荒らされて、何も残ってないかもしれないけど、ひょっとして奥の方にコーラとかが残っているかもしれない！　ダメでもともとだ！

　慎吾は早足で自動販売機まで戻った。




　三分後、あたりが夕ゆう闇やみに包まれる中を、慎吾は十本ほどの缶コーラと缶コーヒーを胸の前に抱えて、装甲トラックに近づいた。

　その姿はすぐに発見された。

　二人の警備兵が慎吾のところに小走りでやってきて、慎吾を手回しし式の懐かい中ちゆう電灯で照らし出した。

「おい、許可無くここに近づくな！」

　慎吾はなるべく朴ぼく訥とつで人畜無害に見えるような笑顔を作って、抱え込んだ缶コーラと缶コーヒーを警備兵に見せた。

「あ、ご苦労様です。これ、差し入れに持っていけって言われたんで……」

「差し入れ？」

「ええ、ほら、あそこでトラック修理している人のところに……」

　一人の警備兵が不審そうに聞いた。

「整備班長に？　誰だれに頼たのまれたんだ？」

「えーと、名前、わかんないっす。なんせ来たばかりで、偉い人の名前とかぜんぜんわかんないんで……。ふらふら歩いていたら、おい、ヒマならこいつを持っていけ！　って言われて持って来ただけなんで……」

「誰だれだろう？　装備担当の藤ふじ田たさんはそんな事に気が回る人じゃないし……。こんな風に部下のことまで気を回すのは安やす永ながさんか島しま本もとさんか……」

　不審そうな顔をする警備兵に、もう一人の警備兵が笑いかけた。

「そんなに気にすることも無いんじゃないか？　これといって怪しいところは無さそうだし……」

　慎しん吾ごは抱えていた缶コーヒーを二本抜いて、警備兵に差し出した。

「あ、これ、その人から警備についている人にも渡せって……」

「え？　ホント？」

「悪いな、ちょうど喉のどが渇いていたところだったんだ。嬉うれしいぜ」

　二人の警備兵は嬉しそうに缶コーヒーを受け取った。

「きっと安永さんだよ。あの人なら俺たちのことまで考えてくれていてもおかしくないよ」

「ああ、そうだな。後で礼を言っておかなくちゃな……」

　慎吾は小さく頭を下げて言った。

「あの……通ってもいいですか？」

「ああ、かまわない。だけど、うろうろするな。差し入れの品物を置いたらすぐに戻って来い」

「はい、わかりました。どうもご苦労様です」

　慎吾はもう一度小さく頭を下げて、警備兵の横を通り抜けて装甲トラックの整備をしている人のところに近づくと声をかけた。

「どうも、整備班長に差し入れ持ってきました」

　トラックのエンジンルームを覗のぞき込んでいた二十代前半の白いツナギの作業服を着た男と、頭に黄色い布を巻いた二人の男が驚おどろいたように顔を上げた。

　慎吾は抱えていた缶コーラを差し示して、さっき警備兵との会話で聞いた名前を告げた。

「えーと、安永って人から、これを持って行けって……」

　聞き覚えのある名前だったのだろう。その言葉を聞いたとたん、作業服姿の整備員の表情が緩ゆるんだ。

「ああ、安永さんからか！　ありがとう、そこに置いておいてくれ！」

　整備班長が手を振ると、持っている整備用のライトがちらちらと揺れた。

　左手にライトを持ち右手にレンチを持っているその姿を見て、慎吾が言った。

「あの、ライト持ってましょうか？」

「え？　あ、ああ、じゃあ頼たのむ。燃料噴射ポンプのところを照らしてくれ、その先だ」

　慎吾はライトを手で持つと、レンチで指示した先を照らした。

　バッテリーから引っ張って来ているライトの明かりは、目に痛いほどの光量がある。

　慎しん吾ごは整備班長の手の影ができないように、前輪のタイヤのホイルに足をかけて立ち上がり、班長の頭の上の方から手元を照らした。

　そしてライトを持った左手を伸ばしバランスを取るふりをして、さりげなく右手で運転席を覆おおう装甲板に触れた。

　──厚さは八ミリから九ミリというところか。正面は二重に補強してある部分もあるけど、側面は一枚だけだな。

　──材質は……普通の軟鋼板みたいだな。建築現場とかで、地面に敷しいてある敷き鉄板と呼ばれているやつだ。こいつは防弾用の特殊鋼じゃない。

　ピストルの弾丸とかボウガンの矢とか、猟りよう銃じゆうの散弾とかなら、これでも充分防げるだろうな。正面の二重になっている部分なら、遠えん距きよ離りからの八九式自動小銃の弾丸も防げるかもしれない。でも、大口径の狙そ撃げき用のライフル銃なら、この程度の鉄板は貫通できるはずだ。ましてや機関銃で撃うたれれば、簡単に穴だらけになってしまうだろう。

　つまり、この装甲トラックは無敵でもなんでもないってことなんだ。

　──でも、なぜ協和国はこの装甲トラックを使っているんだろう？　こんな見掛け倒しのトラックに全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いて、正面装備として使っている理由は何だろう？

　慎吾はそんなことを考えながら、整備班長の手元を照らし続けていた。

　班長は燃料噴射ポンプへと繫つながるパイプのジョイント部をレンチで締しめ付けていた。その下に軽油が溜たまっているところを見ると、どうやら燃料漏もれを起こしていたらしい。

　何回も力を入れてレンチを回した後で、班長はほっとしたように右手の甲で額の汗を拭ぬぐった。

「これで大だい丈じよう夫ぶだろう。虎とらの子の装甲トラックを壊こわしちまったら、藤ふじ田たさんからこっぴどく怒られるからな……」

　慎吾は思い切って話しかけてみた。

「この、装甲トラックってすごいですよね。俺おれ、これ見たときに絶対かなわねーって思っちゃいましたもの」

　整備班長は嬉うれしそうにうなずいた。

「ああ、そうだろう？　こいつは無敵さ。今までいろんなコミュニティと戦ったけど、負け知らずだ。警官のピストルとか散弾銃とかで撃ってきたけど、全部跳ね返した。こいつにかなうやつはいねえよ」

「ホント、すげえっす」

　慎吾は感心してみせながら、心の中で考えていた。

　──そうか、わかったぞ。今まで、協和国軍は自分たちと同じような軍用のライフルや機関銃を装備した敵と戦ったことが無いんだ。

　協和国が戦ってきた相手は、みんな普通のコミュニティで、警察官のピストルや猟銃程度の火器しか持っていなかったに違いない。

　装甲トラックのごつい外見や鉄板の厚さを知っている人間は、それだけで圧倒されてしまって、こいつを戦車のように考えてしまうんだ。

　協和国軍が強いというのは、実はイメージだけでしかない。でも、誰だれもそれに気がついていない。何をするかわからない殺さつ戮りく者しやの集団という暴力的なイメージが先行しているから、みんな協和国は強い、戦ってもかなわないと思い込んでいるんだ。

　──そのイメージを打ち砕いてやれば、きっと俺おれたちと一いつ緒しよに協和国と戦おうというコミュニティも出てくるはずだ。

　そのとき、慎しん吾ごの差し入れの缶コーラを飲んでいた整備班長が慎吾に聞いた。

「おい、お前、どこの小隊だ」

　慎吾は何と答えていいのかわからずに絶句した。

「え？　あ、あの、小隊って？」

　腋わきの下に冷や汗がにじむのがわかる。

　整備班長は仕方ねえなあという顔になって答えた。

「これだから、動員兵は困るぜ。お前らが来た街ごとに決められただろうが、お前はどこから来たんだ？」

　慎吾の脳内に、今日の昼に吉よし野の原はらの駅から見たトラックの列の光景が浮かんだ。

　──何と答えればいいんだろう？　国道十六号を西から来たってことは、大おお宮みやの西にある街の名前を言えば納得してくれるかもしれない！

「あ、えーと、岩いわ槻つき……です」

　整備班長はうなずいた。

「そうか、岩槻か……お前はなかなか気が回りそうだな。どうだ？　整備班に来ないか？　この二人も春かす日か部べの小隊から引き抜いたんだ。自動車の整備をやったことがあるって話だったからな。実を言うと、あと一人、使い走りが欲しかったんだ。義勇軍とは待遇が違うぞ？」

「え？　あ、いや、そうは言われても、俺の一存じゃ決められませんから……」

「そうか、それもそうだな……」

　そう言ってうなずいたのを見て慎吾がほっとした次の瞬しゆん間かん、整備班長はポンと手を叩たたいて言った。

「わかった、俺が岩槻の小隊長に掛け合ってやる！　岩槻の連中の所まで案内しろ！」

「ええっ？　いや、いいですよ、そんな！　俺なんか使えないっすよ！」

「いや、そんなことはない。さっきの俺の手元を見て、ライトを持ちますなんてことを、すらっと言えるやつはそうはいねえ。みんな、言われたことはやるけど、それ以外はやらなくてもいいと思ってるようなボンクラどもばかりだ。その場で自分が何をすればいいのかを見抜くことができるやつはそういねえよ。それにお前は俺の手が暗がりにならねえように、真上から照らしてくれただろう？　お前は素質がある！」

「誉ほめてもらえたのは嬉うれしいんですけど、それ、きっと買いかぶってますよ、俺おれのこと！」

　必死に辞退する慎しん吾ごを謙けん遜そんと受け取ったのだろう。整備班長は後に引かなかった。

　──どうしよう……このまま辞退し続けていたら、変に思われる。疑われることだけは避さけたい。

　ええいくそ、こうなりゃ出たとこ勝負だ。岩いわ槻つきの人の所に行くしかない！

　岩槻コミュニティの人たちが協和国のシンパだったら、俺は一巻の終わりだ。でも、もし嫌いや嫌いや協和国に加わった人たちなら、何とかなるだろう……一か八か賭かけてみよう！

　慎吾はうなずいた。

「わかりました。じゃあ、一いつ緒しよに行きます……でも、みんなメシを作りに外に出てきているので、岩槻の人たちがどこにいるのかよくわかんないんですよ……暗くなっちゃったし……」

「ああ、安心しろ。監察隊に聞けばすぐわかる……じゃあ、後は頼たのんだぞ。キャブを元に戻しておけ！」

　そこにいた助手の男たちにそう言い残すと、整備班長は先頭に立って歩き始めた。

　一方、その頃ころ、矢や上がみは、疑われないように、薪まきの束を抱えてかまどの周りをうろうろ歩き回っていた。

　同じように薪を抱えている人間が何人もいるうちは目立たなかったが、あちこちで炊事が終盤に入りかまどの火が落ち始めると、薪を抱えている人間も少なくなっていた。

　──うわあ、どうしよう。周りの人と同じ仕事をしているふりをしてごまかしてきたけど、もう無理だ。

　まったく。あいつ、どこまで行っちゃったんだろう？　まさか、捕まったりしてないよね。

　矢上があたりを見回したとき、駐車場の方から協和国軍の兵士の一団が歩いてくるのが見えた。

　その兵士たちの中に慎吾の姿を見た矢上は、思わず抱えていた薪をその場に落としてしまった。

　ガラガラと音を立てた薪に、周りの人の視線が集中する。

　──いけない！　ここで私が目立っちゃってどうするのよ！　あの人が捕まった今、私が無事に帰らなきゃいけないんだから！

　矢上は、あわてて足元に散らばった薪を拾い集めながら、慎吾の様子をうかがった。

　薪を落とした音が聞こえたのだろう。慎吾を連れた協和国の兵士の一団が、どんどん矢上に近づいて来た。

　慎吾が自分を指差して何やら言っているのを見て、矢上は混乱した。

　──うそ！　なんであいつ、私を指差しているのよ！　まさか……裏切ったの？　それとも本当にあいつ、協和国の回し者だったの？

　混乱する矢や上がみをよそに、目の前にやってきた慎しん吾ごは笑いながら矢上に聞いた。

「ねえ、岩いわ槻つきの連中はどこにいるか知らない？」

　顔は笑っていた。だが、慎吾の目は笑っていなかった。

　──岩槻？　どういうこと？　それより、なんて答えればいいんだろう？

　矢上はここに潜せん入にゆうするとき、慎吾から言われた言葉を思い出した。

　──そうか、話しちゃいけないんだ！　身振りで見せなくちゃ！

　矢上は黙だまって首を振ってみせた。

　慎吾はほっとしたような表情を目に浮かべて、まくしたてた。

「なんだ、君もわかんないのか。そうだよな、これだけ人がいれば、自分の小隊のいる場所がわかんなくなっても当然だよな。俺おれはこれから岩槻の小隊長に会わなくちゃいけないんだけど、もし見かけたら教えてくれ！　じゃあな」

　慎吾は一方的にそれだけを言うと、協和国の兵士と共に矢上の前から立ち去った。

　その後ろ姿を見送って、矢上は思った。

　──今のは私に対するメッセージだわ。きっと何か面倒に巻き込まれたんだ。そして、あの人のことだからとっさに、俺は岩槻のコミュニティの人間だくらいのことを言ったんじゃないかしら。

　──どうしよう。どうすればいいんだろう？

　見たところ、不審者として疑われているような様子は無かったわ。どっちかというと好意的に扱われていたみたいだし……よし、ついて行ってみよう。

　矢上は小さくうなずくと、慎吾の後を追った。

　その頃ころ、岩槻コミュニティの有あり井いと大おお滝たきは炊いた米をかまどから降ろして、しゃもじでかき混ぜていた。

「うひゃあ、いい匂においだな。こいつはマジに新米だな」

「新米って言っても収穫されたのは去年の秋だろう？」

「次の年の米ができるまでは新米でいいんだよ。文句を言うと食わせねえぞ」

「お前……食い物が絡からむと、実に横暴なリーダーに豹ひよう変へんするよな」

　大滝がそうぼやいたとき、部下の一人がやってきた。

「あの……有井さん。協和国の監察隊の人が話があるそうです……」

「話？　一体なんだろう？」

　──力仕事に人手を出せとか、そういうことかな？　もう暗くなるし、見知らぬ場所での作業は怪け我がをしやすいからなあ。

　でも、この先のことを考えたら、協和国の連中に、ある程度の貸しやコネがあった方がいいかもしれないな。

　有井は少し考え込んだ後で、大滝に振り向いた。

「俺おれが監察隊の連中の話とやらを聞いている間に、みんなに飯を食わせてやってくれ。あんまり待たせるわけにはいかないからな……俺の分は握り飯でも作っておいてくれればいいよ」

「わかった、みんなに食わせておく」

　そう答えて有あり井いを見送った大おお滝たきは、有井の背中を見て思った。

　──なんだかんだ言っても、やっぱりあんたはリーダーに向いていると思うぜ。

　監察隊の兵士の前にやってきた有井は、そこにいる慎しん吾ごと作業服姿の整備員を見て怪け訝げんな顔になった。

　有井の脳内で思考が渦巻いた。

　──なんで整備員がいるんだ？　それにこの少年は誰だれだ？　初めて見る顔だな。黄色い布を巻いているから岩いわ槻つきとは違うコミュニティから連れてこられたのだろうが、なぜここに？

「あの……岩槻小隊の隊長の有井と申しますが……何の御用でしょうか？」

　整備班長が話す前に、慎吾が一歩前に出てまくし立てた。

「ああ、有井さん。この人たちが、俺を協和国の整備班にスカウトしたいって言うんですよ。でも、俺は岩槻のみんなと一いつ緒しよにいたいんです！　有井さんの一存で俺の将来とか運命が決まるようなものなんです！　なんとか言ってくれませんか？」

　有井は面食らった。

「いきなり何の話だ？　それに君は……」

　岩槻の人間じゃないだろう──そう言葉が続く前に、慎吾は有井の言葉を遮さえぎった。

「俺が必要ないって言うのなら、あきらめます！　でも、俺はきっとあなたのためになる男です！　俺を見捨てないで下さい！　いや、見捨てるってのは大げさかもしれないけど、俺にとってはそんな気分なんです！」

　慎吾の賢明な訴えと、その真剣な目を見た有井の顔に変化が現れた。

　今まで浮かんでいた疑いの色が影をひそめ、その代わりに興味深そうな色が浮かんだ。

　──こいつは間違いなく噓うそをついている。俺がその噓に口裏を合わせてやる義理はまったくない。面倒事に巻き込まれたく無いなら、そう言うべきだろう。だが、こいつの言葉が気になる。

　こいつは、今、『俺が必要ないって言うのなら、あきらめます』と言った。

　つまり、こいつは『俺は、きっとあなたの、そして岩槻のみんなに必要な何かを知っている人間です』と言っているのだ。何か取引を持ちかけるつもりなのかもしれない。

　──どうする？　リスクをおかしてでもこいつの噓に合わせるべきか？　それとも、こいつの噓を指摘して、面倒事から逃げるべきか……。

　有井はぼりぼりと頭を搔かきながら、一歩進み出た。そうやってわずかな時間を稼かせぎ、その間に考えをまとめた。

「えーと、まあ、なんだ。こいつは、それほど使えるやつでもないけど……それでも、ずっと一いつ緒しよにやってきた仲間なんでね。協和国軍に入れるってのは、こいつにとって願っても無いことなんだろうけど……やっぱり、本人の意思ってやつを尊重してやりたいんですよ。こいつのことはあきらめてもらえませんか？」

　慎しん吾ごが、いかにも自分たちのコミュニティの仲間であるかのような親しげな微笑を装よそおっているのを見て、有あり井いは思った。

　──こいつがどんな話を持って来たのかわからない。だが、どのみち、これ以上状況が良くなるはずがない。今の俺おれたちの状況は最悪だ。

　ならば、一か八か、こいつの話に乗ってみても面おも白しろい。

　監察隊の隊長は一緒にいた整備班長に向かって肩をすくめてみせた。

「というわけだ、榊さかきさん。こいつのことはあきらめた方がいいと思いますよ」

　榊と呼ばれた整備班長はあきらめきれないような口調で慎吾に言った。

「まあ、お前がそこまで言って、こっちの隊長さんがダメだって言うなら、まあ仕方ねえ。あきらめるか。でもよ、お前が気が回る人間だってのは間違いねえんだ。もし、下っ端ぱの兵隊が嫌いやになったら、いつでも俺のところに来い。待ってるからよ」

「力になれなくて、申し訳ありません……」

　慎吾が頭を下げると、整備班長は気にするなという風に右手を上げ、そのまま監察隊の兵士と共に去って行った。

　監察隊の兵士たちが充分離はなれたのを確認してから、有井は慎吾に向き直った。

「さて……詳しい話を聞かせてもらおうか。君の言うところの……俺のためになる男である理由とかをね……」

「わかりました……その前に、もしかしたら連れが来ているかもしれませんので……」

　慎吾はそう言うと、あたりを見回した。

　十メートルほど離れたところに植えられている灌かん木ぼくの後ろに見覚えのあるシルエットを見つけた慎吾は、そのシルエットに向かって手招きした。

「矢や上がみ！　大だい丈じよう夫ぶだ。こっちに来てくれ！」

　夕ゆう闇やみの中から矢上が進み出て慎吾の横に並んだ。

　慎吾は周囲に聞こえないような小さな声で言った。

「実を言うと……俺たちは……熊くま谷がやコミュニティの人間です……」

「なんだって？」

　目を見開いた有井に慎吾は静かに語りかけた。

「もし、あなたが心の底から協和国軍に共感し、共に戦いたいと言うのなら俺たちはあきらめます。でも、そうじゃない、本当は協和国軍に一泡吹かせてやりたいんだというのなら、ぜひ協力していただきたいのです……」

　有井は、しばらく目を白黒させていたが、慎吾の言葉を聞いて納得できたのだろう。にやっと笑った。

「……わかった。立ち話もなんだ。一いつ緒しよにメシでも食いながら話そうじゃないか」













　　　第六章「生存と生還」







　大おお宮みやの街に朝日が差し込む頃ころ、協和国義勇軍の宿舎になっているショッピングセンターの建物の中から、義勇軍の兵士たちがぞろぞろと姿を現した。

　兵士たちは眠そうな顔で、手に持った大きな鍋なべをかまどに置き、薪まきに火をつけ始めた。

　やがて、昨日の夕方と同じような炊事の煙がショッピングセンターの前にある公園に漂いだした。

　あたりが白く霞かすむ中で、岩いわ槻つき小隊の隊長である有あり井いが、警備についている監察隊の兵士の位置を確認しながら、慎しん吾ごに言った。

「これだけ人がいれば、警備兵の注意力も散漫になるだろう。昨夜ゆうべみたいに外周に出ることもできるな……問題は、そこから先だ。日中に街中を移動しなきゃならん……まさか、脱走者を防止するために夜間は全員建物の中に入れられて、窓もドアもロックされるなんて思ってもいなかった。引き止めた俺おれの責任だな」

　慎吾はあわてて首を振った。

「いえ、そこまでは誰だれも予想していなかったんですから仕方ありません。それよりも昨夜ゆうべ一晩でいろんな場所から来た人たちから話が聞けて実に参考になりました。ありがとうございます！」

「いや、礼は君たちが無事に熊くま谷がやにたどり着いて……その後、俺おれたちが合流できたときに聞きたいね。まあ……その前に、敵味方になって戦わなくちゃならんわけだが……」

「協和国の監察隊は、戦わなければ遠えん慮りよなく撃うつでしょう。生き延びるためには、本気で攻めて来て下さい。こっちも本気でお相手します……というか、協和国軍の連中には本気に見えるようにという意味ですけどね」

　有あり井いは肩をすくめた。

「後ろから撃つ連中の方が本気というのは、なんともはや、な話だな……まあ、見破られない程度には戦ってみせるつもりだよ。他ほかのコミュニティから来た連中で、口の堅い連中には、それとなく話しておく……義勇軍も一枚板じゃない。いろんな考えのやつがいるから、確約はできないが、俺たちは君たちの側につく。それだけは信じてくれ」

　そのとき、大おお滝たきがやってきて小声で言った。

「あの隅っこの、離はなれたところのかまどの火の中にガスボンベを放り込んできた……誰も使ってないやつで、このために火をおこしたかまどだから、不用意に近づくやつもいないだろう……爆発したら大おお騒さわぎになるだろうけどな」

　有井は小さくうなずくと、慎しん吾ごと矢や上がみに向き直った。

「その爆発騒ぎのどさくさにまぎれて、ここから逃げ出してくれ。後は我々でなんとかする！」

「わかりました……何から何まで、本当にお世話になりました！」

「無事に帰り着いてみせます！」

　有井は矢上を見て微笑ほほえんだ。

「それにしても、女の子が偵察員とはなあ……君にはいろいろ度ど肝ぎもを抜かされたよ。熊谷コミュニティの女の子ってのは、みんな君みたいな子ばかりなのかい？」

　矢上はあわてて首を振った。

「いえ、とんでもありません！　みんな普通の子ばかりです！　……とか言うと私が特別みたいに聞こえますけど……」

「充分特別だと思うけどなあ……」

　慎吾が小声で突っ込んだ、そのとき。

　ドカン！

　という轟ごう音おんと共に、公園の隅にあったかまどから大きな火柱が上がった。

　あたりに火のついた薪まきや、かまどの破片が飛び散る中で、あちこちから悲鳴のような声が聞こえた。

「水だ！　水を持ってこい！　怪け我が人にんが出ているかもしれないぞ！」

　有あり井いは大声で叫んだ後で、大おお滝たきに目配せをした。

　大滝は小さくうなずくと、走りながら叫んだ。

「攻こう撃げきだぞ！　ゲリラの攻撃だ！　爆弾が仕掛けられたんだ！」

　朝食の用意をしていた兵士たちが一気に騒さわぎ始め、警備兵たちが集まってくるのが見えた。

　有井が小声で言った。

「警備兵がこっちに来た！　今なら手て薄うすだ！　水を汲くむバケツを持って走って行け！　誰だれも止めないはずだ！」

「わかりました！」

　用意してあったポリバケツをつかんだ慎しん吾ごと矢や上がみを見て、有井はにやっと笑って言った。

「じゃあ、二週間後に戦場で会おう！」

　慎吾と矢上は無言で力強くうなずくと、青いポリバケツを提さげたまま全速力で走り出した。

「無事に逃げ切れるかな？」

「とにかく怪しまれないようにすることだ！　女の子だと見破られないように、黙だまって走れ！」

　会話するつもりで口を開いた矢上は、あわててその言葉を吞のみ込んだ。

　ショッピングセンターの前にある公園から駐車場の横を百メートルほど走ったとき、二人の前から血相を変えた三人の警備兵が走ってきた。

　警備兵の一人が慎吾たちを見るなり、自動小銃を構えて叫んだ。

「動くな！　撃うつぞ！」

　慎吾は立ち止まると、右手に持ったポリバケツを掲げて答えた。

「怪しいものじゃない！　水を汲みに来たんだ！」

「水だと？」

　怪け訝げんな顔をする警備兵に向かって、慎吾はまくし立てた。

「あんたも爆発音を聞いただろう？　かまどが爆発して、あっちこっちに火のついた薪まきが飛び散って大騒ぎなんだ！」

「ああ爆発音は聞いた。だが、誰も外に出すなという指示が出ている！　さっさと元のところに戻れ！」

「あ、いや、でも、服に火がついて、やけどしている人とかがいるんだ、今すぐ水で冷やさないと……」

　警備兵は慎吾たちに銃を突きつけたまま目を吊つり上げ、歯をむき出しにして首を振った。

「だめだ！　脱走兵を出すと、俺たちは一級市民から格下げされるんだ！　さあ戻れ！　戻らないと撃つ！」

　その余裕の欠片かけらもない警備兵たちの表情を見て。慎吾は心の中で舌打ちをした。

　──くそ、こういう連中が一番始末に負えない。

　こいつらは自分に何が求められているのか、なんてことを考える能力すらない。ただ、命令されたことだけを忠実に行うことで精一杯なんだ。

　毎日忘れずに庭の花に水を撒まけと命令されたら、たとえどしゃ降りの雨の日でも傘をさして、じょうろで庭の花に水を撒くような、そういうタイプの人間だ。

　こういう連中を動かすには、命令を書き換えることのできる上司か、それに代わる人間……つまり、こいつらに代わって責任を肩代わりしてくれる人間が必要だ。

　──でも、そんな人間がいるわけがない。どうする？　どうすればいい！　このままじゃ、またショッピングセンターの建物の中に逆戻りだ！

　慎しん吾ごの視界が絶望で薄うす暗ぐらくなった、そのとき。

　後ろから誰だれかが駆け寄ってくる足音と一いつ緒しよに怒鳴り声が聞こえた。

「おい！　何をやっているんだ！　早く水を汲くんで来いと言ったのに、なんでこんなところでぐずぐずしてやがるんだ！」

　振り向くと、さっき分かれたはずの、岩いわ槻つきコミュニティの代表者である有あり井いと大おお滝たきが走って来るところだった。

　有井は安心しろという風に小さくうなずいてみせると、慎吾の脇わきを抜けて自動小銃を突きつけている警備兵の前に立ち、大声で怒鳴りつけた。

「お前らバカか！　あの騒さわぎと煙が見えないのか！　火事になっているから水を汲みに行かせたんだぞ！　それを邪じや魔まするとはどういうわけだ！」

「俺おれたちは、この建物の敷しき地ちから一人も出すなと命令されている！　脱走兵を出したら俺たちの責任になるからだ！」

「ほう、そうか！　わかった！　お前らの名前を教えろ！　この火事で義勇軍の兵士に怪け我が人にんや死人が出たら、全部お前らの責任だ！　多た目めさんに直接会って、お前らの名前を出して抗議してやる！」

　自分の腕に巻いてある黄色い布にマジックで黒い二本線が引かれている腕章を、警備兵に突きつけて有井は言葉を続けた。

「見ろ！　こいつは中隊長の印だ！　たとえ義勇軍でも中隊長クラスなら多目さんと直接会って話ができるんだぞ！」

　多目の名前を聞いた警備兵たちの顔に怯おびえの色が走ったのを、有井は見逃さなかった。

「お前らがやっているのは、火事の現場に行く消防車に通せんぼして止めているのと同じだってことに気がつかんのか！　バカめ！」

　有井はそう言うと、慎吾に向かって、早く行け！　という風に手を振った。

　だが、走り出そうとした慎吾に警備兵は再び銃を向けた。

　その銃の前に有井は立ち塞ふさがった。

「いいかげんにしろ！　いいか！　こいつらに水を汲んで来いと命令したのは俺だ！　俺が全責任を取る！　それで文句は無いだろうが！」

　有あり井いの言葉は魔ま法ほうの呪じゆ文もんのように警備兵に作用した。

　警備兵たちはほっとしたような表情になって、互いの顔を見合わせた。

「この人が責任持つって言うのなら、別にいいんじゃねーの？」

「ああ、俺おれたちに責任が無いなら、いいんじゃね？」

「何か言われたら、この人の名前を出せばいいんだし……」

　警備兵たちが互いにそう言いながら構えていた小銃を下に向けたのを見て、有井は慎しん吾ごと矢や上がみに向かって顎あごをしゃくった。

「ほら、二人とも！　さっさと水を汲くんで来い！」

「わかりました！」

　慎吾はそう叫ぶと、バケツを振って全速力で走り出した。

　矢上の足音がついてくるのを背中で聞きながら、慎吾はショッピングセンターに忍び込む前に様子を見ていた高層マンションめがけて走り続けた。




　加か茂もの宮みやの駅の近くにある高層マンションの外階段にたどり着いた二人は、そのまま階段を駆け上がった。

　三階の踊り場には、昨夜ゆうべ、ショッピングセンターに忍び込む前に置いていったリュックが置いたままになっていた。

　肩で息をしながら、踊り場の陰に座り込んだ慎吾は、自分がバケツを持ったままだったことに気がついて、それを投げ捨てた。

　ポリバケツは、ぽこん！　という間抜けな音を立てて踊り場の隅に転がった。

「なん……とか……ここ……まで来れたな」

「見つからなくて……良かったね……」

　慎吾の横に座り込んだ矢上は、同じように息を切らせて答えるとバケツを投げた。

　慎吾の投げたポリバケツの脇わきに落ちた矢上のポリバケツは、くるりと回って慎吾のバケツに寄り添うように止まった。

　──今の私たちみたいだな。

　一いつ瞬しゆんそんなことを考えた後で、矢上は自分の心の中に浮かんだ甘い妄もう想そうを振り捨てるように首を振った。

　──そんなこと考えてる場合じゃない！　今は生き延びて、無事に帰ることを考えなくっちゃ！　甘い夢は生きて帰ってから見ればいいの……見させてくれれば、の話だけど。

　慎吾の呼吸が落ち着いてきたところを見計らって矢上は聞いた。

「この後、どうするの？」

「……重要な情報……特に協和国の作戦開始日時に関する情報を仕入れることができたから、ぐずぐずしないで、すぐに戻らなきゃな……。とりあえず、来たのと同じ新交通システムの軌道を歩いて戻ろう。地面を歩くより、はるかに見つかる危険が少ないだろう」

　矢や上がみは立ち上がりながら聞いた。

「昨夜ゆうべ、義勇軍を集めて、多た目めが二週間の訓練があるって言っていたそうだけど、それってつまり協和国の総そう攻こう撃げきが二週間後にあるってことなんでしょ？」

　慎しん吾ごは立ち上がりながら答えた。

「正確に言えば、協和国の総攻撃の準備が整うのが二週間後という意味だな。つまり、俺おれたちに与えられた時間は二週間あるという意味に取った方がいい。

　そして、この二週間という日付は想像でも推理でもない、協和国の上層部の口から出た情報だ。確実な日付がわかっていれば、それに合わせて迎え撃うつ準備計画を立てることができる。これは大きいぞ」

「二週間か……長いようだけど短い時間よね……」

「ああ、そして俺たちが帰るのが遅くなれば、その時間はもっと短くなる……急ごう」

　慎吾はそう言うとリュックサックを背負った。

　一晩露ろ天てんに置きっぱなしだったリュックは、夜よ露つゆで湿っていた。




　慎吾たちは新交通システムの加か茂もの宮みや駅の階段を登ると、新幹線の高架線沿いに走っている、コンクリート製の軌道に下りて、そこから昨日来たのと同じ道をたどって、上あげ尾お市方向に向かった。

　途中、何度か高架下を通過する大型スクーター部隊や警備兵をやりすごし、三百メートルほど歩くごとに立ち止まって、後方からの追跡の有無を警戒する。そして、二人が昨日新交通システムの軌道に登った丸まる山やま駅に戻って来たのは、もう正午近くになった頃ころだった。

　夜露に濡ぬれたままだったリュックはすっかり乾き、逆に日差しの中を歩いてきた汗で、背中に接した部分が蒸れて濡れていた。

　丸山駅のホームの陰に立った慎吾は、矢上に聞いた。

「この先をどうしよう？　例の車のところまで行くのは何とかなるにしても、あの真っ黒な車で白昼走るのは、目立ちすぎると思うんだ。

　このあたりで、日が傾くまで時間を潰つぶす。そして、日が落ちてから車の所に行って、夜の闇やみにまぎれて帰るのが一番確実だけど、それでは時間がかかりすぎる。できれば、今日、日のあるうちに熊くま谷がやまで戻りたいんだけど、この線路はどこまで続いているんだっけ？」

「新交通システムは、この先の内うち宿じゆく駅まで行けるわ。場所的には……そうね、桶おけ川がわ市との境目あたりかしら。そこからなら鴻こうの巣すまでの距きよ離りは十キロ弱ってところかな？」

「十キロか……」

　慎吾は考え込んだ。

　──その十キロは、高架線を降りた後の十キロだ。普通の道を歩いて行かなくちゃならない。敵の目も厳しくなるだろう。でも、今からなら、三時間もあれば鴻こうの巣すにたどり着ける。夕方には熊くま谷がやに着いて、今夜にも会議を開くことができる……そうすれば明日の朝からみんなが動ける……となると、この数時間はやはり貴重だ。

　慎しん吾ごは決断するように小さくうなずいた。

「車を使うのはやめよう。このままこの軌道を歩いて内うち宿じゆく駅まで行って、そこから鴻巣を目指そう！」

「大だい丈じよう夫ぶかな？」

「危険性は高まるけど、時間がもったいない。少しでも鴻巣に近づいて、そして細心の注意を払って動こう」

「わかったわ！」

　矢や上がみはそう言うと、背中に背負っていたクロスボウを下ろしてコッキングすると、リュックの脇わきに提さげていた矢筒の中から矢を引き抜いて装そう塡てんした。

「これが必要になるかもしれないわね……」

「あれば安心だよな……必要なときが来て欲しくはないものだけど……」

　慎吾は複雑な微笑を浮かべてうなずいてみせると、丸まる山やま駅を後にして歩き始めた。

　そして、一つ先の志し久く駅を過ぎ伊い那な中ちゆう央おう駅が見えてきたあたりで慎吾は足を止めて、その場にしゃがみこんで後ろを振り返った。

　それは、この日、何回目かの後方警戒行動だった。

　追跡者の有無を定期的に確認するのは、隠おん密みつ偵察行動の基本である。

　先を急ぐあまり、これをおろそかにすることが行動の失敗に繫つながるということを、慎吾はしっかり叩たたき込まれていた。

　足を止めて双眼鏡で背後をうかがう慎吾を見て、矢上は半分あきれたように言った。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。ずっと敵の追跡なんかなかったんだから……ホントに用心深いんだから……」

「うん、俺おれたちの存在は今のところ協和国には露ろ見けんしていないから、追跡者は無いと思うんだけど……この軌道や新幹線の高架線を、移動ルートとして見るやつが協和国にもいるかもしれない。そう考えれば、この軌道もパトロールの対象だからね……」

　慎吾がそう言って双眼鏡を降ろそうとしたそのとき。

　視野の中で何かが動いた。

　──あれ？

　あわてて顔に戻した双眼鏡の中に人がいた。

　黒い作業服のようなものを着て、同じく黒いバンダナで髪をまとめた男が、さっき通り過ぎて来た志久駅のホームの上から、上あげ尾お市方向を双眼鏡で眺めていた。

　よく見ると、一人ではなかった。他ほかに二、三人の同じような服装の男が双眼鏡の男の後ろに立って、周囲を見回していた。

　慎しん吾ごは双眼鏡を降ろすのと同時に、その場にがばっとしゃがみこんで、隣となりで膝ひざをついたまま上半身を上げていた矢や上がみの腕を引っ張った。

「きゃ！　何するのよ！」

「静かに！　協和国軍がいる！　後ろの駅のホームだ！」

「うそ！」

「ウソじゃない！　見つかる前に逃げるぞ！　ついて来い！」

　慎吾はそう言うと、姿勢を低くしたまま走り出した。

「あ、ちょっと待ってよ！」

　矢上はあわててその後に続いた。

　コンクリートの軌道の上を身をかがめて走りながら慎吾は言った。

「この軌道は丸まる山やま駅から志し久く駅にかけてゆっくりとカーブしている。今まで俺おれたちが見つからずにここまで来れたのは、そのためだ。

　だけど、この先、伊い那な中ちゆう央おうまではほぼ直線だ！　やつらがこのカーブを曲がり終えれば、一発で見つかってしまう！　ここには、どこにも隠れる場所は無い！　伊那中央の駅にたどりつければ、逃げ切ることができる！　急げ！」

　二人は身をかがめた姿勢のまま走り続けた。

　その姿勢で走る速度は全力疾しつ走そうとは程ほど遠く、小走りすることしかできない。ましてや肺が圧迫されているために、呼吸することもできない。

　それでも、二人はやっとのことで走り終え、伊那中央駅のホームの手前にやってきた。

　ホームの隅にある階段を登りはじめたとき、遠くで叫び声が聞こえた。

「見つかった！　急げ！」

　慎吾がホームの下にいる矢上に右手を伸ばしたとき。

　パーン！

　乾いた銃声があたりに響ひびき渡った。

「くそ！　撃うってきた！　逃げるぞ！」

　矢上の腕をつかんでホームに引っ張り上げた慎吾は、その手をつかんだまま走った。

「どうするの？」

「高架線は無理だ！　逃げ場が無い！　下に下りる！」

　慎吾がそう叫んで、階段に飛び込んだとき、三点バーストで撃った、タタタン！　という銃声と共に階段の脇わきに銃弾が当たって弾はじける、チュン！　という金属音が聞こえた。

　階段を駆け下りた慎吾は、改札を出たところで一いつ瞬しゆん考えた。

　──どうする？　どっちに逃げる？　西に逃げれば桶おけ川がわの市街地に近づく。桶川の市街地は最前線で兵士の密度も高い。東に逃げれば市街地から遠ざかる。見通しがいいから見つかる心配があるが、兵士の密度が低い。

　慎しん吾ごは東西を見て、とっさに決断した。

　──東だ！　兵士の密度が低い方が、逃げ切れる確率は高い！

「こっち！」

　慎吾はそう叫ぶと、矢や上がみの手を引いて東側に走った。

　伊い那な中ちゆう央おう駅の東口にある小さなロータリーのその先には、いわゆる屋や敷しき森もりと呼ばれる家の周りを高い樹木で囲った農家と畑、そしてここ最近に建てられた白い外壁の住宅が混在する新興住宅地が広がっていた。

　慎吾たちは畑を突っ切って、二百メートルほど離はなれた農家の敷地に飛び込んだ。

　屋敷森の太い大きなケヤキの木の幹の後ろに回って身を潜ひそめるのと、伊那中央の駅から協和国軍の兵士たちが姿を現すのは同時だった。

　兵士は全部で五人いた。

　その中にいるリーダーらしい男が腰のベルトにつけたアマチュア無線機を外し、左手で頭の横まで持ち上げると、スパイラルコードで繫つながったハンディマイクに向かって話し始めるのが見えた。

　アマチュア無線機の本体を顔の高さまで掲げているのは、ヘリカルアンテナの感度を良くするためなのだろう。

「やばい！　あいつ、応援呼んでいるぞ！」

「任せて！」

「どうするつもりだ？」

「クロスボウで撃うつわ！　この距きよ離りなら当たる！　当ててみせる！」

　矢上はそう言うと、ケヤキの木に身を寄せて、ボウガンを構えた。

　──風は……弱い西風。

　これなら……このあたりを狙ねらえば……。

　矢上は自分のカンを信じて、引き金を引いた。

　ビィン！

　クロスボウの弓の弦が、金属音に近い音を立てて矢を弾はじき飛ばした。

　プラスチックの白い矢羽根をつけたアルミ製の矢は少し弓なりの弾道を描いて飛び、アマチュア無線を持っていた男の……そのアマチュア無線機に命中した。

　バキャッ！　という硬質プラスチックの破は壊かい音おんが響ひびくのと、男がよろけるのは同時だった。

「当たった！」

「無線機にな」

「何よ、いいじゃない！　これで応援は呼べないんだから！　何が不満なのよ！」

「怪け我がをさせれば、周りの連中は、その手当てをしなくちゃならないから、時間稼かせぎになったんだけどな……でもまあ、上々だよ……」

　慎しん吾ごがそこまで言ったとき、協和国の兵士が二人が隠れているケヤキに向かって銃を撃うってきた。

「わきゃ！」

　ケヤキの木の後ろにいた矢や上がみは悲鳴をあげて首をすくめた。

「見つかった？」

「いや、矢の飛んできた方向に向かって、とりあえず撃ち返しただけって感じだが……このままここにいるわけにはいかない、逃げよう！」

　慎吾と矢上がケヤキの大木の後ろから逃げ出したのと、矢の方向に見当をつけた五人の協和国兵士が走り出すのは同時だった。

　屋や敷しき森もりの裏には広い荒地が広がっていた。ぼうぼうと草が伸びたその荒地はかつては畑だったのだろう。草の間に畝うねのようなものがかすかに見える。

「どっちに逃げるの？」

　慎吾は周囲を見回すと、左手にある新興住宅地を指差した。

「あっちだ！　広い方に逃げると不利だ！」

　二人が荒地に向かって走り出したとき、後ろから声がした。

「止まれ！　撃つぞ！」

　矢上は走りながら叫んだ。

「止まったって撃つくせに！」

　その声が届いたのだろう、後ろの方で驚おどろきと喜びの声が上がった。

「おい！　女だぞ！」

「え？　ホントか？」

「獲物だ！」

　慎吾は走りながら文句を言った。

「声を上げるなって言っただろう！　君の声は女の子なんだから！」

「声だけじゃないわよ！」

「とにかく逃げろ！　あいつらは女の子と見れば目の色を変える！」

　慎吾たちは荒地を突っ切って、広い道路に出た。

　──まずい！　どこかで曲がらなくっちゃ！　まっすぐな道は狙ねらい撃ちされる！

　素早く左右を見回すと、左側に交差点があった。どうやらその道は左手の奥に見える新興住宅地に続いているようだった。

「あそこを曲がるぞ！」

　慎吾は広い道路を斜めに突っ切ると、交差点を右に曲がった。

　曲がったところで、慎吾は心の中で舌打ちをした。

　──しまった！

　その道路はまっすぐ続いていた。左側には工場の塀へいが延々と続き、右側の角には民家があるがその先は広い荒地とボロボロになったビニールハウスが並んでいる。

　その道を行くということは、左右のどちらにも逃げ道が無いということだった。

　──それでも……逃げるしかない！

　目の前にまっすぐに延びる道路を走り出したとき、後ろで矢や上がみが叫んだ。

「あなたは逃げて！　私がここで食い止めるわ！」

「無理だ！　どうやって食い止める！」

「私は女よ……私が捕まれば、やつらはきっと私をレイプするのに夢中になって、きっとあなたを追いかけないわ！」

「そんな！」

　一いつ瞬しゆん、呆ぼう然ぜんとする慎しん吾ごに、矢上は笑ってみせた。

「ずっと……思ってたの。いざというときは私が囮おとりになろうって……女の子なら、女の子にしかできない方法で、囮になってやろうって……だから……私、志願したんだ。

　逃げて！　慎吾！　あんたは帰らなくちゃいけないんだ！　私なんかより、あんたの方がずっとずっと大切な人なんだから！　気にしなくていいよ！　だって、それが一番正しい方法なんだ！」

　慎吾の脳内に、いくつもの断片的な思考がぐるぐると回った。

　──こいつを……捨てて……逃げる。

　自分だけ……助かるために……逃げる。

　生きて……帰るのが任務だ……個人的な感情より、任務が大切だ……俺おれには熊くま谷がやコミュニティに対する責任がある……。

　慎吾の理性は、矢上の言うとおりだと告げていた。

　それが正しく合理的であり、もっとも賢明であり、もっとも成功する可能性が高い。そうすべきだと、告げていた。

　慎吾は心の中でしたり顔に説明する理性と、そして目の前で思い詰めた目で自分を見ている矢上を同時に怒鳴りつけていた。

「ふざけるな！　合理的で賢明なことが正しいと誰だれが決めた！

　お前を助けるか、俺おれが助かるか、方法は二つに一つしかないなんて決め付けるな！

　俺は……こんなときにどっちも助かるために、訓練し、本を読み、自分で自分を鍛きたえてきたんだ！　俺はもう喪うしないたくない！　大好きな人を喪いたくないんだ！」

　矢上は目を見開いた。

「……え？」

　慎吾は自分が口走った言葉の中身を考えることもなく、右手の荒地に立つビニールハウスを指差した。

「いいから！　あそこに逃げ込んでやり過ごすんだ！　行くぞ！」

　慎しん吾ごたちはボロボロになっているビニールハウスの中に飛び込んだ。

　かつてはイチゴを栽培していたのだろう。腰ほどの高さの鉄枠の上に、灰色のプランターがびっしりと並べられていた。

　プランターから白く垂れ下がっている雑草をかき分けて、慎吾たちはビニールハウスの奥を目指した。

　いくつも並んでいるビニールハウスを越えて走っていると、目の中にプレハブの納な屋やが飛び込んできた。

　──穴だらけのビニーハウスは隠れるところが無い。でも、あそこなら隠れることができる！

「あそこに隠れよう！」

　慎吾が納屋を指差して叫んだとき、ビニールハウスの向こうから協和国軍の兵士の声が聞こえた。

「まだそんなに遠くに行ってねえはずだ！　手分けして探せ！」

　その言葉を聞いた慎吾は小さくうなずいた。

　──よし、バラバラになれば、各個撃げき破はできる！　一人なら音を立てずに倒せる矢や上がみのクロスボウが効果的だ！

　慎吾は納屋の戸のノブをつかんで、祈った。

　──鍵かぎが掛かっていませんように！

　その祈りが通じたかのように納屋のノブはするりと回って、ドアが開いた。

「急げ！　中に！」

　納屋の中は薄うす暗ぐらく、土とそして農薬のようなツンとする匂においが充満していた。

　慎吾と矢上は、素早く納屋の中に入り込むと、ドアのノブについているボタン錠じようを押して内側から鍵をかけて、積み上げられた水色の肥料の袋の奥に身を潜ひそめた。

「鍵をかけちゃうと、ここにいますって教えるようなものじゃないの？」

　矢上が心配そうにささやいた。

「そう思うかもしれないし、ここには鍵がかかっているから逃げ込めないと思うかもしれない……どっちかというと、そう考えるだろうって踏ふんだのさ」

　矢上は慎吾の顔を見て、小さくうなずいた。

「そうか、そう考えるかもしれないわよね……やっぱりあんたってすごいわ」

「無事に逃げ切ったら誉ほめてくれ……」

　慎吾はそう言うと、そっとプレハブ小屋の窓の下に近づいた。

　窓の外から、足音と話し声が近づいてきた。

「……の塀へいを越えられるわけがない。いるとしたら、このビニールハウスのどこかだ！」

「見つけたら、殺すな！　連れて返ってパーティだ！」

　兵士たちが下品な笑い声で答えた。

　自分の脇わきで身を潜ひそめている矢や上がみが、両手で身体からだを抱くように縮こまるのがわかった。

　やがて足音がプレハブ小屋の前で止まり、ドアノブをがちゃがちゃとまわす音がした。

　横にいる矢上の身体が小さく震ふるえていた。慎しん吾ごがそっと手を伸ばし、その手を握ると、矢上はぎゅっと握り返してきた。

　ドアノブが五回ほど回った後で、ドアの向こうから兵士の声がした。

「鍵かぎがかかってやがる……」

「じゃあ、そこには逃げ込めねえよ！　他ほかを探せ！」

　別の兵士の声を聞いてあきらめたのだろう。足音がドアの前から離はなれて行った。

　足音が聞こえなくなったのを確認して、矢上がほっとしたように言った。

「大だい丈じよう夫ぶだったね……」

「いや、後回しにしただけだ。他を探して見つからなかったら絶対に戻ってくる。そうなれば逃げられない。今のうちにここから出て、他に隠れ場所を探そう！」

「わかったわ！」

　矢上はそう言ってうなずいた後で、少し赤い顔で恥ずかしそうに付け足した。

「……手を握っていてくれて……ありがとう……嬉うれしかった」

「いや、今の俺おれにはそれくらいしかできないからさ……」

「そんなことないよ！　あんたはすごいんだよ！　立たち川かわから逃げたときだって、あんたは機転利きかせて、その辺にあるもの組み合わせて、使えるガソリン作ったじゃないか！　戦うってのは殴なぐりあうことだけを言うんじゃないんだよ？　知ち恵えだって戦えるんだ！　あんたは知恵で戦う人なんだ！　だから、もっと自信を持たなくちゃダメなんだ！」

「うん……ありがとう……なんか、君にそう言われると自信が湧わいてくるな」

　慎吾はそう言って微笑ほほえんだ後で、はっと顔を上げて納な屋やの中を見回した。

　──そう言えば……逃げることばかり考えて、俺はここにどんなものがあるのか見てなかった……もしかしたら、ここに使えるものがあるかもしれない！

　納屋の中には肥料や農機具、そして壁かべ際ぎわの棚には農薬のビンがいくつも並んでいた。

　慎吾はその農薬ビンを次から次に手に取ってラベルを見た。

「農薬なんて、何に使うの？」

「農薬の中には、爆薬に転用できる成分を含んでいるものもあるんだ……とはいえ、そのまま使えるわけじゃないけどね……」

　そう言って手に取ったボトルのラベルを見た慎吾の手が止まった。

「こいつは……使える！　これは土ど壌じよう燻くん蒸じよう剤ざいだ！」

「どじょう君の錠じよう剤ざい？」

「違うよ！　土の消毒剤だよ。ビニールハウスの土って高温多湿になるから、カビの菌とかが繁殖しやすいんだ。だから、こういった薬品で土を消毒するのさ……こいつは常温でガス化して、土の中に浸透させるんだ。実はこれ、警察とかが使っている催さい涙るいガスと同じ成分なんだ！」

「催涙ガス？」

「ああ、そうだ。こいつを浴びたら、もう目も開けられないし、鼻水が出てくしゃみが止まらなくなるんだ！」

　慎しん吾ごは納な屋やを見まわして、片隅に置かれている背負い式の大きなステンレス製の噴ふん霧む器きに目を留めた。

「あれのパッキングがダメになっていなければ……面おも白しろい戦い方ができそうだ！」

　その頃ころ、ビニールハウスの群れをくまなく探した協和国の兵士たちは、慎吾たちを見つけられずにいた。

「くそ！　どこに逃げやがった！」

「絶対、ここのどこかにいるはずだ！　他ほかに逃げられるような場所は無い！」

「あの女め……見つけたら、その場でひん剝むいてやる！」

　一人の兵士が毒づいたそのとき。

　どこからともなく飛んできた矢が、その兵士の右肩に突き刺さった。

「ぎゃああ！」

　兵士が悲鳴を上げるのと、ビニールハウスの間から白い霧きりが流れてくるのは、ほぼ同時だった。

　弱い西風に乗って流れてくるその霧は、タマネギとトウガラシを混ぜたような刺激臭を伴って、兵士たちに襲おそい掛かった。

「うわあ！」

「ぐぇええ！」

「げほげほげほ！」

「に、逃げろ！」

　その場にいた全員が、目と鼻を押さえて、その場から逃げ出した。

　あまりの刺激の強さに目も開けられないのだろう。右肩にクロスボウ撃うち込まれた兵士は、構えていた自動小銃を投げ捨て、あたりを手探りでよろよろと逃げていく。

　やがて、納屋にあったカッパを着こんで、ゴーグルと白い活かつ性せい炭たん入りのマスクをつけた慎吾がビニールハウスの陰から姿を現した。

　兵士たちの姿が完全に消えたことを確認した慎吾は、カッパを脱ぎながら風上に向かって言った。

「もう大だい丈じよう夫ぶだ！　やつらは逃げて行ったよ。おそらく戻っちゃ来ないだろう」

　慎吾は薬液を浴びているカッパを脱ぎ捨ててゴーグルとマスクを外したが、ガス化した薬剤が服にしみこんでいたのだろう。目がチリチリする感覚は消えなかった。
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「やつらを追い払ったのはいいけど……目が痛いわ。これ、いつになったら治るの？」

「とりあえず、風上に逃げて、どっかで目を洗おう。水筒の水で洗えば大だい丈じよう夫ぶだ……それにしても、どうしてあいつをクロスボウで撃うったりしたんだ？　この農薬で追い払えるって言ったのに……」

　矢や上がみは目を何度も瞬まばたきながら、不満そうに口を尖とがらせて言った。

「あいつだけ、イヤラシイこと言ったからよ！　何よ！　裸にひん剝むくって！　あんなやつは殺したっていいのよ！　きっと今までも女の子にひどいことをやって来たに違いないんだから！」

　慎しん吾ごは苦笑しながらうなずいた。

「確かにね……君が怒るのも無理は無いし、やつらをさらにパニック状態に追い込めたからな。……さあ、急ごう！」

　そう言って歩き始めた慎吾の背中を見て、矢上は聞こえないくらいの小声でつぶやいた。

「力ずくで女の子に言うこと聞かせようなんてのは最低だけど……遠えん慮りよして何もしないってのも……困ったものなのよ……」

「え？　何が？」

　いきなり振り返った慎吾を見て、矢上は赤い顔になって首を振った。

「い、いえ、何も、ちょっと独り言を言っただけ！　気にしないで！」

「そうか……どうしたんだ？　顔が赤いぞ？　もしかして薬のアレルギーか？」

「違うわ！　えーと、ほら、薬のガスを吸い込まないように、ずっと息を止めてたからよ！　大だい丈じよう夫ぶ！　さあ急ぎましょう！」

「あ、ああ、君がそう言うなら大丈夫なんだろうけど……」

　慎しん吾ごはそう言うと、再び前を向いて歩き始めた。

　その背中を見て、矢や上がみは思った。

　──この人、さっき私が囮おとりになるって言ったとき、本気で怒ってくれた。そして……この人は言ってくれた。大好きな人を喪うしないたくないって……。

　きっと、それも本気なんだ。

　この人に私の思いは届いてたんだ。私……片かた想おもいなんかじゃなかったんだ。

　矢上はぽろぽろと涙を流しながら、慎吾の後を歩き続けた。

　その涙は薬品のガスのせいだけではなかった。













　　　第七章「実績と説得力」







　その日の夕方。熊くま谷がやコミュニティの本部会議室に、再びリーダーたちが集められた。

　無事に偵察から帰って来た慎吾がもたらした情報によって、新しい防衛計画を立てることになったのだ。

　会議が始まるのと同時に、栗くり野のは大おお宮みやで収集した情報をリーダーたちに報告するように、慎吾に求めた。

「この会議の主役は君だ。君がやってのけたことは、俺おれからじゃなくて君が自分で報告したまえ。俺の言葉なんかより、君が直接語った方がはるかに説得力がある」

　栗野はそう言うと、さっさと引っ込んで部屋の隅に置かれた椅い子すに座ってしまった。

　慎吾は仕方ないなという風に微笑ほほえむと、正面のホワイトボードの前に進み出た。

「では、俺たちの偵察結果について、時系列順に報告します。

　俺たちは、まず夜の闇やみにまぎれて上あげ尾お市に偵察に向かいました。しかし、上尾市内に入ったところで、敵の警戒網もうにひっかかりました。

　しかし例のプリウスの外見を焦こげたように偽ぎ装そうしておいたおかげで、なんとか敵の目をごまかすことができました。しかし、それ以上車を使うことは危険だと思われましたので、上あげ尾お市内に車を置いて上じよう越えつ新幹線の線路に向かい、ニューシャトルの丸まる山やま駅から新幹線沿いに走るニューシャトルの軌道内を歩いて、大おお宮みや方向に向かい……」

　慎しん吾ごは机の上の地図にある上越新幹線の線路を指でたどり、国道十六号と交差するところにある吉よし野の原はら駅で指を止めた。

「……この吉野原駅まで行ったところで、夜が明けました」

　会議に出席していたコミュニティのリーダーたちは驚おどろきの声を上げた。

「そんなところまで潜せん入にゆうしたのか！」

「よく無事に帰って来れたな！」

　その場にいたリーダーたちが口々に驚きの声を上げる中で、栗くり野のはしてやったりという笑いを浮かべた。

「……そこまでやれたのは、君が慎重で確実に生還することを第一に考えていたからだな。カッコイイ戦せん闘とうをすることにしか価値を見み出いださないような無む謀ぼうと慢まん心しんの精せい霊れいが取り付いたやつは長生きできないし、偵察なんざもってのほか、ということだろうな」

　慎吾は後頭部を搔かきながら小さく頭を下げた。

「素直に誉ほめてくれているんだと受け取っておきます……ホントは単に臆おく病びようなだけなんですけどね……。さて、その吉野原の駅まで来たときに、ちょっと気になるものを見かけました……デジカメで写真を撮ってありますので、皆さんに映像を見ていただきたいと思います」

　慎吾は、そう言うと、机の上に置いたリュックの中からデジカメを取り出して、スイッチを入れた。そして、液晶モニターを開くと、目の前にいるリーダーの一人に渡した。

「デジカメをみんなに回しますので、映像を見て下さい。これは吉野原駅から国道十六号を春かす日か部べ方向から東進してくるトラックを写した写真です。トラックの荷台には兵士と思われる男たちが乗っていましたが、彼らは協和国軍の目印である黒いバンダナを巻いておりません」

　慎吾が差し出したデジカメのモニターを見ていた男はうなずくと、そのデジカメを隣となりの男に回した。

「……谷や塚つか、ちょっと見てくれ。やつらと直接対たい峙じしたことがある君ならわかるだろう。この写真に映っている集団は協和国の連中か？」

　谷塚と呼ばれた男は真剣な目で、栗野に渡されたデジタルカメラの液晶画面を見ていたが、やがて小さく首を振った。

「いや、どうも違うように思えます。協和国軍の連中はどこにいるときも必ず黒いバンダナを離はなしません。あれがあいつらの仲間の証あかしであり、兵士の誇りです。それに……この写真に写っている連中にはどうにも覇は気きが感じられません」

　谷塚の隣にいた人のよさそうな青年が、その言葉を聞いて驚いたように言った。

「え？　いや、しかし、谷や塚つかさん。国道十六号の吉よし野の原はら駅のあたりは、今は完全に協和国軍の勢力圏ですよ？　協和国以外の連中がこれほどの人数で自由に動けるのはおかしくありませんか？」

　谷塚の代わりに答えたのは慎しん吾ごだった。

「そのとおりです。この兵士たちは協和国の敵ではなく協和国に協力する勢力……というよりも協和国に占領され支配を受けることになった、春かす日か部べや岩いわ槻つきのコミュニティの人たちだったのです。協和国は大おお宮みやの近きん隣りんの都市にあるコミュニティを攻こう撃げきし、占領しました。今までの協和国なら、食料や燃料などは根こそぎ掠りやく奪だつして施設を焼き払っていたでしょう。そして、労働者として使えそうな男女を連れて帰り、それ以外の子供や身体からだが弱い者などはその場で皆殺していたはずです。しかし、ここに来て、協和国は方針を変えたのです」

「方針を変えた？　どんな風に？」

「協和国は今までのように各地のコミュニティを攻め滅ぼすのではなく、食料や燃料という生活必需品と労働者や兵士を差し出すことと引き換えに、コミュニティの存続を認めるようにしたのです。領地として直接自分たちが統治するのではなく、自分たちの支配下に置いたコミュニティに農業をやらせたり、街の中で燃えずに残っていた燃料を探し出させ、農業の収穫物や、集めた燃料を手に入れる。そういう方針に切り替えたのです。

　今、皆さんがごらんになった黄色い布を頭に巻いている兵士は、すべて協和国の傘さん下かに入った、協和国に協力するコミュニティから集められた兵士なのです」

「協和国に協力するって……西東京協和国の連中がどんな連中なのか、春日部や岩槻のコミュニティの連中が知らないとは思えません！」

　その言葉に答えたのは栗くり野のだった。

「当然、知っているだろう。だが、考えてみたまえ。知っているからといって、春日部や岩槻に住んでいた連中に何ができる？　今まで大宮に住んでいた隣人……つまり我々になら、一いつ緒しよに生きていこうと言われても『嫌いやだ』と言えた。我々は断られたからといって相手を攻撃したりしないからな。だが、今度の隣人は違うんだ。

　協力しろと言われて『嫌だ』と言える相手じゃない。兵士と燃料を差し出せば、コミュニティの女の子や子供の命は助けてやる。逆らえば皆殺しだ。と言われれば、春日部や岩槻のコミュニティのリーダーに選択の余地はない。

　避ひ難なん所じよに集まった人間たちの間で自然発生的に生まれ、細々と生きてきた小さな町のコミュニティが、いくら武装したって勝てるわけがない。殺されるよりはマシだという理由で協和国に協力するのも無理はない」

　栗野は立ち上がると、ホワイトボードに貼はられた埼さい玉たま県の地図を指差した。

「つまり、協和国の連中は埼玉県の南部一帯をすべて勢力下に収めたということだ。

　あいつらは、ただのギャングじゃない。いきあたりばったりに襲しゆう撃げきして奪うことしか考えていない連中や、カルト宗教の姿を借りた破滅型の『選ばれし者』たちのような連中とは違う、合理的で理性的な指導者によって運営される組織化された集団なんだ。

　その指導者は野放図に勢力を拡大しても、維持できなければ意味が無いということに気づいたんだ。

　つまり、今までのようにコミュニティを潰つぶし、人間を労働力として連れてくるのではなく、コミュニティは維持させて、その収穫物だけを上納させる。いわば江戸時代の農民と同じように年ねん貢ぐを納めさせるシステムに変えたんだ。

　以前、俺おれはここで、今の日本は戦国時代だと言ったことがあるが、おそらく俺と同じことを考えたやつが協和国にもいたんだろう……」

　栗くり野のはそこで言葉を切ると、埼さい玉たま県南部を再び指差して言葉を続けた。

「問題は、そうやって領土を広げ、傘さん下かのコミュニティを増やした協和国が、何を企たくらんでいるのかということだ。それについて、引き続き園その山やまくんの話を聞いて欲しい」

　その言葉を聞いた慎しん吾ごは指を地図に当てて、再び説明を始めた。

「それを確かめるために我々は吉よし野の原はら駅の次の加か茂もの宮みや駅まで行き、そこの近くにある高層マンションから兵士を乗せたトラックの行き先を追いました。すると、トラックが植うえ竹たけ町の近くにある、大きなショッピングセンターの建物に停とまっているのを発見しました。

　その中には、協和国の主力戦力である運転席を溶接した鉄板で囲った装甲トラックも数多く停まっておりました。

　徴ちよう兵へいされ集められた兵士は、このショッピングセンターを宿舎代わりにしているものと思われましたので、我々はショッピングセンターに潜せん入にゆうすることにしたのです……」

　会議室に再び驚おどろきの声が満ちた。

「なんだって？　君はそんなことまでやってのけたのか！」

「信じられん……！」

　慎吾は会議に出席しているリーダーたちの間を回っているデジカメを指差して言った。

「そのデジカメに写っているとおり、徴兵された連中は義勇軍と呼ばれ、協和国の兵士と区別するために頭に黄色い布を巻いていました。ですから、俺おれと矢や上がみくんも同じ色の布を巻いて、夕食時を見計らって義勇軍の連中が宿舎に使っているショッピングセンターの建物に近づいたんです。協和国軍の見張りの兵士もいました。ですが、建物の周りでは動員された義勇軍の人たちが千人以上集まって、集団でかまどで薪まきを燃やして夕食の用意をするために歩き回っていたので、見み咎とがめられることなく近づけたんです。

　そこで、俺と矢上くんは岩いわ槻つきコミュニティの防衛責任者だった有あり井いと大おお滝たきという人に会い、義勇軍の内情とか詳しいことを聞いてきました……」

　慎吾はそこで言葉を切ると、会議の出席者を見回してしっかりとした口調で言った。

「単刀直入に言います。協和国軍の攻こう撃げきは二週間後です。彼らはこの二週間ですべての用意を整え、攻こう撃げきを開始します！

　私は義勇軍を監督している協和国軍の隊長が義勇軍の兵士に向かって、演説している場所に居合わせました。その隊長は、義勇軍の動員兵たちを二週間で戦える兵士に鍛きたえ上げ、指揮命令系統を叩たたき込むと宣言しました。これはつまり、協和国軍はこの二週間で攻撃準備を整えようと計画しているという意味だと思うのです！」

　慎しん吾ごの言葉を聞いて、会議室は一気にざわついた。

「二週間だって？」

「長いようで……短いな」

「でも、二週間あれば何とかなるかもしれないぞ！」

「問題は、敵の数だ！　協和国が近きん隣りんのコミュニティから兵士を徴ちよう兵へいしているってことは、兵力が増えているってことじゃないのか？　銃で武装していなくても、手製の槍やりとか金属バットとか持たれたら、充分手ごわい敵になるぞ！」

「そうか！　協和国の兵士は武士で、動員兵は足あし軽がるってわけか！」

　慎吾は地図を指差して、ゆっくりと言った。

「その演説の中に、義勇軍は本隊の攻撃を容易にするために先発して十七号を北上し、鴻こうの巣すを攻め落とし、一気に熊くま谷がやを攻める……という言葉がありました。

　本隊の攻撃を容易にするということはつまり、義勇軍の兵士は囮おとりとして使われるという意味だと思うのです。国道十七号を北上して攻め上るのが囮だとすれば、本隊はどこから攻めるのか……それについて、動員兵の間には、協和国の本隊は川かわ越ごえ経由で東ひがし松まつ山やま側から一気に攻め上り、熊谷市街地に突入する計画だというウワサが流れていました。

　実際に、動員兵の中には川越周辺から徴兵されて来た兵士もおり、その兵士から協和国の本隊が集結する場所を確保して、設備を作る仕事に狩り出されたという証言を聞きました。つまり、協和国軍の攻撃計画はこうです！」

　慎吾はホワイトボード用のマーカーを取り上げて、大おお宮みやから国道十七号沿いに矢印を熊谷まで引いた。

「まず動員兵を主体とした二千五百人が大宮を出発し鴻巣を攻略し、熊谷コミュニティが鴻巣に応援を派遣、もしくは国道十七号沿いに防衛陣を強化したところを見計らって……」

　次に、慎吾は川越市からまっすぐ北に矢印を引いた。

「協和国軍の主力である正規部隊千五百人が川越から東松山を越えて、南側から直接熊谷の市街地に攻め込む、という作戦です」

　慎吾の言葉を聞いたリーダーたちは悲鳴にも似た声を上げた。

「二方向から攻めるつもりか！」

「兵力が倍以上だ！」

「持ちこたえられるのかよ！」

　そのとき、聞き覚えのある声が飛んだ。

「信じられるのか？」

　会議室にいたリーダーたちは、怪け訝げんな顔で声の主を振り返った。

　後ろの方に青あお島しまが立っていた。

「そいつの言っていることが信じられるのか？　って俺おれは聞いているんだ！　黙だまって聞いていればおかしなことばかりじゃないか！　協和国の兵士に見つからずに大おお宮みやまで行きました、運良く動員兵がいました。晩飯を作っていたので紛まぎれ込みました。そうしたら協和国の司令官が、攻こう撃げきの期日と作戦を話していました……ずいぶんと都合がいい展開だなあ。え？　そんな美う味まい話があるわけないとは思わないのか？」

　自分がみんなの注目を集めていることを喜ぶように目を輝かがやかせて、青島は言葉を続けた。

「俺はこいつが言っているのは、罠わなだと思うね！　協和国の陰いん謀ぼうだよ！　わざとニセの情報を流して、俺たちを引っ掛けようとしているんだ！」

　栗くり野のが立ち上がると、ゆっくりと聞いた。

「ふむ。君の言っていることは要するに、協和国軍が我々に信じ込ませるために、わざと園その山やまくんに聞かせたウソの情報だ、ということだね？」

　青島は自分の意見に総責任者の栗野が興味を示したのを見て、勝ち誇ったようにうなずいた。

「そうです！　そのとおりです！」

　栗野は口調を変えずにさらっと聞いた。

「根拠は？」

「え？」

　青島は目を見開いた。

「根拠って……どういう意味ですか？」

「だから、根拠だよ。園山くんは矢や上がみくんという証人を伴って実際に大宮に潜せん入にゆうし、動員兵の写真を撮ってきた。そして、話を聞いて帰る途中に、敵のパトロールに見つかって追いかけられながら帰還してきたんだ。それだけのことをやって、その上で戦力と攻撃の期日についての情報を我々に示している。彼の情報には写真という物的証拠さえある。

　しかし、君はそれがすべてウソだと主張している。主張するからには根拠があるはずだと言っているだけだよ」

「そ……それは、こいつが信じられないからです！　それが根拠です！」

「それは君の印象に過ぎない。個人の印象が全体の意志決定の根拠になると思うのかね？」

「だって、こいつの言ってることが全部噓うそなら、俺たちはとんでもない間違いをしでかすことになります！　あなたはその責任を取れるんですか？」

　栗野はやれやれという顔になった。

「では、彼の言うことがすべて事実で、それを信じなかった我々がとんでもないことになったら、君が責任を負ってくれるのかね？　ましてや君の言い方だと、協和国側が園その山やまくんを大おお宮みやに偵察に行かせるということを事前に知っていて、全部仕込んでいたということになる。だとすると、誰だれかが協和国に対し、我々の偵察員が忍び込むという情報を流したということになる。君は我々の中に内通者がいると主張しているのに等しい。

　我々の結束を失わせ、相互不信の種を植え付けるからには、それこそ相当の根拠があってのことだと思うが、そう思うに至った根拠を教えてくれないか？」

　青あお島しまは逃げ場を探すようにあたりを見回した。だが、会議室には冷たい敵意に満ちた視線だけがあった。

　栗くり野のは静かな目で青島を見据えた。

「根拠は無いんだな？　君は、自分の印象、つまり個人的な好き嫌きらいだけで、園山くんの情報を否定してるに過ぎないんだな？　違うのか？」

　青島は逆切れしたようにわめいた。

「ああそうだよ！　そいつが気にくわねえんだよ！　よそ者のくせしてでかい面つらして、みんなそいつの言うことを聞きやがる！　生き残った大人たちから訓練受けただけの、ダサイ山猿のくせしやがって！　そいつ、何もしてねえじゃねえか！　大宮行って、情報取って帰ってきた、ただそれだけのことじゃねえか！　なんでたかがそれだけのことで、そんな英雄扱いされるんだよ！　わけわかんねえ！」

　栗野はじっと青島を見ていたが、やがてあきらめたように肩をすくめた。

「君には誰もが馬ば鹿かに見えるらしいな。どんな難しいことをやっている人も、大変なことをやっている人も、みんな、君には『たかが』で済んでしまうような人に見えるんだろう……結ゆう城きのような医者を見ても、君は医者なんかあんなもの、たかが病気を治すだけの仕事じゃねえか、くだらねえとしか思わないんだろう……」

　そして、栗野は青島を大声で怒鳴りつけた。

「大馬鹿とクソガキにつける薬は無い！　やらせる仕事も無い！　総責任者の権限で君を解任する！　熊くま谷がやコミュニティの第二十六班の班長の職務は、以後、副班長に一任する！　君に用はない！　出て行け！」

　青島は憎にくしみのこもった目で栗野をにらみつけると、黙だまったまま会議室を出て行った。

　栗野は大きく深呼吸すると、つぶやくように言った。

「第二次世界大戦のノルマンディ上陸作戦のドキュメンタリーを書いた、ジョン・トーランドという人の言葉に、陰いん謀ぼう論ろんの多くは自分を大きく見せたがる矮わい小しような人物によって唱えられる……ってのがあるけど……ホントにそのとおりだな……」

　そして、栗野は気を取り直すように小さく咳せき払ばらいしてから、リーダーたちに向き直った。

「諸君らの中に、あの青島の言うことはもっともだ、園山くんの情報よりあいつの印象の方が信用できるという人がいるのなら、遠えん慮りよなく退席して構わない。

　同じものを共に信じることができなければ、この危機を切り抜けることはできない！」

　栗くり野のはしばらく黙だまったまま会議室の中をじっと見つめたが、誰だれも立ち上がろうとはしなかった。

　大きく深呼吸した栗野は真剣な目で言葉を続けた。

「よし、では、園その山やまくんが取ってきた情報から浮かび上がる問題点について説明する。

　まず第一に兵力の差だ。我々には二方向からの攻こう撃げきに耐えるだけの兵力が無い。前まえ橋ばしから増援できるのは、せいぜい千人。現在の人数と合計しても約三千人……我々も協和国も装備は整っている。戦せん闘とう力りよくと火力は互角だろう。問題は弾丸の数なんだ。

　協和国も我々も、銃と弾薬は自衛隊の残したものを使っている。つまり、この五年間、どこからも補給は無いということだ。我々は吉よし井いの弾薬支処で、弾薬を補給しているとはいえ、本格的な銃撃戦を展開したら、ものの数時間で弾薬は底を突くだろう。となれば、その後の戦いは、弓矢と刃物を使った白兵戦になる。そうなったら、戦いの流れは数で決まる。その戦場に投入できる人数が多い方が最終的に戦いの主導権を握ることになるんだ」

　栗野の言葉を聞いた谷や塚つかがつぶやくように言った。

「協和国が近きん隣りんのコミュニティから兵隊をかき集めた理由は、俺おれたちに弾丸を使わせるためだったのか……」

「そのとおりだ。かき集められた兵士は竹たけ槍やりぐらいしか持っていないかもしれない。しかし、攻めて来られれば、我々は当然迎え撃うつ。弾丸を温存するとしても、防壁を突破されないためには撃たざるを得ない。かき集められた兵士たちの後ろには、おそらく協和国の監視係がついていて逃げないように監視しているだろうし、もしかしたらコミュニティの女子供が人質になっているのかもしれない。彼らは戦いたくなくとも戦うように仕向けられている。

　今まで俺たちが相手をしてきた連中は、計画性も作戦も指揮命令系統も何もなく、行き当たりばったりに襲おそって来るような、チンピラ崩れが集まった盗とう賊ぞくどもや、銃の手入れもろくにできないカルトめいた連中だけだった。

　でも、協和国は違う。俺たちは、俺たちと同じくらいに訓練され、装備を整えた敵と戦わなくちゃならないんだ……」

　栗野の言葉が終わると、会議室に沈ちん黙もくが満ちた。

　誰もが黙ったまま、栗野の言葉の意味を嚙かみ締しめていた。

　熊くま谷がやコミュニティは、今、最大の危機にさらされているのだ。

　自分の言葉が、リーダーたちにじっくり浸透したことを確認した後で、栗野はにやっと笑ってみせた。

「危機感は抱いていただけただろうか？　我々に求められているのは、今までのようなどことなく牧歌的な戦闘準備では済まない。本当の戦争への備えなんだということを実感していただくために、俺はわざと悲観的に語ってみせたわけだ。

　我々にだって備えはあるし、希望もある！　特に鴻こうの巣す方面に攻め寄せる義勇軍については面おも白しろいことになるかもしれない……詳しいことは園その山やまくんが説明する！」

　栗くり野のと入れ違いに立った慎しん吾ごは、会議室のリーダーたちを見回した。

　一昨日の会議のときに浴びせられた敵意はすっかり影を潜ひそめ、逆に敬意のこもった視線が慎吾に注がれていた。

「戦う方法はあります……たとえ我々の二倍以上の兵力でも、撃げき退たいできる方法はあります。

　なぜなら、我々は彼らを殺さなくてもいいんです。負傷させて戦意をくじくことができれば、それだけで協和国軍は崩ほう壊かいするでしょう」

　慎吾の言葉を聞いたリーダーの中から声が飛んだ。

「なぜ、そう言い切れるんだ？　協和国軍は訓練された精鋭部隊のはずだぞ？」

「確かにそのとおりです。しかし、いくら訓練されていても、戦う目的が無ければ、そして目的が薄はく弱じやくなら、戦いは続けられません。

　あいつらは、何かを守るために戦おうとは思っていません。生き残るために戦おうとしているわけでもありません。踏ふみとどまるべきものが無いんです。

　俺おれは立たち川かわであいつらと話をしていて思ったんです。こいつらは地に足を付けて生きていない……こいつらには今しかない。今、この瞬しゆん間かんのことしか考えていないって。

　あいつらは自分たちの未来とか将来とか考えていないんです。あいつらにとって、戦争は娯楽です。ゲームの延長なんです。

　あいつらは今まで、その場のノリで祭りに参加するような気分で戦ってきました。そして、自分たちが強いと思い込んでいます。でも、それは、五年前、大人たちが死んだときに、立川の自衛隊と横よこ田たの米軍基地の武器を手に入れたからです。

　あいつらは銃を持っているだけで、自分たちは強いと信じています。あいつらは、まだ、組織的な抵抗を受けたことがありません」

　慎吾に疑問をぶつけたリーダーははっとしたように目を見開いた。

「そうか……大おお宮みやでも、俺たちは時間稼かせぎの遅ち滞たい行動しかやってない。協和国軍は自分たちと同程度の装備を持った敵と、本格的な戦せん闘とうを経験したことがないんだ！」

　慎吾は力強くうなずいた。

「そうです。その証拠が、あの協和国軍が使っている装甲トラックです。やつらは、あのトラックを無敵だと信じ込んでいます。戦車か何かのようにどんな弾でも跳ね返すと信じこんでいます……でも、実際は違うんです！」

　慎吾は言葉を切ると、斜め前にいた矢や上がみに視線を送った。

　矢上は自分の机の上に置かれていた、小さな四十センチ四方の包みを解いて、中から一枚の板を取り出して、それを胸の前に抱えて慎吾の脇わきに立った。

　その鉄板には、直径一センチほどの穴がいくつも開いていた。

　慎しん吾ごはその鉄板を指差して話し始めた。

「これは協和国軍が装甲トラックに張っている鉄板と同じものです。これは工事現場などで、軟弱な地面を荒らさないように敷しく、いわゆる敷き鉄板と呼ばれるものです。厚さ九ミリの軟なん鋼こうでできています。

　この穴はライフル銃の弾丸が貫通した跡です。先ほど……日没前に栗くり野のさんに頼たのんで、荒あら川かわの河か川せん敷しきで撃うってもらいました。使用した弾丸は七・九二ミリのフルメタルジャケットのライフル弾で三○八ウィンチェスターと呼ばれるものです」

　慎吾が矢や上がみに向かって小さくうなずくと、矢上はその鉄板を目の前にいるリーダーの一人に手渡した。

「さきほどのデジカメと同じように、この鉄板を皆さんに回しますので、貫通痕こんをよく見てください」

　矢上から鉄板を受け取ったリーダーの一人はその重さに少し驚おどろいたように目を見開いた後で、隣となりの男と一いつ緒しよにそれをしげしげと見つめた。

　弾丸を撃ち込まれた側の穴の周囲は鉄が溶けたようにクレーター状にもりあがり、弾丸が出た側の穴の周りには、ヒマワリの花のようにぎざぎざになった鉄が放射状にめくれあがって出ていた。

　鉄板を見ていたリーダーが不思議そうに聞いた。

「こんなに簡単に穴が開いてしまうなんて……これじゃあ、いくらトラックの運転席を囲っても意味がないじゃないですか。なんで、協和国の連中はあんなことをやっているんでしょう？」

　慎吾は微笑ほほえんだ。

「だから言ったじゃないですか。あいつらは、まだ、組織的な抵抗を受けたことが無いって。ピストルやクロスボウや猟りよう銃じゆうとかで武装した連中とは戦ったことはあっても、私たちのようにライフル銃や機関銃を装備した相手と戦ったことがないんです。

　あの分厚い鉄板で覆おおわれた装甲トラックが、実はこんなにたやすく穴が開いてしまうシロモノだなんて、あいつらはおそらく知りません。実際にライフルで撃たれた、この穴の開いた鉄板を見なければ到底思いつかないでしょう。装甲トラックの、あの、ごつい外見や、鉄板の厚さを知っている人間は、それだけで圧倒されてしまって、あれを戦車のように考えてるのです」

　慎吾はそこで言葉を切ると、両手を広げてみせた。

「協和国軍が強いというのは、実はイメージだけでしかないんです。でも、誰だれもそれに気がついていないだけなんです！

　あいつらは、何をするかわからない。あいつらは殺さつ戮りく者しやの集団だ。という暴力的なイメージが先行しているために、みんな協和国は強い、戦ってもかなわないと思い込んでいるんです。でも、あいつらの装甲トラックは、ライフル銃で無力化できるんです！　あいつらは無敵でもなんでもないんです……そして、協和国軍を無力化できそうなものがもう一つあります！」

　慎しん吾ごはそこで言葉を切ると、再び矢や上がみに小さくうなずいてみせた。

　矢上は眉まゆをひそめて真剣な目つきで、冷蔵庫などで保存するための気密性パックで三重にパッキングされた小さなビンを取り出して、会議室に居並ぶリーダーたちに掲げてみせた。

　慎吾はそのパックの中の小ビンを指差して言った。

「これは塩化ピクリンという農薬の一種で、ビニールハウスなどの土ど壌じようを殺菌するために使われていた土壌燻くん蒸じよう剤ざいと呼ばれる薬品です。空気より重いガスとなって地面を這はうように広がります。

　なんとも言い様のない刺激臭があり、ガスの濃度がかなり薄うすくても、目に入れば涙が止まりませんし、濃いガスを吸えば死に至る場合もあります。しかし、この薬品は農薬としてごく普通に流通していましたので、手に入れることができますし、取り扱い方法についても調べれば簡単にわかります。

　実を言うと、俺おれたちは今日の昼過ぎに伊い奈な町で協和国軍に追われ、逃げ込んだ農家の納な屋やでこれを発見しました。それを風上から撒まき、協和国軍の兵士を撃げき退たいして逃げ切ったのです。

　この薬品を探し出し、風上から噴ふん霧むすれば、協和国軍はパニックとなって総崩れになるでしょう。ごく薄いガスでも、涙が出て止まりません。敵の戦意を失わせるには持って来いだと思います！

　この熊くま谷がやコミュニティと前まえ橋ばしコミュニティの母体になっている旧東ひがし飛白かすりキャンプの人たちは、選ばれし者たちのようなカルト集団と死に物狂いで戦った経験があります。このコミュニティの人たちには戦う理由があります。最後に踏ふみとどまるべきものがあります……人間は、自分の命を守るときよりも、大切な誰だれかを守るときに一番強くなれると思うんです」

　そこで言葉を切って、改めて会議室に居並ぶリーダーたちの顔を見回した慎吾は、リーダーたちの目に悲壮感だけではなく一筋の希望が輝かがやいているように見えた。




　次の日。慎吾は荒あら川かわの河か川せん敷しきに立っていた。

　ほぼ真上に輝く太陽が、荒川の河原を照らしていた。

　五月の終わりの南風が梅つ雨ゆの兆きざしを思わせるような重さを伴って、河原の草を揺らして吹きすぎて行く。

　河原では翔しよう子こに引率された子供たちが、メンマと走り回って遊んでいた。

　興こう奮ふんしたメンマの吠ほえるワンワンという声と、きゃあきゃあと言う子供たちの歓声に混じって、翔子の声が聞こえてくる。

「川に近づいちゃダメよ！　遊ぶなら浅いところでね！」

　走り回る子供たちを見ていた慎吾は、視線を目の前を流れる荒川の流れに、そして荒川にかかる荒川大橋に移した。

　──俺が立てた予測が的中すれば、この川が最終防衛ラインになる。

　そして、橋をどう封ふう鎖さするか、それが鍵かぎだ。

　そのとき、後ろから足音が近づいてきた。

　振り返るより早く、栗くり野のの声がした。

「あの橋が気になるのかい？」

　慎しん吾ごは振り向かずに、橋を見たままうなずいた。

「ええ、昔、テレビで見た戦争映画のワンシーンを思い出していました。撤てつ退たいする軍隊が敵の侵攻を足止めするために、橋を爆破するというエピソードです」

「俺おれたちがちゃんとした軍人で専門的な教育を受けていれば、あの橋を爆破して塞ふさぐことができただろう。でも俺たちにはそんな知識も装備も無い。

　本を読めば、火薬を作ることはできる。でも、その火薬をどう使えばいいのか、そのノウハウも経験も俺たちには無い。俺たちに作れるのは、爆竹やせいぜい先込め式の火ひ縄なわ銃じゆうのようなもの程度だ」

　慎吾は振り返った。

「先込め式の火縄銃？　そんなものを作っているんですか？」

　栗野は自じ嘲ちようするような笑いを浮かべて肩をすくめた。

「いや、もっと原始的な火器かもしれないな。フィリピンの反乱で使われたシガレットライフルみたいなものさ」

「シガレットライフル？」

　怪け訝げんな顔をする慎吾を見て、栗野は苦笑しながら両手を小さく上げた。

「いや、すまんすまん。銃器マニアでもない人には、説明が必要だったな。シガレットライフルってのは、二十世紀の初めにフィリピンで、アメリカの占領に抵抗する独立運動があったときに、現地の人たちが作った手製銃のことなんだ。水道管に使うようなパイプに補強のために針金をぐるぐる巻きつけて、銃口から黒色火薬と弾丸を入れて、銃身の後ろに開けた穴にくわえていたシガレット、つまりタバコを押し付けて火をつけて、弾丸を発射する。そういうシロモノさ。火縄銃の火縄の代わりに火のついたシガレットを使うから、シガレットライフルという名前がついたんだ」

　慎吾はもう一度驚おどろいた。

「フィリピンって、アメリカと戦争したんですか？」

「ああ、そうだよ。フィリピンは三百年にわたってスペインの植民地支配を受けていた。そしてアメリカとスペインが戦争したときに、アメリカはフィリピンの独立を支援するという形でスペインをフィリピンから追い出したんだ。しかし、アメリカはそのままフィリピンに居座った。フィリピン独立を掲げて戦ったアギナルドという指導者はフィリピン共和国を樹立したけど、アメリカはそれを認めずに、あくまでもそれを内乱として弾圧したんだ。

　フィリピン共和国軍はアメリカに対して独立戦争を起こした。でも、その当時、フィリピンを援助してくれる国はどこにもなかった。武器が手に入らなかったフィリピンの人々が自分たちの力で作った銃。それがシガレットライフルなんだ……」

　栗くり野のはそこで小さくため息をついてから言葉を継いだ。

「……どこか、俺おれたちに似ているよな」

　慎しん吾ごはじっと考え込んだ。

　──フィリピンの人は水道管に針金を巻いたものを銃にして戦った。それに比べて、俺たちはどうだろう？　今の俺たちには、水道管より強きよう靭じんで使えるパイプや、弾丸として使えるものがいくらでもある。黒色火薬だって作ろうと思えばいくらでも作れる。

　栗野さんの言うとおり、火ひ縄なわ銃じゆうレベルの武器なら作れるんだ！

　慎吾は顔を上げた。

「それ……使えませんか？　その、シガレットライフルというやつ……」

　栗野は目を丸くした。

「シガレットライフルを作るのか？　そりゃあ確かに、鉄パイプも旋せん盤ばんもあるし、黒色火薬も作れるから、作って作れないことは無いが。今、俺たちが使っている自衛隊の八九式小銃に比べたらオモチャみたいなものだぞ？」

「たしかに、今のハイテクの小銃に比べれば構造は簡単ですし、オモチャみたいなものかもしれません。でも、三百年前の戦国時代はれっきとした正面装備だったんです！　今は、戦国時代と同じなんですよ！

　自衛隊の装備は専門家にしか使えません。戦車も大砲もノウハウが無ければ使えないんです。ハイテク化された照準装置や発射装置なんか、素人しろうとに使いこなせるわけがない。だから、俺たちも協和国軍も、使っているのは小銃とか機関銃とか、そういったノウハウがほとんどいらない武器だけなんです。俺たちがやっている戦いは銃器だけが進化しているだけで、戦国時代と変わらないんです！　だから……シガレットライフルでなくてもいいんです。黒色火薬の力で弾丸を……パチンコ玉でいいんです、こいつを撃うち出すような。それも大量にばら撒まくような物を作って配置しておけば、人海戦術で攻めて来られても何とかなると思うんです！」

　栗野は真剣な目で考え込んだ。

「クレイモアのような指向性地雷を作るということか……」

「ええ、殺さなくてもいいんです。昨夜ゆうべの会議で言ったとおり、負傷させて戦意をくじくことができれば、それだけで協和国軍は崩ほう壊かいすると思うんです」

　栗野は考え込んだ。

「確かに……黒色火薬は製造できるし、渋しぶ川かわという所には、火薬関係の製品を製造していた工場も残っている。あの工場の倉庫から、使える火薬を探し出すことはできる。

　パチンコ球も、指向性地雷の容器になるような片方を塞ふさいだ鉄パイプも、いくらでも用意できる。……点火装置は豆電球を割ってフィラメントを火薬の中に突っ込んで電流を流せば、フィラメントが燃えて発火させることができる……できない理由はこれっぽっちも無い。そういうわけか……わかった、前まえ橋ばしの技術研究所のエンジニア連中に指向性地雷の試作を依い頼らいしておこう！　なに、あいつらなら半日もあれば試作品を作ってしまうだろう。なんせ前橋は市内に水力発電所があって、電力にこと欠かない。旋せん盤ばんやドリル、溶接、なんでもやれるからな」

　そして、栗くり野のは慎しん吾ごの方に向き直って言葉を続けた。

「……それはそうと、君にはこれから松まつ本もとに向かってもらいたい。前橋に行った筑ちく摩まから、碓うす氷い峠とうげを工事用のモーターカーで登るめどがついた、という連絡があった。碓氷峠専用の工事車両が使えるそうだ。まだ軽かる井い沢ざわまで行ったわけではないが、途中の熊くまノ平たいらというところまでは行けたそうだ。

　昨日、偵察から帰ってきて疲れも取れていないうちから悪いが、松本に向かう準備をしてくれないか？」

「そのことなんですけど……今から松本に行っても、協和国軍との戦いには間に合わないんじゃないかと思うんです。松本に行ってファウンデーションの大人たちを連れて帰ってくるには、どう考えても一週間はかかります。それから近くのコミュニティを説得して、応援をもらって……と考えれば。松本に行くよりも、俺おれもここで戦せん闘とう員いんとして戦った方がいいと思うんです。戦える人間は一人でも多い方がいい……違いますか？」

　栗野は首を振った。

「いや、実を言うと、前橋コミュニティの基本方針は、この熊くま谷がやを死守することではなく、前橋に撤てつ収しゆうすることを考えている。

　……まあ、君のアイディアを聞いて、ちょっと方針を変えようと思ってはいるが。それでも、この熊谷は防衛拠点としてのみ使うことになる。たとえ、この熊谷を失っても、我々には前橋がある。前橋が落ちない限り、我々は負けたことにはならない。だから、君が松本に行くことは無む駄だにはならないんだ」

「それは……そうかもしれませんが……」

　栗野は慎吾の肩をぽんと叩たたいて言った。

「とにかく、松本に行く準備を頼たのむ。俺は、君のアイディアの指向性地雷を作ることを提案するために、本部に戻る……じゃあな」

　そう言い残して去っていく栗野を見送って、慎吾は小さくため息をついた。

　そのとき、足元にぱたぱたと当たるものがあった。見下ろすと、そこに見覚えのある顔が、舌を出して、嬉うれしそうに尻尾しつぽを振っていた。

「お前はいいよなあ、毎日遊んでもらえて……」

　メンマの後を追いかけてきた子供たちが、慎吾のまわりにやってきた。

「あ、おそばのお兄ちゃんだ！」

「また作ってよ！　おそば！」

　周りに集まる子供たちを搔かき分けて慎しん吾ごの前にやってきたサナエは、慎吾の前でくるりと振り返ると、子供たちに向かって両手を広げ、断言した。

「おそばのお兄ちゃんじゃない！　この人はしんごお兄ちゃんなの！」
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　サナエがそう言ってにらみつけると、騒さわいでいた男の子たちがおとなしくなった。

　──うわ、サナエって結構強いんだな。

　もしかして、矢や上がみも小さい頃ころ、こんな感じだったのかもしれないな。

　慎吾がそんなことを考えているところに翔しよう子こがやってきて、慎吾の足元にいるメンマを見て寂しそうに微笑ほほえんだ。

「子供たちの人気者のメンマともお別れですね……」

「子供や女性や負傷者とかの非ひ戦せん闘とう員いんは、前まえ橋ばしに避ひ難なんすることになったんだっけ？」

「ええ、明日から疎そ開かいが始まります。この熊くま谷がやにある本や、食料、医薬品とかも、必要な分だけを残して全部前橋に運ぶそうです」

「そうか……今の状況じゃ、この熊谷で戦っても勝てるとは限らないし、時間があるうちに、避難させておくのは当然のことだよな……」

　難しい顔で考え込んだ慎吾とは裏腹に、足元にいるメンマは実に嬉うれしそうだった。

　遊んでくれとでも言いたげに尻尾しつぽを振って、前足で慎吾のズボンを叩たたく。

　そのメンマの様子を見て、翔子が微笑んだ。

「やっぱりメンマはご主人様と一いつ緒しよにいるのが楽しいんですね。いつもより尻尾しつぽの振り方が違います」

「そうかなあ？　こいつ、こう見えて結構薄はく情じよう者ものなんだぜ。男の子と女の子じゃあ全然態度が違うんだ」

　翔しよう子こは何かに思い当たったのだろう。小さくうなずいた。

「ええ、そういうところは、確かにありますね……」

　自分のことを話しているのがわかったのだろうか、メンマは嬉うれしそうにへっへっへっと舌を出しながら、慎しん吾ごを見上げて尻尾を振った。

「誤解するな。お前の話をしてるけど、別に誉ほめてないんだからな」

　メンマは慎吾の言葉がわかったかのように悲しそうな顔になって、首を垂れた。

「……なんか、言葉がわかっているみたいですね」

　目を丸くする翔子に、慎吾は笑ってみせた。

「言葉がわかっているわけじゃないんだ。飼い主の口調とか顔色で判断しているらしいよ」

「へえ、すごいですね。犬も空気を読めるんですね」

「空気を読むというか……あ、いや、空気を読むってのはそういうことか。ってことは、人間の中には犬より空気を読めないやつがいるってことになるな」

　真ま面じ目めな顔で答えた慎吾を見て、翔子は面おも白しろそうに笑った。

「園その山やまさんってなんか、いつも考えてますよね。真面目っていうか、真剣っていうか……」

「それって、遠まわしに根が暗いって言ってるのかな？」

　慎吾の答えを聞いた翔子は目を丸くすると、あわてて顔の前で両手を振った。

「あ、いえ、そんな！　とんでもありません！」

　慎吾はそのあわてぶりを面白がるように答えた。

「まあ、実際、自分でも根が暗いというか、面白みの無い人間だとは思うけどね」

「そんな！　根が暗いとかそういうのと、真面目に物事を考えるのとは違うと思うんです！　真面目に物事を考えて、前向きに生きる人はちっとも根が暗い人じゃないと思います！」

「どうもありがとう……そう言ってもらえると、自信がつきそうだな。だってさ、女の子って、やっぱり軽くて面白い男の子の方が好きなんでしょ？」

　慎吾の答えを聞いた翔子は、ぶんぶん、と首を振ってみせた。

「違います！　何も考えないで、好き嫌きらいとかその場のノリとか、そういった感情の赴くままに動くことが、根が明るくて面白くて良いことだって、誰だれが決めたんですか？　私、そんな人の方が嫌いです！　自分が無いっていうか、空っぽな感じがして尊敬できません！」

　そして、翔子は慎吾をじっと見つめて言葉を付け足した。

「……私、園山さんのことを尊敬しているんですよ……」

　慎吾は、その視線を正面から受けることを避さけるように、西の地平を見て言った。

「俺おれは尊敬されるような人間じゃないよ。俺は、あの浅あさ間ま山やまの向こうで、そういった訓練を受けてきただけの男なんだ……あそこには、俺なんかよりもっとすごい人たちがたくさんいる。本当に尊敬すべき人たちがね……」

　翔しよう子こは、一いつ瞬しゆん、悲しそうな表情を見せたが、すぐに気を取り直したように微笑ほほえんだ。そして、慎しん吾ごの横に立って、一いつ緒しよに地平線に盛り上がって見える浅間山を見つめた。

「松まつ本もとまで……行かれるんですね？」

「ああ、生き残った大人の人たちを前まえ橋ばしまで連れて来るのが俺の仕事だと、栗くり野のさんに言われたよ……松本は遠いけどね」

　そして、慎吾は、荒あら川かわの河原の上を気持ち良さそうに円を描いて飛ぶトンビを見上げて、つぶやくように付け足した。

「あのトンビみたいに飛んで行けたら、楽なんだけどなあ……」

　翔子は何かを懐なつかしむように微笑んでうなずいた。

「ええ、空を飛ぶって気持ちいいですものね……」

「まるで飛んだことがあるみたいなことを言うんだね」

　翔子はこともなげに答えた。

「ええ、ありますよ、私、グライダーに乗っていたんです……」

　慎吾は目を見開いた。

「グライダー？　君が？」

　目の前にいる翔子はおっとりとした美人で、とてもそんなことをやっていたようには見えなかった。

　驚おどろく慎吾を見て、翔子は恥ずかしそうに下を向いた。

「ええ……茨いばら城き県の利と根ね町にグライダーの滑空場があってそこで……兄がグライダーに乗っていたんです。兄は私の引っ込み思案な性格を直すには、自分に自信を持たなくちゃダメだと言って、私にも操縦しろって……」

「操縦？　君が？　それはいくつのときの話なんだ？」

「十四歳になる、ちょっと前です。グライダーの操縦者免許は十四歳から取得できるんです……兄に教えてもらいながら、何度か離り着ちやく陸りくを教わって……まだ単独飛行はできませんでしたけど、エンジン付きのモグラ……あ、モグラって、モーターグライダーのことなんですけど、それでしたから、自力で何度もタッチ・アンド・ゴーができるので、何回かやらされました……」

　慎吾は目を見開いて翔子に何かを言おうとしたが、すぐに首を振って悔しそうにつぶやいた。

「ああ、そうか、茨城県の利根町で飛んでいたってことか……くそう、この熊くま谷がやにもグライダーがあれば、君に操縦してもらえるのにな……」

　翔子はきょとんとした顔になった後で、おずおずと言った。

「あの……熊谷にもグライダー、ありますよ？　利と根ね川がわの河か川せん敷しきに妻め沼ぬま滑空場というのがあって、そこに……でも、モグラじゃないかもしれません。確か羽は生にゆうにはモグラがあったと思いますけど……」

「なんだって！　それは本当か！」

　慎しん吾ごは思わず目の前にいる翔しよう子この肩をつかんだ。

「きゃ！」

　いきなり肩をつかまれた翔子が目を丸くするのも構わず、慎吾は叫んだ。

「モーターグライダーを飛ばせる人間がいれば、百人力だ！　航空戦力があれば大逆転できる！　君は勝利の女神……いや、翼つばさを持った天使かもしれない！　一いつ緒しよに来てくれ！」

　そう言うなり、慎吾は翔子の手を引っ張って歩き出した。

「あ、あの、ちょっと待ってください、子供たちが……」

「子供たちも一緒に来ればいい！　メンマ！　一緒に来い！」

　慎吾に腕をつかまれた翔子が頰ほおを染めて引っ張られていくその後を、子供たちがはやしたてながら、一緒についてきた。

「しょうこ先生が赤くなってるー！」

「おそばのお兄ちゃん！　先生をどこに連れて行くの？」

「連れて行っちゃいやだよ？」

「ばかだなあ、しょうこ先生、喜んでるじゃないか。こういうときは、おしあわせにって言わなきゃダメなんだぞ！」

　口々にそんなことを言いながら慎吾と翔子の後をついていく子供たちの一番後ろについたサナエは、慎吾をにらんでつぶやいた。

「しんご兄ちゃんのうわきもの！　ほんと、これだからおとこってしんようできないのよ！」




　翔子を連れて市立図書館に着いた慎吾は、そのまま閲覧室に飛び込んだ。

　閲覧室では、本の荷造りが始まっていた。

　熊くま谷がやが戦場になるその前に、図書館の本をすべて前まえ橋ばしに疎そ開かいさせるための準備だった。

「すいません！　百科事典はまだ使えますか？」

　本を分類していた係の人に慎吾が尋ねると、係の人は閲覧室の一角を指差した。

「ああ、百科事典なら、ちょうど今、手伝いの人に整理を始めるように頼たのんだところだよ。おーい、矢や上がみくん！」

「え？　矢上？」

「はい！　なんですか？」

　慎吾が顔を上げるのと、本棚の向こうから百科事典を抱えた矢上が顔を出すのは同時だった。矢上は慎吾と翔子の姿を見て驚おどろいたように目を丸くした後で、怪け訝げんな顔になった。

　──そういえば、今日の午後から疎開の仕事をやるって言っていたっけ。本の疎開だとは知らなかった。

「二人して……一体何の用なの？」

　慎しん吾ごは両手を広げた。

「百科事典で、ぜひ調べたいことがあるんだ！　協和国軍をやっつける、とんでもないアイディアが浮かんだんだ！」

　矢や上がみは後ろを振り返った。

「百科事典は、まだ全部運び出したわけじゃないけど……『あ』の項目から『き』の項目までは、もう荷造りしちゃったわよ？　何を調べるつもりなの？」

「モグラさ！」

「もぐら？　あんなもので、どうやって協和国軍をやっつけるのよ！」

「モグラは空を飛べる！　空からの攻こう撃げきや……攻撃できなくても偵察に使える！　制空権は戦いを左右するんだ！」

　矢上は目を丸くしていたが、やがて心の底から心配そうな顔で自分が抱えている百科事典に目を落とした。

「……古くなった蕎そ麦ば粉こって、幻覚とかを見るようになるのかしら……私も調べてみなきゃ……」

「なんだよそれ！」

「……だって、もぐらが空を飛ぶわけないじゃない……かわいそうに……考えすぎて脳みそパンクしちゃったのかな？」

　心の底から心配そうな顔をする矢上を見て、慎吾の後ろにいた翔しよう子こがおずおずと言った。

「あの……矢上さん。この人が言っているのは動物のモグラじゃなくて、モーターグライダーのことなんです……」

「モーターグライダー？」

　矢上はきょとんとした顔で慎吾と翔子を見た。




　次の日。慎吾は栗くり野のと一いつ緒しよに再び荒あら川かわ河か川せん敷しきにいた。

　しかし、昨日と違って、荒川の河川敷の堤防の脇わきには土ど囊のうが積まれており、慎吾と栗野以外の人間も一緒になってその陰で身を潜ひそめていた。

　河川敷に携帯式のメガホンで読み上げるカウントダウンの声が響ひびいている。

『四……三……二……一……点火！』

　その声が聞こえるのと同時に。

「どっごぉおおおおん！」

　荒川の河川敷に、爆竹を数百本束ねて同時に爆発させたような、腹の底に響く迫力のある爆発音が響き渡った。

　黒色火薬特有の白い煙がたちこめる中で、堤防のこちら側にいた見物人たちが耳を押さえてざわめいた。

　河か川せん敷しきに土ど囊のうを積み上げて作られた避ひ難なん場所から顔を上げた慎しん吾ごが、横にいた栗くり野のに笑いながら言った。

「指向性地雷は大成功みたいですよ！」

「いや、爆発はしたが、問題は仕込んであったパチンコ玉が、どの程度の威力だったのかということだな……」

　栗野はそう言うと、退避場所から出て爆発した地雷に向かって歩き始めた。

　点火装置の近くにいた部下たちも土囊の後ろから出て来て、地雷の前五メートルのところに立ててある人間のシルエットの板のところに走って行った。

　地雷は直径十五センチほどの鋳ちゆう鉄てつ製の水道本管用パイプを利用したものだった。

　地面にめり込んで白煙を上げているパイプを見下ろして、栗野はほっとしたようにつぶやいた。

「なんとか本体が破裂せずに済んだようだな。中に詰める黒色火薬の分量を間違うと本体ごと爆発するからな。火薬の量を減らせば、玉の威力が無くなる。かといって増やせば全体が爆発して、こっちにも危険が及ぶ……この兼ね合いが一番難しい部分だ」

「今回のやつは、かなりの威力みたいですよ……」

　地雷の前に立っていた板の標的を指差して慎吾が言った。

　慎吾の言葉のとおり、人のシルエットの形に切り抜いた板は、穴だらけになっていた。

　標的を取り外している部下を見て栗野が声をかけた。

「よし、そこの土囊のところに立てかけてくれ！　五メートルのところから順番に、だ！」

　地雷の直前五メートルのところに立ててあった、厚さ二センチの杉板は完全に貫通して穴だらけになっていた。一メートル離はなれるごとに貫通する穴の数は減っていき、二十五メートルのところに立ててあった板には、パチンコ玉がめり込んだままになっていた。

「殺傷能力は二十五メートル以内ということか……、敵が二十五メートル以内に入ってきたら使用するようにマニュアルに書いて指示を徹てつ底ていしないと効果が薄うすいな……」

　栗野のつぶやきを聞いた慎吾は首を振った。

「いえ、二十五メートル以内では使わないと考えた方がいいと思います」

「いや、しかし、それより遠えん距きよ離りからでは、かすり傷程度しか負わせられないぞ？」

　怪け訝げんな顔をする栗野を見て、慎吾は言葉を続けた。

「だからです。協和国軍が、まず最前線に送り込んでくるのは、間違いなく義勇軍、つまり協和国軍に徴ちよう兵へいされた他ほかのコミュニティの人たちです。その人たちは、俺おれたちを殺したくて攻めてくるわけではありません。協和国軍に逆らえば殺されるからです。自分だけじゃありません。自分たちのコミュニティの人たちが殺されるから、仕方なく戦っている人たちです。

　本当は戦いたくない人たちに戦わないでもいい理由を与えてやるために、この地雷を使おうかと思うんです」

「戦わないでもいい理由？」

　栗くり野のは考え込んだ後で、そうか！　という顔になった。

「要するに、戦線を離り脱だつできる理由があればいいのか！　やられました！　撃うたれました！　動けません！　と叫んで倒れればいいんだな。つまり仮病みたいなものだな？」

「ええ、そうです。殺そうと思えば殺せる武器を、殺さないように使う……このメッセージをきっと義勇軍の人たちは受け取ってくれると思うんです」

「受け取ってくれなかったら？　単なるこっちの作戦ミスだとしか思わないかもしれないぞ？」

　慎しん吾ごは悲しそうにうなずいた。

「そのときは……仕方ありません。でも、最初から殺そうと思って使うのと、なるべく殺さないようにしようと思って使うのと、殺意の有無はきっとわかると思うんです。なぜなら、義勇軍の人たちは、当事者なんですから」

「当事者か……」

　栗野は腕を組んで、考え込むようにつぶやいた。

「確かにそうかもしれないな。後方で『突とつ撃げきだ！』と命令している協和国の連中は当事者じゃないが、最前線の義勇軍の兵士は当事者だ。……わかった。この地雷のマニュアルには、二十五メートル以内では使用しないと書いておこう……」

　慎吾は手元にある試作品の指向性地雷をじっと見つめていたが、やがてあることに気がついた。

　──そうだ！　これだ！　これを見せればいい！

　百聞は一見にしかずという言葉の通り、この指向性地雷と、この間ライフルで撃って穴を開けた鉄板を見せれば、協和国軍の兵士も装甲トラックも無敵でも何でもない、そんなのはただの思い込みだ、イメージなんだ、ということがわかる！

　これとあの鉄板があれば説得ができる！　協和国は強くない。そして、熊くま谷がやコミュニティは弱くないということがアピールできる！

　慎吾は小さくうなずくと、栗野に向き直った。

「栗野さん！　もう一度近きん隣りんのコミュニティに、援軍を頼たのみに行きましょう！」

「え？　あ、いや、しかし……」

　慎吾は目の前にある指向性地雷を指差した。

「これを持っていくんです！　あとは鉄板とライフルも一いつ緒しよに持って行って、目の前でデモンストレーションすればいいんです！　近隣のコミュニティの人たちは、前橋コミュニティは弱い、協和国軍は強い、と思い込んでいます。でも、そんなのはイメージです！

　イメージを打ち砕くには、真実を突きつけるのが一番効果的です！　協和国軍は強くない。装甲トラックは、穴だらけにできる。人数が多くたって、そのほとんどはやる気が無いという事実を見せて、逆に我々は勝てる！　前まえ橋ばしコミュニティは強い！　というイメージを与えるんです」

　そして、慎しん吾ごは力を込めるように、両りよう脇わきを締しめて両手を握り締めた。

「前橋コミュニティのイメージはハイテクです！　技術力です！　ですから、その技術力を前面に出して、ハイテク兵器があれば、協和国軍を撃げき退たいすることはたやすい！　というイメージを植えつければいいんです。そうすれば、様子を見ている近隣のコミュニティは、きっと俺おれたちの側についてくれます！」

「ハイテク兵器？　そりゃあ、戦国時代のレベルから考えれば、この指向性地雷だってハイテクだが……」

「もう一つあります……協和国軍には無い、前橋コミュニティだけのハイテク兵器が……羽は生にゆうから持ってきて、今、妻め沼ぬまで組み立てている機体です！」

「モーターグライダーか！」

　栗くり野のは目を見開いた後で、首を振った。

「いや、あれが飛べたとしても、グライダーには攻撃能力は無い。せいぜい偵察か、連絡ぐらいにしか使えないだろう。俺はあれを使って君に松まつ本もとまで飛んでもらおうと思っているんだ。空を飛べれば、松本までの道路の状態や治安の状態は関係ないからな……」

「確かにモーターグライダーには、爆ばく撃げきも機銃掃射もできません。でも、空からの偵察の有効性は、戦せん闘とう力りよくを補って余りあると思います。特に心理的な優位性は強烈です。進軍してくる連中の立場に立って考えてみてください。常に敵の機体が頭の上を旋回していたら、士気が上がると思いますか？」

　栗野は考え込んだ。

「……確かに、心理的な効果は大きいだろうな。敵にこっちの動きが筒抜けになっているとわかって動くのは、誰だれだって嫌いやなものだ」

「心理的な効果は協和国に対してだけじゃありません。仲間になってくれそうなコミュニティの人たちにも効果があると思うんです！　前橋コミュニティにしか無いもの、他ほかでは真ま似ねできないもの……たとえば、あの指向性地雷もそうです。前橋コミュニティは、兵器を作れるんです！　これがどういうことか、将来を見通す能力がある人間には、きっと理解できるはずです。今ある弾薬を使い尽くしてしまったとき……その日は必ず来ます。そのとき、力を持っているのは誰なのかそれがわかる人なら、必ず俺たちに味方してくれると思うんです！」

　慎吾の言葉を聞きながら、栗野は、じっと考え込んでいたが、やがて決意を込めた表情で顔を上げた。

「……わかった。君の言うことに賭かけてみよう。ダメだったとしても、我々には失うものはない。そして、上う手まくいけば、それは希望に繫つながる……」

　そして、栗くり野のはにやっと笑ってみせた。

「もし、これで、どこかのコミュニティが我々に味方してくれれば、それが呼び水になる。小石を一個転がせば、その小石が次の石を動かす。そうやって最後には山が動くかもしれない。山が動けば我々の勝ちだ」













　　　第八章「責任と決断」







　群馬県太おお田た市。

　群馬県南東部に位置するこの都市は、かつては人口二十一万を超える、群馬県でも有数の都市だった。

　戦前は飛行機を生産し、戦後、自動車メーカーとなった企業を中心として発達したこの街とその周辺に生き残っているのは約千二百人。

　日本の各地の地方都市と同じく、生き残った人々も市内の小中学校にコミュニティを作り、農業によって食しよく糧りよう自給を行い、なんとか生き延びていた。

　前と後ろを小銃を背負った警戒員が乗る原付バイクに守られた小型トラックに乗って、埼さい玉たま県熊くま谷がや市から太田市に抜ける国道四○七号の利と根ね川がわにかかる橋の上に差し掛かった慎しん吾ごは、利根川の下流をじっと眺めた。

　運転席でハンドルを握っていた栗野が聞いた。

「……気になるかね？」

「ええ、何回か操縦しているとはいえ、彼女が単独でモーターグライダーを飛ばすのは、今回が生まれて初めてだそうですから……」

　慎しん吾ごは、昨日、熊くま谷がや市妻め沼ぬまの利と根ね川がわの河か川せん敷しきにあるグライダー滑空場で、翔しよう子こと交わした会話を思い出していた。

　草が短く刈り込まれた約千五百メートルの長細い空き地が、妻沼滑空場だった。

「滑空場って、飛行場みたいに滑走路があるのかと思ってた……」

　その空き地を見回してつぶやいた慎吾の言葉を聞いた翔子が、笑いながら答えた。

「河川敷は国の土地ですからね。借りることはできても、滑走路のような恒久的な施設は作れなかったんです。河川法という法律で禁止されていたんですよ……でも、あれだけ荒れていたこの場所を、たった一日半でこんな風に元に戻してしまうなんて、すごいですね……」

　翔子の言葉の通り、その場所は昨日の朝まで、まったく他ほかの河原と見分けがつかないほどに荒れていた。五年間放置されてきた滑空場には、台風や梅つ雨ゆ時の増水で泥やゴミ、流木などが堆たい積せきし、雑草も伸び放題になっていたのだ。

　熊谷コミュニティは五十人以上の人間と小型のブルドーザーと草刈機を使って、わずか一日半で荒れ放題になっていたその場所をグライダーが離り着ちやく陸りくできるように復元した。

　モーターグライダーは、起死回生の秘密兵器であり、重要な戦力だった。言いかえれば、熊谷コミュニティはこのモーターグライダーに賭かけていたのだ。

　翔子は確かめるように足元の草を踏ふみながら、自分に言い聞かせるように言った。

「少し荒れていますけど……これなら飛べると思います……いえ、飛びます！」

「大だい丈じよう夫ぶ？　あの機体に乗るのは初めてなんだろう？　同じモーターグライダーでも、メーカーや機種が違えば、操縦は難しいんじゃないの？」

「ファルケには、三回ほど乗せてもらっています。操縦の練習をした機体とは違いますが、地上滑走を繰くり返してクセをつかんでますから大丈夫だと思います」

　滑走路の端はしで翼つばさを休めている白い優雅な機体を見て、翔子は微笑ほほえんだ。

「……羽は生にゆうのスカイスポーツ公園で、翼を外され分解されてキャリアーの中に格納されていたあの機体を見つけたとき、嬉うれしいのと同時に不安でした。これを、本当に飛べるように組み立てることができるのか、って」

　その白い機体のエンジンカバーを外し、最終調整をしている白いツナギの作業服を着ている五人の男たちを見て、慎吾は感心したようにうなずいた。

「それは、前まえ橋ばしから来てくれた、あのエンジニアの人たちのおかげだな。栗くり野のさんから、あの人たちは蒸気機関車やディーゼル機関車を修理したり、バッテリー機関車を作ったことがあるって聞いていたけど、本当にすごい人たちだな」

「園その山やまさんだってすごいじゃないですか。あの人たちが感心していましたよ。劣化したガソリンのオクタン価を上げて、使えるようにする方法までは考え付かなかった、って」

「俺おれはあるものを組み合わせて使えるようにすることはできても、この世に無い物を作り出すことはできない。本当にすごいのは、やっぱりあの人たちのように物を作れる人だよ」

　慎しん吾ごがそう言って首を振ったとき、滑走路の向こうから草刈作業を終えた人たちを乗せた軽トラックが一列になって走ってきた。

　先頭の軽トラックの荷台で手を振っていたのは矢や上がみだった。

　慎吾たちの前で停とまった軽トラックから飛び降りた矢上は、首に巻いていたタオルで汗を拭ぬぐいながら、慎吾たちのところにやってきた。

「滑走路の草刈は終わったわよ。で、どう？　あのモグラとやらは飛べそう？」

「ああ、例の代用ガソリンでエンジン回して、さっき何回かここを地上滑走したぞ。今、エンジニアの人たちがガソリンの燃焼がうまくいっているかどうか、エンジンをバラして確認しているところだ」

「藤ふじ見みさんと二人で松まつ本もとまで行かなくちゃいけないんだものね」

「敵の上空を飛んで偵察をやって、心理的プレッシャーを与えて……それからだけどな。松本に飛ぶのは……俺、空飛んだことが無いから、実を言うとワクワクしているんだ」

　嬉うれしそうに答えた慎吾を見た矢上は、少し不満げな顔で軽トラックの荷台に置いてある動力式の草刈機を見て言った。

「そういえば、あの草刈機の燃料も、あんたが発明した代用ガソリンだったわよね……ちゃんと動いてたけど、やたら白い煙吐はいてたわよ。大だい丈じよう夫ぶなの？」

「あの草刈機のエンジンはオイルを添加して燃やす二サイクルだから白い煙を吐くんだ！　別に俺の作ったガソリンが粗悪品だったわけじゃない！　藤見さんを不安に陥おとしいれるようなことを言うな！　彼女は明日、あれに乗って一人で飛ぶんだぞ？　まったく君は無神経な女だな！」

　矢上は眉まゆを吊つり上げた。

「なによ、その言い方！　私は、ただ、疑問に思ったから大丈夫？　って聞いただけじゃない！　どうせ私は無神経でバカで、藤見さんに比べれば出るとこも出てない、男か女かわかんないようなガサツな女ですよ！」

「誰だれもそんなこと言ってないじゃないか！」

「口に出さなくても、どうせ胸の薄うすい女は情も薄いとか思ってるんでしょ！」

　そして、矢上は翔しよう子こに向き直って言葉を続けた。

「私の言葉は気にしないでね。作った人間とできたガソリンは別物だから、きっと大丈夫よ！」

　矢上の言葉を聞いた翔子はくすっと笑った。

「なにがおかしいのよ！」

　不満げな顔になった矢上を見て、翔子はあわてて首を振った。

「あ、いえ、矢上さんを笑ったんじゃないんです！　なんというか……お二人は仲がいいんだなあ……って思って」

「仲がいい？　私とこいつが？」

「ええ、悪口言いあえるって、いいなあって思ったんです。お互いに相手を認めてなくちゃ悪口なんか言えません」

　矢や上がみはちょっと赤い顔になって慎しん吾ごを見た。

「そりゃあ、まあ……この人はすごい人だと思ってるし、尊敬もしているし、紳士なんだけど……なんというか基本のところでヘタレなんだよね、この人。紳士はヘタレの裏返し、みたいな？」

「なんだよそれ！　俺おれのことを紳士だって持ち上げておいて、いきなりヘタレ呼ばわりかよ！」

　目を見開いた慎吾を見て、矢上は追い討ちをかけた。

「だってそうじゃない。あんたって、いつもどこか自信が無いんだよね。きっと自分で自分を好きじゃないんだ。だから、いつも眉み間けんにタテジワ寄せて考え込んでる。

　考えることは悪いことじゃないし、私、あんたみたいに考えて動く人は嫌きらいじゃないけど、楽しいときに笑わない、悲しいときに泣かない。自分を出さない人は好きになれないな……」

　慎吾の頭に血が上った。

　頭のどこかで、矢上の言っていることは当たっているかもしれない……と思った。だが、それよりも、反感と怒りの方がはるかに上回った。

「好きになってくれなくて結構だね！　わかったよ。そんなに俺が嫌いなら、もう二度と俺にお節介焼かないでくれ！」

　その言葉を口に出した瞬しゆん間かん、矢上の顔が蒼そう白はくになったのがわかった。

　矢上は青白い顔のまま、慎吾をきっとにらみつけて叫んだ。

「バカ！　鈍感！　ヘタレ！」
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　そして、そのままくるりと背を向けて走り去った。

「なんだっていうんだ、あいつ……わけわかんないな……」

　矢上を見送った慎吾が唇を尖とがらせてつぶやいた言葉を聞いて、翔しよう子こが困ったような表情で言った。

「矢上さんは……園その山やまさんが好きなんですよ。だからお節介焼くし、ずけずけ言うんですよ。なのに、あんな風に言われたら……私だったら泣いちゃいます……」

　そして、翔子は少し探るような目で慎吾に聞いた。

「……園山さんは……どう思っているんです？　矢上さんのこと……二人で一いつ緒しよに大おお宮みやに偵察に行くぐらいだから、園山さんも好きなんでしょ？」

　慎吾はどきんとした。

　本音を言えば好きだった。矢上と一緒にいるのは楽しかったし、矢上にお節介を焼かれるのもまんざらではなかった。

　慎吾の脳裏に大宮に偵察に行ったときのことがよみがえった。

　──俺おれはあの吉よし野の原はらの駅で目が覚めたとき、矢や上がみの姿が無いことに気がついて、半分パニックになった。

　矢上がいなくなったと感じたときのあの喪そう失しつ感かんは、あのとき、従い姉と妹この善よし美みが殺されたときと同じものだった。あのとき、俺の心の中にあったのは、矢上を喪うしないたくない。それだけだった。

　あいつはいつの間にか俺の中に入ってきて、俺の一部になっていた。

　そこにいるのが、当然になっていたんだ。

　──そうか、俺は矢上が好きなんじゃない。大好きだったんだ。

　だが、慎吾の口から出た言葉は、その想おもいとは正反対の言葉だった。

「あ、いや、あんまり男だ女だって、意識しなかったから……信しん頼らいできるパートナーだとは思うけどね」

　その言葉は慎吾の鎧よろいだった。

　自分は普通の人間とは違うんだ、恋愛にうつつを抜かす、どこにでもいる人間とは違うんだ。自分は恋愛感情を超越した存在なんだ。自分は『特別』なんだ。

　そういうポーズを取ることで、恋愛という未経験の感情の渦から離はなれることができる。距きよ離りを置けば恋愛に傷つくことは無い。

　その思いが言わせた言葉だった。

　自分の中にある恋愛感情を認めて得るものよりも、自我が傷つくことの方が慎しん吾ごには怖かったのだ。

　慎吾の言葉を聞いた翔しよう子こは少し意外そうな顔で慎吾を見つめた。

「へえ……そうなんだ」

「そうさ、だから変に誤解されると俺おれも困るし、きっと矢や上がみも困ると思うよ。女だからって特別扱いするなっていつも言っているしね……」

　そして、慎吾は脇わきに抱えていたバッグの中から、明日の作戦計画を印刷した冊子を取り出しながら言った。

「矢上の話は、もういいよ。明日、太おお田た市上空を飛ぶコースについて、もう一回確認しよう……」

「え？　あ、はい！」

　何かを考え込んでいた翔子は、あわててバッグから地図を取り出した。




　──結局、あの後、矢上と話をする機会もないままだったな。

　でも、まあ、あいつのことだから。そんなに気にすることもないだろう。いつまでもうじうじ悩むような女の子じゃない。

　慎吾は自分にそう言い聞かせると、視線を正面に向けた。

　熊くま谷がや市街地から数キロ走っただけなのに、太田市の北にある山の稜りよう線せんがくっきりと見えて来ていた。

　やがて、軽トラックは利と根ね川がわにかかる刀とう水すい橋の中央付近にある簡単なバリケードと検問所を越えて、群馬県内に入った。

　太田市のコミュニティの本部は、太田市の北側にある金かな山やまと呼ばれる低い山の山やま裾すそに位置する小学校の中にあった。

　太田市のコミュニティも電力は水力発電に頼たよっており、発電機を回すだけの水量と落差を確保するには山に近い方が効率的だったからである。

　市内に入る道にはあちこちにバリケードが築かれており、そこにクロスボウや手製の槍やりのようなものを持った警戒員が配置されていた。

　あらかじめ指定された目印の色の旗を立てている慎吾たちのトラックは、攻こう撃げきされることも無くそのバリケードの脇を通り過ぎたが、そこに立つ警戒員たちは、親しみとは程ほど遠い、敵意にも似た視線を送ってきた。

「あんまり歓迎されていないようですね……」

「どこも同じだよ。君が見てきた街もみんな、よそ者には冷たかっただろう？　自分が生きていくだけで精一杯になれば、他者に対する余裕は無くなる。他人を見れば泥棒と思えというわけさ。そういう人は、世の中を奪うものと奪われるもの、支配するものと支配されるもの、そんな風にしか見ない。両方が得をするとか、みんなが楽しく生きられるなんて方法は無いと決め付けている。そういう人にとって、取引とか交渉ってのは全部騙だましあいにしか見えないだろうな……」

「そういう人たちを、これから説得しなくちゃならないわけですね」

「心配するな。ウソをつかなきゃいいんだ。俺おれたちは実績と証拠を見せるだけでいい。自分たちを強く見せようとかカッコよく見せようとかそんな風に考えて、ありもしないことやできもしないことを並べ立てなきゃいいんだ。自分で信じてもいないことを他人に信じ込ませることなんかできるもんか」

　そう言って栗くり野のは笑ってみせた。

「……そうですよね……自分を強く見せようとかカッコよく見せようとか……そういう意識がいけないんですね」

　そう言って考え込んだ慎しん吾ごを見て、栗野はあわてて首を振った。

「あ。いや、勘違いするなよ。自分が強くなろうとかカッコよくなろうと思うのはいいんだ。それは理想だからな。んでもって、自分が強いとかカッコイイとか信じるのも問題ない。俺は虚勢を張るなってことを言いたいだけなんだ。虚勢ってのは無理をすることだ。無理をすれば余裕が無くなる。余裕が無くなれば、人を信じられなくなる。人を信じられないってのは、最大の不幸だと俺は思うんだ……だからだよ」

　そして、栗野はどこか遠くを見るような目で言葉を続けた。

「……俺たちが、まだ東京の東ひがし飛白かすりのキャンプにいた頃ころに、木き梨なしってやつが来てな。俺たちの前でホットケーキを焼いてくれたことがあった。

　その頃、俺たちは、破滅を浄化と信じている選ばれし者と名乗るカルト教団みたいな連中と、生きるか死ぬかの戦いをやっていた。その最中に、そいつはホットケーキを焼いたんだ……どうなったと思う？」

「……怒ったんですか？　そんなことやっている場合かって」

「その逆さ。みんな喜んだ。そして思ったんだ。生きているって素晴らしい、生きていれば美う味まい物が食える。だから、何が何でも生き延びてやろうってな……そのとき、みんなの中に余裕が生まれたんだ。そいつはホットケーキ一切れ分の余裕でしかなかった。でも、その余裕が俺たちに力をくれた。仲間を信じる余裕をな……。

　無理や虚勢は余裕を無くす。あるがままの自分で勝負するのが、結局一番いい結果を生む……俺はそう思うんだ」

「あるがままの……自分……ですか……」

　考え込む慎吾を見て、栗野は笑いながら肩をすくめた。

「そんなに考え込むなよ、突き詰めちまえば、自然体で素直に正直に行こうぜと言っているだけさ……もっとも、それが一番簡単で、一番難しいことなのかもしれないけどな。さあ、太おお田た市のコミュニティの本部が見えてきた……太おお田た市が俺おれたちを信じてくれるかどうかわからんが、まあ、やるだけやってみようぜ」

　太田市のコミュニティ本部である小学校についた栗くり野のと慎しん吾ごは、一階にある教室の一つに通された。

　会議室として使われているその部屋には、総責任者の清水しみずという男と太田市コミュニティの幹部たちが待っていた。

　儀ぎ礼れい的てきな挨あい拶さつが終った後で、栗野は単刀直入に話を始めた。

「回りくどい言い方はやめましょう。今日、再びこちらに参った理由は、ただ一つ。

　目前に控えた西東京協和国との戦争に対し、我々と同盟を組んでいただきたい。つまり、応援の兵士を派遣していただきたい、というお願いです」

　太田市コミュニティの総責任者である清水は、栗野と同じくらいの年齢の落ち着いた雰ふん囲い気きを持った男だった。

　いきなり本題に入った栗野を見て、清水は困ったように微笑ほほえんだ。

「その件に関しては、以前、そちらの……出雲いずもというかたが来られたときに、ご説明したとおりです。我々はあなたが所属している前まえ橋ばしコミュニティとは友好関係にはありますが、同盟関係は結んではいないのですよ。

　同じ群馬県の高たか崎さきや伊い勢せ崎ざきのコミュニティ、そして埼さい玉たま県の熊くま谷がやのコミュニティように、あなたがたの支配下に入る気はないということで、前橋コミュニティの代表者である玉たま城しろさんとも合意しているのです……今さら兵士を派遣するような同盟関係を結べと言われても、承しよう諾だくできるものではありません」

「確かに、あなたの言うとおりです。五年前に玉城氏が前橋コミュニティを立ち上げたとき、この太田市は前橋コミュニティの指揮下に入らずに独自の道を行く、ということで合意しました。前橋の力に頼たよらなくとも、太田市には焼け残った工場などの機械を使った技術力があるというのがその理由でした。

　あれから五年。前橋コミュニティは、私のような都内に住んでいた人間まで集まるような大きなコミュニティとなりました。市内にある水力発電所を利用して機械工作を行い、鉄道を復活させて新にい潟がたとの交流ルートを再開して米の栽培を軌道に乗せるまでになりました。しかし、こう言っては悪いが、太田のコミュニティは、この五年間、ほとんど発展してこなかったではないですか。工場に残された工作機械を使って、何かを製造するでもなく、農業基盤を固めるでもなく、五年前のまま、ほとんど変わっていない」

　清水は少しむっとしたような顔になった。

「それは……電力の差だ。前橋市と違って、この太田市には流れの急な、そして水量の多い川が無い。電力がなければ、工作機械も灌かん漑がい用のポンプも動かない。それだけのことだ。まるで我々が怠たい惰だかのようなものの言い方はやめていただきたい」

「いや、そういうつもりはない。そう取られたとしたら、私の言葉不足です、申し訳ない」

　栗くり野のはそう言って頭を下げた後で、ゆっくりと言った。

「あれから五年。三日熱で滅びる前の世界の遺産である保存食料や日用品や燃料が底をつき始めているというのは、あなたがたも実感しているはずだ。残り少ない過去の遺産を取り合ってコミュニティ同士が戦うときが、今、もう目の前に来ています。今回の協和国の侵攻の理由の一つは間違いなくそれでしょう。

　その証拠に、協和国は軍事的に弱体なコミュニティを攻略し、皆殺しにする代わりに兵士と農業生産物の七割と、そのコミュニティが所有する燃料油の八割を要求するという方針を取り始めました。いわば、年ねん貢ぐを取り立て足あし軽がるを集める地方領主のようなものです。

　逆らえば死が待つ。従えばギリギリ生きていくことはできるが、ただそれだけの生活が待っている……延々と搾さく取しゆと虐ぎやく待たいだけが続くそんな生活を、あなたがたは望むのですか？　そんな生活を選択することが正しいとお考えなのですか？」

　栗野の語った協和国の方針転換の情報は、太おお田た市のコミュニティに伝わっていなかったのだろう。幹部たちが驚おどろきの声を上げてざわつく中で、清水しみずが苦く渋じゆうの表情で首を振った。

「たとえ、生きていけるかどうかわからないような搾取と虐待の日々であっても、確実な死よりはマシだという考え方もある。

　あなたがたの側に加われば、協和国は我々を明確な敵として認識するでしょう。もちろん、我々が勝てば何の問題もありません。しかし、もし、敗北を喫したらどうなるのですか？

　我々は協和国の敵になってしまうのです。敵に回らなければ生き延びることができるかもしれない。しかし敵に回れば、その結果は確実な死と滅亡しかないのです！

　私には、そしてここにいる幹部には責任があります。この太田市コミュニティで暮らしているすべての人間の生命と財産を守るという責任が！」

　栗野はうなずいた。

「確かに、責任があるでしょう。しかし、我々は何の勝ち目も無い負け戦いくさにあなたがたを引きずり込もうとしているのではありません。我々にも勝ち目があるのです。今日、我々がここに来たのはその証拠をお見せするためです」

　栗野は自分の横に座っていた慎しん吾ごを指差した。

「長野県の松まつ本もとに三日熱で死ななかった大人たちが生き残っているという情報は、もう皆さんの耳にも入っていることと思います。我々はその情報を単なるウワサではなく事実だと信じております。なぜ、それを信じるのか、その理由が彼です。

　彼の名前は園その山やま慎吾。長野県にあるファウンデーションと呼ばれる、生き残った大人たちの技術伝承用の施設から、東京都と関東地方の状況を調査するために派遣された偵察員です」

　会議室は再びざわめいた。

　栗野は慎吾に向かって小さくうなずいてみせた。

　慎しん吾ごはゆっくりと立ち上がると、一礼した。

「初めまして。園その山やま慎吾と申します。生まれも育ちも長野県の松まつ本もとで、五年前は中学生でした。私が三日熱から生き延びた大人たちに出会ったのは三年ほど前です。

　大人たちの人数は三百人。そのほとんどが長野県の伊い那な市にある、ファウンデーションと呼ばれる信州大学の農学部を利用したサバイバル施設で暮らしています。

　大人たちの年齢や性別はさまざまです。ただ、みんな何らかの技術を習得したその道のプロばかりです。旋せん盤ばん加工、医い療りよう、化学、教育、薬学、木工、建築……そういった技術を身につけた三百人が、三日熱によって滅亡しすべての技術が途絶えたこの世界に、技術を伝えるために日本全国から集められたのです。

　ファウンデーションの責任者である古ふる谷や教授は、私にファウンデーションの大人たちが持っている技術を伝承できるだけのしっかりとした生活基盤と教育基盤を持ったコミュニティを探し出してくるように告げて、私を送り出しました」

　会議室の中から声が飛んだ。

「何か証拠はあるのか？　文書とかそういったものは？」

　慎吾は首を振った。

「いえ、何もありません。ファウンデーションは自給能力があるとはいえ、三百人の大人たちが生き残るのが精一杯の生産能力しかありません。もし、ファウンデーションの明確な存在の証拠があれば、日本中から難民と化した子供たちが押し寄せるかもしれません。

　対応できぬまま人々が押し寄せれば、それは不幸な結果となるだけです。ですから、明確な証拠は一切無いまま、私の言葉だけを信じるものだけに情報が伝わるようにしたのです……」

　そして、慎吾はにっこり笑って、会議室にいる太おお田た市コミュニティの幹部たちを見回した。

「この中に、何の証拠も無い私の言葉を信じて、明日にでも長野県の伊那市に行ってみようとお考えになったかたはいらっしゃいますか？」

　幹部たちはお互いの顔を見合わせて首を振った。

「……そうですよね。何の証拠も無いまま、ウワサと私の言葉だけを信じてそんなところに行ける人はいません。つまりは……そういうわけです。

　私は、先月の初旬に、長野県の松本市を出て、山やま梨なし県を通り八はち王おう子じに出ました。そして、商人のふりをして西東京協和国の首都である立たち川かわに入りました。

　そこで、前まえ橋ばしコミュニティの傘さん下かにあった大おお宮みやコミュニティの人間と出会い、以後、前橋コミュニティの人々と行動を共にしています。

　前橋コミュニティは鉄道を復活させ、稲作を軌道に乗せ、焼け残った図書館や書店から書物を回収し、子供たちの教育に力を注いでいます。ファウンデーションの大人たちの技術と意思を継ぐのは、前橋コミュニティしかないと判断したからです……」

　栗くり野のは慎吾を指差して言った。

「我々は彼に再び松まつ本もとに戻ってもらい、そこから大人たちを前まえ橋ばしに招致する計画を立てている。前橋にはあなたたちも知ってのとおり、ミニＦＭ局がある。現在のところ、まだ通信機器の取り扱いに慣れていないので出力は弱いが、将来的には一キロワット以上の出力で放送できる見込みが立っている。

　我々はこのＦＭ放送で、大人たちの言葉を流すつもりだ。

　たった三百人の大人ができることは、たかが知れているかもしれない。しかし、その言葉をラジオで流すことができれば、その影えい響きよう力りよくは計り知れない。

　関東地方だけでも、食うや食わずの生活をして、水力発電などのエネルギーの恩恵にも与あずかれない人たちが何万人もいる。治安が回復し物流が回復すれば、食しよく糧りよう事情は好転する。前橋で作っている水力発電プラントがあれば電気が使える。自分たちの生活に希望が持てるということを知れば、この世界は必ず再生するだろう」

　栗くり野のはそこで言葉を切ると、ゆっくりと会議室の中にいる幹部たちを見回した。

　慎しん吾ごはそっと自分の腕時計を見た。

　──予定時刻まで、あと十分か。

　こいつはクォーツ時計だけど、まだ電池がしっかりしているから、おそらく狂いは無いはずだ。無事に飛んで来てくれるといいけど。

　栗野の話を聞いた太おお田た市の幹部の一人が、抗議するような口調で発言した。

「確かに、長野県に大人たちが生き残っているという話は、風のウワサに何度も聞いた。だが、いきなりそれを信じろと言われても、それは無理だ！

　実際に、大人を連れてきているなら信じるも信じないも無いが、証拠も何も無い状態で何を信じろというんだ？

　それは、協和国軍との戦いも同じだ。君たちは大おお宮みやで一回敗北を喫している。そんな相手に勝てる見込みがあるのか？」

　太田市コミュニティの別の幹部がその発言の後を継いだ。

「協和国軍には、分厚い鉄板で装甲したトラックが何十台もあるそうじゃないか！　そんな戦車みたいなトラックに攻めて来られたら、どうしようもない！　警察官のピストルなんかじゃ歯が立たないし、ましてや我々が装備しているクロスボウやアーチェリーの矢なんかでは、なおさら役に立たないだろう。

　前橋コミュニティにも、自衛隊の装甲車や機関銃があるそうだが、そんなもので走ってくる鉄の塊かたまりに勝てるのかね？」

「勝てます！」

　自信を持って言い切ったのは、栗野ではなく慎吾だった。

　栗野は一いつ瞬しゆん驚おどろいたように慎吾の顔を見た後で、にやっと笑ってうなずいた。

「協和国軍の装甲トラックについて、一番良く知っているのは君だ。君が説明した方がいいだろう」

「はい、では、私から協和国軍の装甲トラックについてご説明します。私はあのトラックの装甲板にこの手で触れたことがあります。あのトラックは工事現場などで足場にするために地面に敷しく敷き鉄板と呼ばれる厚さ約一センチほどの鋼鉄板を溶接し箱型にして、運転席を覆おおったものです。

　この厚さの鋼鉄板は、警察官の持っていた38口径のピストルの弾丸やクロスボウの矢などでは貫通できません。東京都内のコミュニティの多くが自衛のために装備していた武器のほとんどが、おそらくこういった威力の弱い武器だったのだと思われます。米軍の横よこ田た基地や自衛隊の駐ちゆう屯とん地ちで手に入れた自動小銃で武装し、装甲トラックに乗った協和国軍の前にはひとたまりも無かったでしょう……」

　慎しん吾ごは、足元に置いたバッグの中から、熊くま谷がやコミュニティの会議の時にみんなに見せた穴の開いた鉄板を取り出して、ごとんと机の上に置いた。

「食料や品物を奪い、足手まといになる子供を皆殺しにして、労働力になる人間を拉ら致ちする……その、後先を考えない残ざん虐ぎやくな行動を見たり、話に聞けば、誰だれもが協和国は何をするかわからない荒くれ者の集まりで、実に強力なイメージを持つでしょう。でも、それは単なるイメージなのです……ここにある鉄板は協和国軍がトラックの装甲に使っている厚さ約一センチの鉄板を狩しゆ猟りよう用ようのライフルで撃うったものです。距きよ離りはおよそ百メートル。それだけ離はなれていても、弾丸はこのように簡単に貫通してしまうのです」

　慎吾はそう言うと、穴の開いた鉄板を持って机をぐるりと回って、太おお田た市コミュニティの代表者である清水しみずの前に行き、目の前に置いた。

「他ほかの方々もよく見て下さい。それが協和国の装甲トラックの正体です！　彼らは今までライフル銃のような本格的な銃を装備し、組織化された集団と戦ったことが無いのです。彼らは満足な武装も持っていないコミュニティを攻め滅ぼしてきただけなのです。

　彼らの装甲トラックは、無敵でもなんでもないのです！　戦車のような強大なイメージは虚像でしかありません！　我々は、あの装甲トラックを無力化するためのライフルをすでに用意してあります！」

　穴の開いた鉄板を目を丸くして見ていた幹部の一人が聞いた。

「……確かにこれを見れば、協和国軍の装甲トラックが無敵ではないということがわかる。だが、問題は兵士の数だ。君たちは、さっき、協和国軍は近きん隣りんのコミュニティを責め滅ぼすのではなく、年ねん貢ぐと足あし軽がるを取り立てるようになったという話をした。それはつまり、協和国軍の兵士の数が増えたということではないのか？

　確かに徴兵された足軽のような兵士と正規軍とでは、比べ物にならないだろう。だが、戦いの趨すう勢せいを決めるのは数だ。だからこそ君たちは我々に助力を求めに来たのだろう？　数で攻め寄せられたら、どうやって勝つのだね？　それに対する方策が無いのでは協力はできんよ」

「方策はあります。たとえ何千何万という数の兵士が攻め寄せてきても、我々にはそれを撃げき退たいする武器があるのです！」

　慎しん吾ごは、そう言うと足元のラゲッジバッグの中から、直径十五センチほどの鋳ちゆう鉄てつのパイプで作られた指向性地雷を取り出した。

　片方をネジ止めの大きな鉄製の栓で塞ふさがれ、もう片方に木の栓が嵌はめられているパイプを持ち上げて、慎吾は話し始めた。

「これは我々が製造した黒色火薬を使った指向性対人地雷です。この中には黒色火薬と四十個のパチンコ球が詰まっています。この塞いである栓の上から伸びているのは電球のコードです。ここに、割ってフィラメントを露ろ出しゆつさせた豆電球が差し込まれています。

　このコードに電流が流れれば、フィラメントが赤熱し中の黒色火薬に引火します。爆発した黒色火薬によって中のパチンコ球が飛び出し、前方にいる兵士を倒します。兵の数に頼たよって力押しに攻めてくる協和国に対しては実に有効な武器になるでしょう」

　慎吾は、さっきの鉄板と同じように地雷を持って清水しみずの前に行き、目の前に置いた。

　驚おどろく清水を見て慎吾は笑った。

「これは説明用のダミーです。火薬は入っておりません。御安心ください……」

「脅おどかさないでください……」

　清水がそう言うと、後ろの方にいた幹部が興味深げに手を伸ばした。

「清水さん、それ、ちょっと見せてください。警備班の総責任者としては実に興味があります」

「え？　あ、ああ、持って行きたまえ。私はこういったものには興味が無い」

　清水は顔をしかめると、後ろの幹部に地雷を渡した。

　今まで黙だまって慎吾の解説を聞いていた栗くり野のが、立ち上がって話し始めた。

「我々は、今、手元にある武器がなくなった後のことを考え、黒色火薬を利用したライフル銃の弾丸や、渋しぶ川かわにある火薬製造の化学工場などを利用して、こういった地雷などの開発を始めている。

　戦える兵士の数は確かに協和国軍の方が多いだろう。だが、我々にはそれを補って余りある技術の力がある！　この技術の力こそが、我々があなたがたに示す勝算なのだ！」

　栗野がそこまで言ったとき、慎吾の右腕につけてあった腕時計のアラームが小さく鳴った。

「栗野さん……時間です」

「わかった！」

　栗野は小さくうなずくと、清水と会議室にいる幹部たちに向かって両手を広げてみせた。

「我々にあって、協和国に無いもの。我々の技術力をこれから皆さんにお見せしたい。ちょっと外に出てくれませんか？」

「外に？」

「何だっていうんだ？」

　怪け訝げんな顔をする太おお田た市コミュニティの幹部たちを追い立てるように、栗くり野のは窓まど際ぎわに向かった。

　会議室は小学校の教室をそのまま利用したもので、教室の南側にはそのまま校庭に出ることのできるアルミサッシの引き戸があった。

　栗野はその引き戸を開けて校舎の外に出ると、会議室の中にいる幹部たちを招いた。

「さあ、ここに来て、南の空を見て下さい！　そこに見えるものは幻でも何でもありません。熊くま谷がやコミュニティが前まえ橋ばしコミュニティの技術力で復活させたテクノロジーの産物です！」

　ぞろぞろと校庭に出てきた幹部たちが、怪訝な顔で南の空を見上げるのを見て、慎しん吾ごは思わず心の中で叫んだ。

　──今だ！　今、この上空を飛べば、効果抜群だ！

　その叫びが通じたかのように、一人の幹部が南の空を指差して叫んだ。

「見ろ！　あれ！　飛行機じゃないのか？」

「なんだって？」

　全員が見上げた青空にポツンと白く十字のようなものが浮かんでいた。

「鳥じゃないのか？　白いぞ？」

「いや、違う！　耳を澄すませてみろ！　エンジン音が聞こえないか？」

　その男の言葉の通りだった。

　遠く、かすかにブルルルルルというエンジン音が聞こえていた。

　やがて、そのエンジン音は少しずつ大きくなってきた。それと同時に、白い十字は何度も旋せん回かいしながら近づいてきた。

　それは、白い長い翼つばさを持ったモーターグライダーだった。

「飛行機だ！　見ろ！　本物の飛行機だ！」

　太田市コミュニティの幹部たちは半分呆ぼう然ぜんとした顔で、口をぽかんと開けて空を見上げていた。

　翔しよう子この操縦するモーターグライダーは大きく旋回し高度を下げながら、太田市コミュニティの本部のある小学校の上空をフライパスした。

　白い翼に真っ赤な日の丸が見えた。

　それは、昨日、カー用品店にあった赤いカッティングシートを使って急きゆう遽きよ貼はり付けた間に合わせの日の丸だった。

　だが、青い空に浮かぶ白い翼、そしてそこに輝かがやく赤い日の丸は、それを見上げた人々の意識の中に強烈に焼きついた。

　栗野は胸を張って言った。

「どうですか？　あれが前橋コミュニティと熊谷コミュニティが共同して復活させたテクノロジーです！　我々は地上を走る大量輸送のための鉄道を復活させ、ついには航空機を復活させたのです！

　航空戦力を手に入れたということが、戦いにおいてどれほどのアドバンテージを持つのか、想像していただきたい！　我々はあの飛行機から下を見下ろすだけで、敵がどこにどれくらいいるのか、実に的確に手に取るように把握できるのです！

　これが我々の言うところの勝算です！　我々はあなたがたを負け戦いくさに引きずり込むために参ったわけではないと申した理由が、おわかりいただけたと思います！」

　太おお田た市コミュニティの代表者である清水しみずはこわばった表情のまま答えた。

「……わかった。だが、これは私の一存では決められない。この太田市コミュニティの存亡がかかった決断をせねばならないのだ。我々が合議して意志決定をするまでの間、済まないがあなたたちは別室で待機していてくれないか？」

「わかりました。我々は戦って自由を勝ち取ることに決定しました。できることなら共に戦っていただければと思います。あなたがたの協力があれば、勝算はさらに上がるでしょう」

　栗くり野のはそう言ってうなずいた。

　慎しん吾ごたちは一つ置いた隣となりの教室に案内された。

　そこは、休憩室だったのだろう。床には厚手のカーペットが敷しかれ、くつろげるようにソファと、そしてマンガ本が置かれていた。

　ソファに座った栗野は、窓の前に立ったままじっと南の空を見ている慎吾に声をかけた。

「……心配か？」

「ええ、彼女が単独で飛ぶのは今日が初めてなんだそうです。当然着陸も初めてなわけです。今までに、教官と一いつ緒しよに何度かタッチ・アンド・ゴーの訓練はしているとは言っていましたが、着陸が一番難しいんだそうです……」

　栗野がうなずいた。

「ああ、知っている。何かの本で読んだが、着陸というのはいわば緩ゆるやかな墜つい落らくのことを言う、とかなんとか書いてあったな……」

「モーターグライダーを壊こわしちゃいけないと思い込みすぎてなければいいんですけど……」

　栗野は小さくため息をついた。

「まあ、思い悩んでも仕方ない。我々は彼女を信しん頼らいして任せたんだ。あとは祈ることぐらいしかできやしない。自分でやれるなら自分でやりたいと思ってもどうしようもない。あくまでも信じて待つしかない。部下に仕事を任せるというのはそういうことさ……管理職とかが、ストレスで倒れる理由がわかるだろう？」

「ホントに胃に穴が開きそうな気分ですね…」

　慎吾はあきらめたような表情で肩をすくめてみせた。

　太田市コミュニティの会議が終わったのはそれから一時間近く経過した頃ころだった。

　元の会議室に戻った栗野と慎吾を見て、清水は静かに言った。

「結論から言おう。我々はあなたたちに協力はできない。だが、それは人員の差し出しを行わないということであり、物資はこの限りではない。

　我々は備蓄していたディーゼル燃料と、食料を熊くま谷がやコミュニティに援助する用意がある。それがせめてもの我々の好意の印だ。

　あなたたちには悪いが、我々には責任がある。この太おお田た市に暮らす仲間の生命を危険にさらす決断だけはどうしてもできなかったのだ。そのことを理解して欲しい」

　そのとき、居並ぶ幹部の後ろの方から声が飛んだ。

「責任って何もしないことの言い訳なんですか？」

「コミュニティのみんなが、搾さく取しゆと隷れい属ぞくを大歓迎するとでも思っているんですか？」

「戦わなくちゃ手に入らないものだってあるんじゃないんですか？」

　太田市コミュニティの幹部たちは、あわてて声の主をたしなめた。

「それについてはもう充分論議したはずだ！　多数決で決まったことなのだ！」

「今さらここで言っても仕方ないだろうが！」

　清水しみずはあわてて栗くり野のに頭を下げた。

「いや、いささかお見苦しいところを見せて申し訳ない。なかなか意見の統一ができなくてね……だが、決定してしまったことなのでね。あなたたちには残念なことになったかもしれないが、これが太田市の総意だと思ってくれ」

　栗野はじっと清水の顔を見ていたが、やがて大きく息を吐はくと、にっこり笑ってうなずいた。

「わかりました。そういうことなら、もはや何も言いますまい。ディーゼル燃料や食料についても、後難を考えれば辞退すべきなんでしょうが……正直戴いただけるものならありがたいですね。ただ、正式に供与したのではなく、知らないうちに我々が持っていったということにしてください。万が一我々が敗れた場合、言い訳できないと大変でしょうから」

　清水は顔をほころばせた。

「ああ、そうしていただけるなら願っても無いことです！」

　栗野はさばさばした様子で一礼した。

「では、我々はこれにて退散しいたします……が、我々としては、常にあなたがたの参戦を心待ちにしているということだけはお忘れにならないで戴きたい」

　清水は複雑な表情で小さくうなずいたが、何も言い返さなかった。

　栗野と慎しん吾ごが乗ったトラックは、来たときと同じように前後を警戒用の原付バイク部隊に守られて、太田市コミュニティの本部を後にした。

「……結局……無む駄だ足あしでしたね……申し訳ありません」

　そう言って頭を下げた慎吾を見て、ハンドルを握っていた栗野は首を振った。

「いや、君のせいじゃない。確かに、太田市コミュニティは動かなかった、でも、あの飛行機の印象は、強く刻み込まれたはずだ。

　俺おれたちの話した内容は、きっとあっという間に太田市のコミュニティの人たちの間に広がるだろう。協和国に隷れい属ぞくすればどんなことになるのか、それを。

　そして、それと同時に、みんなあれを見たはずだ。あのモーターグライダーをね。

　幹部や代表者がなんと言ったって、結局のところ、太おお田た市コミュニティがどう動くのかは、全体の総意で決まる……もしかすると面おも白しろいことになるかもしれない……あれ？　なんだ？　何かあったかな？　追いかけてくる車があるぞ！」

　トラックのサイドミラーを見た栗くり野のはそう言うとトラックを減速させた。

　慎しん吾ごは窓を開けて、身を乗り出して後方を見た。

　栗野の言うとおり、後ろから五台ほどのトラックがライトをパッシングしながら追いかけて来ていた。

　栗野がトラックを左の路肩に停とめると、すぐに追いかけてきたトラックが追いついた。

　そのトラックには、手に手にクロスボウや、猟りよう銃じゆうを持った、見るからに兵士という雰ふん囲い気きの男が二十人ほど乗っていた。

　警戒しながら近づいた栗野の前に、兵士を乗せたトラックの助手席から一人の男が降り立って敬礼した。

　それは、さっき、太田市コミュニティの会議室で、栗野が見せた地雷に興味を示した男だった。

　男はにやっと笑って言った。

「我々は太田市コミュニティとは関係なく、個人的な理由であなたがたと共に戦うことを決めた有志です……まあ、義勇軍とでも呼んでいただければ結構です。

　トラック五台、総勢八十名……微々たる戦力ですが、ぜひとも仲間に加えていただきたい！」

　栗野はにっこり笑ってうなずくと、右手を差し出した。

「歓迎する！　心の底から歓迎する！　さあ、一いつ緒しよに熊くま谷がやに行こう！」

　太田市コミュニティ義勇軍のリーダーは、その右手をがっちりと握った。

　トラックの運転席に乗り込んだ栗野は上じよう機き嫌げんで笑った。

「こっちの義勇軍はあっちの義勇軍と違って、やる気満々だな！」

　そして、ひとしきり笑った後で、真剣な目になって栗野はつぶやくように言った。

「動いたな……」

「え？　何がですか？」

　思わず聞き返した慎吾に、自信あふれる表情で栗野は答えた。

「言っただろう？　小石が動けば岩が動く、岩が動けば山が動くって。俺おれたちは、今、その小石を動かしたんだ……八十人の小石をな……」













　　　最終章







　東京都立たち川かわ市。

　そこは、今や東京都のほぼ全域と埼さい玉たま県南部をその支配下に置く、広大な領地を持つに至った西東京協和国の首都だった。

　首都と言っても、官かん僚りようがいるわけでも大きな役所があるわけでもない。

　西東京協和国は完全な軍事独裁国家であり、軍事部門以外のいわゆる行政というものが、この国には存在していないのだ。

　食しよく糧りよう生産も燃料の調達もすべて軍事部門が優先であり、すべてが兵士のために存在しており、いわゆる一般市民の処遇についてはほとんど考こう慮りよされていないのである。

　西東京協和国の中枢は、立川市の西に広がる広大な昭和記念公園と、それに隣りん接せつする陸上自衛隊立川駐ちゆう屯とん地ちに置かれていた。

　この立川駐屯地の中央には南北に一本の滑走路が走っている。

　ヘリコプターが配備されるまで、陸上自衛隊では偵察や連絡用に小型飛行機を使っていた。中央にある滑走路、陸上自衛隊が飛行機を使っていた頃ころの名残なごりなのだ。

　そのコンクリート舗ほ装そうされた広い滑走路の上に、そいつはいた。

　圧倒的な質量を持つ、黒く塗装された無ぶ骨こつな鉄の塊かたまり。

　生き物の持つ曲線とはまったく異質な、無機質な直線で構成されたフォルムは、あとから追加された装甲板によって、さらに鋭角な印象を与えている。

　その鉄の塊から少し離はなれたところに立っていた、黒いベレー帽をかぶり黒い作業服を着た多た目めが右手を上げた。

　それが、合図だったのだろう。

　黒い鉄の塊はぎゅるぎゅるというセルモーターの響ひびきに続いて、がるん！　という大排気量ディーゼルエンジンのうなりを上げて身体からだを震ふるわせた。

　がるがるがるがるがる……というアイドリングの響きと共にエンジンの上部から出ている排気管からうっすらと黒い煙を吐はいたそいつは、がくん！　と身体を揺すった。そして、大きなキャタピラを滑走路のコンクリートに叩たたきつける、がんがん！　という音を立てて地響きと共に動きはじめた。

　多目の横にいた同じように黒いベレー帽をかぶって黒いブルゾンを着た大だい道どう寺じが、目を輝かがやかせて言った。

「おお！　すごいぞ！　すごい迫力だ！　すごいぞ多目！」

　多た目めは小さく一礼した。

「こいつは小コ松マツの十六トンブルドーザーに鉄板とコンクリートブロックで装甲を施ほどこしたものです。これがあれば、大おお宮みや攻略の際に苦労した、あのコンクリートをバスの中に流し込んだバリケードを排除することができます。エンジン、キャビンの周囲、及び燃料タンク周辺には水と消火剤を混ぜたものをシャワーで噴ふん霧むできるようになっておりますので、もし火炎ビンなどの攻こう撃げきを受けても洗い流すことができます」

「いたれりつくせりだな！　こいつは戦車も同然だ！　こいつの進撃を止めることができるやつはいない！　そうだろう？　多目！」

　多目は心の中で苦笑を浮かべた。

　──俺おれたちだってパンツァファウストを持ってるんだ。向こうだって持っているだろうとは考えんのか……。

　心の中のつぶやきをおくびにも出さずに多目は答えた。

「そのとおりです。こいつの進撃を食い止めることはできません。我々にはこれと同じ改造を施したブルドーザーを二十台用意しています。

　トレーラーの通れる道路を確保できれば、いつでも戦場に送り込めます」

「そうか！　これで俺たちは勝った！　そうだろう？　多目！」

「ええ、この戦い、我々の勝ちでございます！」

　慇いん懃ぎんに頭を下げながら多目は思った。

　──パンツァファウストを食らえば、こいつだって吹っ飛ぶ。だが、こいつは一台だけじゃない。それに、随ずい伴はんする歩兵と、装甲トラックが弾幕を張れば、パンツァファウストを持った歩兵は近づけない。

　そのための市街戦の訓練を俺たちは立たち川かわでやってきた。そう簡単にふっ飛ばされはしない。

　ガタガタと地じ響ひびきを上げて滑走路の上を走っていった装甲ブルドーザーは、百メートルほど先でＵターンして、再び戻って来た。

　元の場所に戻ってエンジンを切ると、あたりが急にしんと静まり返ったような気がした。

　大だい道どう寺じは子供のように小走りでブルドーザーに駆け寄ると、そのキャタピラを手で叩たたいて大声で言った。

「おい、多目！　こいつに名前をつけろ！　カッコイイ名前だ！」

「ええ、名前は考えてあります」

「なんて名前だ？　ダサイのはダメだぞ、こう、クールなやつじゃないとな！」

　多目はにやっと笑って言った。

「……キルドーザーというのはどうでしょうか？」

　大道寺は目を見開いた。

「おお！　すげえ、キルってのはあれだな。殺すのキルだな？　そうか、キルドーザーか！　うん、クールでカッコイイぜ！　決めた、それがこいつの名前だ！」

　そして大だい道どう寺じは自分の後ろにいた幹部たちに振り返って言った。

「いいか、お前ら、今日からこいつのことはキルドーザーと呼ぶ！　部下にも伝えろ！　俺おれたちには無敵のキルドーザーがある、この戦いは勝つ！　とな！」

　大道寺の部下たちは歓声を上げた。

　その光景を眺めながら、多た目めは思った。

　──アメリカで本当にあった、自家製の装甲ブルドーザーで町中を破は壊かいした事件のことなど、こいつらは知りもしないのだな。

　だが、あの事件のとき、警察の武器は装甲ブルドーザーを止めることはできなかった。マグナム銃も自動小銃も手しゆ榴りゆう弾だんですら、歯が立たなかった。

　多目は目の前にある黒く塗られたブルドーザーを見上げた。

　──熊くま谷がやコミュニティの連中に、こいつを止めることは、おそらく無理だ。こいつは文字通りのキルドーザーとして、熊谷の街を破壊しつくすだろう。

　黒い鉄の塊かたまりの奥から、エンジンが冷めるときの、チン、カチン、という音が聞こえてきた。

　多目にはその音が破壊の喜びに震ふるえる笑い声のように聞こえた。


ｅｎｄ












　　　あとがき




　どうも、鷹たか見み一かず幸ゆきです。『リセット・ワールド２　僕たちが守るべきもの』いかがでしたでしょうか？

　一巻をお読みになった方は、ご存知のことと思いますが、この小説は現実の世界を舞台にしています。地名も、そこを通る道路も橋も鉄道も建物も、すべて現実に存在するものをそのまま使っています。

　私は、読者の方々に、主人公たちと一いつ緒しよに焼け跡と廃はい墟きよの広がるもう一つの平成日本をさまよい歩き、そこで生き抜く面おも白しろさを感じて欲しいと思って、この物語を書きました。

　現実の歴史にこういった「もしも……」という要素を加え、「本ほん能のう寺じで信のぶ長ながが殺されなかったら……」とか「関せきヶが原はらの戦いで西軍が勝っていたら……」というシミュレーションを組立てて、もう一つの日本史を描く、いわゆる歴史シミュレーション小説というカテゴリーがあります。この小説は、その書き方で「ある日、十八歳以上の人間が一人残らず死に絶えたら……」というシミュレーションを組立てて書いた、もう一つの平成日本の物語なのです。

　シミュレーションと空想は、実によく似ています。どっちもこの世にあるものではありません。すべてイマジネーションの産物です。違いがあるとしたら、それは現実世界の制約が、そのまま存在するかどうかという部分ではないかと思います。

　シミュレーションでは、社会のルールや物理法則は現実世界と同じように適用されます。あくまでも現実の上に立ち、そこから一歩も踏ふみ出しません。

　これは、いわゆる「危機管理」の考え方と同じです。

　危機管理とは「もしも火災が起きたらどうするのか」「もしも事故に遭あったらどうするのか」を考えて、そうなった場合に何をすべきか、その選択肢を考えることを言います。その選択肢に「スーパーヒーローが助けに来てくれる」というものはありません。

　そういったスーパーヒーローの活かつ躍やくが読みたい方には、おそらくこの物語は面白くないと思います。

　しかし、現実を見据えた上で「もしも……」という考えができる、いわゆる「先を読む」ことができる人には、きっと面白いと思うのです。

　お読みになった方はおわかりのとおり、慎しん吾ごたちの熊くま谷がやコミュニティ側だけではなく、西東京協和国側にも秘密兵器が登場します。もう一つの平成日本を舞台にした新・戦国時代の戦いがどうなるか、期待していただければと思います。




　さて、このもう一つの平成日本を描くために、今回も様々な方のご協力をいただきました。

　特に『小さな国の救世主』で広島弁の監修をしていただいたゲームデザイナー銅あかがね大だい氏につきましては、引き続きストーリィ展開について貴重なアドバイスをいただいております。

　また、添加剤によるガソリンのオクタン価変更実験に協力していただいた皆様や、モーターグライダーの構造や点検整備について取材させていただいた羽は生にゆうソアリングクラブの皆様に深く御礼申し上げます。今回は顔見せ程度にしか登場しなかったモーターグライダーは次の巻で大活躍する予定ですのでご期待下さい。

　そして、前巻に引き続き、この『リセット・ワールド』の世界をビジュアルで表現していただいた姫ひめ川かわ明あきらさんに、心からの感謝を申し上げます。

　一枚の絵、とはいえ、その絵の後ろに広がる世界までしっかり切り取った、ロングショットの絵が描ける人でなければ、中央アジアの雰ふん囲い気きは出せない。ということで、前シリーズの『小さな国の救世主』のときにイラストをお願いし、好評だったのでそのまま『リセット・ワールド』のイラストをお願いしたわけですが。人口が激変し廃はい墟きよと化した世界という、私の描く実に殺さつ伐ばつとした暴力に満ちた世界を、ビジュアルで表現しなくてはならないというのは、マンガという自分の世界を描くことを職業としている方には無理難題としか言いようのない仕事だったでしょう。長年の個人的な付き合いという関係に甘えてしまいましたが今回も見事な出来栄えで、この本の表紙と本文イラストを描き上げていただきました。

　姫川さんの才能は、まさしくマンガのためにあります。この本ともども、書店に並んでいる彼女の作品もお読みになっていただければ幸いです。




　二○○八年六月末、梅雨時の越えち後ご湯ゆ沢ざわにて。


（この本が面おも白しろい、と思ってくれる読者の方々に支えられている　鷹たか見み一かず幸ゆき）









[image: ]







鷹たか見み一かず幸ゆき

埼玉県北部で物語製造業を営む零細業者の一人。四分の一世紀以上警察官として勤務していたが健康上の理由で退職し作家になった変わり者である。様々な現場に遭遇し、事実は小説よりも奇なり、を身をもって体験したこと数知れず。経験値だけで作家をやっていけそうだとのこと。現在続刊執筆中。
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イラスト／Himeaki

いろんな意味で「間（はざま）でリアル」する事と、生き物のようなぬいぐるみをこよなく愛する絵描きです。さまざまなGEARの使い分けに近頃少々記憶喪失ぎみ……。

Himeakiサイトhttp://www.himekawaakira.com/
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